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古米東北地方や北!ÍlH色合はじめとする債雪地方においては，いろいろの針葉樹首が長期間の積雪 Fにお

いて腐敗枯死する病持の発生があり，きわめて大きい障害となっている乙被害樹種は本土においては，ス

ギ‘や -cr ';l Jj'iを主とし，北itlJ j萱ではェヅマ γ とト Fマヅにはなはだしいっそして被害程度の差はあるが，積

雪下で越冬する常総針葉闘のほとんどすべての種煩がおかされるつまたこれらの被害は前畑における養成

百ばかりでなく，林地における新植苗にもかなりひどい筈をおよぽし，苗木の生育障害や枯死の原因とな

っている。

しヵ、しながら，過去におけるこの病害についての研究はきわめて不完全であり，原因すらも十分に明ら

方、にされていなかったr そのために，実務者の知識の程度も低く，雪の下でむれるためにおこる病気だろ

うとか，あるいは反対に雪によって苗木が冷やされるためにおこる生理障害と考えてワラや落葉で苗木を

被彼して越冬させて大失敗した例すらあるこ以上のような状態なので，長い間積倒的な防除対策もとられ

ずに放置されてきた。

著者の 1 人佐燥が 1948 1' 1三(昭和 23 年)に秋ru ~乙i易におし、て附病の研究に着手した当時は，各地の苗

r.lITにおし、てスギやアカマ γ苗の雪!偽病が発生した。すなわち，はなはだしい場合には，数 10 万本あるい

は 100 万本以上の泣冬74の 90 %以とがおかされ. 50 %前後の床替不能苗を生じ， 1を苗Ji.回を変更せざ

るをえない場合すらまれではなかったコそれで，この問題の解決の重要性を痛感して研究に志したF し虫、

しながら当時の著者ら(佐藤)の能力では，研究の進歩は遅々たるものであったハ

たまたま. 1949 年(昭和 24 年)ごろから本場(目黒)の附病第一研究室において，伊藤一雄投官と保

坂手走行技官がスギ自宅の雪関病の病原学的研究Jこ背手し，著者ら(佐藤〕にも試料の秘供と一部の実験の担

当の依wt!があった「その後伊藤技官らはその研究成果を公にして研究を打ち切り，残った生態および防除

方面の!V IJ'Eは著者の 1 人佐藤に引きつづいて実施するようにすすめられた。それ以米市(J 8 年の問，はじめ

はスギを主として灰色カるび病と菌核予Jの研究;こ従事してきたが，研究の進畏にともない未知の病害や病原

菌も加えられ，しだし、に研究範RH も J広犬された}

この報交は現在まで行った研究のうち，消論と灰色かび病および菌核病についての成績を述べたもので

あり，すでに公表された11日分も含まれている。これらの病害以外の雪腐病についても日|究を進めており，

かなりの量の成績がえられたが，改めて第 JI報に報告する予定である十

この研究を行うにあたり，林業試験場保護部長今関六也氏からは懇切な激励と助言をいただき，同樹病

研究室長伊藤一雄博士からは終始懇篤なるご指導と激励をいただき，かつ原稿の校関を賜わったっまた京

都大学農学部教授四手弁縞英博士からは雪についていろいろご指導をいただし、た。たお研究者手当初にお

いては元農林省大舘農事改良実験所秋田試験地主任須藤明氏からはし、ろいろと助言をいただいた。ここに

これらの方々に対して哀心力通ら感認もうしあげる。さらにほ場試験や林地試験にあたっては，秋田営林局

管内の角館・犬由・生保内・鷹巣の各営林署，および林業試験場釜淵分場造林研究室からは絶大なるご協

力をいただき，また青森営林局，前橋営林局および秋田営林局管内の各営林署からは研究材料の寄贈をい

ただいたことを記して心力‘ら感謝の意を表する。



一- 4 ー 林業式験場研究報告第 110 号

2. 研究史

欧米;諮問における針葉樹首の雪腐病 (Snow molding , snow blight) についての研究は古くからかな

り多くの報告があるハすなわち WEIR'州， DAVISIO" SYDOW • PETRAK'川， ÐEARNESS 111 ， FAULL1:1.¥¥)l;il 

SJÖSTRÖM I20 ) , BOYCE i' l , BAXTER~) ， POMERLEAU10I }, BJﾖRKMAN5)1;) PEHRSON 10 リ VAARTAJA"71 ら t士

spruce , balsam fir , Aibes , Pinus などの Phacidium infestans KARST. (var. abietis DEARN.) , 

P. balsωneae DAVIS (Stegopezizella balsamea (DAVIS) SYD.) , P. laxicolu問 DEARN. ， P. ρlanum 

DAVIS などによる雪闘病ーについて報告している。また STURGIS 12\ VON NEGER刊， GAﾜMANN' ROTH ・

AN I.I KER'71 , SHOPE"" , BAXTER" , OECHSLIN'町， BJÖRKMAN 6l , ZOBRIST1!ii"J 158) , MEIRKANS ï71 , ZOBRJST ・

HOLENSTEIN川" Canada Dep. Agr."らは Herpotrichia nigγa HARTIG (Brown or black felt 

blight , black snow fungus) および Neopechia coulteri (PK.) SACC. による Picea ， Pinus , Abies , 

JuniPeγus ， Thujoposis , Pseudotsuga なとsの雪闘病について報告している c ぎた BJÖRKMAN" は

Fusarium spp. , Dasyscypha fuscosanguinea , Herpotrichia juniPerina , Ascochyta parasitica な

どをマツ苗の冨;闘病菌としてあげているご以上の病害についてはわが悶ではまだ発生の芯録がない。

HARTLEY ・ PIERCE ・ HAHN引}は Pseudotsuga および Picea の雪腐病 (Snow-smothered-molｭ

ding) 合報合し，病原菌として Pestalotia spp. , FHsariu問。curninatum E. et E. と未同定の暗色の

糸状菌および Botrytis cinerea PERS. をあげたご

KORSTAIN叫)は針葉樹首 (Douglas fir , Picea , Pinus など〉の雪腐病の防除沢験成績を報告したコ

わが悶では，笠井51)が青森県下に発生したスギ苗の標本を調べ，分生胞子を欠き，菌核しか認めなかっ

たが，氏はこの病原菌を VON TUBEUF1H) 142) の認紋した Botrytis douglasii として;有名を『スギ75の

菌核病J と命名した乙しかしこの B. douglasii なる菌は BEHRENS.1l ， TUZSON 145l , STEVENSl~2) ， 

GRAVES1S)そのほ方通の研究者によって B. cinerea と同種だとされていたものである。また笠井の報交:で

は病原菌の分離士宮養および接種試験にはふれていなし、。ついで北島日}日)は青森県と秋川県下ìこ発生したス

ギ苗の菌核病を材料にして調べ，この病原菌は B. douglasii とは別種とし，新たに B. cryptomeriae 

KITAJIMA と命名した。伊藤町，伊藤・保坂町はスギ苗のいわゆる雪腐丙の病原学的研究結果を23表し，

そのおもなものは灰色かび病と菌核病であり， まれに Fusarium sp. によるものがあるとしたこそして

灰色かび病の病原菌を B. cine向。 PERS. と同定し， 菌核病の病原菌は新たに Sclerotinia kitajimana 

K. lTo et HOSAKA 主命名し，北島の B. cry ptorneriae は Sclerotinia の菌核と Botrytis の分生IJ包

子を見て同一菌のものとみなして記載を行った疑いが十分にあると報告した。

小)11附および笠井目}はエグマヅrEの雪隠病を報告し，その病原を HEPTING ・ DAVIDSON仙の司鼓した

Rosellinia herpotrichioides にあてている。ついで原田・柳沢211 はエゾマヅ苗の雪腐病の防除試験成績

を報告した。

著者ら(佐藤・大田川 10") は4杉位における新植スギ苗の灰色かび病による雪腐れの激害例を明らかに

し，また東~tþ也方における針葉樹苗の雪腐病の分布と病原性についても報告したc さらに著者の 1 人佐藤

106) 川}山)はスギ苗の灰色かび病の発生と施肥との関係について公表し，またスギ、首の灰色かび病と菌核病

の防除試験成績をも発表した。その後著者ら 111)は MH-30 処理によるスギ、苗の雪腐れの防除効果を公表

した。ついで魚住H

病の防|徐についての成績をおおやけにした。



針葉樹首の雪腐病に関する研究-1 (佐藤・庄司・太田) 一- ;) 一一

E 積雪下の環境条件

松尾72)73) は恨雪期間が 100 日をこすとき冬作物の雪害がとくに甚大となることから，この線を雪害線と

称し，この線内では雪害が大であり，線外では小であるとした。著者らの針葉樹首の雪腐病についての調

査でも，おおよそこの線内で被害が多L、。しかし積雪期間は年によりかなりの変異がある。したがって多

宣の年には，平年ではあまり被害の発生しない地帯でも危険になる。

次に各種の因子ごとに述べることにする。

1.・目 度
11m. Jii:. 

積雪は熱の伝導がきわめて不良なので，積雪量の多い場合には，積雪下の温度は外気温の影響をうける

ことがなく，常に O'C 付近で一定である(安田151) 松尾川市町〉。しかし，積雪量の少なし、場合には多

少外気温の影響をうけ，外気温の低下とともに地表温度の低下が認められる (OPITZ'引 )0 ;t長尾町が新潟県

下で測定したところによれば，積雪が 50 cm ある時Jこは，積雪下の温度は O'C 付近に常に一定で，その

下におおわれた冬作物は外気温の影響をうけることはほとんどない また雪積量 50 c間以下の場合もそ

の影響がし、ちじるしく減退することを認めた。そして漬雪量が多い場合には，気温の変化よりも土壌温度

とくに積雪前に土l漢が凍結しているか否かが地表温度に大きい影響を有する。北ìfif;道においては積雪下に

おける土擦の凍結が長期間にわたる地帯があるが，東北地方においては岩手県と青森県のごく一部で多少

凍結期間の長いところがある程度だと考えられる。

中野町 t土積雪下のユキナは呼奴熟で温度を 3.0~4.3'C 上昇せしめると述べている。ゆえに，積雪ー下に

針葉樹15の密生している場合に温度の上昇があるかどうかを明らかにすることは，雪腐病菌の発育の点か

らみて重要なことである。著者らは 1955 年 1 月 25 日に秋田県下の境苗畑において， 50 cm の積雪下の

温度を島津の T-3 型必イl'若手1・式温度計で測った結果はスギ床替苗床 (m' あたり 120 本成立)では0.5 C , 

まき付床 (500 本成立〕では 0.5 ご'C，地面では 0.4'C であった。 1957 年 3 月 22 日， 1.1 m の積雪にお

ける測定結果は，まき付床-0.5 C C，歩道一 0.4'C，雪中は -0.4 0 C であり，首木の有無による温度の差

はいちじるしくなし、。

さらに低温下におけるスギ苗の呼l及熟を測定したごすなわち， 2 ,000 cc 入りのマホウピン 2 個を準備

し，一方には 73g 草萱のスギまき付苗 30 本を植えつけたノj、ばちを入れ，他方には，同じような r'fîを殺

で、殺したはちを入れた。両方ともに中央に小穴をあけたゴム栓をつめて熱電堆の Hot end を挿入し， 3 

日間50 c刑の深さの雪中に埋めて温度を測定したが，両区間に差異は認められな力 aった。したがって積雪

下における首の呼唆熱による温度の上昇は考慮しなくてもよいと考えられる。

2. 湿度

竹内山}および絵尾i~)i3) によれば，積雪下の空洞内の空中湿度は飽和L状態である。著者らの観察でも積

雪下の空洞内の空中湿度は飽和状態のためにいちじるしく苗木に7k滴が付着しているコ

積雪下の土壌含水量については，松尾72) fこよれば，高睡では低く，平畦では高く，誇陛ではもっとも高

く，また水出と畑地土壌では異なる。著者らが 1955 年から 1956 年に山形県下の釜淵分場苗畑において

土性を異にする各種の土壌について測定した結果を Table 1 に示した二

この表を見ると，土壌含水量は排水不良な土壌で高く，排水のよい土壌では低い。また積雪期間の中期
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Table 1. 僚宮下の土民合水率の季節的変化(容量%) 釜>>::1

Seasonal variation of the wat巴r contents in various 

soils under snow at Kamalコ山hi (1955~1956) 

14/Xl 21/ JI 

¥ 測定日
" Date of 

土質"- investigation 
Soil 、~
c1 a ss --------一一
軽しようクロボク
(未刻うん) 52.1 
Light loam 

クロボク未刺うん LA  , I 
60.1 53.1 Solid light loam I UU , , 

クロボク+埴土(1 : 3) I 
Light loam ac1ded I 65.1 58..3 
with red soil 

団結眉土 1 L r:: '") I 65.2 61.9 Solid loam I VJ. L. 

i制服I時の状態|官官.2ぷ!積雪 0.75111
Condition when thE|Aftertrair由11 Snow was. O. 75 
sample was taken a..vL  ,“ 111 in depth 

24/1 23/11[ 

51.4 

53.5 68.6 

62.3 65.0 

積雪 |桔雪 l ・ 0 刑1.8 111- I .~ 
l 雪どけ期

Snow was 1.8 Snow was 1.0 
111 in depth I 111 in depth 

では比絞1'léJ合水量が(尽くなり，初期と終期には高くなる。

以上のように積雪下の空中沼度も土l哀混度も高いので蒸散作用が妨げられ，さらに雪圧によって72木は

土僚に筏着しているので呼吸作用も妨害されることが考えられる。

3. 光線

積雪は光線の不良導体であって，積雪府はその表面に校射した光丑のうち，ごく一部しカ注透過しないっ

RÜSEL 1{L1) に

~1ν/15印0 ， 1/6 ， 000~1/200 である。また KALITIN山は 5 cm の積雪何で 896，深さが増すとともに漸減

し， 40 c例で 0.5 %, 70 cm ではほとんど O となる。泉.jÏ)は雪の光線透過不は 0.883 で光量は雪周 1 c仰

を透過するごとに 1 1. 7 %減少することを訳めたう松尾7川士 fn::rNJの恒温iiH内で発穿させ白化したまま 5 C11! 

くらいぶのびたコムギ、を 5 C11I, 10 C削， 50 cm の雪間下tこ 80 日 rrnおし、た結果， 5 c仰では葉身全部緑化

したが， 10 C 11I のものは葉身下部のみわずか絞化し， 50 C例ではまったく葉緑素の形成を認めなかったー

このことは 50 C例以上の積雪のあることは，コムギの利IIJ しうる光線の透過のないことを示すものと考

えられるし

Table 2. 積雪の深さと照度との関係

E百ect of c1epth of snow on th巴

int巴nsity of i11umination 

積雪の深さ l 照
I In tensi ty of 

Depth of snow (c例)1 'iiI~~t~凶io川z

ハU
Z
J
ハU

ハU

ハU
戸
ヨ
ハ
υ

ー
i
n
ノ
L
q
u
A
A
F
ヘ
リ

10 ,700 
360 
23 
2 

0 
0 

度

著者らが 1955 年 1 月 18 日に歓 111市において東芝 5 号

型照度計そ用いて新雪下'の照度を測定した結果はTable

2 のとおりであり，この測定器具では 45 C 11I ではまっ

たく光線を感じなかった。

以上のように，積雪下の植物はほとんど暗黒か，きわ

めて暗い状態で長期間生育するわけである c 暗黒が植物

におよぼす影響としては，同化エネルギ、一波たる光線の

欠乏であって，植物は同化作用を中止し，生育に必要な

エネルギーおよび呼吸作用によって失う物質は自己の体
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内の貯峨物質によって何i うほカイ土な L 、。

4. その他の因子

積雪下における通気は航物の蒸散，呼吸および地下養分の呼l授などの諸生理作用に影坪を与えられると

考えられるが，これに関しては， TUMANOV. BORODINA ・ OLEINKOVA 1H1 は積雪下の空気の中の酸素の含

量は大気巾におけると犬設ないこと，および換気筒で積雪下の通気をはカ‘った場合も普通状態の積雪下の

コムギ.が同様に23筈をうけたとし、ぅ実験結果から，冬作物の雪;;き現象l土積三雪下の通気関係によるものでな

いことを証明した、

積雪何が厚いときは，その重庄はきわめて大きく，積雪下の市;土地表ー商に筏著し，地面の病原菌に擬触

して発病が誘発される 3 またたえず供給される雪どけ水に没されることにもなるっそのはかに雪圧によっ

て苗木が損傷をうけて病原菌の侵入が助けられる。

以上のように雪圧は舶物の生育に忠影簿をおよぼし，雪腐病の発生とも密接な関係がある。

積雪の化学成分にIllJしては松尾71) によれば，雨水と大主がなく，その成分としての航物への影縛は無視

しでもさしっかえな L 、。

目 積雪下における苗木の枯死原因

以上述べたような積雪下の県境におけるムギ類の冬桔の原因ば，おもに病原菌による腐敗であることを

1]]杉132)133) ，松尾7 :.1 )';:1) および宮山110)が報告しているコ

著者らもスギ、苗が積雪下における衰弱だけによって枯死するかどうかを明らかにする fこように次の実験を

f子った

試料および方法

1949 年 4 月 20 日に 7 寸はちに畑地の土擦をつめて ， ~t;肥として 1n2 あたり硫西空アンでユア 100g ， 過燐

般有灰 80g， 恥化カリ 20g ， 消有灰 100 g ずつ施し，あらカ通じめホルマリ y液て、土民消毒し， 10 日後に

スギの種子(荒波i経営区，天然スギ， j清主「今 i!i'O に 2%量のセレザンを塗布してまきつけた勺これを治法に

よって管却し，秋までに l はちあたり 100 本ずつ成立せしめたコ 12 月 20 日に市と士安をウスプルンの

500 伐液で川市し，一方は戸外の積雪下に放置し，積雪は 50 cm 前後;こ保った。他方は踏室内に収め，

時々海水してlr理しておいた。この際の室温l土 3_+80 C であったこな Fョ，この試験では各処斑 4 個ず

つのはちをmいた。 1950 年 3 月 10 日!こいだり消雪したので，戸外の11iは 4 月 1 日まで木箔で被覆して

暗黒に保った。 4 月 1 日に阿区のはちを戸外;こ出して苗の生育状態を観察した

試験結果

戸外に出してから 1 カ月聞の生育状設を観察したが両区とも異常を認めなかった3 この試験結果から健

全苗では，積雪下や桔室内では約 100 日間で枯死することはなし、ニしたがって積雪下で越冬中の枯死の原

因は単に衰弱だけによるものではないと考えられる。

W 東北地方における針葉樹苗の雪腐病の被害

わが国におけるこの病害についての研究がきわめて不完全なために， JE確な記録が残っていなL 、。しか
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し諸文献に報告されたものと，著者らの調査した概要を述べる c

笠井51) は 1916 年(犬IE5 年) 4 月青森県下大鰐ノj、林区~.・舟河苗画におけるスギとアカマツ苗の菌核病

の発生を報じた。すなわち， 1 年生スギ盲苗 20 %, 2 年生は 10 %, 3 年生とアカマ Yではきわめて微少

だったと述べている。この病害は;記載からみて，菌核病(病原 Sclerotinia kitaji問問。〉らしい。

北sffJ57} 山は 1915 年(犬正 4 年)に青森県津軽郡野辺地ï'íflま付近のスギ、首に発生したものを菌秒、病とし

た。ついで 1916 年(大IE5 年〉と 1918 年〈大正 7 年〉に青森営林}，司(大，休区署〉管内から標本を集め，

野辺地産のものと同じく菌核病とした。また 1918 年〈大正 7 年) 5 月秋EU大林区袈管内にも同様な被告

があり，鑑定を求められたc 以上の菌核病というのは記載をみると伊藤・保坂39)が述べているように，お

そらく灰色かび病と菌核病とが混じっているものと考えられるご

著者らが調べた概略は次のとおりである。古い記録では， I秋田大林区12の i副本 'JI:業成積に閲する害額J

大正 4 年度に次の 2 例がある J

大正 4 年 5 月 2 日付 4 文第 2460 号により舟形小林区若長から秋田大林区署長への報告によると，大明

神苗ほ(山形県最上郡最上町赤倉苗畑〉においてアカマツ 15 ， 000 本，ヒノキ 7 ， 200 本，スギ 120 本のま

き付市に菌杉、病が発生した。また同年 6 月 22 日付 4 業第 3383 号で秋f11大林区署長から秋田県下の阿仁

小林区署長あてに吉野系スギ古木に菌主主病の疑いもあるから棄却するようにと通知を出している このほ

か 1939~1940 年〈昭和 14 ~15 年〉ころ秋田県下の上ノj、阿仁営林署の仏主1:百ほ，こ， また同じころ角館

営林習の高屋苗ほにもいちじるしい被害が発生したと称されている。

秋同地方における民有苗畑においても，古来スギやアカマツ苗に室腐病の被害が多く，スギの剰古病に

ついでなやまされている病害であるつ最近では，赤枯病の防|漁訟が普及したため，むしろこの病害の被害

がなやみとなっているとし、う養首業者も少なくなし、。

戦後育苗が飛躍的に増加したにかかわらず，この病寄の防除法ーが確立されていなかったために，各地の

苗畑においてスギ.やアカマツ苗にはなはだしい被舎をうけた。このもっとも大きいほ因は秋のびの徒長苗

を作ったことであるごこれらの病容はおもに灰色かび病，菌核病およびff白色雪腐;府によるものであったコ

雪腐病はtE令の若いほど被害が多く，苗畑ではまき付越冬lHにもっともひどく，床替苗では軽微であ

るのしかし仮植百では山IL\し r'1iでもいちじるしい被害をうける。またスギのさし木11Tは一般に病害に対す

る抵抗力が強L、ものであるが，秋のびした場合には新芽からおかされやすく，霜害も誘因となっていちじ

るしい被害が発生することがある。 この例として秋田県下において， 1950 年(昭和 25 年〉に 120 ， 000

本， 1955 年(昭和 30 年〉には 80 ， 000 本の前が灰色かび病におかされた。

林地における針葉樹首の雪闘病による被害について，わが国ではじめて明らかにしたのは，著者ら(佐

藤・太旧刷))である υ しかし，この被害は以前から発生しており，少なからずなやまされていたものであ

る。そしてスギやマツ類の仮植苔や秋植苗にかなりひどく， Z15の枯死や生育阻害の大きい原因となってい

る c とくに近年の多雪地帯の造折、面積の滋増は，林地における被害をいちじるしく増大しつつある。林地

に発生する病害は暗色雪腐病と灰色かび病がおもなもので医核病はごくまれである。

V 友色かび病菌と菌校病菌およびその病原性

現在まで明らかにされている針葉樹苗に雪腐れをおこす病原菌は Botrytis cinerea , Sclerotinia ki・
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laji問。na ， Rhizocfonia sp. (暗色雪腐病菌)*L ， Sclerolinia Irifoliorum , Rhizoctonia solani および

Fusarium sp. などであるがここでは灰色かび病菌と菌核病菌について述べる ε

1. 灰色かび病菌 (Bolrytis cinerea PERS.) 

(1) 形態

スギ・マツ 1\(íそのはかの針葉倒首の患部に認められる分生子積および分生胞子の形態は典型i'1(Jな Bo

Irytis 型を呈する υ Table 3 に示す菌株のペレイシヨ苦手天上に 20-C で形成した分生胞子の測定値を

Table 4 に示した。

Table 3. Botrytis 菌の供試菌株

IsoIates of B. cinel-ea tested 

菌株|寄 主 i 採集地|分離年月日分離淑
IsoIate 1 Host LocaIity 'Date of isolation jSourse of isoIation 

商

|ス ギ l 年 生 l 秋田県境首畑
A I “ SugiH Sakai , AKita | 9/Il'50 l 分生胞子 Conidium

(l-year-old seedIing)l  

B I スギ;年生 l哲5祭主鴨志;Fi 2/II'so i 分生)肝グ
c| スギ L 年生 学oZ♂ 2fEiZ 17IV'50 : 9t生胞子グ

とい互主jJdmZJ LJJ41位 Llt? 竺JJ~=f " 
ドニシキゾウ i 秋田県角館 ll/XI '50 分割包子

Euphoγ bia 問。culata Kakudate , Akita l 

Table 4. Botηtís 商のバレイシヨ培養基上に形成された分生Jj包子の大きさ

Dimension of the conidia of B. cinerea formed on potato agar at 20'C 

数| 長径 Length 短径 Width杉i、|測定
Number 

IsoIate measured 
範一一百|平一均一了直一範 凶 1 平一両雇
R竺亘竺一(庄一| Average f心ー」里担ge (竺し」一主主旦型半L

A 100 7 ・ 2~19.3 12.0 7 ・ 2~12.0 7 , 5 

B 100 8.5~ 17.2 11.6 6.5~12.0 7.5 

C 100 7.8~17.2 11.9 6.5~1 1. 0 7.8 

D 100 7 .8~17.2 14.0 6.5~10.0 8.9 

Eωo 9.0~17.2 13.8 6.0~12.0 8.8 

次に各種の塙養基上に形成した分生胞子の測定値は Table 5 ;こ示した。

以上の結果から各系統には大差なく，各種」音養基に形成された分生胞子もいちじるしい差がなし、。培養

基上には公生~F-梗上に小型分生胞子が形成され，政状で直径は 1. 8~2.5/" であるに

(2) 発病の経過

1949 年から 195(年にかけて自然発病および接種試験経過を観察した結果を要約してあげる。

この病害は高温乾燥期以外は年中発生するものであるが，常緑、針案皆では，積雪下や融雪期に発病する

ものがもっとも多い。

ペ ノト)11 96)および笠井向はエヅマツとトドマツの雪腐病の病原菌を Roselliηia he吋01γichioides に同

定した。しかし著者らによってこの菌は雪腐病とは関係のないもので，本首が病原であることが証明

された(近く日本林学会誌に発表の予定〉ご

なお，陪色雪腐病菌については続報にくわしく述べる予定である。
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Tab1e 5. 各種培養基に形成された B. cinerea の分生胞子の大きさ

Dim巴nsion of the conidia of B. cinerea formed on various agar medias at 200C 

;W I 測定数|長任 LEngth |短任 Width
Number ~~ .... -C.~ --，，--，~，-i一一一一一←一一一一一「一一一一ーー
ん~~~~ed I 範 IIli I 平均依!範 flli 半巧値

I Range (μ) I Average (μ) I Range (μ) I Average (μ〉

考? 養
Media 

パレイシヨせん汁寒天 1∞ 7.8~15 ・ 6 I 11 ・ 7 I 6 ・ 5~9.3 6.7 Potato a日ar 'VV  "v , v , vl "., V'V-/'V  

ワックスマンヲ事天 ,/ � O....___ , A A I ,1> " 
|グ 7.8-14.0 I 10.6 6.5~7.8 6.1 WAKSMAN'S 801. agar , I , .V ,-, .v I W.V  

ツアベック;'J~天" "7 01 ,1 1 lA'")  L r::~(Ì A 一 l グ 7.8~14.1 I 10.2 1 6.5~9.4 6.6 CZAPEK'S S泊1. agar , .V -,.0> <V'~ v.v -/.-, 

斎!藤氏しよう泊ヲló うだ N ÏO~ ， lA' 'f'¥"7 .cr::_.()1I 1 グ 7 .8~14. 1 I 10 , 7 6. 5~9.4 6.7 SAITO'S soy agar , .V ,.., I 'v" V'V  /0. 

スギ楽せん汁 ;;;if 天
“ Sugi"mdle demuoni グ 7.8~15.6! 10 ・ 4 6.2~9 ・ 4 I 6.5 

gar plus 2% glucose 

積雪下における発病の経過をあげると，数 10 cm の泌さの似雪後 7~10 日ぐらいで地図や雪圧で地面

に密72した得主に菌フれが発育しはじめて，しだいに灰白色の菌糸がよく発Ißしてからみつくっそして根雪

後 1 カ月前後たつと霜告そのほかの原因によって損傷をうけたり， 京弱した汚rs分や百の先端の幼弱な部

分，あるいは Jj'Jが密生したり，ごf:::J1i~や有ぽ物て、被覆された部分などから発病しはじめるニそしてしだし、に

被害が進行してゆき，とくに雨ll~郊に過Hæな状態にあるとj亡、滋にまん廷する c 土妓の排水，)ili気性が良好

で， 12木も強はな;場合には菌オミヵ':\，、ちじるしくカ h らみついても発病することなく経過するが， i~融雪期に排

水が不良であると首の先端がわずかおかされることがある

(3) 病徴

各州種の病微はよく似ているので代表|下jなスギについて述べる、

積雪で地「白に接着した157の幼!j!，}な先端部からおかされる。り病部は7]\浸状を呈して軟化腐敗L ，緑鳩色

~淡虫、色，のちに!尺褐色~I火色をおびて，五[モ状の菌糸がし、ちじるしくからみつく。積雪下では初期には

分生11包子や菌核の形成はないが，病状が.illiむと，まれに形成されることがある。消雪後浪潤な状態におい

てまもなく分生胞子を形成し，腐敗のいちじるしい部分にはJ罰平な黒色の蛮核を形成する。しかし乾燥状

態にあったり，腐敗松度の軽い部分には，分生11包子や菌核は形成されない。菌肢は患部の災面に形成する

ことが多いが，いちじるしく腐敗した部分では，針葉や校主主の皮下の組織内に形成されて，のちに外部に

露出するにL、たるけ炎面に形成された菌核はきわめて脱落しやすい。また箇核からおびただしい分生胞子

が形成されることがある ν

一般に百の光端の幼弱ì'ifSや上~rーだけおかされるものが多しこのような場合には乾燥するにつれて被害

の進行が停止する。しかしi刷用状態にあるり病r'Lîでは，しだいに被害泊:下部にも拡大してゆく。被害程度

の重い苗はついに全株枯死してしまうが，軽いものでも主軸の上半がおかされ成長点が害されるためいち

じるしく形質不良となり生育が阻害される (Plate 1; Plate 2. A , B; Plate 5. B)o 

(4) 病原性および寄生値物

この習はきわめて多犯性であり，多種類の農作物や果樹および花ー頂をはじめ，多くの樹種や雑草をおか

ず。次に積雪下における各種針葉樹首に対する病原性について述べるご

A. スギ苗と農作物に対する接種試験

試料および方法

供試菌 Table 6 の B. cinerea を用いたご
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Table 6. 供弐した菌険病の菌除 Isola tes of the sclerotial fungi tested 

供試菌名| 分離淑寄主 |ミotieZ| 採集地|分離年月日
Fungus Host isolation I Locality IDate of isolation 

Sclerotinia スギ 1 年生 i 菌 似|秋川・角館 5/\ill '49 
kitaji問問。 I “ Sugi" (l-year-old) I Sclerotium 'Kakudate ,Akita 

ンゲソウ| 山 形
s. trif山γum' A抑agalus sinicuslyamgata  

S. graminea1川コ wふt ギ| ニiboiLidF!
|ナタネ 1
i Brassi印 ca加pest出L. i 菌 核 千葉・松戸(

S. libeγtiana I subsp. napus HOOK ・ FI L. 24/¥1 '50 
l~抗t A卸NDE此町 η仲- I S伽O叫tium M陥ats剖u仇 Chi
dωeiげfeγa MAKINO 

l スギ l 年全 |分生胞子秋 IH • j.~ 
USugi" の明日日ld) | Conidium l Sakai ， Ald詰 3/\'1 '51 

供沢113は 1951 年 4 月 28 日，秋川 lrp_ frf[北部協和!寸にあるj党首):fHにおいて落胆として次の肥料を施して，

同日清IJri経営区院のスギ突然、木の種子をまきつけたっ

施肥垂は d あたり JM~ 1.5 kg , lôiél繋アンモユア1l0g，過燐酸石灰 65g ， 木炭 55g ， 消石灰 75g ，

この首を常法どおり管川養成しておき， 11 月初日 iこ掘りとり， 500 f汗のウスプルン液でよく消毒し，

30X25X20 cm (i去に径 2c削の孔 2 個〉の木市:こ苗畑土吹をつめ， あらかじめホルマリン液で消毒して

おいたものに 40 本ずつ備えつけた 供試前は1O~12 cm に成長したものであった またアオナ，ライ

ムギ、およびレンゲゾウは秋田市内の畑地において 9 月上旬主きつけて養成しておいたものを掘りとって消

毒してそれぞれ， 5 , 20 , 20 本ずつスギ苗と混値した(これらの植物を舶えつげた各はちはj克苗畑の {'J‘民

地の一部に木箱の上iおを地面方通ら lcm 高さJ'j"われるように埋めた 12 月 11 日に筒の周辺の土肢は 0.1

%のま!.!R水を海注して消毒したっ同日，あらかじめ 20 C で 2 週間バレイシヨ祭実培益基上に培養してお

いた笥そうの手Iß庁 (3mm 角〉を各i官ごと 9cm シャーレ 1 個分とし，各区とも 5 個の筒を用いた 似雪

開始は 12 月 28 日で， ì1'j竺ìl 土翌春 3 月 25 日であったっ

試験結果

中fI日調査は 2 月 6 日と 2 月 28 日に{子ったが， J火白色の菌糸が地面にはふくし，百木にもいちじるしく

からみついていた。そして茎や枝先の}jJ弱な部分から水浸状緑褐色を呈して腐敗し，ついでしだいに淡ヲミ

f~~をおびた， jì'l雪山後の 3 月 25 日の調充結果をあげると Tab!e 7 のとおりである。

なお，り病j'i'jからは病原菌を再分離してたしかめた。この結果から ， B. cineγea I土スギ苛をはじめと

し，アオナ，ライムギおよびレンゲゾウにも雪腐れをおこし，とくにアオ十やレンゲソウははげしくおか

されることが明らかになった。

B. スギ‘苛に対する接種試験

試桝および方法

Aの試験と平行して行ったもので，すべて同じ苗と穏を用いて 1 個あたり， 80 本ずつ植えつけて，以

下Aに準じて接種試験を行ったー

試験結果

Tabl巴 8 に示した:

この結果をみると， Aにおけると同じく病原性はあまり強くないが，明らかに雪腐れをおこすc



~ 12- 林業試験場研究報告第 110 *f

Table 7. スギ・苗と農作物に対する B. ci仰向。の接種試験結果

ResuIts of the inoculation experiments with B. cineγea to “ Sugi" 
seedIings and various crop plants 

.fH- :õ'?,:.!'- -JJli Ibfn 供試百数 l り病率|り病程度
区名| 供;式植物 17' "'" li, Uﾄ  I Percentage of l_Qegree of infection 
Plot I Plant species __~~;::~e:~~L _， I _~~i_;\~~c!e~nn 百丁干ーヂー

j seedIing 竺些む三竺dIing (9の (%)1 (%)1 (%) 

I[ ス ギ・‘，S~~~:'~_ __ 2~9 .~~ I _9 9 I 38 
1 アオナ Bγassica sp. 2己 00100  I 0 I 0 

II 1 スギ "Sugi" 2∞ 40 0 I 2', 38 
l ライムギ Rye 100 100 0 I o I 100 

」リ豆立三日22也ぜり l ?お -J 12 ! 10;: iFi 
「ス ギ“Sugi" 200 0 0 1 五ーで o

Check~ アオ十 Bγassica sp. 25 0 0 I 0 0 
|ライムギ Rye ， 100 0 I 0 I 0 1 0 
(レンゲソウ Astγagalus siniC1ls 10J 0 0 1 0 0 

注:掛・・・・・・・首の 2/3 以上おかされたもの

-tt. . • • . • • • ì'fîの 1/2 以上おかされたもの

+ ・・・・ー・十十に達しないり子i有したもの

Note: 情・. ~ . . . . SeedIings affected s巴verely

-ttー・ ・・・.SeedIings aífect巴d moderately 

+........Se巴 d Iings affected slightly 

Table 8. スキ''Ti'ïに対する B. cine向。の接種試験結果

ResuIt of the inoculation experiment with B. cinerea to “ Sugi" seedIings 

|供武百数 i り 病率;り病程度
名 1Number oflNumber  of|Degree  of infect出

Plot ..........H~:: ..l";;__ ~~_+~...1 ~:...~~..~~:~ '.::~_...1 1!___ t'n/'¥I 
seedIi時 tested i infected seedIing (%)1 俳!朴 i+

I =~..~ =::_J __ :=~~~u o~~uuuó ¥./UJI (%)I "(%)1 '(%) 

接種区 | 
Inoculater- 400 20 I 0 I 0 I 20 

Check グ o IoI 0 I 0 

C. アカマ Y とスギ苛に対する接種試験

試料および方法

秋田県本荘市本荘古畑において， 1955 年 4 月初日に次の:W胞を施し，長野県産アカマツ種子をまき付け

て常法どおり養苗しておいた。施肥}f1:， m2 あたり硫酸アンモニア 100g ， 過燐酸石灰 60g ， 塩化カリ 15g o

スギについては，釜;J:iI分場店畑において養成したもので， 1955 年 4 月 26 日基肥として次の量を施し

て上IJ、阿仁営林署管内産天然、木の種子をまきつけて養成しておいたものである。

施肥量， m:! あたり，堆肥 1.5 kg ， 侃酸アンモニア 80g ， 過燐酸石灰叩 g ， 組化カ 1) 25g ， 炭酸カル

シウム 60g， 追肥は 7 月 8 日硫酸アンモニア 10 go 

以上の苗を掘りとり，アカマツでは首長約 10 cm ， スギでは約 8cm のものを任立に選び，あらかじめ

ホルマリン液で土撰消毒しておいた 4 寸はちに 10 月 3 日にアカマヅ 21 本，スキ、は 36 本ずつ植えつけ

た。これに対して 12 月 27 日に Tabl巴 3 の Aの菌株の 200 C でバレイシヨ寒天培養}jÇに 7 日間培養L

ておいた菌そ主の細片 (3mm 角〉を 1 はちあたり 9 c仰シヤ←レ 1 個必ずつ地面に散布して接種した。

根雪期間は 12 月 23 日から翌春 2 月 20 日まて、であった。

試験結果
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Tab!e 9. スギ.とアカマツ苗に対する B. cinerea の接種試験結果

Resu!ts of the inocu!ation experiments with B. dnerea to “ Sugi" and 
Japanese red pine seedIings 

13 一

h ,F;::: ..，!...り病程度
樹 積!供試苛数り病牛 Degree of infection 
Plant specier1Number of l Percentage of J|l  

seedli時 tested l infected seedling(%)| 十件 c?の I *c問i +c%) 

スギ
72 55 11 17 27 “ Sugi" 

アカ
Japanese red pine 42 86 

1スギ|
じ‘トー_'" 72 Checkj~Su写 i"
ドアカマツ .ｭ
lJapanese red pine ~L 

。

5I  26I 55 

o 0 0 

。 。 。

?的雪直後の発病状態は Tab!e 9 に示したーなお，り病苗からは病原菌を再分離してたしかめたc

この結果の示すとおり，アカマツに対してもかなり強い病原性を示し，スギ12よりもむしろ多く発病し

fこコ

D. 各国株のスギ1Eに対する病原性

試料および方法

供主主菌， Tab!e 10 の各菌株

この試験は山形県最上郡真室川町大字釜i1j~，林業試験場釜淵分場付属商畑で行った 供I武百は同 1'1初日に

おいて~成した C の ，M;'}}iにHh 、たものと同じものであるコこの養成苛床では土壌がF縫しようで排水が良好

なために発病しにくいので，古畑の周辺の草生世の地表を 5 cm の厚さにはぎとり，耕うんせずに 1955

年 10 月 20 日に苛を加古あたり 300 本成立するように 1 p!ot 400 本ずつ移摘したコ

12 月 14 日に各菌株のバレイシヨせん汁寒天培益基に 20 、C で 2 :i!畳間培養して菌核を形成した菌そうの

細片 (4 問問角〕を各菌株ごとに 9cm シャーレ 6 個分ずつ苗の成立する地面に散布して接種したっ

Tab!e 10. 接種i弐験に用いた B. cine何d の菌株

Iso!ates of B. cinerea used for the inocu!ation experiments 

菌削株 J 分離源寄主 i 採 集 地 i2摂ff忠3日|分離源
I山

工 l凡"孟'Sふ=ふemJム日J斗ムJi人-一:よej瓦i孟i」i瓦J1可1k;?jふi語ιiL;; 亙瓦iJ一 l7可子戸司|性矧1包子 C白伽0∞n…一
l スギ l 年生 l 秋問・代野 1 Q / n~ 't::: 1 I 

グ ( グ ] | Dai肌 Aklta "'J' I 18/1Y '51 I 針葉組織 Need!e

1 スグギ 1 年生 i 烹森弘前 4川 '51 I グ N吋E
(グ) Hirosaki , Aomori "1 | 

D I スグギ l 年生 l 秋 旧・境 i 3/IV '51 I 分生日子 Conidium
(グ) Sakai , Akita '-'1 H '-', I 

( スメ lj 宇 i WZヰts品記ム 18/耳 '51 1 針案繍 Needle
l アカマツ i 秋田・豊島 | 

Japanesered pine l Toshim , Akita"" 21/m '53 \グ Need!e

G ¥ ダグラス・フアー | 秋 田・境 ¥ 12/11 '52 グ Need!e 
Doug!as fir Sakai , Akita 'LI U '-'L I 

H ¥ センペル・セコイア 山 形・真室川 13/V '52 \分生胞子 Conidium
Sequoia se;ηpervirens i Mamurogawa , Yamagata ''-'1' '-'L I 

1 1 ホウコグサ!秋田・角館 1山 '531 グ Coni仙m
GnaPhaliu刑制ulticeps Kakudate , Akita '''1 

I ':J メ ク サ 秋入国・大川目 1_- __ 

Sagina j吋仰
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限雪期間は 12 月 29 日から翌春の 4 月 14 日まで‘であった。

試験結果

1 月 24 日の調査では地図と 111に菌糸が発育していたが発病しなかった。 2 月 21 日にはごくわずか首

の先端がおかされていた。消雪後約 10 日たった 4 月 24 日の発病状態を示すと. Tab1e 11 のとおりで

ある。なお，り将司からは病原菌を再公離してたしかめた。

Ta ble 11. B. cinerea のスニド12に刈ずる、!丙Ilit恒:

菌

Pathogenicity of the isolates of B. cinerea on “ Sugi" seedlings 
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この結果から，し、ずれの百株も病!京(企があるが，そのリ主将l土菌株によっていちじるしい差が;忽められ

E. 寄主針葉樹と -wt.旧の維草

著者らが現在まで明らかにしたこの病原習による，雪腐病をおこす樹種をあげると. Table 12 のとおり

であるの

Table 12. B. cinerea によって雪腐病をおこす針葉防

Host conifers of B. cinerea under snow 

1.ス

2. カラマヴ

3. アカマツ

4. クロマツ

5. レジノザマ Y

6. 乱10ntrery pine 

7. センペルセコイア

8. 夕、クラスフアー

9. モ

10. トドマヅ

11. アオモリトドマヅ

12. エゾ、マヅ

ギ Cryptorneγia japonica D. DON 

Larix lePlolepis MURRAY 

Pinus densiflora SIEB. et Zucc ・

P. Ihunbergii PARL. 

P. γesillosa SOL. 

P. mdiala D. DON 

Sequoia sempervirens ENDL. 

Pseudotsuga taxifolia BRITT. 

Abies fiγrna SIEB. et Zucc. 

A. rnayriana MIYABE et KUDO 

A. maγiesii MAST. 

Picea jezoensis CARR. 

、

、

、

注:すべて白然発病 Note: Al1 hosts wer巴 natural1 y infected. 

これらの樹種のうち，もっともおかされやすいのは，スギ，アカマツ，セシペルセコイアなどで，モミ

属，トウヒ属のものではごく軽微におかされる c ヒノキ ft積雪下における接種試験では発病しなかった
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が，梅雨期には発病した (Plat巴 2. C , D; Plate 3) 

この菌は前畑の多種額のifEJ告を四季を通じておかずが，これらは養成苗の被需を誘発する原因となると

考えられるので，自然状態で発:有する寄主を調べたのが Table 13 であるコ

Table 13. 市川における B. ciηerea の寄主総草(積雪前と積雪下で自然発病するもの〕

Host weeds of B. cineγea in autumn-winter in forestry nurseries 

キク科 Comþosilae

キキョウ干斗 Campanulaceae

シ ソ 干斗 Labialae 

トウ〆イグサ芋[. Eu�horbiaceae 

カタノてき科 Oxalidaceae

アブラナ科 Cγltcife γae

ナデシコ手斗 Caryoþhyllaceae

ホウコグサ Gnaþhaliu削 multiceþs W ALL. 

ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis L. 

ヨ モ ギ Aγlemisia Þγinceþs PAMPAN. 

ジシバリ Lacluca sllonifera MAXIM. 

チチコグサ Gnaþhalium ja�onicum THUNB. 

アゼムシロ Lobelia radicans THUNB. 

⑨ムラサキサギゴケ l'v[azus stolonifer MAKINO 

I~ コニシキソウ Euþhorbia maculala L. 

カタバミ Oxalis corniculata L. 

イヌガラシ Naslurlium indicum DC. 

タネヅケパナ Cardamine flexuosa WITHERING. 

⑨ノきノフスマ Slellaria uliginosa MURIl. 

var. undulala FRANCH. et SAV. 

y メクサ Sagina jajうonica OHWI 

ミナグサ Ceraslium caesþilosu削 GILIB.
var. glandulosum WIRTGEN 

コペ Slellaria media CYR. 

スペリヒユ科 Porlulacaceae ④スペリヒユ Porlulaca deγaceae L. 

ツル F 科 Aizoaceae Jザクロゾウ AIollugo slricla L. 

ゼニプケ科 Marchanliaceae ゼニプケ Mω-chanlia þolymoゆha L. 

スギ、プケ 1斗 Polylγichaceae スギコケの 1 種 Polylrichum sp. 

注: (二)田・・・秋におかされる Affected in autumn. 

Note: ⑨・・・・秋から冬:こおかされる Affected in autumn-winter. 

付・号のないものはf支25下でおかされる乙

F. ilWfUの~，It主主にたIする接種I弐験

以上のとおり自然発病でも多数の寄主を有するが，さらι人工接種iこよって多種績の雑草に対する病原

性をたしかめたり

i式料および方法

供試菌は Table 10 の Dの菌株としたコ

秋田市;こ自生する苗畑と共通の種類の雑草を掘りとり，これを 5 寸1土ちに植えつけ，数日間乾燥しない

ところに保って給水して活着せしめ，健全な植物だけ各種類ごと 5 本ずつ選んで弐験に用いたJ この供試

植物はあらかじめ土壌とともに 500 倍のウスプルン液で消毒しておいた=供試習はバレイシヨせん汁培養

基に 230 C で 8 日間培養して形成した分生胞子の浮遊液をIJ、型噴零器で噴霧接種してガラス鐙を用いて覆

い，室内にないて 9 日後に発病状態を調べ，病原菌を再分離してたし泊、めたコ

試験結果

Tabl巴 14 に示すとおり 31 科， 53 属， 62 種績に病原性を確認した〕
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Tab!e 14. Ælrf草に対する B. cinerea の病原性

Pathogenicity of B. cineγea to the weeds in nurseries 

科 名 手口 名 :品子 名

キ ク 科 Comþositae アキノノゲシ Lacfuca laciniata MAKINO 

ガ 十 L. dentata MAKINO 

ン、、、
シ

y、、， リ L. stolonifera MAXIM. 

J コンギク Asteγtγ初eγvius ROXB. 
var. congestus FRANCH. 

ヤフ'タバコ Caγþesium abrotanoides L. 

ヒメムカシヨモギ Erigeroη canadensis L. 

ヒメジヨオン E. annuus L. 

ヨ モ ギ Aγtemisia vulgaγis L. va:τ. 
indica MAXIM. 

ホウコグーサ Gnaþhaliu刑制ulticeþs W ALL. 

タ ヒ ラ コ Lapsana apogonoides 乱1AXIM.

コウヅリナ Picγis hieγacioides L. va:τ. 
japo叫ica REGEL. 

アキノキリンソウ Solidago virga-aurea L. 

ノ ゲ シ Sonchus ole γace叫s L. 

キキョウ 1斗 Cαmþanulaceae アゼムシロ Lobelia γadicans THUNB. 

オオペコ手斗 Plantaginaceae オ オ ノ、守 コ Plantago 例日jor L. var. 
asiatica DECNE. 

ヘラオオペコ P. lanceolala L. 

ゴマノハグサ科 Seroρhulariaceae ムラサキサギゴケ Mazus stolonifer MAKINO 

タチイヌノフグリ Veronica arvensis L. 

ナ ス 科 Solanaceae ホ オ ズ キ Phyfso叩li9s1 AJhehengi L.var. 
cheti MAKINO form. 

bunyaγdii 乱I[ AKINO

シ ゾ f~l. Labialae キランゾウ Ajuga decumbens THUNB. 

ウツボグサ Prunella vulgaγis L. 

ヒルガオ科 Convolvulaceae ヒ ノレ うま ォ Calystegia jaρonica CHOISY. 

サクラソウ科 Primulaceae コ ナ ス ビ Lysi問。chia ja�onica THUNB. 

り病度

-fI十

十十

-HI件

イ十

十十

十jj-

-/fI十

間十

ffit 

-H!十

+ 

+件

時十

-H!Iト

+ 

-/fI十

+十十

fi十

十十

十十

ffi十

十社

+ 

セ リ 科 U例belliferae チドメグサ Hydrocolyle sibthorPioides LAMK. 十十

アリノトウグサ科 Halo叩gaceae アリ 1 トウグサ Haloγγhagis 棚icγa抗tha R. BR. + 

アカバ十斜 Oenotheγaceae きズ‘タマゾウ Circaea quadrisulcata FSANCH. 
十

et SAV. 

ス レ 科 Violaceae ヅポ、スミレ Viola verecunda A. GRAY. + 
アオイスミレ V. nip�onica MAXIM. 十

オトギ、 1) ソウ科 Guttifeγae オトギリソウ Hypericum erecfum THUNB. -fI十

フウロゾウ科 Geraniaceae ゲシノショウコ Geγani附叫 nepalense SWEET. 十十

カヌバミ科 Oxalidaceae カ タ ~、、、
、、 Oxalis coγniculata L. l件

フ 科 Rosaceae キンミズ7 ヒキ Agri附onia eupatoria L. 
+ var.ρilosa MAKINO 

ヘビイチプ Duchesnea indeca FOCKE 4十

ヅバッチグり Poteη tilla fγeyniana BORUM lHt 

十ガボノ Sang叫isoγ ba tenuifolia FISHER 
シロワレモコウ var. alba TRAUTVETTER et MEYER 桝
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ベンケイソウ苧f Crassulaceae 

アプラナ科 C叩cife叩E

和 名
Aふ4

T 名

マンネングサ Sedu隅 ineaγe THUNB. 

キリンゾウ S. ka間tschaticum FISCH 廿

ナズナ Capsella bursa.pastoris MEDICUS. 世

タネツケパナ Cardamine flexuosa WITHERING -1+ 

イヌナズナ Draba nemorosa L. 
var. hebecaγþa LEDEB. 

スカシタゴボウ Nast叫rtium palustre DC. 

ケ シ 科 Papaveraceae クサノオウ Chelidonium majus L. 

キツネノボタン干斗 Ranunculaceae キツネノボタン Ranunculus glaber MAKINO 

ナデシコ干斗 CaryoPhyllaceae ナンバンれコペ Cucubalus baccifer L. 
var. japoηicus MIQ. 

カワラナデシコ Dianthus superbus L. 

アカザ科 Chenopodiaceae

タ デ 干斗 Polygonaceae

ドクダミ科 Saururaceae

ニヱ リ 科 Liliaceae

イ �" ーす 格 Juncaceae

ツユクサ科 Co間的elinaceae

イ 不 干斗 Gr日間ineae

カヤ Y リグサ科 Cyρeraceae 

ウラボシ干斗 Polypodiaceae

ト ク サ 手斗 Equisetales 

コ ベ Stellaria media CYR. 

ノミノフスマ S. uliginosa MURR. var. .ll 

~undulata FRANCH. et SA V. 川

ザ Chenojうodiu問 album L. 
var. centrorubru制 MAKINO

サナエタデ Polygonu例 lapathifolium L. 

ア カ

ワヤナギ P. aviculare L. 

ズ?ヒキ P. filiforme THUNB. 

ス イ ゎ Rumex Acetosa L. 

ギシギシ R. japonicus MEISN. 

ドクダミ Houthuynia corodala THUNB. 

ヤブカンヅウ Hemeγocallis fulva L. 
var. kwanso REGEL 

スズメノヤリ Luzula ca問pestris DC. 

ヲユクサ Co悦melina comm叫叫is L. 惜

ハルガヤ A乱thoxa百th叫悦 odoγatu悌L. -1+ 

コプナグサ Aγthγaxo叫 his金idus MAKINO 十

ホタルイ Sciγ.pus eγectus POIR. + 

ニワホコリ Eγagγostis 乱izvahokoγi HONDA 十

コウヤワラビ Onoclea soηsibilis L. f.I十

2. 菌核病菌 (Sclerotinia kitajimana K. lTo et HOSAKA) 

7、 ギナ Equisetum arvense L. 

-17 -

り病度

廿

+ 

+ 
jff十

+ 

川
昨
日
廿
品
川

制

Jfft 

-1+ 

日
廿
ι川
+

廿
川
計

+ 

(1) 形態

菌核は黒色鼠?を伏を主主し，内部は白色，類球形，半球形，球形，楕円形，あるいは不定形で大きさ1. 0

~4.0抑制，伊藤ら 3:1)の記載によれば，子のう盤l土 l 菌核から 1~3 個形成され ， ißi:貫禄色ないし寅褐色，

はじめラッパ状後平盤状，菌傘直径1. 5~2.0 mm ， 菌柄の長さ 2~3mm ， 子のうは円筒状で基部やや細

く，剤、色，長さは 84~122μ，幅 6~9 f.L， 8 個の子のう胞子を l 列に含むz 子のう胞子は無色，単胞，

楕flJ形ないし類卵形，大きさ 7~9x3.5~4.5μ，側糸は糸状，頂部に向って少しく太く，隔膜および分

肢がない。犬きさ 105~130X2.5~3.0 1"，培養基上には小型分生胞子を形成する。 小型分生胞子は分生

子桓の上に生成され球形をなし，大きさ1.6~3.0μ，平均 2.0μっ

(2) 発病の経過

伊藤ら 39)が述べているようにこの病害の発現にも積雪が必須の条件ではないが，著者らの調査では，積
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雪下か融雪時あるいはその 11'(後以外の自然発病は認められない【

30 c例以上の根雪後 7~10 日 Tこつと，地面，有機物および苗木に菌糸が発育しはじめる。そしてしだい

にまん延して，いちじるしく白色綿毛状の菌糸が発達することがある。発病する時期は苗の強弱によって

いちじるしく異なるが，おおよそ恨雪後 1 カ月前後たつと，世{の塞や枝先の幼弱な部分や損傷部あるいは

仮植苗では土に埋まった部分などから発病する。そしてしだL 、にまん延してゆき， 2~3 カ月ぐらいたて

ばいちじるしく腐敗して全株枯死するものがある O 副!雪時に雪どけ水が停滞すれば急激に被害が増大す

る c しかし乾燥すれば進行を停止するο

(3) 病徴

アカマツやクロマヅの病徴もスギに酷似するので，代表的なスギについて述べるご

幼弱な苗の先端の部分からおかされ，はじめ水浸状を呈して腐敗してくるっ針案や小枝はしだいに熱湯

を浴びたようになって軟化下.垂し，陪緑褐色を呈する。病状の末期には白茶色をおびてくる。乾燥すれば

灰白色を呈し，針葉・茎・ 1交の表皮下の組織は腐敗してしまって中空になる。針案や小枝だけでなく，茎

もおかされ，外表は剥げて木質部を露出することもある。底部には白色綿毛状の菌糸がからみつき，その

表面および表皮下に 1 部分埋没した菌杉が多数形成される。菌核は表面は黒色で半常招，楕円形あるいは

不定形を呈する。菌核の形成は積雪下においては，消雪近くになって，はなはだしく腐敗した患部に認め

られることがあるが，多くの場合融雪期に湿潤状態において，患部のところどころに白色綿毛状の菌糸の

塊ができ，これがしだし、に発達して黒色の菌核になる (Plate 4. A , B, C, D) 。

性)病原性および寄主他物

この菌なかなり多犯性であるが，自然発病は B. ciηerea に比較すればはるかに少ない。次に接種於験

結果と自然発病を認めた寄主について述べる。

A. スギ苗と農作物に対する接積試験

試料および方法

これは 1 ・ (-1) ・ A の B. cine向。についての試験と平行して行なわれたもので，供試菌が Table 6 の

s. kitaji問。仰を用いたほかはすべて同様に実施した。

試験結果

中問調査は 2 月 6 日と 28 日に行ったが，すでに地面と苗には白色綿毛状の菌糸が発育し，患部は熱湯

でゆでたように軟化腐敗していた。

消雪日の 3 月 25 日の調査結果は Table 15 のとおりである。なお，り病苗からは病原菌を再分離して

たしかめたc

この結果に示すとおり，スギに対しては ， B. cinerea よりもはるかに強し、tFj)ÞJ[性を示し，またアオナ

とレンゲソウもはなはだしくおかされたが，ライムギに対しては陰性の結果をえたュ

B. スギ苗に対する接種試験

試料および方法

Aの試験と平行して実施したもので，供試苗，箱などは同様なものを用い 11問あたり 80 本ずつ植えつ

け，接種区， J!正接種区とも 10 個の箱を用いたc

試験結果

Table 16 に示したc
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Table 15. スギ.苗と農作物に対する S. kitaji間ana の接種試験結果

Results of the inoculation experiments with S. kitaji削ana to 

“ Sugi" and various crop plants 

区名
Plot 

イ共試植
Plant species 

物 供試苦数り病率|り病程度
Percentage of ~_t)~~巴巴 of infectio 

Nu~.?er of i~f~~t~'d ふdlim: I 一1- 一ー
seedling te山d ...._-._~ ~--~'ê必掛(~d 朴(9の l 十(%)

|スギ
IlHSugiH 
|アオナ
I Bγassica sp. 

200 I 77 I 17 i 20 40 

1 25  ¥ 1∞ I 1∞ o i 0 

|スギ
|“Sugi" 200 83 5 22 1 56 

n |ーイムギ-
I Rye. (Secale ce γealめ
|スギ

100 。 。 0 1 0 

1 “ Sugi" 200 69 10 I 14 I 45 
J1[ 

i レンゲソウ

I Ast γagalus si叫 icus

i ス￥
|“Sugi" 
|アオナ

Check J ~ras~ica sp. 
1 ライムギ
1 Rye 
|レンゲソウ
¥ Astγagα lus si抗icus

100 100 100 

200 。 。

25 。 。

100 。 。

100 。 。

Table 16. スギ、首に対する S. kitajimana の接種試験結果

。

。

o ! 

Results of the inoculation experiments with S. kitajimana to "Sugi" seedlings 

。

。

。

。

。

|供試苗数|り 病率 i4mFof&ctfE
Number of Percentage of ロ

区
Plot 

seedling tested i infected seedling ， ()/y 静|件|i lllIeCIea seeal1ng (%) ttt (%)1 11 (?6)¥ -t-(%) 
一一語一一一一量一一 一一一一一一 1:""7 t:" , " 

Inoculated 800 5 75  11 41 

Check か o I 0 I 0 I 0 

この結果の示すとおりかなり強い病原性を現わした ο

C. スギとアカマツ荷に対する主主種試験

試料および方法

この試験は 1 ・(-1)・ C の B. cineγea についての試験と平行して行われたものであり，供試菌IJ:

Table 20 の B の菌株である点だけが異なる以外はすべて同様に実施した。

試験結果

Table 17. スギ.とアカマツ百に対する S. kitajimana の接種試験結果

Results of the inoculation experiments with S. kitajimana to 

“ Sugi" and Japanese red pine seedlings 

樹 穏 |供試百数|り病率|ムrEFof i主ectzn
:Plant speciEC i Number of l PErCEntage of lO  1 1  

1 seedling tested infected seedling !辞 l 件! + 
一一一一一一一一一一一一| 一一 I • 偽2L_"(;坦)1 '(%) 

スギ "Sugi" 80 83 0 25 I 58 
アカマ'7 __ 

40 37 1 1 15 I 11 ]apanese red pine ~V 0/...0  

Check lLgi，，ギ 80 0 0 0 0 
1 アカマヅ
[Japanese red pine 40 0 0 0 0 
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Tab!e 17 に示すとおり，いずれの附種にもかなりつよい病原性を現わし，アカマヅではり病率が{尽い

が，り病程度は重い傾向を示した吋

D. アカマヅ首に対する接種試験

試料および方法

供試菌は Tab!e 20 の B の商問、とし，供式首は 1956 年 4 月 24 日に次の施肥を行って，長野県産の種

子をまきつけて常法ーにより養成した 10 c削前後のものを灯Jl 、た。

施日巴量 ， m'.! あたり，堆肥 1. 6 kg ， 硫酸アンモニア 112g ， 氾燐酸石灰 128g ， 出化カリ 24go

10 月 23 日に 10 cm 前後の前を抑りとって， 6 寸はちに 50 本ずつ移粧し， 500 倍のウスフ勺レン液で

首と土壌を消毒しておいた。すで、に根雪になった 12 月 11 日にあらかじめ 20 C C で 10 日間バレイシヨ

せん汁格設基にjH養しておいた菌そうの細片 (3 制問角〉の9c削シャーレ 1 個分を地面に接種したσ な

おこの試験は 2 倒ずつのはちを刀h、た寸 i~j雪は翌春 3 JJ 21 日であった J

試験結果

計"j雪直後の発病状態は Tab!巴 18 に示したJ なお病原菌を再分離してたしかめた。

Tab!e 18. アカマツ75に対する S. kitaji 11l ana の接種武験結果

ResuIts of the inocu!ation experiments with S. kitajimana to Japanese red pine seedIings 

Check 

り病程度
Degree of infection 

Percentage of infected seed Ii ng つ一一一-1
!併。ハ1 廿 1(%) , 昨 (予品川 (%)1 ' (%) 

100 I ∞ 01 0 
。 o 0 

区名
P!ot 

り 病 山
品
ヤ

接種 Inocu!ated

。

この表に示すとおり，強い病原性を示したっ

E. ヒノキとトウヒ市に対する接種事1:験

試料および方法

供i式首はl~官[土IUにおいて， 1956 年 -1 Fl 30 日に次の施胞を行って長野県佐の種子をまきつけて常法によ

り，養成しておいたもので，トウヒは 6cm 前後，ヒノキは 8cm 前後のものである。

方町巴量， m2 あたり J削巴 1. 9 kg ， 硫般アンモニア 60g ， jl!i!燐酸石灰 60g ， 純化カリ 25g ， ìì'j石灰 60 gc 

10 月 29 日以上の1立を刺りとって 6 寸はちに各樹種とも 50 本ずつ1jl'( えつけて.L:)、ドDの実験に準じて実

施した J

Tab!e 19. ヒノキとトウヒ首に対する S. kitajimana の接種試験結果

ResuIts of the inocu!ation experiments with S. kitajimana to Japanese cypress 

and Hondo spruce seedIings 

松J 種
l 病程度

り病率 |DEErE巴 of infection 
Percentage of 卜一一」土，-一一一←「一一ー一一

infected seed!ing (幼I 1+十 (9の!廿(?，の I +(問

7I 3 I 15 

o 1 0I 8 

I 0 I 0 I  0 

25 

P!ant species 

ヒノキ Japanese cypress 

トウヒ Hondo spruce B 

Check ~ヒノキ
l トウ

Japanese cypress 
Hondo spruce 

。

。
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試験結果

Table 19 に示すとおり，あまり強く現われないが病原性はある 3 そしてとくにトウヒはごくわずかお

かされるにすぎない。なお，り病苗からは病原菌を再分離してたしかめたコ

F. 各首似;のスギ117に対する病原性

試料および方決

この試験は l ・ (1) ・ D の B. cinerea についての試殺に平行して実施したもので，供試菌株は Table

20 にあげたものを)jjI，、，試験箇所が苗床として使)IJされている軽しようなクロボクからなるほかはすべ

て同様に実施したラ

Table 20. 接種試験:こ用いた S. kitajけnana の菌株

Isolates of S. kitajimana used for the inoculation experiments 

-h>� kt: +11-，分離年月日|菌株 i 分間IÉ 1>>;1 寄主|採 集 地 |Date of| 分臨波
Isolatei Host Locality i~oï;ti~~ Part isolatecl 

A 1 ギ l 年生 |青森・増川 I 26/IV '51 I “Sugi"(I-ye訂-old seedling)1 Ma叫~wa， Aomo~i' 26/町 '51 I 菌伎 Sclerotium

B I グス(ふぷoIFSAinulKEmb払i ， ξmaAa i ωV '52 I 針葉 Nee仙
C ¥ グス(lzeaJ-olFSAM( 耽raIJi-，吐kJ 5/1¥ '51 I 菌伎 klerotium

土上こ TJTh| 一一EaJJいLJJJ竺三!_\ _!!葉一汗巴的
E1fTl  T 生) I 0i;nazi[yafIZiJEa i 肝 '51 \グ'/
F I スギ l 年生 秋田・角結 I 16/1V '53 I グ(グ〉 lbk吋ate ， Akita"'" I 16/百 '53| ググ
G ¥ アカマツ l 年生 山形・釜淵 I 4/V '55 I グ グ

Japanese red pin巴(グ) 1 Kamabuchi , Yamagata I 'ij Y JJ I 
l ジシバリ l 秋山・角館 1 1 /"lU 'C'f") I '1Y\z.~，..~~....+.... ~l，..:+ .... ~B 11/lV '53 I 茎 StemLactuca stolonifeγι( グ) i Kakudate , Akita i .11./.LY J0  

1 ホウコグサ |秋 山・院内 1 30/町 '53 1 業 Leaf 
Gnaphali叫mmulticeps Innai , Akita0V/.u vv I 封

J 1 グ |秋田・際巣 1 14/IV '55 I グ グ
'/ Takanosu , Akita nl  

試験結果

1 月 24 日の調査では，地面と苗;こ菖糸が発育し，かなりよく発病していた 2 月 21 日にはいちじる

しくり病が進み，さらに 3 月 23 日は患部には未熟な白色の菌核が多数形成されていたご {;~jm後約 10 日

目の 4 月 24 日における発病状態は Table 21 にあげた。

Table 21. S. kitajimana のスギ.苗Jこ対する病原性

Pathogenicity of th巴 isolates of S. kitajimana on “ Sugi" seedlings 

| り病程度
供 7式市数 り病 2411DEErEE of infection 菌Isolat株 Number of s吋

sOlate tested infected seedling (幼 | 十件 (9iJ) 廿 (%)1 + (%) 

A 1 400 98 94 1 4 0 
B グ 70 61 5 4 
C グ 87 81 5 1 
D グ 93 80 8 5 
E グ 91 85 6 0 
F グ 78 68 5 4 
G グ 70 60 5 5 
H グ 21 14 4 3 
I グ 69 56 8 5 
J グ 86 75 7 4 

Check グ o 000  
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この表に示すとおり，いずれの菌株も病原性を現わし，菌防、によってその強弱の差がし、ちじるしい。

G. 寄主針葉樹と首畑の雑草

以上の接種試験結果と著者らの明らかにした寄主針葉樹は Table 22 のとおりであれ苗畑における

自然発病の寄主雑草は Table 23 にあげた。

Table 22. S. kitajimana によって雪腐病をおこす針葉樹

Host conifers of S. kitajimana under snow 

1.ス ギ Cγyþtomeria ja�onica D. DON 

2. アカマ ヅ Pinus densifloγa SIEB. et Zucc. 

3. ク ロ てr ヅO P. thunbeγgii PARL. 

4. ヒ ノ キO Chamaecy�aris obtusa ENDL. 

5. トウヒo Picea jezoensis CARR. var. hondoensis REHD. 

注 :0・・・・・・人工接種 Not巴 :0 ・・・・・・ Artificial inoculation. 

Table 23. 首畑における S. kitajima仰の寄主雑草(積雪下で自然発病するもの〉

Host weeds of S. kitaji肌ana under snow in forestry nurseries 

キ ク 科 Co悌~þositae ホウコグサ Gnaþhalium multice�s W ALL. 

ジシパ リ Lactuca stlonifera MAXIM. 

オトギリソウ科 Guttiferae コケオトギリ Hu�ericum a�onicum THUNB. 
form. yabei MAKINO 

ナデシコ科 Caryoþhullaceae ノミノフスマ Stellaria td20ig1dinuola sa MIIRR. 
var. undulata FRANCH. et SAV. 

この表に示すとおり， 寄主針葉樹および雑草ともに B. cinerea にくらべるとはるかに少ない。 しか

し雑草については，ジシパリやホウコグサはきわめておかされやすく，多数の菌核を形成する。これらの

寄主はむしろ針葉樹よりもはなはだしい被害をうける 3

H. 苗畑の雑草に対する接種試験

試桝および方法

これは 1 ・仏)・ F の B. cinerea についての試験と平行して行ったものである。供式菌は Table 6 の

菌株を用い，あらかじめペレイシヨせん汁寒天培養基に 18~C で 7 日間堵養した菌そうの 3mm 角のイ

ノキユラムを各供試植物の葉 5 枚に対してそれぞれ 1 個ずつ接種し，ほかは B. ci仰向d の試験に準じて

行った。

試験結果

Table 24 に示すとおり， 33 科， 61 属， 68 種に病原性を確認した。

Table 24. 雑草に対する S. kitajimana の病原性

Pathogenicity of S. kitaji例ana to weeds in forestry nurseries 

科 名 和 名
品

弓L 千71
り病程度
Degree of 
infection 

キク科 Comþositae ヨ モ ヨ~. Aγte叩isia 哲也19aγis L. 
var. i叫dica 1\丘 AXIM.

イヌヨモギ、 A. keiskeana MIQ. 

十朴

4十

ノコンギク Aster trinervius ROXB. " 
var. congestus FRANCH. " 
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〈佐藤・庄司・太田〕針葉樹首の雪腐病に関する研究-I

A. pinnatifidus MAKINO 

Crepis japonica BENTH. 

Caγpesium abrotanoides L. 

Eγigeron annuus L. 

Gerbera anandria SCH. BIP. 

Gnaphalium multiceps W ALL. 

Laρsana apogonoides MAXIM. 

Lactuca dentuta MAKINO 

Petasites amplus KITAMURA 

Picγis hieracioides L. 
var. japonica REGEL. 

50lidago viγga・aurea L. 

50ηchus oleγaceus L. 

Taracacum offici叩le WEB. var. 
genuinum KOCH. 

Adenophoγa triphylla A. DC. 
var. tetraPhylla MAKINO 

Patrinia villosa Tuss. 

Rubia cordifolia L. var. 
mungista MIQ. 

Plantago major L. var. 
asiatica DECNE. 

P. lanceolata L. 

Maz!ts stolonifer MAKINO 

Ajuga decumbens THUNB. 

Clinopodium gracile O. KUNTZE 

Glecho加a hederacea L. 

Prunella vulgaris L. 

Tγigonotis peduncularis BENTH. 

Calystegia japonica CIWISY 

Lysimachia japonica THUNB. 

Hysrocotyle sibthorpioides LAMK. 十+

Halorrhagis 例icrantha R. BR. 

Oenothera lamarckiana SER. 

Viola veγecunda A. GRAY. 

Hypericum erectum THUNB. 

Oxalis corniculata L. 

Trifolium pratense L. 

T. repens L. 

Agri刑onia eupatoria L. var. 
pilosa MAKINO 

Duchesnea indica FOCKE. 

Potentilla fragarioides L. var. 
S)り reηgeliana MAXIM. 

5anguisorba tenuifolia FISCHER ム
var. alba TRAUTVER et MEYER 

名
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ムラサキ科
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Oenotheraceae 

Violaceae 

Guttije γae 

Oxalidaceae 

L芭'guminosae

Rosaceae 

リ

アカパナ科

スミレ科

オトギ.リソウ干sj

カタパき科

科

ブ 科

メ

セ

寸
、
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科 名

ベンケイソウ科 Crassulaceae 

アブラナ科 Cruciferae

ケシ科 Paþave叩ceae

キンポウゲ科 Ranunculaceae

ナデシコ科 Caryoþhyllaceae

ヒユ科 Amaranthacaea

アカザ科 Chenoþodiaceae

タデ科 Polygonaceae

ドクダミ科 Saururaceae

リ科 Liliaceae

イグサ科 Juncaceae

ツユクサ科 Commelinaceae

カヤツリグサ科 Cy�eraceae 

イネ科 Gγarnineae

林業試験場研究報告第 110 J号

内U1小 名 名
り病程度
Degree of 
infection 

学

マンネングサ Sedum lineaγe THUNB. 十件

Brassica camþestγis L. subsp. 
アプラナ naþus HOOK. fiI. et ANDERS. + 

var. niþþo-oleifeγa l'vlAKINO 

ナズ ナ Caρsella bursa-�astoris l'vlEDICUS す十

タネツケバナ Cardamine flexuosa WITHERING -Ht 

スカシ !it ゴ示ウ Nαstuγtium Þα lustγ e DC. 

ムラサキケマ ν Coγydalis iγ!cisa PERS. 

A
H
H廿

ン
サ

タボ
グ

ノ
ナ

、
不

吋
ノ
ミ

キ
ミ

Ranunculus glaber l'vlAKINO 十

Ceγastium caesþitosu例 ~;TL~B_ _ __ _1十
var. glandulosum WIRTGEN 

カワラナデシコ Dianthus suþeγbus L. 

:::I ペ Stellaria rnedia CYR. + 
ノミノフスマ S. utiginosa l'vlURR. var. 以上

undulata FRANCH. et SA V. 川

イノコズチ Achyranthes ja�onica NAKAI + 
アカ 'T Cheno�odium album L. var. 制t

centrorubrurn l'vlAKINO 

サナエタデ Polァgo叫叫m laþathifoliu榔L. 十

ワヤナギ P. sachalinensa FR. SCHM. 十

オオイタドり P. reynoutria l'vlAKINO 俳

ヒメスイバ Ru悦ex acetosella L. イ

ス イ ハ R. acetosa L. H

サ
ギ、シギ

イタド

ド クタ事

ノピ

シ R. ja�onicus l'vlEISN. 十十

リ P. reynoutγia l'vl AKINO 十

Houttuynia cordata THUNB. 十

ル Allium niþρonicuJ1l FRANCH et SA V. 十十

ワスレナグサ Hemeγocallis fulva L. var. 
l?wa仰so REYEL. + 

ジャノヒゲ 0ρhioþogon ja�onicus KER-GAWL. -

スズメノヤリ Luzula camþestγis DC. 十十

ツユクサ Co抑制elina co例munis L. + 
不明 不明 十

チガヤ Imþerata cylindrica BEAUV var. ...L 

koenigii DURAND et SCHINZ. 

スズメノテツポウ Alo�eculus aequalis SOBD ・ + 
スズ‘メノカタビラ Poa annua L. 十

シバ Zoysia jaþonicαSTEUD. 十

ゼニゴケ科 Maγchantiaceae ゼニプケ lV[archantia ρolymoγþha L. 十

3. 各種菌核病菌のスギ苗に対する病原性

著者らは 1950 年 9 月 10 日にまきつけて養成しておL、たレンゲゾウにスギ、当年生苗を混植しておいた

ところ 10 月下旬ころから菌核病が発生し. 12 月下旬ころにはスギ苗もおかされるものがでたので，病原

菌を分離したところ . Sclerotinia trifolioγurn が倹出されたので，この菌はスギ、に病原性のあることが

わかった。さらに各種菌核病菌のスギ、苗に対する病原性をあきらかにするために次の試験を行った。
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試験一 1

試料および方法

この試験は 1 ・ (4) ・ Aおよび 2 ・仏)・ A の B. cinerea と S. kitajimana による按種え11角と平行して

行われたもので，供i式Wîはこれらのものと同じものを府い，供試菌株を Table 6 にあげた各菌核病菌の

菌徐を用いたコ S. tγifoliorum ERIK. と S. libel'tiana FUCK. で(主 yミレイシヨせん汁寒天培養本に 200

C で 10 日間!t:淫した碕そうを S. graminearu刑 ELEN については，室内で 21 日間帯主したものを

用いて紬片として地問に散布して接種し，以下まったく同慌にして実施したご

試験結果

中間調査の紡果は Table 25 のとおりであり. S. Irifoliorllm では S. kitajimana と似た白色綿毛

状の菌糸が発j主し， ffI の幼羽な先端の部庁からおかされ. I目線褐色から白茶色を呈し，軟化腐敗し，禾熟

な富核を形成しかけていた。しかしほカの菌では笥糸の発育も認められなかった

消雪日の 1952 年の 3 月 25 日の発病状態は Table 26 に示した士

Table 25. スギ苗に対する各種苗骸病菌の接種試鳴の経過

Process of the inoculation experiments with several sclerotial fungi to ・ 'Sugi" seedlings 

|菌糸の発育程度 ._--可一一一一的 私了←-EZ-
菌名 Degree of mycelial growth Degree of infection 

Fungus 6/1I 28/rr6/1I 28/立

sω。ωd 川山rum 廿 l 俳 + j肝

S. gγωninearum 土;

S liberl 

Table 26. 菌核病菌類のスギ首と寄主植物!こ対する病原性

Pathogenicity of the sc1erotial fungi isolated from ‘ 'Sugi" and crop plants 
on “ Sugi" seedlings and the host crop plants 

nl. :;'j'- -kh IJ.-t.. 供 i式首数 i り 病率! り病程度
接種菌名|イlt 試植物 1NumbErof Percentage of l Degree of infec出n

Fungus Plant species 竺竺tes竺 iープア喧I *(9&)1 *(%)i +c%) 

2∞ 51 ・ I 6 44 Sclerotiniα “Sugi" L.., VV '-'.1. 

trifo伽U削1 レ:/ゲゾウ I∞ 100 I 100 0 0 
I Aslraf.!alus sinicus 'VV  .vv 

|スギ 200 0 0 I 0 0 S. ‘Sugi" ﾄVV  V V V 

libertiana I アオナ~
l|250|o|olo  Brassica sp. ﾄV  V V V 

1 ス，ギ 2こ 8 0 o!  010  S. gl'a例i- ‘ Sugi" L..VV  V V 

neaγu刑| ライムギ'^^ ^ | |10010|o|o  i o Secale ceγeale lVV  

スギ....^^ ^ A 000  “ Sugi" L..UV  V V 
。

アオナ ~ 
25 0 0 0 Bγassica sp. L.J V V 

1∞ 001 0 
ライムギ ，~~ 
Secale cel'eale 'vv 

。

Check 
。

レンゲソウ ,^^ ^ ^ 一一，一一・ 100 0 0 0 Astγaf(alus sinicus I 'vv V V 

。

この結果の示すとおり. S. Iγifoliorum はレンゲソウだけでなく，スギ苗に対してもかなり強い病ぽ

性をあらわし，病徴も S. kitajimana による菌核病と酷似したっ しかしほかの菌では発病しなかった
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(Plate 5. A) 。

試験-2

試験ー 1 の結果から積雪下においては，ナタネカ・らJ分離された S. líberliana はスギにもアオナにも病

原性をあらわさない。さらにこの点をたしかめるために次の試験を行った。

試料および方法

供試菌はIJ、林叫が報告したスギ苗から分離した菌株をよlh 、た。供試苗は 1 ・ (.1) ・ C の試験に用いたのと

同じものを月]\，、て釜~:iI分場苗畑で試験を行った。 1955 年 12 月 14 日に， 1 本ならべの床替区，および50

本ずつの東のまま tH部がよく土壌に接するよう仮植した区を設けた。なお供試首はおのおの 10日本ずっと

した。

同日あらかじめバレイシヨせん汁培養基に 20 0 C で 10 日間培養しておいて菌核を形成した菌そうの細

片 (3mm 角〉を苗の成立する地図および苗木の間に接種した。根雪期間は 12 月 28 日から翌春 4 月中

旬までて、あったη

試験結果

消雪後約 10 日後の 4 月 24 日の調査結果では，発病したものはまったく訳められなかった。

4. 論議

(1) 伊藤・保坂町はスギ苗の灰色かび病をおこす Bolrytís を B. cínerea に同定したが，著者らの分

生胞子の測定値もほぼその報告に一致し，同一の菌としてよいと認められる。

(2) 針葉樹首のES腐病は一部の人々により早春の雪どけj坊においてだけ発生するものと考えられてきた

が，著者らが積雪ドの発病経過を調べた結果は，丙病ともすでに根雪後約 1 カ月前後から発病が詔められ

た。また恨雪前の発病は B. cínerea ではごく普通であるが， S. kitajirnana では認められな\" 0 これは

阿菌の安司求する環境条件が異なるためと考えられる。

(3) 伊藤ら 3川はffnl、雪の環境で B. cinerea と S. kilajima仰をスギ，アカマヅ，カラマツおよびヒノキ

に接種してヒノキ以外には顕著な病原性をあらわした。しかし積雪下における接種試験を行わなかったの

で，これらの菌が雪腐れをおこすとし、う証明に欠けてし、る。著者らは数年にわたる積雪下における接種試

験結果から B. cíne向。については，スギ，アカマツに対し， S. kitají問問。については，スギ\アカ

マツ，ヒノキおよびトウヒに対して病原性を確認した。小林州は無雪状態で接種して S. kítaji問。na は

アカマツ苗に病原性をあらわさなかったと報告したが，境ー股が好適で、なかったからであろう。さらに両菌

の多くの菌株をスギ、首に接種して，首相↓;によって病原性の強弱にいちじるしい差のあることを明らかにし

た。積雪下におけるアオナとレンゲソウ，ライムギに対する接種試験では ， B. cinerea はすべての寄主

に病原性をあらわしたが， S. kitajimana ではライムギをおかさなかったu なおこの 2 つの病原菌の積雪

下における針葉樹苗に対する病原性を比較すると， S. kitajímana は B. cí刊erea よりもはるかに強い。

性) 自然発病する針葉樹および雑草の種療は B. cínerea の方が S. kítajírnana におけるよりもきわ

めて多い。しかし雑草に対する両菌の接種試験結果はともにきわめて多犯性である。

(5) S. trífolíorum は積雪下において，スギ苗に対してもかなり強い病原性を示し， S. líberliana お

よび S. grarnínearu例はまったく発病しなかった S. liberliana の菌そうは RAMSEyl02】は OOC 以

下で発育するとしたが，イ、f荷可原.桧浦9

発育しないと報告しているところカか叫らみても積雪下における発病は困離でで、あろう 次tにこ S.gl'叩，刀G仰?勿刑?勿û初neωear門u岬，仰問?勿t 
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がライムギにも発病しなかったのは， 富山\.10) が不凍結状態において， 菌糸による士築接種て、は発病せし

めることができないことを報告しているのと一致する。

¥1 病原菌の生理的性質

1. 病原菌の培養的性質

(1) 数種の固体培養基上における B. cinerea と各種苗核病菌の発育

A. B. cinerea の試験

試桝および方法

供試菌は Table 3 にあげた各菌株で，あらかじめ 9cm シャーレ内のバレイシヨせん汁寒天の扇平培

養基に 200C で 3 日 1m培養した菌そうの先端の部分から 2mm 角に切りとってこれをイノキユラムとし

て，試験管内の各種の斜面培養基の中央部に接種して， 22 c C の恒温器内に収めて培養して発育状態を調

べた。なお試験管は 1 区あたり 7 本ずつ用いた。

供試した各種地護基の組成は次のとおりであるヲ

パレイシヨせん汁寒天・・・・蒸留水 1， 000 cc ， ジャガイモ 200g ， プドウ糖 20g ， 寒天 15 go 

斎藤氏しよう泊ヲ事実・・・・蒸m水可850 cc , タマネギ、せん汁 100 cc , しよう泊 50 cc , シヨ糖 50g ， 寒ヲミ

20g。

スギ葉せん汁ヌ堅実・・・・蒸留水 100 cc ， 生スギ業 200g ， ブドウ糖 25g づ

ワックス-cr:/氏寒天・・・・蒸留水 1 ， 000 cc ， プドウ糖 10g ， ペプトン 5 g ， 燐酸 l カリ (KH2PO，) 1 g , 

硫酸マグネシウム (MgSO，)・ 7 H20 0.5g ， 寒天 25gコ

ツアベック氏祭実・・・・蒸留水 1， 000 cc ， 硫酸マグネシウム (MgSO，) 0.5g ， 燐酸 2 カリ (K，HPO，)

1 g ， 塩化カリ (KCI) 0.5g ， 硝酸ソーダ (NaN03) 2g ， シヨ糖 30g ， 硫酸鉄 (FeSO，) 0.01 go 

試験結果

21 日間の培養結果を示すと Table 27 のとおりである。

Table 27. B. cinerea 菌そうの各種寒天培養基上における発育 (22 二 C 21 日後〉

MyceIial growth of the several isolates of B. cinerea on various agar rnedias 

(at 22ニ C after 21 days) 

菌糸の発育!付音器の形成 l分生胞子の形成|
菌株 Degree_ of Degree?f 1 Deg~e_~?f 

I myceIial I appresoria conidial 
Isolat巴 growth production I production 

P1 S 1 C ,. 1 P I S 1 Cr I P I S i c, I P S C, 

A l 叶 i 出|十|廿!州|+|俳(俳 |+(sm0212問。lど:u任 i smoke E町
B 1 桝|糊 1+1 廿|朴 i+ I 廿 |-1-;ol::!:u任!グ I srnよ:l;町
C_I 掛川 1+1 掛川川 l 川ート i グ l 人 ( グ

-pl 恒川+jtttti 保 l 朴|俳卜 -K」:!ユ虻一二」一二一
E I 柵|州|十 1 惜|制 l 廿 1- 1- -グ|グ i グ
注 Note: P ・・・・バレイシヨ寒天 Potato agar , S....斎藤氏しよう泊寒天， Saito's soy agar. 

C，・・・・スギ葉せん汁寒天“Sugi" needle decoction agar. C，.では培養基濃褐色に変色
The rnedia showed deep brown on “ Sugi" needle decoction agar. 

首 そ う の 色
Color of rnyceIial colony 
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B. cinerea 菌そうの各種寒天杭主主1;上における発育(続〉

Mycelial growth of the several is泊lates of B. cinerea on various agar medias (Continued) 

I ;::IJ; {/, 17'¥ x'k ~ 付着掠の形成 |分生胞子の形成 1
菌株 [DFえf。子1E!D昭ee qf|D昭ee of 菌そうの色

l dal growth 1 appre悶la | con凶日1 Colωof mycelial colony 
Isolate I__::一一 一_I __ll~色ct恒 _]--p~竺山tion ~， 

I_W_I_ Cz___ _~ I Cz I ~ _____S:z__ー十1一一」一一 三一一-
A I 十件 l 十 1 十 | 判 | 俳 | 叫 I Pale olive-buぼ I P;:巾 smoke g町
B 州|件~+ i 廿 I - I 判|グ I Pale 0ωliv特7

C 刊州i 叶 4廿十 | 附 4件+ I 附 i グ | グ

D 附|州!十十|叫 十件|州 l グ I Smoke gray 

E i 併 1叶 i 十十 併 1 -
// Pale olive-buff 

注 Note: W.... ワックスマン氏寒天， Waksman's so1. agar. 

C，・・・・ヅアペツク氏~~"5だ， Czapek's so1. agar media. 

以上の各表をみると，系統によって多少の差があるが，発育のよいのは，市藤氏しよう泊寒天，バレイ

シヨ寒天であう，ついでワヅクスマン，ヅアベック氏寒天のji~ïで，スギ

がフ不ドL良ミであるわ f千付付;jナJ‘つJ若;音奇E訴圧の7形U或は大f休本薗そうの3発E育と同傾向を示す。分生』胞包一下の7形召成のよいのは， バレイシ

ヨ寒天，ツアベック，ワックスマン氏J!~ヲての }IITïで，斎藤氏しよう ilfr寒天とスギ業せん汁寒天では不凡であ

る。

B. 各種菌i13、病問の試験

託料および方法

供([i\;菌は Table 6 にあげた各習であり， S. grarninearu間以外はすべて Aの i~\I.検に準じて調査した、

ただし S. gra肌ineaγurn では 5士 2つC でど;， 1をした。

試験結果

Table 28 にあげナこ υ

これらの各茨の示すとおり，各首とも発育のよいのは斎藤氏しよう泊寒天，ついでワヅクスマン，ツア

ベック氏)lf天の jl[(jでスギ茶せん汁ではもっとも発育が不良である。菌核の形成も大体同様であるコ

(2) 糖 j~'j と B. cinerea と S. kitajirnana の菌そうの発育

試料および方法

Table 28. 菌{主病菌類の各種寒究明益基上における発育

Mycelial growth of the sclerotial fungi on various agar media 

I 1翁系の発育|付着持の形成|菌伎の形成
菌名 i Degree of Degree of 1 Degree of 菌そうの色

mycelial I appresoria I sclerotial 
Isolate l growth |producuon|production Color of mycel凶 colony

日円 s 日::-1 円 S寸C;:- IPTslじ了 P I S C,. 

ラ;jujZL! 掛|州 1+1- 卜 I -1 1ti川船|件 1 White pinよ11:uJ:;;nmsh
S. liberti…掛川|朴[十|朴い 1+ 凶|十 lが422J White l white 
strifoliorum 州側 1* !叶川 +1 廿 1M+1whitelOC21211!μ
よωnearu加1 叶叫件 I 川十 +1 グ White がよEM

i主: P, S, C,., W , Cz の符号は前表に準ずる。
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菌i安病菌類の各種7事実培養本土における発育(あわ

Mycelial growth of the sclerotial fungi on various agar media (Continued) 

I T符糸の発育|付 i音訴の形成|菌伎の形成!
前 名! Degree of I Degree of Degree <?f 菌そうの色

m!_~e_l~~l ~~p~~田ria l EClemHaliColorof n137cdial colony 
Isolate growth production I production 

I W I Cご W C= W Cz W C ご
Pal巴

S. ki州問。na I +1- I 朴 I - I - I 件:桝 I Pale olive.buff I 0伽ace印ou四s bu 

Sふ.伽伽a I 廿|朴 l 件|件 I + I + I Whit民e White 

S. 附01μ伽i

S. g叩刑i初丹…制 ! 件 + +1+ White White 

供:式首 B. ciner印. A... .Table 10 の D

B. cinerea. B.... Table 10 の A

S. kilajimana. A.... Table 20 の C

S. kitajimana. B... .Table 20 の F

2%冬ヲてだf主主某に所定の濃度に糖績を加え . 9cm シャーレ 1 個につき 15 cc ずつ注ぎ，府τドi音主一五E と

なし，その rl'l Ý"çに新鮮な苗そうの先端の切Jt (3 mm 角〕を接種し， 18 0 C で 4 日 nr刊行主して菌そうの直

伐を iJlU定して発育状態を調べたへなお 1 区あたりシャーレを 5 何ずつm~、て，平均値をとった

試験結果

Table 29. シヨ糖とプドウ糖の濃度と B. cinerea と S. kitajimana 菌そうの発育

Effect of concentrations of sucrose and glucose in agar media upon the mycelial 

growth of B. cinerea and S. kitajimana 

?ot; q I r!:h -111--:濃度 Concentrations (%) 
区名 l 菌 名|菌株
Plot I Fungus IIsolate 0 0.5! 2.0 I 3.5 5.5 i 7.5 I 10.0 

i (mm) , (mm) (拙m) (mm) I (刑制)! (問問) I (削 m)
B. cinerea A 15 , 42 I 62 82 I 82 I 83 81 

シヨ糖! グ B 14 21 45 34 I 62! 63 I 30 

Sucrose I S. kitajimana! A 20 I 35 I 41 49 I 49 I 44 38 

D i グ B 1 川1 2お3 2μ4 3白2 2辺2 I 1げ7 i 2勾

プドウ紡 I B. ci初ηne

三!竺竺竺~竺仇仰仰a A I 一J三竺土一f己一 40十9ト 5川l川i ( 6ω4 iγ49 

シヨ糖については Table 29 に示すとお山各系統聞に多少の相違があるが，含量をますにしたがっ

て漸次発育が良好となるが，高濃度になるとふたたびしだいに発育がおとろえる c この傾向は B. ci仰向。

よりも S. kitajima仰においてやや顕著であるコ

プドウ糖については ， B. cine向。では高濃度ほど発育良好となるが， S. kitajimana では 7.5 %では

最高の発育を示すが， 10.0 %でほ成長がおとろえるコなお 18 日間の観察では，分生胞子や菌核の形成は

認められなかったっ

(3) 窒素源と B. ci仰向d と S. kitajimana 菌そ号の発育

試料および方法
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供:式菌 B. cinerea. A... .Tab!巴 10 の D

B. cinerea. C....秋悶 lIfJ-下角館前畑J主スギ、 1 年生首から 1953 年 4 月 16 日分離

S. kitaji削ana. A... .Tab!e 20 の C

S. kitaji間ana. B... .Tab!e 20 の F

リチアーズ氏士171主~;~fこ空事実を 29&量加え，硝自主カリの代りにそれぞれ窒素淑を所定濃度に加えた培養基

15 cc を 9c例シャーレに注ぎ. ，\市平格益基となし，これに新鮮な菌そうの先端の切片 (3mm 角〕をそ

の中央部に接種し. 18"C で 4 日間培養して菌そうの直径を測をきして発育状態を調べた。なおこの試験に

は 1 区あたり 5 伺ずつのシャーレを用いて平均値をとった。

リチアーズ氏培養基の組成

蒸留水 1. 000cc. 繁素淑X. 燐酸 1 カリ (Kl-I， PO.) 5 g. 硫酸マグネシウム (MgSO，) 2.5g. シヨ糖

20g. 寒天 20g。

試験結果

Tab!e 30. 硫酸アンモニアとアスパラギンの縫度と B. ciηeγea と S. kitaji削ana 菌そうの発育

E妊ect of concentrations of ammonium su!phate 呂nd asparagine in agar media 

upon the myceIia! growth of B. cinerea and S. kitajimana 

区 名|蔚 名|菌株| 波 皮 C…nt廿同叩r悶削a討tions σ 
附 I F叫us I Is加Iso!叫!ate I 0 0.3 I 0.6 I 1.0 I 2.5 I 5.0 

I n . • (問問) I (n:~I) I (問削) I (刑制) I (n:~) (悦間)
硫酸アンモニア B. cinerea A 76 I 71' 78 I 81 69 55 

Ammonium 
グ C 67 

55 

47 

S. kitajimana A 33 

39 

30 

33 28 4
・

4
ゐ

Q
J

つ
ん

1
ム

su!phate 

守
J

勺
〆
臼
勺
4

守J

r
b
r
o
A
a
1
1
 

アスノ4 ラギ、ン

Asparagine 

注: 0% では co!ony きわめてうすい Note: The myceIia grew poor!y at 0 %0 

Tab!巴 30 に示すように，硫酸アンモニアでは阿菌とも濃度が高くなると，発育がおとろえる傾向があ

り，アスパラギ、ンについては，いちじるしい差が認められない。

(4) 水素イオン濃度と B. ci仰向。と S. kitajimana 菌そうの発育との関係

試料および方法

供試菌 B. cinerea. . . . . . Tab!e 10 の D

S. kitajimana.. Tab!巴 20 の F

パレイシヨせん汁寒天培養基 200 cc を溶解し，これにあらかじめ調製，殺菌しておいた塩酸および苛性

ソーダの各種規定液を 20 cc ずつ加えて，よく混合したのち一部をとり，比色計で pH を測定したn 残

りを 9cm シャーレに 20 cc ずつ注いで扇平培養基となし，その中央部に新鮮な培養菌そうの切片 (3 問問

角〉を接種し. 20 0C の恒温器に入れて 4 日間培養して菌そうの直径を測定して発育を調べた。なおこの

試験には 1 区あたりシャーレ 6 個ずっとし，平均値をとったっ
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Tab!e 31. 培i安芸の水素イオン濃度と B. cinerea と S. kitajimana 菌そうの発育との関係

Effect of H-ion concentrations upon the myceIia! growth of B. cineγea and S. kitajimana 

力日用HC!および!力日 用 量 l
NaOH の溌度| I 

Concentration I (2∞ cc あたり) I 

of I-IC! and i Amount added I 

NaOH (cc) 

N/2 20 

菌そう直径 | 菌核者五五三?期間
pH Diar竺E竺L竺主竺!竺y(ml11)_，主l竺竺ia! pr~里山tion (day) 

n _'_ _____ I S. n ァ 15.
~・ t，，，，，，c;. T t:.t4- kitajinzana LJ ・い"0' ou  I kitajimana 

l ・ 2 十 形成なし | 形成なし
¥.6 + +グ 1 グN/4 

N/8 

N/16 

N/32 

N/64 

N/128 

H20 

N/128 

N/64 

N/32 

N/32 

N/16 

N/16 

N/8 

N/4 

20 

お
お
お
お
お
却
お
お
初
日
初
日
お
お

2.6 

3.6 

4.5 

4.9 

5.1 

5.6 

7.8 

8.5 

8.7 

9.1 

9.2 

9.8 

1!.7 

1¥.9 

60 

84 

4
4
4
4
4
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4
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8

8

8
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ノ

8

8

8

8

9

9

9

 

。

10 

。
ノ

n
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n
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-

-形成なし

試験結果

Tab!e 31 に示すように . B. cinerea では pH 3.6~8.7 では良好な発育をなし， r酸性側;こ片よって

いるの菌核の形成は 5.6 を中心として，これを遠ざかるにしたがってノト形となる S. kitajimana て、は，

pH 4.5~9_1 で発育が良好であり，酸性側に片よる (P!ate 的。

2. 光線と菌そうの発育

積雪下の環境の項で述べたように，積雪下はほとんど暗黒なので，党線と三雪腐病菌の発育とは密接な関

係にある。

試験-1

試糾および方法

供;武菌 B. cinerea ・・. • .Tab!e 10 の D

S. kitaji間ana.. Tab!e 20 の F

9c間シャーレにバレイシヨせん汁培養基を 15 cc ずつi主ぎ局平培養基となし， 中央に培養菌そうの先

端の新鮮な部分の切片 (3mm 角〉を接種したご明区では各シャーレを透明ガラス製の 15 cm 腰高シャー

レに入れ，暗区では黒紙を張りつけて光線をしゃ断した腰高シャーレ内に入れて，窓ぎわにおいた 20 C C

の採光式恒温認に収め . B. cinerea では 3 目間 . S. kitajimana では 4 日間培養して菌そうの直径を測

定して発育を調べたっ

この実験は 2 回行い，各区 5 個ずつのシャーレを用いたっ

試験結果

Tab!e 32 に示すとおり，各区間にはいちじるしい差が現われない。
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:弐験-2

Table 32. B. cinerea と S. kitaji削ana 菌そうの発育と光線との関係

Effect of sunlight on the mycelial growth of B. cineγea and 

処頭
Treatment 

明Light

踏 Dark

S. kitajimana (at 200C) 

B. cineγea S. kitajimana 

[ (刑判! JT (附m)1 1 (mm)! H (刑制〉
69 82 51 62 

66 81 57 65 

試験 1 では適温で栴益されて，発育が早いので，夜間のliJ5黒の影轡を Urr{ くうけたものと考えられる ο そ

れでこの点を考はに入れて次の実験を行った。

試料および方法

前の制;験にl'(!jじて， ，日平J:;; 主主;Jj~f;こイノキユラムを接種したーこれらのシャーレを明，楕両区の腰高シャ

ーレに収めて窓ぎわに放置してi古fをした 3 この間の気温はー 1~150C であったつなおこの際の同区の腰

高シャーレ内の温度は差異を認めなかったの

試験結果

この試験は 2 1ífJ 1i'い，その結果は Table 33 に示した

実験脊号

Table 33. B. cinerea と S. kitajimana 菌そうの発育と光線との関係

Effect of sunlight on the mycelial growth of B. cinerea and S. kitajimana 

菌 名 JVl Light (cont.) 1 fI在 Dark 

No. Fungus 5 日後 I 8 日後 I 5 日後
After 5 days 1 Aft巴r 8days After 5 days !1 日後After 8 days 

I 
I ~ …〔ぺS. kitajimana( グ )1

33 

19 

45 

31 

36 

23* 

48 

36* 

1 B. ciner印 (グ)\ 49 60 52 がド
H 1 S. kitψ仰叫グ )1 35 54 14~. 67料

注:実験 l の期1711の温度 0~15'C，実験11の期間は日~160C

Note: *.・・・ 596の危険率で有意 Signi自cant at 5% level 

ド*可 O/，..
" /<J 

'l" Significant at 1% level 

以上の結果から，とくに S. kifajima仰では明区よりも陪区における発育がよいc

3. 温度と菌の発育

(1) B. cinerea の分生胞子の発芽と温度との関係

試糾および方法

Table 3 の C ， D , E の菌株をノ寸レイシヨせん汁居養基に 15-'C で、培養して形成した分生抱子の蒸留水

の浮遊液をつくり，これを懸滴培養〔湿室培養〉となし，それぞれ所定の温度に調整した恒温器に収め，

24 時間後倹鏡して発芽状態を調べた。

Table 34 に示すとおり，系統によって発芽温度に差異があれ最適温度は 15 0 C 前後と 20 0 C 付近

にある。そしてし、ずれも 30 0C では発芽しないc
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Table 34. B. cinerea の分生胞子の発芽と温度との関係

Effect of temperatures upon the conidial germination of B. cinerea 

温度

Temperature 
測定数 I 発芽率 1 測定数 I 発Ge 芽率 1 測定数 I 発Ge 芽率
Number 1 Germination : Number 1 Germination : Number 1 Gerrr劦nation 

CCC) counted 1 percentage(%):~unted percentage(%)i counted I percentage(%) 

5 1,043 9 

10 745 23 562 59 900 10 

15 476 69 590 73 820 30 

20 809 34 736 82 1,010 10 

25 919 10 748 15 1,064 3 

30 841 。 778 。 1,010 。

35 814 。 780 。 1,030 。

(2) 積雪下における B. cinerea の分生胞子の発芽

積雪下において ， B. cineγea の分生胞子はごくまれに形成されることがあり， また雑草やカラ-<r':/苗

に多数の分生胞子が形成されたまま根雪になる場合がある。この場合分色胞子が発芽するかどうかを明ら

かにする必要がある。

試料および方法

供試菌は Table 3 のAの菌株とし，バレイシヨせん汁寒天培養基に 15 0 C で形成した分生胞子の蒸留

水の浮遊液を作り，懸、滴培養となした。これを 9cm シャーレに収めたまま 1 刑深さの積雪下の地面お

よびその中間の深さの 50 cm のところの雪中に埋め， 48 時間後に掘りだして，検鏡して発芽状態を調べ

Tこ。

試験結果

2 回の実験結果を平均して Table 35 に示したっ

Table 35. 積雪下における B. cinerea の分生胞子の発芽

Germination of the conidia of B. cinerea under snow 

区 名 1 供試胞子数
Plot I Number counted 

l 発芽数|発芽率
Germination number I Germination percentage 

積雪下地面 838
Ground under snowl 
積雪中|

In ~ow 544 

117 13 

23 4 

(%) 

この結果から，地面に援した区では，雪中にあるものよりも発芽率が高いc これは地湿の影響によるも

のと考えられる。

(3) 各菌の菌そうの発育と温J受

試料および方法

供試菌 B. cinerea ・・・・・・・・・・ Table 3 の各菌株

s. kitaji刑ana ・・・・・・ Table 6 グ

s. trifoliorunτ ・・・・・・ グ

s. libertiana ......グ

s. gγamineaγum... ーグ
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Tab!e 39. 街宣下における B. cinerea と S. kitajimana 菌そうの発育

Mycelia! growth of B. cinerea and S. kitajimana under snow 

Fungus バレイシヨ寒天 l 
Potato agar (加問)1

14 

Under snow 積雪中 In snow 

土 壌!バレイシヨ寒ヲミ 1 土 壌
Soi! (刑問)1 Potato agar (刑制): Soil (問問〕

8 12 

6 15 

菌 名 積雪下地面

B. cinerea 

S. kitaji附ana 11 

試料および方法

供試菌 B. cinerea , A... .Tab!e 10 の D

B. cinerea , B.... 秋山県角館首r-IIJ産スギ 1 "1:'生前から 1953 "1三 4 月 16 日分離

S. kitajimaη a ， A... .Tab!e 20 の C

S. kitajimana , B.. ..Tab!e 20 の F

供試培主主基はバレイシヨせん汁寒天とし， 1 の l弐験に準じて菌そうの切片のイノキユラムを接種した各

シャーレを，内規 15X20X32 cm の木筒に入れて ， 1m の積雪下に埋めて菌そうの発育を調べた。なお

箱内には最高最低温度計を・入れて試験期間の温度を測ったところがC であったっ

この試験には 1 区あたり 6 個ずつのシャーレを川い， 1955 年 11 月 22 日 ~2 月 1 日まで実施したみ

試験結果

Tab!e 40. 積雪下における B. cine向。と S. kitajimana 商そうの発育

Mycelia! growth of B. cinerea and S. kitajimana on potato agar 

under snow 

菌 名 110 日後(間 20O  日days 後(mm Fungus After 10 days (mm) After 20 days (mm) 

29 59 

グ B 4 

S. kitajimanαC 21 41 

グ D 24 37 

Tab!e 40 に示すように ， Botγytis では B の菌株は発育がよくないが， Aの菌株および Sclerotinia

ではかなりよい発育を示すれ

試験-3

試糾および方法

供試菌 B. cinerea........ Table 10 の各菌株

S. kitajimana'" .Table 20 の各菌株

この試験は 1955 年 1 月 ~3 月中に実施したものである。試験ーし 2 に準じて扇平培養基を準備し

た。次に第 I 回の試験ではイノキユラムは 200 C で 5 日間培養した菌そうの先端からとり，第E回試験で

は積雪下で 15 日間培養した菌そうからとって中央に接種した。この各シャーレを内規 40X30X50 c聞の

木箱内に収めて 1 加の積雪下に埋めて培養して発育の状態を調べたコ

この試験には各区ともシャーレ 6 個ずつ用いた。試験期間中の筒内の温度はー 1~+IOC であった。

試験結果



Tab!e 41. 積雪下における B. cine向。と S. kitajimana の各系統の発育

MyceIia! growth of the various strains of B. cinerea and S. kitajimana under snow 

k 九一一|- shitdi 

(刑制) I �.  fHt.UJ  (問問〉

15 日後 25 日後 15 日後 I 25 日後
After 15 days After 25 days I After 15 days After 25 days 
r JI T 11 1 JI I 1 I H 

25 16 37 24 27 
25 37 54 56 21 

|22132147 16312  
18 34 40 61 28 
22 33 47 64 9 

18 27 38 70 
25 34 53 65 

|14i+i  17 1 4 1  
19 18 32 35 
17I  27 35 64 
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Tab!e 41 に示すとおり，丙菌ともよく発育するが，系統によって発育に差がある。また多少の例外は

Sclerotinia においていちあるが，第 I 回試験よりも第江田のほうが，発育がよいq とくにこの傾向は，

じるしい。

なお第 I 回の式l淡の B. cinerea の菌そうを第H回目も引きつづいて培養して分生胞子の有無を調べた

が，その形成は認められなかった (P!ate 7. A , B)o 

15 0 C における B. cinerea と S. kitajimana 各菌株の発育(5) 

。 OC 付近における各菌株の発育の状態は，高温度におけるものと一致するかどうかを明らか』こするため

に行ったー

試粉および方法

付)の試験-3 に準じて，パレイシヨせん汁実うで培養基にイノキユラムを接種したシャーレを 15"C の恒

湿器に入れて 4 日J1iJの冒そうの発育を調べた。

試験結果

Tab!e 42. 15'C における B .cine向。と S. kitajimana 菌そうの発育

MyceIia! growth of various strains of B .cinerea and S. kitajimana at 15 つ C

B. Cinel"ea S. kitajimana 

菌そう直径
|Diameter of co!ony (例制)
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菌株
Iso!ate 
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菌 株 1 菌そう百径
Iso!ate I Diameter of co!ony (刑問〕
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- 38- 林業試験場研究報告第 110 号

Tab!e 42 に示すとおり ， Botrytis では，積雪下で発育のよくないものは， 15'C でも同じく発育がわ

るい傾向がある。しかし Sclerotinia では積雪下におけるものにくらべて菌株間の発育の差が明らかでは

なL 、 (P!ate 7. C, D) 。

(6) イノキユラムの的義温度と B. cine向。と S. kitajimana 菌そうの発育との関係

(4)の試験一 3 において O'C 付近の低湿で培養したイノキユラムを用いて培養した場合には，高温で培

養したものを用いた場合よりも発育がよい結果をえたので，その原因をIIJJ らかにするために次の試験を行

った。

試験ー 1

供試菌 B. cine向。....... .Tab!e 10 の D

S. kitaji問。na ・・・・ Tab!e 20 の A 

1956 年 1 月 25 日 ~2 月 5 日までの 11 日間，積雪下(土 I OC) と 20 C の恒混器内でパレイシヨせん

汁寒天の周平培養基に時養したそれぞれの菌そうの先端から 3mm 角の切片をとったっ これをイノキユ

ラムとして， 9 c削シャーレ内の 15 cc 畳のパレイシヨ寒天の府平培養基の中央に按種した。これらの 2

つの処理のシャーレを一方は 15X20X30 c削内規の木裕に入れて 1m の積雪下に埋めて 2 月 2 日から 2

月 19 日まで培養した。この期間内の千百内の温度は I~OSC であった〉また一方は 20'C の I宣温穏に入

れて培養した。なおこの試験には 1 区あたりシャーレ 10 個ずつ用いた。

試験結果

Tab!e 43. B. cineγea と S. kitaji問ana のイノキユラムの培養温度と 20'C における菌そうの発育

E任ect of the cu!tured temperatures of inocu!a upon the mycelia! growth of 

B. cinerea and S. kitajimana on potato agar at 20 'C 

培養日数 B. ci仰向。 S. kitajimana 

Day passed b凡 Inoc山m(問問)1 1υC ， Inoc山m(mm*代Inoc山m(刑判 I OC ， Inoc山m(例制)

2 一+ - + 

3 8 35 16 

4 30 61 5 32 

5 54 80 14 57 

6 78 満 FuII i 27 78 

7 満 FuII - I 40 満 FuII

8 一- I 55 

9 ー|ー 64

10 ー l 一 79

Table 44. B .cinerea と S. kitajimana のイノキユラムの培養温度と積雪下における

菌そうの発育との関係
Effect of the cultured temperatures of inocu!a upon the mycelial growth of 

B. cinerea and S. kitajimana under snow 

菌名
Fungus 

イ J キユラム

Inocu!um 
菌そう直径

Diameter of 
myceIia! co!ony 

! B. cinerea S. kitajimana 

I 20 c C , Inoc山m I 10 C, Inocu!um一 I 20c C , Inoc山m1lGc， I向山m
(問問)1 (抑制)1 (mm)1 (抑制〕

+I  16 I - 29 
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Table 43. 44 に示すように，両菌とも低温で培養したイノキユラムを用いた場合は. 20 0C での発育

開始が早< .とくに S. kitajimana ではし、ちじるし l' ，また積雪下における発育をみても，とくにこの

差が犬きくなり . S. kiμta可ji例G仰，ηla てで、は 2初0ニ'C て

なかつた。

試験-2

試料および方法

試験ー 1 と同じ菌株を用い 20 C の l宣混器内で 10 日間. 9 cm シャーレのバレイシヨ冬天の間平培

養基に培養しておし、た菌そうに対してそれぞれ次の処理を行った。

A. 20 0 C で 14 日間継続して培養コ

B. 15 x 20 x 30 cm 内視の木箱に入れて . 1m 深さの積雪下(箱内温度 O'C) に埋めて 14 日間低温処

想。

処理後Aの菌そうは老朽したが. B では菌そう内 Jこ新鮮な白色綿毛状の菌糸が発育した J

以上の各区虫、ら試験ー 1 に準じてイノキユラムをとって. 9 cm シャーレ内のパレイシヨせん汁寒天培

養芯に接種して前花の木筒内iこ入れ . 1m の積雪下;こ埋めて 1956 年 2 月 21 日から 3 月 16 日までの 24

日間の商そうの発育を調べたっこの期間の筒内の温度は O-C であった}この試験には 1 区あたりシャー

レ 10 個ずつよ11'- 、た。

試験結果

Table 45. イノキユラムの低温処理と積雪下における B .cineγM と S. kitaji悦G仰の

菌そうの発育との関係
E百ect of the treatment with low temperature for the inocula upon the 

mycelial gowth of B. cinerea and S. kitajimana 

イノキユラムの処理
Treatment 

20ー→20 (0 C) 

20ー→ o COC) 

B. ciner引抑制)1 S.kitaj加問(刑制〕
8 + 
10 18 

Tabl巴 45. に示すとおり， 両首ともイノキユラムを低湿処理した場合に発育がよくなり， とくに

Sc/eγοtinia ではいちじるしい。

(7) 熱に対する菌の抵抗力

A. スギ針葉組織内の B. cinerea と S. kitajimana 菌糸の乾熱に対する抵抗

試料および方法

B. cinerea については，秋田県下の境苗焔から 1951 年 4 月 2 日に採集したスギ 1 年生り病苦を用い，

S. kitajimana については，同県下の角舘苗焔から 1951 年 4 月 3 日に採集した 1 年生首を用いた。これ

らを 2 日間室内において風乾した3 この材料から同程度におかされた針葉を集め，あらかじめ所定温度に

調節した定温乾燥器内のガーゼ上(金網カプに張る〉に 60 片ずつのせて所定時間経過後すみやかに空気

で冷やしたc 次にこの組織から常法 (80% アルコール→0.1 %昇禾水→殺菌水〕 によりバレイシヨせん

汁寒天培養基を用いて菌の分離を行って，その生死をたしかめた。

試験結果

Table 46 に示すように . Botrytis は 100 0C では 10 分間. 90 0 C では 20 分間で死滅し. 80 0 C で
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Table 46. スギ.針葉組織内の B.ci仰向。と S. kitajimana 菌糸の乾熱に対する抵抗力

Resistance of the dormant myce]ia of B. cinerea and S. kitajimana in needle of 
“ Sugi" to dry heats 

、_ ï!ilí~ Fungus I B ω… S. kita ・imω

24型肝 -51-10 I7日J亘山日土ck

は 30 分間で死なない。しかし Sclerotinia ではこれよりも抵抗がつよく， 100つC では 10 分間で死ぬ

が， 90 c C では 30 分間でも死なないp

B. スギ企I葉市fLi\1'Jl内の B. cine向。と S. kitajimana 菌糸の i11~熱に士、l する抵抗力

言者料および方法

供試材料はAの試験と同じものを用いた。針葉を 60 片ずつガーゼに包み，恒温憎内に浸漬して所定水

温に調節した 500 cc 入りのフラスコ内に沈め，所定時間経過後とり 11\して冷水で冷やしたっ この組職か

らパレイシヨせん汁本ヲミ培養基を用いて 20'C で常法によって菌を分離してその~I:死をたしかめたっ

試験結果

Table 47. スギ針葉組織内の B.cineγea と S. kitajimana 菌糸の混熱に対する抵抗力

Resistance of the dormant myce!ia of B. cineγea and S. kitajimana in need!es of 
“ Sugi" to hot water 

?に\一時 Fungus I B. 巾erea S. kitaji制仰

水哨T品ム主LLLLp戸悶問e灯的Jrma
45 I + i + I + I - I + I + I + I + I + : + 

50 I - I 一 i - ! - I 十 I + I + I + I + + 

55 I - i - I -I -I + I+  I 十 I + I - + 

注 Note: +・・・生存 Existence，一 ・死滅 Death

Tabl巴 47 に示すように ， Botrytis では 45 C では 10 分間， 500 C では 2分IISíでも死んだ。 Sclerotinia

ではこれよりいちじるしく抵抗が犬であり， 55 0C で 10 分間ではじめて死滅する。

C. B. cinerea と S. kitajimana の菌核のi毘熱に対する抵抗力

試料および方法

供試菌 B. cineγea'.'.... .Tab!e 10 の D

S. kitajimana ・ Tab!e 20 の F

バレイシヨせん汁寒天培養基に 20つC で 3 週間培養して形成した菌核を集めて，風乾し，ガーゼに 50

個ずつ包み， B の試験に準じて，所定温度の湯に浸漬し，所定時間後とり出して冷水で冷やし常活により

表面殺菌を行ったのち，切断してバレイシヨせん汁培養基上に波べて 20つC で培養してその生死をたしか

めた。

試験結果
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Tab1e 48. B .cinerea と S.kitajimana の菌伎の湿殺に対する抵抗力

Resistance of sc1erotia of B .cinerea and S. kitajimana to hot water 

~一 一ー一 B. cinerea S. kitaji問問。\ミご 菌名 Fungus

¥¥ 処理時間 Time | l i l ←丁 ! 
水温 \、、_!J:eated(例仇)1 1 2: 3 5 1 10 , Check 1 1 2 3 5 10 :Check 

Temperature ぐ C) 九 I I 

45 I + + ~ + 1 + + 1 + i +: + + i 十 l 十 1 + 
50 I 十 I+I+:+~-I + +1+ +1+ +1+ 
55 十+ +1+:-1 +十+ 1 + I + -I + 
60 1 十 1+ -1-:-1 +十+ + I 十- + 

Tab1巴 48 に示すとおり . Sclerotinia の菌核!工 55 コC の 10 分ではじめて死に . Botrytis では 50 C 

の 10 分で死減し . Sclerotinia よりもかなり抵抗が弱L 、コ

(8) 低温に対する B. cinerea と S. kitajimana 菌糸の抵抗力

試料および方法

供試菌 B. cinerea.... . . Tab1e l1の Dおよび秋悶 911，下角館前畑産スギ 1 年生苗から 1953 年 4 月 16

日分離した菌株

S. kitaji隅ana'" .Table 20 の C. F 

径1. 5 cm の試験管を用いて，バレイシヨせん汁寒天の斜i面的主主基となし，その中央部にあらかじめバ

レイシヨ烈天に 20'C で 2 日間平面明義しておし、た菌

そうを 2m問角に切りとってイノキユラムとして接種

した。そして 1 菌株につき試験管 5*づっ用いて締栓

部は沿紙で被覆し，戸外の屋H~下に吊し. 1955 年 1

月 17 日から 2 月 16 日まで放置した。この!訪問中の

気温は Fig. 1 に示したが比技11\1高温に経過した 2

月 16 日に試験管を 15 C の恒温器;こ入れて，首ィう

の発育の有無を調べて，その生死をたしかめたっ

試験結果

すべての菌株が生存した。

4. 湿度と菌の発育

(1) B. cineγea の分生胞子の発芳三と関係湿度

試験-1 培養液に 1%プドウ糖液を用いた場合

試料および方法

Table 10 の Dの菌株を用い，パレイシヨ寒天培養

基上に 20CC で分生胞子を形成せしめて，その 1%プ

ドウ糖の浮遊液をつくったε この小潟を清謀なスライ

ドガラス上においたこ次にあらかじめ準備しておいた

12 c問シャーレ内に 9c刑シャーレの底を上向きに伏

せておき. 12 cm シャーレには所定濃度のか怪カリ液

。

3 

5 

7 

c・|す7 25 E 

Feb J且門u.

Fig. 1 試験期間中の最低気温
Minimum temperature during the 

experiment at Akita 

~L三二三ょに!日
S スライドガラス P か性カリ液

Fig.2 関係湿度の調節装置

Apparatus used for the tests on the 
e任'ect of relative humidities upon the 
conidial germination of Botrytis cinerea 
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を入れておき，中の 9cm シャーレ上に一方は培養液を空気ですみやかに乾燥し，他方は乾かさずにおい

たスライドガラスをのせた(Fig. 2 参照)。以上の 12cm シャーレをさらに 15 cm 径のデシケータ内に

同様な濃度のか性カリ液で空中日出度を調節しておいたものの中に収めて， 20 0C の恒温器に入れて 24 時

間後の発芳三出廷を調べた。

試験結果

Table 49. B. cinerea の分生胞子の発w と r:R1係潟度ーとの関係

E任ect of relative humidities upon the conidial germination of B. cinerea 

(after 24 hours at 200C) 

1 nctJ""R ,,'c 1 1 II 
か性カリ濃度|関係淑度!一一一一 三 I n-;-:;.f-.~-~':F.~el一一一一一一一 ;市ι

Co叩…n
tion 0ぱf ~.~lTI idi- I Number 1 ， ~=rlTI_i~_，:-_ I ~e_fl_~~~ ~L I Number i ~:~l11_i~，a_t~~n 円巴ngthof

tic|ties|counted ltion perem-l germ-tubel counted t percentage lger肝tube
potash (%)1 (%)1 LVUUL"U  ! tage (%)1 (μ)1 LVUUL"U  : (%) 1 (μ〉

o 100 1 , 124 I 78 80 1 ,041 I 99 94 

5 97 1,260 I 80 61 972 51 55 

10 94 1,047 33 51 1,001 I 20 36 

15 90 1,077 I 0 ~ 918 。

20 87 1, 100 1 0 1, 100 1 0 

注:実~I では培養液の 1%プドウ糖液を乾かさないc 実験![ではこれを乾かす。

Note: [... '1% glucose was used as cuItural solution and the drops of spore-suspension 

were not dried before the tests. 

]1'" .The dでops of spore-suspension were dried before the tests. 

Table 49 に示すように， 949るまで発芽し， 100 %と 97 %でもっともよい。しかし、液を乾かした場合

には， 97 %区は 100 %区よりもかなり発芽がおとる c

試験-2 応ー養液に水道水を丹jし、た場合

試料および方法

分生胞子の浮遊液に水道水を用いたほかはすべて試験~1 に準じて行ったっ

削除結果

Table 50. B. cinerea の分生胞子の発京と関係温度との関係

E町ect of relative humidities upon the conidial germination of B. cinerea 

(after 24 hours at 200C) 
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Note: Water was used as cuItural solution and the drops of spore-suspension were not 

dried before tests. 
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府主主液を乾かさずι刷会した結果は Table 50 に示したように. 100 %と 97 %区ではカ必りよく発芽

したが. :b古益液を乾かした場合にはいずれの区もまったく発芽しなかった。

(2) 培策基の乾燥と l山j菌菌そうの発育との関係

S. kitajimana は調製後長期間たった培養基や表面が乾燥しかかったものでは，菌そうの発育がきわめ

て不良であり . B. cinerea ではこの性質がし、ちじるし〈ないように観祭された。 このことはI，q菌の水分

要求皮が異なることを示すと考えられるので次の試験を行った。

試料および方法

供試菌 B. cinerea....... .Table 10 の D

S. kitaji制ana ... .Table 20 の F

9c附シャーレにバレイシヨせん汁培養基を 15 cc ずつ注ぎ，扇平培益基となし， その中央に新鮮な土背

後菌そうの先端からとった切片 C3mm 角)を接種した。このシャーレの蓋をとり去って，あらかじめ府

立した次のデシケータの中に収めて 15 C C の恒温存内で晴美して菌そうの発育を調べた。なおこの試験に

は 1 区あたり 5 ffliiずつのシャーレを用いた。

乾燥区・・・・ 1. 600 cc 容のデシケータの底に趨化カルシウム 500g を入れるコ

湿潤区・-殺菌水を 300 cc 入れる。

"有i験結果

Table 51. 培養基の乾燥と B.ci耳目'ea と S.kitaji悦ana 菌そうの発育

Mycelial growth of B.cinerea and S.kitajimana on dry potato agar media 

処理 I B cinerea 

Treatment 
T 
L (刑問)

S. kitajimana 

乾燥 Dry

i~品潤もiVet

40 

42 
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Table 51 に示すとおり . Botrytis では同区間にいちじるしい差がないが . Sclerotinia て、ば乾燥によ

ってかなり発育が阻害される。

5. 無酸素状態における両菌菌そうの発育

試料および方法

(共;式首 B. cinel'ea ・・・・・・ ・ Table 10 の B 

S. kitaji制ωla ・. .Table 20 の G

内容 1. 650 cc のデシケータの底にピロガロール 25g および 10 %か性ソーダ、液を 250 cc 入れ，ふた

には十分ワゼリンを塗って密閉したっこの中に 9cm シャーレ内のバレイシヨ寒天培養基に 3mm 角の

イノキユラムを接種したものを入れ，また Control として水を入れた区をも設け. 200 C の恒温器内に

収めて 2 週間培養しその発育の有無を調べた。なおこの試験には，各区 5 個ずつのシャーレを用いた。

試験結果

Control では菌そうがシャーレ内満度に発育したが，無酸素区ではまったく発育しなかった。しかしそ

の後デシケータのふたをとりさったら発育しはじめた。

6. 各菌の培養基上における嫌鰯現象
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培養基上における Antagonism 現象がそのまま生態的現象に現われるとばかぎらないと称されている

が，多少の手がかりがえられるのではないかと考え次の試験を行った。

試料および方法

供試菌 B. cinerea........... .Table 3 の各首株

S. kitajimana � 
S. gγ 制 l

> ... .Table 6 の各菌株
S. trifoliorum I 
S. libertiana ) 

9cm シャーレにそれぞれ 15 cc のバレイシヨせん汁培養基を注ぎ，周平培養基とした。次にシャーレ

の底にガラス銃嘩で中心を通る線を引き，この線上に中心から 2cm の間隔になるように各菌の培養菌そ

うの先端の部分からとった 3mm 角のイノキユラムを按種し. 20'C の恒温慌て、 10 日間培養して. 1 日

間室温に放置してから調査したτ ただし S. graminearu仰については 5 C 前後で培養した。なおこの

試験には各区シャーレ 5 個ずつ}日L 、た c

試験結果

Table 52. 各菌IIiJの嫌触現象

Phenomenon of the aversion between each fungus on potato agar media 

lSIs.lS[S.1B・|グ|グ|グ
kitaji削ana I libertiana 1 trifoliorum. graminearum: cinerea A 1 B I c I D 

十+朴!十 |-i-l-:
+ +朴+ー-

B.cine向。 E 

グ D 

// C 

// B 

// A 

+ 
+ 
+ 

S.gγa帆in四rum I + 
S.tγifolioγum + 
S.libeγtiana 十

+
+
+
 

斗
川
+
川
廿

+
+
十

+ + 

S. kitajimana 

十

注 Nate: イ十両!tIffM\. 阿菌そうはかなりの距離を陥てて相対時し，発育を停止する。
Mutual aversion. 

十半級制!あるいはわずかに級触ζ One-sided aversion. 

-ItIJr触現象起さず，阿菌相融合するコ A version dos巴 not occur. 

Table 52 に示した (Plate 8) 。

7. 論議

(1) B. cinerea では系統によって多少の相違はあるが，発育のよいのは，斎藤氏しよう泊寒天および

パレイシヨ寒天であり，ワックスマン， ;;アペツク氏培養基などではあまりよくない。そしてとくにスギ、

葉せん汁では不良である υ 分生胞子の形成のJI民序はパレイシヨ寒天，ツアベック，ワックスマシ氏培養基

で，しよう泊寒天とスギ案せんlt寒天では不良である。 S. kitajimana. S. tγifoliorum. S. libertiana. 

S. gra削inearu削についても B. cine何a とほぼ同様であり，伊藤・保坂39) の報告とほぼ一致した。な

お S. kitajimana の供試菌株では付着器の形成が認められなかったが，ほかの菌株にはきわめて形成し

やすいものがあるので付着器形成のないことはこの菌の特色とはいわれない。

(2) 培養基のシヨ糖とプドウ糖の濃度がますほど B. cinerea. S. kitajimana ともに発育がよくなる
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が，ある限界に注するとふたたびおとろえる。この性質は ， B. ciηerea におけるよりも S. kitajimana 

においていちじるししまたプドウ糖よりも γョ糖を用いた場合につよく現われるつこれは培養芸の穆透

仰の犬小と関係があると考えられ ， Sclerotinia の発育には Botrytis よりも水分の要求が犬きいことを

示すものであろう。

(3) B. cinerea と S. kitajimama の菌そうの発育と硫酸アンモニアおよびアスパラギンの濃度との

問係では，硫アシでは濃度が高まると，かえって発育不良となり，アスパラギ.ンでは影響が認められない

ので窒素源としてはアスパラギンが適しているものと考えられる。

(4) 培養基の水素イオン i濃度と菌そうの発育については ， B. cinerea および S. kitajimana ともに

pH の範聞が広く明りょうでないが酸性側によっている。

(5) 阿菌とも，暗黒な場合には，発育がよしとくに S. kitajimana ではこの性質がし、ちじるしいっ

これは絵浦刊の S. trifoliorum についての報告と一致するーこのことは陪黒な積雪下における菌の発育

に好都合となると考えられる。

(6) B. cinerea の分生)J也子の発芽温度ーは系統によって多少異なり， 15"C と 20 C 付近にある 3 そし

て 30 nC では発芽しない。系統によって温度の差異のあることは TOGASHI山}の示すとおりである。

LINK • RAMSEY ら聞によれば ， B. cinerea の分生胞子はー 20 C でも発芽するが， 著者らの積雪下に

おける発子試験結果でもかなりよく発穿した。したがって積雪前や積雪下で形成した分生胞子は積雪下に

おいて発芽して伝染淑となるものと考えられる。

B. cineγ仰の菌そうは系統によって発育温度に多少差異があるが， O'C でも発育し，最適温度は 20-

250 C にあり， 35'C では斎藤氏しよう泊寒実ではわずか発育するがバレイシヨ寒天では発育しない。 こ

の原因は培養基の表面の乾燥の難易によるものと考えられるコ S. kitajimana , S. trifoliorum , S. 

libertiana および S. graminearum では，ともに 5"C 付近でもかなりよく発育し，適温は S. gramiｭ

neaγum 以外は 20'C 付近にある。また高温では 30 0 C ではわずかのびるにすぎないっ S. graminearum 

では 5-100 C でよく発育し， 20'C ではまったくのびないっこれらの結果は， S. kitajima仰について

の伊藤・保坂3ヘ S. trifoliorum の怒浦日， S. libeγtiana の小河原・松浦0"および S. graminearum 

についての富山14~) の報告とほぼ一致する。しかし伊藤・保坂3引は S. kitajimana の菌そうは l'C では

20 日経過してもまったく発育しないと報告したが，著者らの試験では積雪下の O'C 前後の温度において

も ， B. cinerea だけでなく， S. kitajimana もきわめてよく発育し明らかに伊藤らの試験結果とは異な

る c またごく最近小林山は伊藤らと同じ菌株を用いて実験し， -lO C でもよく発育することを報告してい

る。 TOGASHI l341 がきわめて多数の菌の発育温度を収録したものをみても ，積雪下において侵害するいろ

いろな病原菌の中で， OOC 付近でまったく発育しないものは例がないようである。著者らの現在までの研

究結果でも，積雪下における接種試験で発病せしめる菌の中で OOC 付近で発育しないものは見当らない。

積雪下の OOC 前後の温度における B. cinerea と S. kitajimana の多くの系統の発育を比較したと

ころでは，両菌ともに菌株によっていちじるしい発育の差がある。なおこれらの菌株の 150 C における発

育を比較してみると ， B. cinerea では積雪下で発育のよくないものは 150 C でも成長がおそい。しかし

S. kitajimana では 150 C における各菌株の発育は積雪下におけるほど差が明らかではない。

Vの病原性の項における B. cinerea と S. kitajimana の各菌株のスギ苗に対する病原性と各菌株の

積雪下における発育の良否とを対照してみると，かならずしも一定の傾向は認められない。
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(7) B. cine向。と S. kitajimana の培養基に接種するイノキユラムを OOC 付近で培養した菌そうか

らとった場合と. 20 0 C で培養したものカ‘らとった場合では，前者の場介が低温 (OOC) でも高温 (200 C)

でも発育開始がはやいコまたーたん 20 0 C で培養した菌そうを積雪下で低温処理してこれからイノキユラ

ムをとれば発育がはやくなる。以上の性質は Sclerotinia では Botrytis よりも顕著である。このような

現象のおこる原因は菌の低温馴化ということも考えられるが，この場合は高温でも発育がよくなるので，

低温で培養した場合には，高温で培養した場合よりも菌糸が老朽しにくく，発育能力がつよいことによる

ことが多L、と考えられる。この恕白によって積雪下で発育する両菌の菌糸は活力がつよしまん延および

佼轡に.@jしているものと考えられる u

(8) スギ針葉組織内菌糸の乾熱・湿熱に対する抵抗および菌核の湿熱に対する抵抗ともに. S. kita. 

jimana は B. cine向。よりもつよいの低tffitに対する菌糸の抵抗では，阿国とも秋山市の厳寒拐の 1 カ月

の気温では，死滅することはないので，積雪前や消雪後の気温で菌糸の死波はありえないと思われる。

(ω B. cinerea の分生胞子の発芳三と関係iHil度との関係については，培養液に 1%プドウ糖液を用いた

場合と水道水を用いた場合では，発芽の範囲が異なった。すなわち前の場合には 100. 97 %区に大差なく

良好で 94 %も発芽し，後の場合では 100 %でもっともよく. 97 %までしか発茅しない。

逸見・安部4川土イモ千病菌の胞子は胞子野:濁液を作った場合，この液を乾かすことによりいちじるしく

発京減退もしくは遅延すると報告した、

著者らが供試した 2 種の培養液のうち，プドウ糖液では培養前に乾かした場合には多少発芽率が低下す

るだけであるが，水道水を用いた場合には乾かした区ではまった〈発芽が行われず逸見らの報告と一致し

た。このように水道水よりもプドウ府液において発芽がよいのは，栄養の多いことと濃度が高いために乾

燥の影響をうけにくし、からであろう。

(10) 阿菌とも無f唆素状態では発育しない、しかしこの場合にはデシケータ内の減圧の影響も考慮する必

要があるが，この実験ではたしかめられなかったがあまり影響はないであろう。

ω BROAD-FOOT" および富山1州らによれば，培養基上の Antagonism 現象がそのまま生態的現象に

現われるとはかぎらぬと述べている。著者らの行った試験結果では . B. cine向。と S. kitajimana と

は半級触現象をあらわし . B. cinerea の各系統は嫌触現象をあらわさなかったが，困場においては，同一

苗を阿菌が混合して侵害している例も少なくなく，この試験結果だけでは，この現象の説明はできない乙

¥H 病原菌の生態

1. 両菌の生活史

(1) 春から秋までの菌の生活

A. B. cinerea 

この菌は多犯性の代表的なもので，きわめて多くの寄主を有する 3 しかも発病はほとんど年間を通じて

認められる。

著者らの 1949 年から現在までの調査によると，秋田，山形地方の苗畑では，越冬中の針葉樹苗や多く

の雑草をおかし，消雪直後の 4. 5 月ころおびただしい菌核や分生胞子を形成する。伊藤・保坂40，の報告

のようにカラマツ苗はこの菌にきわめておかされやすい樹種であるが，とくに. 4. 5 月ころ仮植したま
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まにしておくと，いちじるしくおかされて無数の分生胞子を形成するっついで、. 6~7 月下旬ころまでの

梅雨期には，各種の稚商とくにスギ\カラマヅおよびマツ顎などの立枯病をおこすっまたスギさし木古や

トウヒ，モミ属の苗では，新芽がおかされるいわゆる芽枯病の被害がし、ちじるしいっこのほかに多くの雑

草や農作物や花績もごく普通におかされる。

7 月下旬から 8 月中・下旬までの盛夏においては，手ヲミが続けば， ほとんど発病が認められなくなる

が. 8 月下旬ごろになって気温が下降して，雨天が多くなると，カラマツをはじめ，いろいろの樹種の床

替苗やまき付苛の密生した通風不良な部分に発病しはじめ. 9 月から 11 月ころにかけていちじるしくま

ん延することがあるJ さらに 9 月上中旬からlO月にかけては苗畑のザクロゾウ，コニシキソウ，ノミノ

フスマ，スベリヒユ，サギゴケなどがよくおかされる 3 とくに 1 年生草本であるザクロソウやコニシキソ

ウでは生育の末期には，はなはだしくおかされ，おびただしい分生胞子や菌核を形成し，苗床一面にまん

延することがある J

以上のように，ほとんど年間を通じて苗畑でも林地でも多種類の植物をおかすだけでなく土成中でも生

活する菌なので，病原菌はよういに夏をこすものと考えられる。

次に菌核の生活史について述べるご積雪下におけるスギやマツ績のり病苗の菌核の形成は，いちじるし

く腐敗の進んだ組織に融雪時や，その直後に形成するのが普通であり，積雪下では，被害の進んだ患部に

まれに形戎されるにすぎないっ雪腐れにかかった苗に形成された菌核からは間もなくおびただしい分生子

梗の上に形成される分生!J包子を認めることがあるが，普通は発芽しないうちに地面に落下する。人了.培養

基に形成した菌核を集めて，はち内の砂に見えがくれ程度に浅く埋めて，はち底を71<.につけて，十分に水

分を与えておくと. 1 週間前後で多数の分生胞子を形成するものもあるが，まったく発芽しないものも多

L 、こ

B. S. kitaji例ana

この菌も接種試験結果では，かなり多犯性ではあるが，自然発病の寄主は比較的少なく，根雪前におけ

る自然発病はiまとんど認められなし、。すなわち，針葉樹苗だけではなく，ジシパリのようなきわめておか

されやすい寄主でも積雪下や消雪直後の環境以外では発病しない。しかしジシパリでは接種試験により闘

場において根雪前に発病する。以上の観察結果から，この病原菌の越夏は菌核あるいは菌糸などによるは

ずである。

菌核は普通の場介，品自雪時あるいはその直後にかけて患部に形成されるが，償主下においても病状の末

期に形成されることがあるが未熟なものが多い。これらの菌核はまもなく地上に落下して夏を越し. 10月

中旬ころ発序して子のう球を生ずるものもあるが，多くのものは発芽しないっ著者らの実験では，天然に

形成した菌伎を用いた場合でも. 3 回のうち 1 回発芽しただけであり，これは伊藤・保坂町制の研究材料

となったものである。また培養基に形成したものでは，まったく発芽しなかったコスギ、苗の菌核病の発生

跡の苗床における子のう盤の発生について. 1949 年から 50 年にかけて，秋田県下角館苗畑および山形県

下赤倉苗畑において綿密に調査を行ったが. 1 個も発見できな力通った。したがって，この菌の菌肢からの

子のう形成はごくまれなものと考えられる。

C. 両菌の菌伎と菌糸による越夏

以上述べたように，丙菌とも菌主主あるいは菌糸で夏を越すものと考えられるが，さらに実験的にたしか

めるために，次の試験を行った。
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試料および方法

供;li\菌 B. cine向。....... .Table 10 の D

S. kitajimana ... .Table 20 の F

パレイシヨせん汁寒天培養基に 20'C で 3 週間培養して形成した菌伎を集めた。 j}くに菌伎をとり長った

菌そうの菌糸の部分だけを集めて 4 刑制角の細片としたc これらを 1955 年 5 月 19 日に長さ 15 cm ， 内

径約 3cm の-7f竹筒の中にあらかじめ高圧蒸気殺菌しておいた砂j本土とともに混ぜて，菌骸については 1

筒あたり 100 個，菌糸では 9c削シャーレ 1 個分ずつつめた。 この竹筒の阿端は 1 問問目の真ちゅう製

の緋lを取ってふさぎ，知l内に 10 cm の深さに極めた。なおこの試験では各区ごと 3*ずつの筒を用いた。

1955 年 11 月 30 日にこの竹筒を掘り出 L ，菌該はMl去により表面殺菌の上，切断して，パレイシヨ空事実

の府IfZ.収益)，ç上に並べて 20 0 C の恒温探内で培養して菌糸の発育の有無によってその生死をたしかめた。

菌糸の生死については，竹筒内の土壌を 9cm の腰高シャーレ;こつめて，適度の水分を与え，この中に

ウスプルン液で表面殺菌したアカマツ当年生首を埋めて室内に 3 週間おし、て明り lJ:1 し，これから常法によ

って病原菌の分離を行って，その検111 の有無により生死をたしかめたっ

試験結果

阿菌の菌{長の一部のものは ， Trichoder削a sp. の寄生をうけて腐敗死滅しているものがあったが，多

くのものは生存したη 菌糸についても阿菌とも生存した。

(2) 積雪下における両国の生活

積雪下における B. cinerea と S. kitajimana の生活についての観察結果はすでにV の発病の経過，

病徴の項で述べた。さらにこれを初うために次の試験を行ったc

A. 地面における幣養菌糸の発育

試料および方法

供試菌 B. cinerea........ Table 10 の D

S. kitaji例目w ・・: Table 20 の F 

バレイシヨせん汁寒天拭[jを基に 200 C で 5 日間培養した爵そうの 1cm 角切片を 1954 年 12 月 29 日

に 50 c例深さの積雪下に埋めて， j:/IIの地問における菌糸の発育状態について，調査時には雪を掘りおこ

して調べた士

試験結果

Table 53. 積雪下の士j友表面における B .cineγea と S.kitaj同wna 菌そうの発育

Mycelia! growth of B. cinerea and S. kitaj imana on the soi1 under snow 

..._______調査月日 Date I 
-_ investigated I 

菌名 Fungus-一一一一こ一一|

S. kitaji刑ana

9/I55| 

+ 

+ 

川
町M

U
 

B. ciγze γea 

川
市

Tab!e 53 に示すとおり，両菌とも 10 目前後たつと菌糸が発育しはじめる c

B. B. cineγea の分生胞子の形成

積雪下においては，バレイシヨせん汁寒天培養基上には 50 日以上たっても分生胞子や菌核を形成する

ことがないことはIVの病原菌の生理的性質の項でも述べた。この原因は lV の (6) の試験結果からも明らか
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なように，低温で発育した菌そうは老熟しないためであると考えたので，次の試験を行った。

言者料および方法

供試菌は Table 10 の D菌株を用いた 9cm シャーレにバレイシヨせん汁寒天を 15 cc ずつ注いで

作った扇平培養基上に 3mm 角の菌そうの切片を接種して 20 0C で 10 日間培養したコこれを 15X20X

30 c例内規の木筒に収めて 50 cm 深さの積雪下に埋めて 15 日間における分生胞子の形成の有無をたし

かめたっこの期間中の千百内の温度は O~lOC であった。

試験結果

菌そうには無数の分生11包子の形成を認めたコ

C. 低温下士壌における両菌の発育

地中に生存する病原菌が地表まで到達 Fるまでの期間を知ることは，地面に散布した薬剤lの消毒効果の

持続期間を予知する上にも大切であるこ次の試験はこの目的から実施したものである

試料および方法

供試菌 B. cinerea........ Table 10 の D

S. kitajimana ・・・・ Table 20 の F 

9c削腰高シャーレに 15 cc ずつバレイシヨせん汁寒天培養基を注いで扇平培養基となし，その中心に

培養菌そうの先端の新鮮な部分の 3mm 角切片を接種し. 20 0 C の恒温器に収めて培養し，菌そうの直径

を 3cm 前後に発育せしめた。これにあらかじめ高圧蒸気殺菌しておいた土嬢を所定の深さに軽く固めて

つめ. 30x40x50 c削内規の木下百に入れて 0.5~ 1. 0 間深さの積雪下に 1957 年 1 月 24 日から 3 月 26 日

まで埋めておき，土焼表面の菌の発育状態を調べた。この期間中の木箱内の温度はー 1~+2èC であった 3

なおこの試験には 1 区ごと 4 簡のシャーレを用いた。

試験結果

Table 54. 低温土嬢rþにおける B.ci仰向。と S. kitajimana の菌そうの発育

Mycelial growth of B .cinerea and S. kitajimana in soil at low temperature 

土擦の深さ B. cinerea I S. kitaj問問。

Depth of I 菌糸の発育 l 分生胞子の形成 i 菌糸の発育|菌核の形成
soil (c附) I Mycelial growth lCo�dfaT productionl Mycelial growth ISclerotial production 

l 桝|俳!州|排

;ltl  T11lt  
I -柵

Table 54 に示すように ， Botrytis では 3cm までは発育するが， 5 cm では発育しない。そして[2cm

まで分生胞子が形成された。

Sclerotinia については， 5 cm まで‘さかんに発育し ， 3cm まで菌核の形成が認められた (Plate 9. 

2. S. kitajimana の菌核によるスギ苗に対する接種試験

S. kitajimana の菌骸からの子のう胞子の形成は前にも述べたように，きわめてまれである。したがっ

て菌核または菌糸の状態で夏をこして，菌核からも菌糸が発育して第一次伝染源となるものと考えられ
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る c ゆえに次の試験を行ったコ

弐籾および方法

林業試験場研究報告 第 110 号

供試菌は Tab!e 20 の Fの菌株を用いたη 菌核区の接種淑としてはバレイシヨせん汁寒実培養基に 20

OC で 3 週間培養して形成せしめた菌般を集め，よく水洗して表面の菌糸を除去して風乾したつ まずこ菌糸

区の接種籾には，さきの菌伎をとり去った菌そうを 5 間前角の細片としたものを用いたで供試苗は 1955

年釜淵分場百畑において養成しておいたスギ当年生首で， v の接種試験において用いたものと同じもの

である c

1955 年 12 月 14 日に 1 P!ot 40 木ずつ 4 連帯fJの舌L塊法により苗を配列し，同日に菌伎は 1 P!ot あ

たりシャーレ 2 個分に相当する 75 粒 (4 g) ， 菌糸では 1 P!ot に付 9c例シャーレ 2 個分の細片をそれ

ぞれ地面に散布して接種した。根雪開始は 12 月 28 日から翌春 4 月中旬までであり， 4 月 24 日に発病

状態を調べた=

試験結果

Tab!e 55. S. kitajimana の菌糸と菌核によるスギ、苗に対する懸種試験結果

Results of the inocu!ation 巴xperiments with mycelia and sc1erotia of 

S. kitaji刑ana to “ Sugi" seedlings 

l り病率
接種源 I Percentage of 

Inocu!um I infected seedling 
l(%)  

菌核 Sc1erotiuml 22 

菌糸 Mycelium I 26 4 

Check 0 I 0 

十(%)

36 

14 

。

Tab!e 55 にあげたとおり，菌核による接種は菌糸によるものよりもいちじるしく発病が多い「

3. 両菌の腐生繁殖

積雪下や消雪直後における調査では，苗床や林地の落~，枯草そのほかの有機物におびただしく菌糸の

発育が認められるので，これらの菌は腐生繁殖する性質があると考えて次の:パ験を行ったコ

試料および方主主

供試菌 B. cinerea....... .Tab!e 10 の D

S. kitaji間ana .... Tab!e 20 の F

庭土(!表土〕を絶乾状態に乾燥してよく粉砕し，これにそれぞれ，ワラピ，カラマ Yおよびタニウツギ、

とクリの枯葉の混じったものを乾燥粉末となし， 3 %畳混入したc これらの土壌を 12 cm シャーレに軽

く間めてつめて高圧蒸気殺菌し，合水率を 50 %に調節し，その中心iこ新鮮な lmm 角の培養菌そうの

切片を接種し， 15 0C で 8 日間培養して発育状態を調べた。なおこの試験には，各区とも 5 個ずつのシャ

ーレを用いたっ

弐験結果

Tab!e 56 に示すとおり，両菌とも土壌への有機物の添加は発育が良好となるご B. cinerea では，有

機物を加えたすべての区で同程度に発育がよいが，とくにカラマヅ区では菌そうが密であるこ S. kita-

jimanq では，落葉区はワヲピとカラマ Y区よりもはるかに良好である。
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Table 56. B. cinerea と S.kitajimana の有機物混入土壌における発育

Mycelial growth of B. cinerea and S. kitaji刑ana on the soil added with organic matters 

~向有i物 Organic l |カラマッ I _ _ I 
~ matter added ワラビ j ， z| 落 葉|

菌名J\\ | 勘ake | JaJ273ふh lL…50fchestnuti 
!'ungus ____ 一一 l 

B. cinerea 棚|州制|
S. k何imana 朴廿 1 側|

注: B. cinerea ではカラマツ，落葉区は菌そう筏二

Note: The colony of B.cinerea grew densely at ]apanese larch and chestnut p!ots. 

+十

+ 

Check 

「佐藤・庄司・大fll)針葉樹首の雪腐病に関する研究-[

両菌の生存期間4. 

スギ針葉組織内菌糸の生存期間)
 

-aA 
(
 
この試験はり病問織内菌糸の伝染源としての意義を明らかにするために行ったり

i寺~'!Sトおよび方法

B. cinerea については， 1951 年 4 月 18 日にI克苗畑において自然発病したスギ'1 年生苗を尿集した。

また S. kitajimana では 1955 年 5 月 2 日;こ釜淵分場苗畑から採集したスギ 1 年生り病首を用いたっ

以上の試料をHh、て次のようにして保存し，これらから，分離材料をとり，塩酸で酸性にしたバレイシ

ヨせん汁:'J'ß':Jてi古養1，1;を用いて 20'C で常法にぷり 50 片の組織から菌を分離培養して，その生死をたしか

めたσ

処理

A. 室内に新聞紙に包んで保存二

ガーゼに包んで戸外のクロマ Yの校(地上 1. 5m 高さ〉につるすコB. 

C. 戸外の土佐田に放置っ

Tab!e 58. S. kitajimana 菌糸のスギ針葉組

識内における生存期間

Existent period of the dormant mycelia 

of S. kitajimana in neetl!es of ・， Sugi " 

seed!ings 

ー-------_区名 l 

D 

十

+ + 

C 

十

+ 
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B 

十

十
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+ 
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分離月日
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I + : 
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庭の地中 5c叫深さに埋める

Tab!e 57. 

D. 
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試験結果

Tab!e 57 , 58 に示すとおり ， Bofryfis では，風乾状態では約 5 カ月間生存し，校上では約 9 カ月，

地上では約 4 カ月，地中では約 2 カ月生存する。

Sclerofinia では風乾状態と校上では約 8 カ月間生存し，地上と地中においては，約 2 カ月間生存する。

地上や地中においてはやく死波するのは，組織がほかの微生物によって分解するからである。

(2) パレイシヨせん汁寒天培養一基における生存期間

試料および方法

供試菌 B. cinerea A .・・・・ Tab!e 10 の D

グ B ・・・・・・岩手県下関志田苗畑産スギ 1 年生前から 1951 年 4 月 18 日分離

グ c.... ..Tab!e 10 の C

グ D..... .Tab!e 10 の H

グ E ・・・・・・秋閏県下角館苗畑産スギ 1 年生苗から 1953 年 4 月 16 日分離

S. kitajimana A...... Tab!e 20 の A

グ B..... .Tab!e 20 の B

グ c.. .... Tab!e 20 の E

グ D..... .Tab!e 20 の H

各菌株主も 5 本ずつの 1. 5 cm 径の試!験管内のパレイシヨせん汁寒天斜面培養基に新鮮な菌そうの先端

の部分からとった 2m例角のイノキユラムを接種し， 20c C で 2 週間1-1\透したのち，金網製のカプに入れ

て室温のi出室内の棚の上に 1 年以上保存しておき，その後，約 1 カ月ごとに菌岐を含まぬ菌糸の部分をと

り，新鮮な靖養基に移槌し， 20つC の恒湿器内で持lf養して菌糸の発育の有無をたしかめて生死を検した。

試験結果

Tab!e 59. B.cinerea と S. kitajimana のパレイシヨ祭実培主主lì~上における生存期間

Existent periods of mycelia of B. cinerea and S. kifajimana on potato agar media 

そJ 菌名 Fungus B. 巾erea S. k附iμ伽fa仇仰仰d 

¥ 菌株 I副主~I-'--'I---i "1  
二一，'-1 A B C D E 調奈月円 Date tested"'. I n. 1 ~ ~ | 

一 一五示5 ・ -1~~I二戸 I + I • 
16/V '56 I + I 十+

28/1 '57 

25/IT '57 

十 + I + 

十

十

注: 1956 年 6 月 ~12 月までの分はこの表から省略したコ

+ 
十

Note: The results in June-December, 1956 were omitted. 

Table 59 に示すように，同菌とも約 22 カ月間生存する。

5. 両菌の分布

(1) 東北地方および北海道における B. cinerea と S. kifajimana の分布

+ 
十

+ 

針葉樹首の雪腐病菌には数種あり，それぞれ性質が異なる。したがって合理的防除法を樹立するには，

その分布状態を明らかにする必要がある。

伊藤・保坂38)3
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S , kitajimana がおもなもので，まれに Fusarium sp. があり ， Botrytis の分布は Sclerotinia に比

してはるかに多いと報告した。著者ら〔佐藤・太田町〉はすでに東北地方における針葉倒苗の雪腐病の

分布についての一部の成績を報告したが，まだ不十五まであったので， その後の調査結果をも併せて B. 

cinerea と S. kitajimana の分布について報告する。

著者らの調査の対象地は東北，北海道とし， 1949 年以来実施してきた。 しかし東北地方においても勤

務先の秋田，山形県下のほかは現地調査を欠き，送付をうけた標本だけによったので，きわめて不完全で

あるが，おおよその分布状態は把握できたものと思われる。

試料および方法

各地の苗畑や林地のìì'í雪直後および積雪下から雪腐病と思われる被害苗をま来集したJ この標本によれ

分生胞子の形成しているものでは，できるかぎり単胞子分離法により，菌伎や組織からは常法による表面

殺菌を行い，パレイシヨ寒天培養基上にのせて， 15~20つC の恒温器内に収めて分離場養を行った。 そし

て分生胞子は犬きさを測定し，さらに培養的性震を調べて病原菌の同定を行った三

調査結果

現在まで明らかにした分布状態ば Table 60 のとおりである。

Table 60 ・ 東北地方における針案同苗の雪腐病をおこす B .cinerea と S. kitajimana の分布
Distribution of B. cinerea and S. kitajimana causing snow molding of coniferous 

seedlings in the Tohoku district and Hokkaido 

番号 l 叩 1 
No.l 採築地 l 寄 主

1 I 青森県下北郡田名部町田名部部mc田名部〉| スギ l 年生苗
2 1 青森県東津軽郡三厩村増川首畑(増)I J) 1 

3 1 青森県東津軽郡今別村大川平苗畑(今別) I 

4 1 青森県北津軽郡相内苗焔(相内)

|青森県北津軽郡内潟村倉の沢古畑(中塁) 1 

6 I 青森県北津軽郡喜良内村ノj、田川苗畑(金木)1

7 1 青森県東津軽郡蟹回町高石段苗畑(蟹田) I 

8 I 青森県上北郡天間林村蒼前苗畑(乙供〉
9 I グ

10 1 青森県中よ削豆郡千年ドJ-i尺凶総合苗畑(弘前〉

111 青森県南津軽郡山形村柏木山首畑(黒石〉
12 I 青森県南洋経郡碇ケ関村船同苗畑(碇ケ関〉

13 I グ

14 1 岩手県二戸郡荒沢村打田内古焔(新町〉

15 I 岩手県二戸郡田山村大沢田苗畑(田山〉
16 I グ

17 I 岩手県二戸郡田山村畑山綜合苗焔〔盛岡〉
18 I 岩手県岩手郡御所村桝沢苗焔(雫石〉
19 I 岩手県和賀郡笹間村横志田苗畑(黒沢尻〉

20 I 岩手県胆沢郡金ケ崎町岩手林試苗畑

21 I グ

22 I 秋山県鹿角郡才師命町花輪百畑(花輪)
23 I 秋山県大館市代野苗畑(大館〉

" 

// 

アカマツ 1 年生苗

スギ 1 年生苗
グ

" 
スギ 2 年生苗

スギ 1 年生百
。，

スギ 2 年生首

スギ 1 年生m

" 
" 

アカマヅ 1 年生首
(シラハタマツ〉

スギ 3 年生苗

スギ 1 年生m

" 

採集時期 l病原菌
2/IV '51 I B 

19/1V '51 1 S 

20/1V '51 I B 

26/m '51 I B 

I 26/11.' '51 B 

19/1V '51 I B 

10/1V '51 1 B 

17/1V '51 I B 

17/1V '51 1 B 

l/IV '51 1 B 

311m '51 1 B 

19/w '51 I B 

19/w '51 1 S 

15/1V '51 1 B 

18/w '51 I B 

18/rv '51 1 S 

? Irv '51 1 B 

26/rv '51 I B 

5/lV '51 1 B 

30/rv '56 1 B 

30/rv '56 1 B 

4/rv '51 1 S 

8/rv '51 I B 



三 |蟻時期(病原菌
7/rv '53 B 

I 16/1V '51 I B 

i -oJ B 
5/rv '51 i B 

16/JV '51 I B 

4/1V '51 IB , S 

10/V '55 'S , B 
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秋田県ゴロ火田郡米内沢町米内沢畑首
(米内沢〉

駄目県山本郡!除旦IflJ 欠坂苗畑(二ツヲド〉

秋田県山本郡藤旦旧]梁木岱苗畑(藤里〉

秋田県山本郡藤旦町藤琴経営区 5 に〈藤里〉

グ 経営区26ほ〈グ〕

ググ 26ろ〈グ〉

秋田県山本郡藤昼間TJ.絵琴七座経営区19 \，、
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針業樹首の雪腐病に関する研究-1 (佐藤・庄司・太田〉

採 集 地

- 55-

寄 主[蝶時期'Jifj尽菌
スギ 1 年生苗 l/IV '53 B , S 

グ l/JV '54 B , S 

グ 3/m '50 I B 

カラマツ 1 年生苗 | グ B 

スギ 2 "t三生首 I ? /n '54 B 
スギ 1 年生苛 4/lY '51 B 

スギ 2 年生首 I 18/lV '53 S 

グ I ? /V '50 I B 

グ I 22/m '56 B 

グ I 16/V '55 I B 

グ I ? /V '50 B 

グ I 16/V '50 I B 

スギ 7 年生首 I 10/V '53 I S 

アカマツ l 年生首 I 28/町 '55 IB , S 

スギ、 1 年生首 | グ IB , S 

スギ 2 年生首 l グ B , S 

アカマツ 1 年生首 I 25/IV '57 i B 

スギ 1 年生首 I ll/W '51 i B 

センベルセコイア 1 年生前 I 10/V '52 I B 

スギ 1 年生首 I 28/1V '51 I B , S 

グ I 8/lV '50 I S 

グ I/V '50 B 

グ I ? /1¥-'51 B 

注: B... .Botァyfis cinerea PERS. 

S .. . . Scleγotinia kitajimana K .lTo et HOSAKA 

秋田県仙北部角館町角館前畑
タP

秋出V;l fl! l北郡関手市償手首畑(旧関手)
グ

秋 IUWLli:勝利先'i'ì1'il 卒、Jt'i'Wí経営[玄

秋田県雄勝郡院内町院内苗畑
タ'

秋田県由利有ß失E72問]木境鳥海

秋田県由利郡矢島町矢島経営区165

秋 IUn由利郡矢島Infノj、子経営区19'士

山形県最上郡真室川町安楽枕経営区

山形県最一l:l\ßi*試釜V:ITJ)-場[ナ属林
Q 

山形~I~最上百ω*:~\釜淵分場直~:k1íJ

グ

// 

グ

山形県最上郡tr室川首畑

山形YI~北村山郡尾花沢町森林組合苗畑

山形リ， l最上郡長上Hり赤倉前畑

山形県西置賜郡南小口村玉川苗畑

福島県会ifl若伝市

またこの分布状11Gを，農林省農業総合研究所積雪地方支所編集の積雪分布凶!)I; の似雪期H~の線をfP;j略に

したものに書き入れたのが Fig. 3 であるコ

Table 60 をみると，東北地方における B. ciner印の分布は S， kifajimama よりもはるかに多い

Botγytis は苗畑と林地にともに分布が多いが ， Sclerotinia ではほとんど苗畑だけにかぎられ，林地で

はきわめてまれであるつまた同一苗畑についても ， Botrytis ，土広く分布するが ， Sclerofinia ではノj、区域

に目品Rされることが多い

被待値j種については ， Botrytis ではスギ、を主とし，ついでマツ類が多く，そのほ泊、モじダグラスフ

アー，センペノレセコイアなど多くの樹種が含まれる 3 ところが Sclerotinia では，スギ、を主とし，ごくわ

ずかアカマツに認められるだけであるこ

なお北海道，秋田および山形県下のエヅマツ， トドマヅおよびヒノキアスナロなどについても 40 点以

上の標本から病原菌の分離を行ったが， すべて暗色雪腐病菌 (Rhizocfonia sp.) がえられただけで，

Bofrytis や Sclerot仇ia は検出されなかったコ

次に寄主の苗令については，雨宮ともに若いほどおかしやすく，当年生苗が越冬中に被害をうけるもの

が多いっ 2年生苗や 3 年生首がおかされる場合には，植付苗や仮植苦に多く，据置苗ではまれであるさし

かし Sclerotinia では 7 年生のスギや台木から分離された例もあり ， Botrytis よりも苗令の高いものも
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.FL伊l

根雲高官下一肩一名

20 日 1
408 ご五百PI 灰邑がび病

引: 80日一 120日

一盟旦二旦旦J・|菌挟病
160 日

Fig.3，東北地方における針葉樹首の灰色
かび病と菌妓病の分布
根雪期間との関係一

Distribution of gray mold and sclerotial 

disease of coniferous seedlings in the 

Tohoku district , with special reference 

to effect of snow coverage periods upon 

the distribution of the disease 

おかすことができる。

H~雪期間と菌の分布との関係については，同商とも

ほとんどの採集地が侭雪期間 80 日以上にわたるとこ

ろに位置する。そしてとくに Sclerotinia では恨雪期

間の短かい地域には少ない傾向が認められるつ

(2) B. cine向。が S. kitaji削ana よりも分布の多

い原因

B. cinerea はすでにV の病原性の項および1.の菌

の生活史において述べたように，ほとんど年間を通じ

て，きわめて多種類の純物をおかす。しかも古畑，林

地を問わず空気中や土撲中にもごく普通に分布する菌

である。ところが S. 11itaji刑ana はごく局限された

箇所にだけ分布する}著者らが数年間にわたり，この

菌の分布する古畑を消宿直後に調査した紡果では，首

畑の槌生と密接な関係のあることがわかった。すなわ

ち，数年間益百を中止ーして雑草が繁茂した苗床や原野

のÎ)î'規開墾地にスギ苗を養成した場合に被害が多かっ

た。そしてその発生筒所にはほとんど例外なくジシパ

リやホウコグサが繁茂して，スギ苗以上におかされて

いた。このような例は終戦直後はごく普通に認められ

ていたQ ところがその後除草や消毒などの管理がゆき

左どくようになるにつれ，しだいにこの菌は減少して

きた J したがってこの菌は元米はジシパリやホウゴグ

サなどの病原菌ではないかと思われる

さらにこの菌の分布が Botrytis よりも局限される

原因としてあげられることは，次のとおりである c 発

病のH寺期が積雪下あるいは鼠ll~n惑にかぎられること，

また Botりtis のように多くの寄主含有しないこと，

Sclerotinia の菌秒、から子のう盤を形成して子のう胞

子によって伝染することはごくまれであり，おもに夏

をこした菌糸や菌核から発育した菌糸が伝染源となる

ので，その分布区域も限定される。

(3) 北海道のエグマヅとトドマツに B. ci仰向。による被害がまれて、ある原因

トドマヅ首の新芽が 6~7 月ごろ，いちじるしく B. cinerea の被害をうけることは，今井3りおよび小

野町が報告している。

著者らも秋田地方で養苗しているエヅマツやトドマツ首にこの病害の少なくないことを観察している。

小野州は北海道におけるエゾマヅとトドマヅの雪腐病苗から倍緑色菌のほか Botrytis と Fusaril仰を
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も分離したと述べてレる。しかし著者らが北倫首と東北地方の各地から集めた標本からは陪色雪腐f.i1菌だ

けしか分離できなかった。そして隣接するスギ苗が Bolrylis におかされておっても，トドマツやエヅマ

yそのほかのトウヒ，モミおよびツガ属のものからは陪色雪腐病菌が分離され . B. cine向。が随伴して

いることがあるにすぎなかった。

このようにエグマヅやトドマヅは春や夏には B. cinerea におかされやすい樹種であるにもかかわら

ず，積雪下における侵害がきわめて少ない原因として考えられることは . Bolγylis は苗の新芳などの幼

弱な部分をおかすが.!JX:長休止，矧の充実した組織をおかしがたいためであろう。このことはほかのトウヒ

とモミ属の値物についてもいえるであろう、

高橋1剖)の l諮問付近における観察によれば， スギ、百の雪腐病は士が凍った上にカワキユキの恨雪が2らっ

た場合には発生が少なく，土が凍らないでヌレユキの場合には多いとし、うさ秋田，山形地方においては，

土壌が凍結した上に恨雪になった場合でもその凍結の深さが浅いので数日から 15 目前後でとけてしまれ

しかるに，北山道においては，とくに少雪地併では土擦の凍結期間がきわめて長く 100 日をこす場合もあ

る。このようなことが北海道における B. cinerea の侵害が少ない原因と関係がありそうに考えたので次

の『式険会斤った。

A. 凍結培m，t;上における B. cinerea と s. kilaji11lana 菌そうの発育

試料および方法

供試菌 B. cinerea A. . . . . . . . Tab!e 10 の B

'/ B
 

"' D 

s. kilaji制ana A....... .Tab!e 20 の A

// B
 

ク' B 

試験方法は;汗山 13~) によったっ すなわち. 9 C11l シャーレ;こ 1 間あたり，バレイショせん汁冬うで培養基

20 cc ずつ注ぎJHl平時益基とし，その中央;こ新鮮な培養菌そうの先端からとった 3 問問角切片を援種し，

20 0C で 24 時間培延して菌そうを発育せしめた z このシャーレの裏からガラス鉛筆でイノキユラムの中

心を通る直線を引き，これに沿って菌そうの直径をillU'i:きした(

次にあらかじめ準備しておいた下沼の低温千百aこ入れて過令却せしめたのち，凍結区に対しては，氷の小

líーを入れて務氷した。以上の凍結区と不凍結区のシャーレを低温絡に収めて菌そうの発育をはかった。

{氏混7百: 50 x 50 x 60 C11l 内視の木下百内にト Pン製ふた付の 30x 30 x 45 C11l 内規のカンを入れて， 木筒

との中間部には食塩と雪を混ぜて[乍った寒剤をつめてカン内を低温に保った。なお木7百のJ;![]閣は 50 C11l の

厚さに雪で逝った 3 試験期間中の箔内の温度は O~-90C であったコなお供i弐シャーレは 10 個ずっとし

たが，第 1 回実検では操作中不凍結区でも凍結してしまったものが 3 個あり，測定から除外した J また第

2 回試験では，環境不良のためすべて凍結してしまった。

試験結果

Tab!e 61, 62 に示すように，両菌とも 0~-9CC の低温度下の凍結培養基上でもかなりよく発育し，

凍結による発育の阻害はいちじるしくない、

B. 凍結士接培養基における丙菌の発育

試料および方法

供戎菌 B. cinerea........ Tab!e 10 の D
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Tabl巴 6 1. 凍結培主主:W上における B .cinerea と S. kitajimana 菌そうの発育

Mycelial growth of B. cinerea and S. kitajimana on fr巴巴zing potato agar 

菌

Fungus 

B. cinerea B 

名| 凍結区 Freezing media 不凍結区 Unfreezing media 

|凍結部j 1 9 日後 l 発育 l 試験の始 I 9 日後 i 発育
Before After! Growth Beginning of After I Growth 

I fr巴 ezing(mm)! 9 days(刑問)1 (抑制)1 expe-riment (抑制)' 9 d~y~(刑制)! --(刑問)

7 15 8 10 21 11 

S. kitajimana A I 11 14 3 10 19 9 

グ B I 29 42 13 35 47 I 12 

Tabl巴 62. 凍結培養基上における B .cinerea と S. kitajimana 菌そうの発育

Mycelial growth of B .cinerea and S. kitaji制的W on freezing potato agar 

|凍結前 9 日後 i
菌名 Fungus 1Before freezing (削11の l After 9days (mm〕|発育 Growth (例制〕

B. cine向。 A 27 35 8 

B. cinerea B 7 13 6 

S. kitaji間的1a A 21 28 7 

S. kitaji削ana B i 25 34 9 

S. kitaji問ana ... .Tabl巴 20 の C

土壌を水にといて作った泥にシヨ糖2% と発天 2%を加えて高圧殺菌後 9cm シャーレに 8 分自注いで

，\;ii平均T養);~としたυ 凍結区て、は，食J起と雪を混ぜた寒剤を入れた木箱内で凍結せしめ，次に不凍結区とと

もに 40X30X25 cm 内規の木筒に収めて 30 c削厚さの積雪下に埋めて 1953 年 2 月 17 日から 21 日ま

で、の発育状態を調べたりこの期間の箱内の侃度は 0~3 C であったO シャーレは各区 5 個ずつ用いたっ

試験結果

4 日間で，不凍結区では 1 ， '1菌とも発育するが，凍結区では発育しない

C. 凍結士における i"1菌菌そうの発育

B の乳、験では，士宮;己主共ffrn も短かく，また土擦に栄養を与えたので，次に自然の土底を用いて試験を行った。

試料および方法

供試菌 B. cinerea....... .Table 10 の D

S. kitaji間ana ... .Table 20 の B

9cm 牒高シャーレに 50 %の含7.K:量の土肢を軽く固めて 8 分目量つめた。 次にこれを木下百内の食嵐と

雪を混ぜた寒斉Ijの中に入れて 20 時間保ち，土壌を完全に凍結せしめたc その中心に新鮮な培養菌そうの

7 制御角の切片を接種し， 40x30X25 c間内規の木箱内に収め， さらにこの筒を 7刊OX5印OX4羽Ocm 内規の

木箱に入れ，その空間部には食塩と雪で

の発育状態を調べたO この期間中の下宮内の温度は 0~-50C であった。なおこの試験には各区 5 筒ずつの

シャーレを用いた。

試験結果

Table 63 に示すように，両菌とも 8 日間では発育しなかったが， 15 日間では Botrytis ではかなり

よく発育し ， Sclerotinia ではわずか発育しかかった程度であった (Plate 9. 2) コ

D. 凍結土壌におけるアカマヅ苗の灰色かび病と菌伎病の発生
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Table 63. 凍結土壌における B .cinerea と S. kitajimana 菌そうの発育

Mycelial growth of B. cinerea and S. kitajimana on freezing soi1 

菌名 Fungus 8 日後 After 8 days 15 日後 After 15 days 

B. cineγea - -!t 

S. kitaji閉山10 ー 土

以上の試験の品li;Jミ，凍結土J:J!~ではfJlîj菌とも多少の発育が行われた。しかし発病するカ ι どうかはIlf:!らかで

ないので，永の試験を行った。

試う宇トおよび方法

ohi武菌 B. cinerea....... .Table 10 の D

S. kitaji例ωza ・・ Table 20 の C

1954 年 5 月 3 日に 7 寸はち二アカマツ種子をまきっ:うておき， 1 何あたり 100 本ずつの苗を成立せし

めて 7cm 前後に成長したコほかに苗の成立するものと同じ土撲だけつめたはちを準備した。

以上の各区の 4 個ずつのはちを 12 月 25 日カ ι ら 29 日まで戸外に放置して土撲を凍結せしめた、不凍

結区も同数のはちを準備し， 12 月 29 日に，あらカゐじめパレイシヨせんrt寒宍培養1尽に 200 C で 5 日間培

養しておいた閉そうの切片 (5mm 角〉を 1 はちあたり 9cm シャーレ 1 個分ずつ地面に散布して接種し

たっ直ちにこれらを 50 cm 深さの積雪中[こ埋めて，時々掘りだして菌糸の発育状態を， ìì~雪l可後に発病

状態を調査したc Yì'l雪日は翌春 2 月 27 日であった。

試験結果

Table 64. 凍結土嬢における B.cinerea と S. kitajimana の発育

Mycelial growth of B. cinerea and S. kitajimana on freezing seedlings and soil 

9/ 1 28/ 1 20/ Jl 

区 名 Plot B. S. 一一一 B. i S. I B. I S. 
cineγea I kitajimana cineγea I kitajimana I cineγea kitajimana 

アカマツ(0lí土) I 

Japanese red pine seed-i 一|一一
lings on freezing soil 

(凍土)
Freezing soi1 

アカマヅ〔不凍土) i 

Japanese red pi� seed-I 廿+附|附|州|柵
lings on unfre巴zing soil ! 

不凍土 + 士 桝 +1十1ft十! 十社
Unfreezing soil 

Table 65. 凍結土壌におけるアカマツ首に対する B.c仇erea と S. kitaji例ana による接種試験結果

Results of the inoculation experiments with B .cineγea and S. kitajimana to Japanese 

red pine seedlings on freezing soil 

区名 Plot

凍土 ig--62;Z仰G
不凍土 13.・ 22;f;問。

| り病程度l り病率 Degree of infection 

Perce山ge of 凶cted se叫す+tt (%)パ (9d + (%) 

i liil3  
400  4 
12 0 0 12 
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Table 64 , 65 の結果のように，積雪下における凍結土壊上では，約 2 カ月間には丙菌とも菌糸の発育

も行われず，まったく発病しない。

E. 凍結培養基・と土擦における温度

以上の試験結果のように凍結土殿上では B. cine何G と S. kitajimana ともに発育が抑制あるいは阻

止される n この原因については，凍結による温度の低下と脱水現象の影響が考えられる。ここでは，とく

に温度について検討した。

試料および方法

1957 年 3 月 1 日に次のような試料を 10 個ずつ準備した。

a. 12 cm シャーレにバレイシヨせん汁寒天培養基を 70 cc ずつ注いでつくった開平培養基

b. 12 c問シャーレに含7]('ド 50 %の士壌を 8 分|守つめて固めたもの

以上の各区のシャーレの半数の 5 個ずつを，あらカ・じめ準備しておいた食庖と雪による寒剤入りのトタ

ンカン内( -50 C) に 24 時聞入れて凍結せしめたつなお不凍結のものについては同時に 20 cm の積雪下

に埋めておいた。次に凍結区も所定時間経過後掘りだして同ように積雪下に埋めて 24 時間おいたc 以上

の各区を掘りだして OOC の外気温下および 15C C の室温において島津製作所製電位差計式温度計 (T-3

型〉を用L、て温度を測定した。

測定結果

Table 66. 凍結土擦と栴護基における温度

Temperatur in freezing soil 日nd potato agar media 

。OC の戸外 Outdoor at 0' C 
区 名 Plot I 一一一一一一一 一「一一ー | 

| 〆レイシヨ寒天 | 
土壌 Soil (~， f""¥ ,1 D~~:::I :，"，， ~~;o~\l (οc)1 Potato agar COC)I 

凍結 Freezing -)・ 4 ー l ・ 4

不凍結 Unfreezing -0.9 ー 0.7

l 己 C の室内 30 fJj-後 Room at 150C 

| バ イシヨ寒天
士壊 Soil C d P~t;t~J ~g;;~'(è) 

[03  
0.7 

0.3 

0.6 

Table 66 に示すように，凍結区では不凍結区よりも温度が低い。しかし室混下て、は凍結区でも温度ーが

土井する。これは積雪が凍結時に遭遇した培養基の温度を保存していたことを示すものであろう

以上のA~Eの試験結果から土嬢凍結期聞が長いことは ， B. cinerea や S. kitajimana の発育と侵

害をいちじるしく阻告するものと;認められる。

6. 論議

(1) B. cinerea はきわめて多犯性であり，しかもほとんど年間を通じて佼害し，各時期に分生胞子や

菌伎を形成する。しかもこの菌は空中や土壌中にごく普通に生存するつしかるに S. kitajimana では自

然発病の寄主も少なし積雪下か融雪期以外は認められないc また菌核は 10 月中旬ごろ発芽して子のう

盤を形成するがこの形成はごくまれである c 以上のような結果から Botrytis では寄主の上での越夏はょ

ういに行われることが考えられるが ， Sclerotinia では菌核か菌糸によらなければならないはずである》

著者らの試験結果は両首主も，菌核および菌糸で夏を越すことが実証された。

両菌とも積雪下地面において， 10 目前後で発育しはじめる。 低温下の土j薬中における，発育は約 2 カ

月間で Botγ-y tis では 3cm 深さにある菌が地表面に発育するにすぎぬが ， Sclerotinia では 5 cm ~突き

のものもいちじるしく繁殖するさこの試験では菌の密度も高く殺菌士壌における結果なので，園場ではこ



針葉樹首の雪腐病に関する研究~I (佐藤・庄司・太田〉 ~ 61 ー

れよりもはるかに発育が遅いものと考えられる。これは平恨町31】が Pythium によるムギ.の褐色雪腐病で

は 1cm 以上の深さに埋めた菌によっては，根雪期間 110 日でも被害をうけないと報告しているのからも

考えられることである。

B. cinerea では OOC 前後の積雪下では培養基iこは約 2 カ月たっても分生胞子が形成されないごこれは

伊藤・保坂3川が rc では分生胞子の形成が行われず，比較的低温では形成不良で高温では良好であると

報告したのと一致するの著者らはこの原因は低温て、発育した菌そうは老熟しないためであると考えて，パ

レイシヨ寒うでに 20 0 C で 10 日間培養してのち積雪下の O~l-C に 15 日間保ってきわめて多数の分生胞

子を形成したJ この結果をえた原因については，さらに培養温度を高温から低温に移した刺激効果も無視

できないであろう。しかし積雪下におけるスギ苗の腐敗のすすんだ患部にもまれに分生胞子を形成してい

ることもあるので， 著者らのこの見解は妥当であると恩われる。 さらにまた土擦に発育した菌そうでは

oC 付近の低温でも 2 カ月間に多数の分生IJ包子を形成したので、培養基の栄養とも関係があると恩われる。

(2) S. kitajimana の菌該からの子のう盤の形成がまれであるから，子のう胞子による伝染はきわめて

少ないはずである。したがって菌該から発育した菌糸によって侵害することが考えられる。ムギの雪腐病

菌については， ζ のような例を中)11'"が報告している c すなわち Typhula incaγnata で、は土に埋った菌

核からは子実体が形成されなくとも，その後これから菌糸東が形成されるのでこの病害の防除には，この

殺菌または抑制の重要性を述べた。著者らの Sclerolinia の菌主主と菌糸によるスギ苗に対する接種試験結

果は，菌伎によるほうが菌糸によるものよりもはるかに多く発病し，菌伎の第一次伝染源としての役割が

明らかにされた

(3) B. cinerea および S. kilajimana ともに落葉やワラピなどに腐生繁殖することが，箇場観察と

菌のi汗養結果から明らかにされた。

(4) スギ‘苗のり病組織内の阿菌の菌糸は地中に埋めたものがもっとも生存期聞が短かしともに 2 カ月

間，っし、で地上に放tìS:しておし、たもので ， Bolrylis では 4 カ月 ， Sclerolinia では 2 カ月で比較i'I'Jf坊間の

短かいのは，組織が分解するからであるさしカ‘しこれらの菌は腐生繁殖する性質があるので地中において

生活することも考えられる。校上に保存したものでは ， Bolγylis では 9 カ月 ， Sclerotinia では 8 カ月，

室内の風段状態では，それぞれ 5 カ月， 8 カ月間生存した。したがって組織が分解しないかぎり夏を越し

伝染源となりうる。室内に保存したバレイシヨ寒天培養基上の菌糸は，同菌とも 22 カ月間生存したニ

(5) 東北および北海道を対象として B. cinerea と S. kilajimana の分布を訳読した結果は ， Bolrytis 

は Sclerotinia よりもはる方通に多L 、。 Botγylis は苗畑にも林地にもごく普通であるが ， Sclerofinia は林

地ではまれであるハ寄主については Bofryfis のほうがはるかに種類が多い。寄主の苗令は若いものほど

おかされやすいが ， Sclerofinia のほうが高い苗令のものをおかす傾向があるが，これは病原性が強いか

らである。 Sclerotinia が Bofryfis よりも分布の少ない原因は寄主の種類が少なし針葉樹よりもむし

ろジシパリやホウコグサなどが本来の寄主であること，発病時期が積雪下や融雪期にかぎられること，菌

核からの子のう胞子の形成がまれなため菌核や菌糸が伝染源となり，その繁殖の範囲が局限されることカ1

あげられる。根雪期間と両菌の分布とは密接な関係があり，分布地は 80 日以上の線内に位置するのがほ

とんどである。 Scleγotinia が比較的多雪地に分布するのはこの菌が積雪下においてだけ侵害することと

関係があろう。

著者らは北海道および本土における数多くのエゾマツおよびトドマツの雪腐病苗から病原菌を分離した
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が ， B. ci仰向。を検/1\した例がなかった?この原因については次のようなことが考えられる。

北海道においては秋 111地方にくらべて積雪下における土l衰の凍約期間がきわめて長い地域があり，数カ

月におよぶ。 富山\'15)1州は北山道におけ』る Typhula 菌と s. g問削inearum の分布は士壌凍結期間に

よって支配されると報告した。持者らの試験結果では，凍結土では B. cinerea および S. kitaji削仰d

の発育と侵害がし、ちじるしく阻告されるのところが著者らの試験ではエヅマヅやトドマヅからご〈普通に

分離される暗色雪腐病菌 (Rhizoctonia sp.) は凍結土上でも佼宵しうることが証明されている(未発表〉。

またエ 'Y'"7 01 やトドマヅで、は幼若な新:wは Botrytis にきわめておかされやすいが， i積25r下の充実した

組織ではいちじるしく抵抗陸が強くなるう

市 灰色かび病と菌枝病の発生と環境

病害の発生する環境条件を明らかにすることは，その防除法の樹立の基礎となる重要なことである。と

くに雪腐病;土積雪下の特殊な原境下において発生，まん延ーするものであるから，この方面の liJ f究はほかの

病警における以上に肝~fなことと思われる。

1. 根雲期間と発病との関係

ムギ顎の雪腐病やレンゲソウの菌移病では，根雪期間が長いほど被害が多いのが常識となっているコ針

葉樹首の雪腐病もこの例外ではなく，VIf・ 5 の病原菌の分布においても述べたとおり， 根雪期間が大体

100 B をこすと被害が多くなる このことを実証するために次の試験を行った3

A. 根雪期間主スギ首の菌核病の発生との関係

試料および方法

供試菌は Tab!e 20 の Aの菌株を用いた。供試苗については，釜淵分場古畑において， 1956 年 4 月 25

日に基肥主して間金あたり堆肥1.5 kg ， 硫酸アンモニア 70g ， 過燐酸石灰 80g ， 塩化カリ 25g 施し

て，上阿仁営林署管内産天然スギ種子をまき付けて常法により養首しておいたコこれらのそれぞれ首長 8

C制の苗を用いて， 11 月 21 日に 1 処理あたり 200 本ずつ，間宮あたり 500 本成立の割合に移値した、す

でに根雪となり，約 60 c例の積雪のある 12 月 13 日に，あらかじめペレイシヨせん汁寒天培養基に 20'C

で 10 日間培養しておいた菌そうの細片 (4 抑制角〉を 1 P!ot あたり 9c削シャーレ 3 個分を土成に散布

して接種したコ

消雪は人工的に次のとおり誠氏ìi した。

a. 自然消雪区・田・・・・ 1957 年 4 月 27 日消雪

b. 1肖 雪 区・・・・・・ グ 4 月 19 日グ

C. 准雪区・・・ グ 5 月 3 日

試験結果

5 月 14 日の\Vi;lft結果は Tab!e 67 に示した3

この紘一呆では，顕著な差異が認められない。これは消雪区においても H~雪期間が 4 カ月をこし，すでに

積雪下において被害が進んでおったことや，副!雪期の停滞水が放置されたことなどが原因してし、る。

B. 病原菌の接種時期とスギ、苗の灰色かび病と菌桜病の発生との関係

この試験は恨雪期間と発病との関係をも間接にたしかめることと，一般の人々が考えてきたように，雪
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Table 67. 恨雪期間とスギ苗のffil安病の発生との関係

Effect of the periods of snow coverage upon the occurrenc巴 of sclerotial 

disease of "Sugi" seedlings 

り病程度
Degree of infection 

区名 Plot

り病率
Percentage of 

infected 
seedling (%) 静 (%)1 件げる)1 + (%) 

自然"Ìì~雪区
Snow m巴lted naturally 92 68 8 16 

m 雪区
Snow melting was hastened 

i住吉区
Snow was piled up 

89 

89 

71 9 

65 6 

腐i丙は福山雪11'年においてだけ発生するものであるかどうカ aを実1角的にたしかめることを H的としたー

試料および:方法

イ共試菌 B. cinerea....... .Table 10 の D 

S. kitajimaη0 ・・・・ Table 20 の A 

9 

18 

2さ淵分場苗畑の心士(Jí立士〉の困結した床地にAの式験に用いたと同じスギ苗を 1956 年 11 月 21 日

に 1 Plot 200 木づっ穆航しておいた 接種には，あらかじめバレイシヨせん汁冬ヲミ培養);';1こ 20 C で 10

日培養しておいた菌そうの細片 (4mm 角〕を用いたコ接種目は根雪当初の接種区はすでに恨雪となった

1956 年 12 月 13 日に 50 c仰の積雪を力 i きわけで， 1 Plot につき 9cm シャーレ 3 r国分の菌そうの細

片を地面に散布して接種したのち自然状態に埋めたコ次に融雪拐の接種は 1957 年 3 月 5 日とし， 1. 5 加

の積雪を捌り起して，さきの接種に準じて実施したι 消雪日は 4 月 24 日で‘あった

試験結果

3 月 15 日の調査結果は Table 68 に示した

Ta ble 68. B . cinerea と S. kitajimana のスギ、苗に対する接種時期と発病との関係

Effect of the periods of inoculation of B.cinerea and S.kitajimana upon the 

occurrence of gray.mold and sclerotial disease of ‘ 'Sugi"seedlings 

抜種時期 | 根雪当初
P~riod of I Begi~~ing of snQW coverage r.î'l!雪期 Period of snow melting 

inoculation 一一一一一一 り病程度 D長正員 1~ ,.::::.-:J:-:: T"O _ __ __り病程度 Degree
り病率 Percen-! / ~f' i;:;'fecti;;;--- り病率 Percen- ! / ~f infection 

菌名 Fungus |tageof infected -「--ltageoy infected l 1 lv二←
seedling (%〉掛(%)朴(%)'+ (%) seedli時(%)叶(%)1件c9d+(か

B. 仰erea 36 5 i 3 I 28 ' 12 I 0 I 1 I 11 
S. kitaji叫ano i 10018 9 3 1  8149  1 18 1 16 1 15 

この結果によると，灰色かび病，菌核病ともに根雪当初に接種した区は消雪の約 50 目前に接種した区

よりもはるかに発病が多い (Plate 9. 3) こ

2. 雪圧と菌稜病の発生との関係

KORSTAIN州はダグラスフアー苗の雪腐病の防除に慨を用いて雪圧を除いて1i.l(功したz 著者らはその予

備試験として雪圧を防いだ場合と防がない場合の接種試験を行って比較した=

試料および方法

供試菌は Table 20 の B の菌株を用いた。
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1955 年 10 月初日にあらかじめホルマリシ液で土燦消毒しておいた 9cm 腰高シャーレにウスプノレン

液で消毒しておいたそれぞれスギ 10 本，アカマ ;;5 本， クロマヅ 5 本， ドイ Y トウヒ 6 本の当年生苗

(釜>>+1分場苗畑で養成〉を移植したに

1956 年 1 月 18 日に，あらかじめバレイショせん汁寒天培養基に 20 0C で 5 日間培養しておいた菌そう

の細片の 9c例シャーレ 1 個分ずつを苗木に付着するように接種した、これらの苗に対して，雪圧を防止a

した区では， 17X 25 X 45 c帥内視の木箱を被援して積雪としゃ断した八雪圧区では地中にポヲトを埋め地

図に 5 抑制高さだけだした3 積雪は 50 cm 前後の深さに保った。 3 月 15 日に消雪したので、発病状態を

調査したりなおこの試験には各処理ごと 5 個ずつのポ Y トを用いたわ

試験結果

雪圧を防止するために被覆した筒の内側や地図にも，白色綿毛、伏の菌糸がはなはだしくまん延してお

り， 1百木はがii毛を被告芝したように白色の菌糸で被われた しかし積雪に前接接した雪圧区では菌糸の発達

はいちじるしくなかった。発病状態の調査結果は Tab!e 69 に示した。

Tab!e 69. 雪圧と針葉樹苗の菌般病の発生との関係

Effect of the pressure by snow upon the occurrence of scJerotia! diseas巴

of coniferous seed!ings 

積雪下 Under snow 稲内 In box 

i針 種 り 病率 i り病程度 Degre巴 i り 病 率|り病程度 Degree
Tree species Percen tage of [______<Jf_坦fection i Percentage of 1 _ _  0f infection 

infected s巴巴~;.Jttf- rorJ件 |十 l infected seed-M 凡 1+ 
(%)1'" (%)1(%)1' (%)1 !ing (%)1 "' (%)1" (9のl' (%) 

スギ“Sugi" I 100 I 47 I 20I 33 100 I 27 I6  I 67 

アカマヅ . ~~ I ~~ I ~~ I .~ I . ~~ 1._ I ~_ I 
100 I 20 I 20 I 60 I 100 I 67 I 27 I 6 Japanese rec1 pine ~VV .c...V .L.V vv ~VV Vl  L..i 

クロマヅ _n  1. n I • I .n  I ~_ I nn  I 
78 1 12 1 6 1 60 1 87 1 33 1 33 i 20 Japanese b!ack pine 'u u , 1 U 1 uu  1 u , 1 uu 1 

ドイ Y トウヒ _ A 1 A i _ I CA  A 1 A I 
7 0 I 0 I 7 I 50 0 I 0 I 50 Common spruce I U I U 1 UV  II  V I 

この表に示すとおり，スギについては，雪圧を防止した区は多少リ病程度が低いが，アカマツ，クロマ

ツおよびドイツトウヒでは逆にやや発病が多くなっている (P!ate 10. 1) 

3. 光線とスギ首の灰色かび病と菌核病の発生との関係

VIの病原菌の生理的性質のところで ， B. cinerea および S. kitajimana ともに陪黒状態において発育

がよくなることを明らかにした。このほかに暗黒状態では，寄主ヵ:光線不足のために衰弱するので，一層

発病しやすくなるものと考えられるので永の試験を行ったコ

試$}および方法

供試菌 B. cinerea ・...... .Tab!e 10 の D

S. kitaji問。na ・・・・ Tab!e 20 の F 

供試苗は秋田県鷹巣苗畑において 1954 年 5 月 1 日に次の施肥を行ってまきつけて養成しておいた 10

cm 前後のものを用いたご

施阻量， m2 あたり堆肥 1. 0kg ， 硫酸アンモニア 15g ， 石灰窒素 25g ， 過燐酸石灰 15g ， 熔成燐肥

40g ， 塩化カリ 14g ， 炭酸カルシウム 10g.，

この苗を 4 寸はちに 20 本ずつ 10 月 14 日 ìこ移植したτ12 月 3 日にあらかじめバレイシヨせん汁寒天
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土庁葺:J;I;に 20'C でl_i目!!i/J:'.注しておいた首そうの 9c別シャーレ 111司分の細片を塗まつ接種し ， f{>im!kを

!噴霧し，はちの!的工水H'Iに同漬した 次にl何区では，苗を透明ガラス製の 12 c附腰高シャーレでおおい.

i市区では，黒色紙を探ってた械をしゃ断した 1)契高シャーレをおおった戸この 1，4j区を 15'C の採光式!'I{弘法

に収めて発病状態を調べた

』試験結果

中問調子fては， fll'i-区では明区二 t，けるよりも苗木や地面の菌糸の発育が良好であった、 1955 年 1 月初

日におけーる発病状態を Table 70 :ζ示した

Table 70. 光線とスギl百の灰色かび病と荷依病の発生との|弘j係

E任ect of sunli 日 ht upon the development of snow molding of “ Sugi" seedlings 

処 nl
Treatment 
病名

Disease 

fff] Light ! fJ火巴かび病 Gray mold 
l荷役病 Sclerotial disease 

1I白 Dark I j灰色かび病 Gray mold 
i 1函似病 Sclerotial d ・

1) 病官[数 1 り 病*'，' J交
Number of Degree of infection 

infected 
斗 1.\' + eedling "' (%) iI (%1 (%) 

14 
11 

。4 10 
q 

20 
19 

今J
ム
勺
〆
ム

2 

『J
F
h
d

この新来から!火色カ}び病， "iliii主病ともにHì1-!~，~区では，明区に1-1::して発病が多い

4. 地温が菌の発育と侵害におよぽす影響

(1) 地温が S. kitajimana 菌そ}の発育におよぼす影響

積雪下における地表ìfuU立はすで;ニ述べたとおり，常に o C 付近で大きい変動がないへこれは積雪が外

気からの影:年をさまたげるミとと，地面ではたえず土佐jELの供給をう卜r るが，地表における雪に冷やされて

冷却されるからであるとされている もし地温の供私がさ

えぎられたとすれば， 7_東析している土tí~i土融解しないはず

アあり，また地炎j昆I~はかなり 1尽くなる(土ずである 著者

らははち試験を行う場介，はちを地面tこ埋めた士場易f合Tに(は土E凍草

品紡fVf士町ぼ燦4が問もなく :\'1岬i

のでは， 1~ 2 カ刀 J:U: も凍結している例を観察したハこ

のような差異は、''[然病以前の発育やその [21(~Uにも影響をお

よぼすはずである ゆえにこのW!係を明らかにするために

次の模型実験を仔った

試料および方法

供試菌 S. kitajimana.... Table 20 の F の菌株

Fig.4 に示すトタン製の椅を作り， 土壌面には 5 個の

9cm シャーレ内のパレイシヨせん汁寒天の周平培養基の

中央に新鮮な菌そうの先端の i部分からとった 3 刑制角の

イノキユラムを接種して iÎf〆ベた《雪の部分には常に定量に

しておくように補給して， 10^C に調節した定温器上に載

SN 雲 t 寒日愛計

S 土t裏 w 排水孔

Fig. 4 積雪下の士壌面の温度測定装置

Apparatus used for the observation 

of temperatuでe on the soil 

under snow 
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せたこ t ，こは棒状寒1@2 ;rf・をだし込んで雪と接触する地聞の悦)えをìl!lJったところ， 0~0.7'C を保ったった

おWに:工プム管をはめこんで竺?とけ水を導いた J 比較のためL同僚なトタン箱を準備して室内の稲内の雪

に埋めておいた。この尽の浪度は 0.2~0 C であった ι の P'u区の 10 日間の菌そ号の発育を調べた

試験結果

保温区の菌そう i自任.. .22 mm ， 対照区 11 削削(通例平均1

(2) 地温がスギ苗の灰色カるび病と菌1刃丙の発生におよぱす影許

試料および方主主

供試菌 B. cinerea'. ・田・・. . Table 10 の D 

s. kitajimana . ・・・ Table 20 の F 

供試苗l土釜淵分場百rlnにおいて 1953 年 5 月 10 日にn;肥左して次の施肥を行って岩波!経営区践の天然

木の種子をまきつけて養成しておいた苗長約 8crn のものを1甘いた=

施日巴量 ， m2 あたり }1f;m~ 3 kg ， 硫酸アンモニア 100 g ， 過燐酸石灰 80g ， 塩化カリ 20g ， 1953 年 11

月 10 日に 4 すはち l 阿につき 10 本ずつの苗を移相しておき 1954 年 1 月 11 日に，ぷ;のとおりの処斑

区を設けた。

A. スギ、苗植f寸はわ合主Jli瓦の破片で地面からしや腕、

B. Aのはちを地中に担めて地表に 1 c閉山すc

C. 土壌をつめただけのはち合A と同じく地面からしゃ断。

D. C と同じはちを Bに准じて地中に埋める。

各区はち 5 個ずつ同日あらカ a じめパレイシヨ寒実培養不に 20"C で 5 円間培養しておいた菌そうの総片

(4 抑制角〕を 1 はちあたり 9c削シャーレ I 筒分ずつ地面iに挺種して，積雪中に埋めて 30~50 cm の

深さに保ったo 2 月初日にがj雪したので発病状態を調べた

試験結果

接種から 15 日経過後c1Jmべたところ，地面からしゃ断した区では，士肢とイノキユラムが[黙っていたが

地面に埋めた区では凍らなかった。

Tabl巴 7 1. 地温とスギ、苗の灰色かび病と菌妓病発生との関係

E妊ect of soil temperatures upon the occurrence of snow molding of ‘ 'Sugi" seedlings 

1) 病率!り病程度
病 名 訟の精 |PErcentage 0凶f引，~笠呈gre竺e 0巴ι巳よ旦些f主E竺cti旦虫担1担出担豆竺旦旦n一

瓦i[v 己elial i~__"_(".L_"__':.L~~，u.-:::_ ~-'I --<J--

y ~v"a~ ， iinfected seed-I '" " 
growth I;;~::~'vu ~(~.?'\I 俳 イ十 l'ling (%)1 111 (%)(%)1 'C%� 

スギ苗，地面からしゃ断|灰色かび病 11
"Sugi" 問dlingslG町 mold ,,= I~ 十 o 0 0 0 
eparated from 菌伐病 Ir v V V I 

ground 1 8clerotial disease IJ 

l 灰色かび病 11
スギ苗，地面に埋める| Grav mold | 川

gi" seedlings _ ~"ay ト 4件

そc削叫る I S~j1erotiEdM2e i 川
士嬢，地面からしゃ断 I 1天喜七び忠商 i1
S311sepm!? |富山正州市ω 菌 ! 

.LJ.V J.J.J. Óム V Ll.L.LU s. kitaji刑ana , J 

|灰色かび病菌 1
士t事L 主tll国に思める B. cinerea l -'-
S� (control) -菌核病菌「 十

S. kitaji問問。 J

区 名
Plot 

38 13 5 20 

25 5 20 。
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計 J4i自後の発育状態は Tab!e 71 :二示した

ミの結果から，地r[.qこ矧めたCまでは同商とも発育し，かなり発病したが，地図からしゃ断すれば菌の発

育寸らず{められない

5. 関係湿度とスギ苗の菌核病の発生との関係

スギ百?の l災色かび病の発生と tl!H系泌!交との関係については. {呆f反え}の報f今があるが. jl奇{亥病については

まだ明らかでないので次の I試験を行った

i式糾および方法

供試菌・・..... .Tab!e 20 の C

供試官iは V の t試験において!lJ l 、たものと同じく釜淵分場苗畑に:fõ' l 、て 1955 年にまきつけて養成したも

のを用いたぞ

10 cm に生育した、'í"1斗ミスキ、前を水道7kを入れた 50 cc の 3 角フラスコに 3 本ずつ恨郎を浸演し，水の

表面にがJ 5 抑制の厚さにヒマシ泊を浮かして液商からの蒸散を防いだ、 なおフラスコの口部には綿径を

施して苗を同定し，削栓)'mはピニ-;1.-で被慣したへこの前;ミパレイシヨせん汁策ヲてに 20 C C で 4 日間培養

しだ菌そうのすりつぶしたものを若君主つして捜種した、これを各種梅類の過飽和1?d液によって一定の IllJ係

I!ñl皮に保ったヂシケータ内に収め. 20 C に保って発病せしめて 10 円円に調 Pt した なおこの試験には

各処珂15 f悶ずつのフラスコを ttl\ 、た A

試験計果

Tab!e 72. 関係湿度とスギ苗の菌「主病発生との関係、

Effect of re!ative humidities upon the development of sclerotial 

disease of "Sugi" seedlings 

l見j 係 iM )支!過飽和液
Relative humidity 1 Salt in over saturated 

(%)1 aqueous solution 

り病程度
Degree of 
infection (9(, ì 

0

8

4

 

0

9

9

 

l
 

Distilled water 仰
川
計
H

廿
+

K,SO , 
KN03 

92 KョHPO，

87 KCl 

ì'i::十H十 ・ .2/3 以上発病 Above 2/3 part of seedling was affected. 

Note: 俳 1/3 以上発病 γ 1/3 グ

一汁.. '1/4 以上発病 グ 1/4 " 

+・・ー 1/5 以下発病 Below 1/5 グ

Table 72 に示すとおり 100 %ではもっともよ〈発病し. i毘度の低下に左もない， しだいに低下し，

87% ではまったく発病しない (Plate 10. 2) 

6. 地形と発病との関係

日当りがわるかったり，積雪の吹きたまりができたり，排水の不良な地形に位置する苗畑では消雪がお

くれるために被害が多くなるとすでに著者ら(佐藤・太田10ぺ佐藤10円)が報告しているように，林地に

おけるスギやアカマツ苗の雪腐病の発生と地形主はきわめて密接な関係がある n すなわち平坦地，緩斜地，

沢沿い，凹地あるいは林縁などの積雪が多く，しかも根雪期聞が長く，また融雪7kの停滞しやすいところ
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では被得の発生がきわめて多い これに fVーして傾斜ITrL とく hこ南関などの円、'í りのよいところでは， rirj雪

もきわめて早<.排水も iJ.好なので， f&ij_+;.はいわじるしく少なくなる「

著者らが 1956/'1' 5 月 17 日に秋 111 V ， \frll北郡生[来月営林?11 管内玉川経営区 35 林IVfにお L 、て，地形ごと

の前年の秋;jj)'i スギ苛の究開病の被汚について調 rでした結果は Table 73 のとおりである(

Table 73. 地形とスギ、前の雪腐病の発生との wr係

Effect of configllrations llpon the OCCllrrence of snow mold of planted “ Sllgi" seedlings 

調 千f 全日!
observed pJace 

品m :rt 本数 l
Nllmber cOllnted 

り病市数 1) 病ネ
Nllmber of infected Percentage of 

seedling infected seedling (% � 

斜間 Slop巴

士V-~湿地 Dead level 

123 

122 

28 

69 

23 

57 

なおこの病害の種績は!火色かび病と Hì'7色雪腐病が混じって発生したものて、ある p この表に示すように，

斜面では平坦地にlとして 1/2 以下の被芹にすぎない(この箇所;こっきふたたび 1957 年 11 月 22 日に調禿

したところ，斜面では 1m 以上成長していたが，平坦「也の雪腐れにかかったものは Plate 5. C に示す

ようにはなはだしく成長を阻害されたものが少なくな方‘った門

7. 土壌水分と両菌の発育との関係

雪腐病菌の菌糸は積雪下における士ばぐ而で発育するものであるから，士)j':水分と菌の発育とのwr係を明

らかにする必泌がある《

式料および方法

供;"t，\菌 B. cinerea ・・田・・・・・ Table 10 の D 

S. kitaji例ana ・ Table 20 の F

よく粉砕して p 殺菌を行った絶乾状怨の土肢を 500 cc の 3 角プラスコに 280g ずつ入れて，これに殺

菌水を加えて所定η士演'MI交を保ったへその表面の巾央に，パレイシヨせん汁~1~ 実培養基に培養した菌そ

うの新鮮なー先端部からとった lcm 角の切片を接種して，納栓を[白紙でおおって蒸散を防いで. 20 c C の

何湿器内で 5 日間培養したペなおその1mの水分の減少量をずい時補給した この式験には各区ごと 5 伺の

フラスコをJH し、 fこの

試験結果

Table 74. 士l表合水ヰ1 と B.ciηerea と S.kitajimana ßîそうの発育との関係

E任ect of the water contents in soil llpon the mycelial growth of B.cinerea and S.kitajimana 

合水率 Water I 

菌名 content (%)[ 0 
Fllnglls _1 

B 仰ea

S. kitaji押!aγ1a

10 25 40 55 70 85 

桝 I + I 
耐+

十

+ 

H
4
H
H
廿

Table 74 に示すとおり，両菌とも 10 %までの乾燥区では発育せず. 25 %から 55 %まではしだいに

発育がよくなり. 70 %ではふたたびわるくなる C そして 85 %ではまったく発育しなし、ご

8. 融雲期の排水とスギ苗の菌核病の発生

菌絞病の発生はすでに述べたように，積雪下において，発病してまん延するものである(しかし融雪時
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の泊湿なfJitJ!J:~て、は，急激に被害が増大することがある。以;の試験はこの関係を1切らかにするために行った

ものである

試料および方法

1950 年 3 月初日から 31 日;こかけて秋 [11県角館町角館前畑において，台木によるスギさし木苗床の排

水の良好なとニろと不凡なとニらを任意:こ選定して調 flごした ニの調査地は土擦が粘釘でー放Iこ排水の不

良なとこうであったJ 訓-f正面は前年の春.こさしwナて据泣きしたもので，発生病害は菌核frijであった乙な

お根雪期11司;工 1949 1f 12 月 25 日から翌年の 3 月 31 日までであったコ

調査結果

T日ble 75. 融雪期の排水とスギさし 本商の菌仮病発生との|比j係

Effect of th巴 puddle on se巴 d beds in snow-melting period upon the occurrence 

。f sc1erotial disease of “ Sugi" cuttings 

り 病 二十t 病 在ー Et 
区 名 Percentage of DegreE!_of infection 

Plot infected SEEdliFtEpo 叶+十+
) ...字~&) il (?�) .- C9'� 

排水不 l-!: Puddle 39 3 

排水」込 Drained 。

Tabl巴 75 に示すとおり，明らかに排水不良区に被害が多い

9. 苗床の高さとスギ苗の灰色かび病と菌核病の発生との関係

苗床の高さは抗水のJ之否と密接な関係があるので，次のl試験を行ったこ

試料および方法

供試菌 B. cinerea....... .Table 10 の D

S. kitajimana .. . . Table 20 の B

24 12 
。

この試験は釜淵分場iUf畑において行い，苗は 1955 主I~ 4 月 27 日に，上ノj、阿仁営林『宮管内 j2j'，'天然木種子

を次の基肥を方面して fl'li記しておいた。

施肥量 ， m2 あたり ， )1t~ i". 1.5 kg ， 硫酸アンモニア 80 g , Ji位燐酸石灰 90 g , Jii~イヒカリ 25g ， 炭酸カノレ

シウム 60gの

以上の苛の 10 c附 IJíj後のものを選び， 11 月 13 日』二次のような床を 3 連制の乱塊法の設汁により何日世

し， 1 Plot につき 70 本ずつ移植したc なお 4 の試験筒所は比較的排水のよいクロボク泊、らなるところ

である。

高床 "'1. 5m' ， 高さ 20 cm に縦士.

平床・ ・ーーー1. 5 削， 3fι担

{ほ床・ー・・・.1. 5 例ヘ 20 cm の j奈さに長Il ;)下げるこ

12 月 14 日にあらかじめバレイシヨせん汁寒天培養基に 20 C で 8 日 fHl.b六主主しておいた菌そ 1 の 4 例制

角淵片を 1 Plot あたり 9cm シャーレ 2 個分ずつ地面に散布して終種したっ根雪は 12 月 28 日から~，t!~

春 4 月 17 日までであった

I試験結呆

Table 76 k示すとおリ低床や平床のようぷ排水が不良な区では被;itが多 L 、。とくに!火色かび病では ι
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Table 76. 苗床の高さとスギ[11の灰色かび病と菌i対内の発正|うとの|主J係

E任ect of the heights of seedling beds upon the occurrence of snow mold of “ Sugi" seedlings 

り 帰す 持t frFj t'il Ilt 
病 ペTァ1 区 千?1 Percentage of Qegree of inf~c_t:_i_on 

Disease Plot infected seedlin，~" fIt ~"，，!件 )1 十
(%) 111 (%)i 1I (%)1 ,- (%) 

J1\色かび1)ij 高 High 。 。

平 Level i2 l) 。 12 
Gray I1101cl 

。E Low 18 。 。 18 

菌 {安 病
可「司T High 21 10 3 B 

ヰL Level 28 14 4 10 
Sclerotial disease 

iI~ Low 32 19 ド}

の傾向がつよいっこれはこの病原菌は病!日(性がM!oJl 、ので，排水不良などの不j達成j~gにおいて佼害すること

を示すものである

10. 土壌の物理的性質と灰色かび病と菌核病の発生との関係

山形県最上郡真室川町大字釜淵にある林業試験場釜加i分場付属苗畑では，、_!{f地方が著名な多25'地情であ

るにかかわらずスギ苗のJj(色かび病の発生はきわめて少ないL しかも病原菌の緩種を行っても発病は微々

たるものであったりこのお(Ø:jは土撲がきわめて軽しような排水のよいクロボクからなるからであろうと

5考えた しかもほかの苗知uにおける ñill察でも床土が粘伎な間給しやすいところでは，軽しような土撲から

なるところにおけるよりも概して雪fmfrljの発生が多い傾向が認められた ゆえにこれを実験!'I(Jにたしかめ

るために次の試験を行ったリ

(1)土性とスギ苗のJJ(色かび病と菌枝病の発生との ry，J係

l試料および方法

供試菌 B. ci仰向0 ・・・・・・・・ Table 11 の D 

S. kitajimana ... .Table 20 の B

イ共ぷYÜI 土 1953 年 5 月 11 日に釜山!分場i'iî:J:1ß ιJòl 、て次の 2悶~を施して，岩(FJI経営区住突然木種子をま

きつけて治法によって養成しておし、たー

施肥宣~，問2 あたり 硫酸アンモニア 100 g , jfUI燐盟主石氏 100g ， g~f化カリ 15 g 、

苗の成長が休止ーした 10 月 26 日に 10 cm 内外のものをj切りとって，ぷ;に示すような土岐を異にする

苗床に m' あたり 300 本の密度に 1 Plot につき 20 本ずつ移舶し，試験設汁は 51"1 くりかえしの乱塊

法によった J

砂土区・・・・・・川砂 7 軽壊土 3

埴土区・・・・・・下層赤土 3 :軽壌土 1

回結i直士区・・・・田・下層赤土の困結したもの

車玉泉土ジシパリ・落来区・・・・・・軽援土からなる苗床に B. cinerea 接種区ではシンジユの落業を彼震，

S. kitajit仰na ではジシバリを移植して被覆=

軽壌土区 (Check) ・・・・軽しようなクロボクからなる苗床っ

各 Plot 1. 5 例ヘ探さ 20 cm 

1953 年 11 月 21 日と 1954 年 1 月 11 日にあらかじめペレイシヨせん汁寒天培養基に 180 C で 7 日間
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i千'(jをした菌そうの細片l4刑制角)を 1 Plot あたり 9cm シャーレ 1 個分をよ也聞い散布して終種したι

この年の根雪期Ilni 工 12 月下旬から翌春 4 月上旬までで例年に比して少雪であった与

i試験結果

ジシバリはM~iTl íjにり約したが，スギではまったく発病しなかったc -1月 30 日の調 èi:品り↓~を Table

77:こ示した。

1、able 77. 首床の土性とスギ官[のJk色かび病と菌伎病の発生との l民j係

Effect of the soil class in seedling beds upon the occurrence of gray mold ancl 

scIerotial disease of .. Sugi " seecllings 

区千ff

Plot 

砂土 Sand

埴土 Clay

国結埴土 Solid cIay 

軽嬢士ジシパリ・落主主被被
Light loam covered 
with weeds and leaves 

軽抜土Light loa111 

灰色かび病 Gray mold 菌伎病 Sclerotial c1isease 

1) 病率 り病相支 Degree り 病ネ|り糊;f)_it Degree 
Percentage of _一一竺 infe竺ion Percentage of of infectiω 
infected seed- '" infected seed-I 
Iing (均|掛けω 一件(%)!十(%) î;~~~ ._~ ~-(~ó)[叶(%)計 (%)1十(%)

1 0 0 1 47 , 15 I 22 I 10 
17 0 0 17 76 i 53 11 I 9 

24 5 14 5 76 44 18 I 14 

日 。 o 8 29 14 11 4 

10 。 () 10 38 17 18 、J

この結果をみると， )4<色かび病，菌十五病ともに砂土および軽壊土では発病が少-/:(く， J~(土と悶結埴土で

ほきわめて多いのこの結果はとくに九七色かび病ではけんちょである。またシンジユ柴とジシバリの被覆区

は無処理区と大法がないの

(21 軽ゆ;ーとにおける B. cinerea と S. kitajimana のスギ苗に対する混1ì絞種試験

(1)の試験では Botrytis と Sclerotinia を別々に接種したが， 2 つを混合して接種した場介の軽壌土上

における発病状態を liJjらかにするために次の試験を行ったし

試料および方法

供試菌 (1) と同じ

供試苗:土釜m:1分場百円:lIlv-:'おいて軽疑士の商床ι1954 年 5 月 20 日 Iこ次の施ij~~宣行い， :1i:M日営林砦管

内産種子をまきつけて養比しておいたむ

施恒量t rn 2 あたり，硫酸アンモニア 100g ， 過燐昨日火 95g ， 塩化カリ 25g。

12 月 9 日に間宮あたり 400 本の額度に 10 cm 前後の苗木をそろえて 1 Plot 30 Lþ;ずっとし 4 連制の

乱塊法によって配置したc 同日あらかじめパレイシヨせん汁朱天培養基に 20 つC で 10 日間培養しておい

た閣そうの細片 (4 川11 角)を 1 Plot あたり各菌ごとに 9c間シャーレ 2 伯分ずつ地面に散布して接種

した o jt~雪期11\/は 12 月 22 日から ~~l!泰の 4 月中旬までであった。 4 月 25 日に発病状態を調子E した心

試験結果

Table 78 に示すとおり. Ijíjの試験結果と同様に. Jκ色かび病の発生は微々たるもので，菌j虫病はよく

発生した 1 ， 1リ菌の j見合援種区でも菌般病だけが発生し，り病mll紬じli Botrytis がともなっているものも

あったが，おもに Sclerotinia によるものと認められた。
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Tabl巴 78. 軽J:1'~士におけ』る B .cinerea と s. kitaj i1仰仰のスギ首に対ずる混合接種l決験品';;1と

Results of the mixed inoculation experiments with B. cinerea and S. kitaji例ana

to “ Sugi" seedlings on light loam 
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。 。

52 

B. cinerea 
+ S. kitajimana 83 62 

i主:混合終種区は菌{亥病だけ発病

Note: Only sclerotial disease occurrec1 in the mixec1 inoculation. 

(3) 各種土泌の全孔隙長および含血気孔|涼長の季1iJ'i1ν定化

森1:1:1剖)は含空気孔隙量によって各地の果樹園土壌の通気やJ;lÞ水の季節的変化を比較研充した

著者らは前の試験におL 、て Ji了[士や|自結したj直土では発病が多く， 11笠しようなi表土や砂土ではごく少ない

のは，おもに土壌の物理的性質とくに排水と通気の良否に交配されるものと考えたっゆえに 1955 年 11 月

から 1956 年の 3 月にかけて，あらかじめ前の試験に準じ Cfl二っておし、た各種の士肢の含水量"'全孔隙軍;

:および含空気孔際量を測定したり JlU定方法は森田33) の方法によった。

含水量についてはすでに Table 1 にあげたとおりであり，オヲー孔際去と含明気孔際量;はそれぞれ Table

79 , 80 に示した占

Table 79. こと壊の全孔|号主主の季節的変化

Seasonal variation of the pore spaces in various soils 

調五月日 D山 of i…tigation I 
14/Xl :55 I 24/I'56i 23/111 '56 

区名 Plot (%) (%) ! (%) I (%) 

ナ直 土 Clay 68.36 69.26 69.30 67.05 

国結埴土 Soli c1 clay 62.33 67.61 66.24 66.31 

禾耕うん軽壌土 Solic1 light loam 66.22 71.80 70.84 71.68 

軽 壌 土Light loam 69.05 70.47 72.16 71.68 

Table 80. 合空メl孔隙量の季節的変化

Seasonal variation of the air spaces in the soils 

調査月日 Date of investigation 1 
11/XI '55 21/rr '56 23/m '56 

区名 Plot (%) I (%) (%) : (%) 

~i 土 Clay
3.26 

10.46 10.20 -1.65 

間約埴土 Soli c1 clay 
-2.93 

5.71 3.91 1. 31 

来初うん軽江主土 Solic1 light loam 
6.12 

18.70 17.34 3.08 

軽 tJi~ 士Light loam 
16.95 

19.07 19.86 7.68 

�=E • 14/Xl '55 雨実後(雨量 17.6 mm) After rainfall. 

Note: 24ハ '56 m雪から 28 日後街汗 0.8 m After 28 c1ays from the continuous snow cover. 

21/ H '56 供雪から 56 日後前竺Í 1. 7 削 After 56 c1ays fr0111 the continuous snow cover. 

23/111 '56 m雪の35 目前紅白 1. 0 m 35 days before snow melting. 
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この結果から，合常気孔l総量l土，岡高I所在土がもっともノj、さく，ついで植土，未 i咋うん軽妓土のiI阪で，経

1災~f:ではきわめて犬きいコ侭雪前1こおける雨売後では，軽築士区以外;土かなり小さく，とく!こi司結埴土で

は低くなる(また未納うん軽主義士では，緋うんされた区におけるよりもはるかに小さしら!-'~冬の積雪下L

おいては，各区とも数{if'(が犬きくなり， M'll雪f切にいたっていちじるしく低下するコ

以 kの申告身さから発病の多い土壊ほど含宅気孔隙量が小さく，排水と通気が不良なることを示す

なお参考のために例年スギ iEの!火色かび病の発生の少なくない秋山県 fllJ北部協和l付にあるほïl'îr.IU:::.おけ

る iWJ定結果を Table 81 に示した

Table 81. 境苗í:1l!fこおける含水景および含??J:礼子L隙量の季節(J~J変化

Seasonal variation of the water contents and air spaces of the soils 

under snow at Sakai nursery 

品M 子正 日
よ5/ I '56(?〆 6) ↓ 18/JL '56(%)1 23/fll '56(%) Date of investigation 

含水量 JjEifkj床亘 Seedling bed ~ 51. 10 54.20 56.50 
Wa町 èonte~t Fp;~ Path ~ 58.10 55.10 63.50 

令:孔隙量 {歩古7道床 Seedling bed I 69.33 62.61 61.00 
Pore space lJ_tjll Pa th 66.43 61.02 57.99 

含!牛気孔隙量 n苗jょj床萱 Seedling bed 15.33 8.41 1. 49 
Air space l)j;;jI� Path 11.23 5.92 2.50 

この結果カ h ら，歩j立では苗床におけるよりも含水量が高く，含Jヰ立i孔1務長も小であるコまた堅守どけ矧に

は真冬におけるよりも含水量が高まり，合空気孔隙長が低下する

(-1) 各種土岐における 1 ， 11菌の発育

(3)の結果から fj歪1友土と j直土(心土，赤土)で発病i:"いちじるしい差がおこるのは，土J;ji~の排水のu否;こ

4乙両日されることが明らかである。しかしこのほかに，二れらの土砂〈における病原菌の発育の良否も発病に

影押するものと考えられるのでみ;の試験を行った

A. 土妓における菌の発育

l試料および方法

{jl、.1'\菌 B. cinerea.""...Table 10 の D

S. kilaji閉山1a ・ Table 20 の B

釜m~分場面ij:flJおよびその隣接林地から次の各種の土燥をw集した

格段土(クロボク〕・・・回数年間使JíJした苗床土決

j百土(赤士)・・-苗床の下Jf11のう代緋うん，無肥料士演

fß"lJ値土..・スギとクリ，ゴナラなどの混交した休地のもの

以上の各土肢を 9CrH シャーレに軽くつめて，高正蒸気殺菌を行い，これに殺菌水を傭ってがj 50 9ó の

含水量にした。~の中央にあらかじめパレイシヨせん汁寒天培養基 tこ 20 二 C で 3 日間培養した菌そうの

8 刑刑角切片をイノキユラムとして接種して 20 C で幣養して， 菌そうの直径を測って発育状怒を調べ

たコなおこの;試験には各処E里ごと 5 個ずつのシャーレを)í;!，、たc

試験結果

Table 82 f::'示すとおり，腐値土ではl可菌とももっとも発育がよく，ついで Bolrylis では軽壌土の

I1阪で， f直士ではもっとも不良であるづところが Sclerolinia では軽壌土， Jj}î土ともに発育不良である

(Plate 10. 3) 
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Table 82. 各種土決における B. cinerea と S. kitajimana 菌そうの発育

Mycelial growth of B. cinerea and S. kitajimana on several soils 
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B. 士以せん汁明義基における菌の発育

Aの l試験 ，iiti*だけでは，菌の発育の良否を支配するものは，各種オ:Jj~の潤!学|下J性f'lのをによるかイヒèt性

ιよるものかは明らかではないので，ゑくの試験を行ってこのた、をたし泊、めた c

!試料および方法

供試菌はAに同じである 土i災も同じものをfJì，、て，風乾状態のものおのおの 500g を 11 の蒸潟水

で 1 時間せん /1\ し，その穏液に蒸似水を紛って 1 1 最とし， 29iの寒天を加えて，カセイゾーダ液で pH

を 6 に規Eした。この府主主1去を 9cm シャーレι15 cc ずつ分注して同平上司益基として，その中央に新鮮

な菌そうの先端からとった切片 (3mm 角)を接種して. 20'C で :1:Mをして菌そうの It(径を測定して発育

J伏~を捌べた。なおこの l試験には 5 (凶ずつのシャーレをJtJ I，、たっ

i試験結呆

Table 83. 各種土Jji;せん汁椛養本における B. cineγea と S.kitaji制ω'la の発育

Mycelial growth of B. cinerea and S. kitaji削alla on various soil decoction 

agar medias 

供試二t: t袋 i i2 日 F1 14 日十l
Soil USEd for media |菌名 Fungus 1 After 2 ~ays , 1 After 4 d,ays 

(問問 )1 (例制j

B. cinerea 17 33 
転成土 Light loam 1 'c: 

1 S. kitajimana : + + 

B.cinerea 16 21 
j直土 Clay I 5: k;í;;t~ana I ~ 十

閥舶士 Humus soil I f ff~;r.~~_.._1 20 :~ 
1 S. kitajimana 1 十 11

パレイシヨせん汁培養基 B. cinerea 40 渦 Ful1
Potato agar S. k山jimana 26 70 

Table 83 に示すとおり .Aの土換における発育とほぼ同じ傾向を示 L ている

11. 苗木の土壌への密着と発病との関係

(1) スギとアカマ γ苗の地面への密着が菌絞病の発生におよぼす影響

水分に関連することであるが，積雪下では，雪圧によって首は，絶えず雪どけ水の供粍をうけて湿潤な

状態にある地面に密背されるし この ι とは菌険病の発生に適していると思われるので i欠の試験を j子つ

1'::'0 
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1決糾および方法

(j~;þ\菌は Table 20 の C の菌株として，供品t苗lよ釜iJ:~分場苗:J:IU;二おいて， 1954 年 5 月 19 H iこ次J)本

肥を施してスギは 1 i.J)J~ 円営林署管内 jl(造林本種子，アカマヅ 11花倫芝林署管内 jlj::種子をまきつけて活ーが;に

よ 1) 養成しておL 、た}

施肥量，川あたり fiilê 喰アンモニア 70g，治燐敗石1)( 67g. h，(化カリ 15 g 

1954 年 11 月 10 日にスギでは 10 cm 内外のものを，アカマヅでは 12 c削内外のものを選んーに 7 寸は

ちに 30 本ずつ移値しておいた?

1955 年 1 月 25 Fl，こ，あらかじめパレイシヨせん汁ヌ事i(情養援に 20 C で 5 日間情養してオo' \、た菌そう

を乳ばちです，)つぶし. 1 はちあたり 9c削シャーレ 1 n国分を苗木に塗まつして接種した、次に密7青区で

は，針金製のカギでWi，f(をおさえて地面に密着せしめた!接種苗には殺菌水をふん霧し ， -}I ラス織をおお

って i!l~室長となし.はち 1邸主深さ 2cm の水槽につけて室内 h二おし、て発病せしめたー なお」のt試験には 1

Plot につき 3 ([!~のはむをJljl 、たし

，1<1:験結果

掠積 1 カ月後の発病状態を Table 84μ示した

Table 84. 地面に密着したスギとアカマツ苗に対する S. kitajimana の擬種誠験結果

Results of the inoculation experiments with S. kitajimana to th巴“Sugi" and 

]apanese red pine seedlings adhered closely to the ground 

区名 Plot 樹種 Plant species 

密 議 l スギ“Sugi"
Adhered closely アカマヅ ]apanese red pine ' 

Check l スギ Sugi
アカマザ ]apanese red pine 

1) 病率 り病 :lY )企
Percentage of 竺"r戸 of infecü竺
infected 川 l 川
seedling (%) TTT C%); 寸T (%)1 ア(%)

100キホ 45 
100*キ 16

白 1

17 
17 

2 

20 
25 

18 
7 

33 
59 

26 
38 

この結果カ}らスギ，アカマツともにiÏiA--:を地図iζ密告 j-;/è( í. いちじるし〈発病が多くなる (Plate

11. 1).、

(2) 士嬢水分および池面に士、Iする ftÎの密菅がスギ在iの!火色かひ病と碕伐病の発生におよぽす影枠

liÎjの共験品'i~ーをさらに検討するためι，土妓水分含量を具にする判l!ffiiに古i本を按普uこ場介の灰色j)，び

病と菌ト央病の発生状態を比較した

l試料および方法

供試菌 B. cinerea ・・・・・・・・ Table 10 の D 

S. kitaji削ana .., .Table 20 の B

f共<Â苗は前の試験と同じスギ苗とし. 19日年 1 月初日。こ土擦を1/2 量つめた 9cm 穂高シヤ←レ、こ 1

個につき 15 本ずつ移植したc

これらの Plot を 15-C の探走式恒温訴に収めて苗木を活者せしめ. 2 月 16 日に各 Plot の土擦を所

定の含水量になるように調節し，苗木に対してあらかじめ 20 C で 5 日間嶋養しておいた菌そうの砕片を

1 Plot につき 9c削シャーレの 1/4 量を塗抹して接種した よに各区に対して次に示す処煎を行ったJ

A. 苗木をかぎでおさえて湿潤士撲に密着こ
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B. 苗三十三を乾燥土岐に筏著し，さらにl汲水したザラ紙 5 枚をmねて被復

C. 苗木を湿潤土岐に街、著し，さらに吸水したザラ主Lf; 5 枚を重ねて被覆。

D. 苦木を過湿な土肢に密著し，さらにl汲水したザラ赤iL~ 5 枚を重ねて被担。

Check iMì閏土撲に自I'fえつけてM処問。

以上の処斑を行ったのわ，シャーレにはふたをおおい. 15 C の'1ri温器内に収めて発病せしめたり なお

この試験には各 Plot ごとに 4 倒ずっとした

試験結呆

接種後 1 カ月後の発病状態を Table 85 に示した

Table 85. 土i兵水分および前の地面に刈する密着がスギ古[の!火色泊、び析と菌!主病の発生ι:およぼナ影枠

E百ects of water contents of soil and the adherence of “ Sugi" seedlings to the soil 
upon the occurrence of gray mold and sclerotial disease 

土壊水分 ea S. kitajimana 

区名 Water り 病 率 l り病松度 Degree り 病 手 I り病程JJ[ Degree 
Plot content Percentage ofof  infEdiorIPercentageof l bfinfection 

in soil iI;Ú~t~d ~~~dli明|朴廿:+ / n/  , infected seedli~g， I俳|廿+
(%): (%)ITTrC%J1i(%)I-'-(%), (%)I TTr C?の I TI (~ó)1 T (?�) 

A 42 1∞料 85 I 15 I 0 97料 I 60 勾 17
B 27 1 ∞林 48 32 20 61!  10 33 18 

C 42 10 コ*ネ 55 35 I 10 100本水 72 15 13 

D 50 100** I 47 40 I 13 100*本 72 13 15 

Control I 42 88 I 23 I 23 I 42 I 71 11 20 10 

Note: A. The seedlings were adhered closely to moist soil. 

B. The seedlings were adhered closely to dry soil and were covered with wet 

paper. 

C. The seedlings were adhered closely to moist soil and covered with wet paper 

D. The seedlings were ac1hered closely to excessively moist soil and covered with 

wet paper. 

この結果をみると. J火色かび病では，対照区が発病が少ない以外は，各区とも同程度に発病したが，菌

{主病では対照区のほか士11'1の乾L 、た B 区でも発病が少なし、。したがって )j'(色かび病では地図に密苦しなく

とも空中沼皮が高ければよく発病するが，菌骸病では~左中制度が高いだけでは不じゅうぶんで ， iMi悶な

土壌に密7音すればL 、ちじるしく発病しやすくなる ι とを示している (Plate 11. 2)ι 

12. B. cinerea の分生胞子の形成と発病との関係

著者らの数多くの接種試験では . B. cinerea では分生胞子や菌糸を接種材料とした場合は無雪状態で

は，恵、町村におびただしい分生胞子を形成することが多い。そしてこれによって新たに似人して発病まん延

するものと考えられるが，積雪下におけ‘る分生胞子の形成はごくまれで おもに菌糸だけによって侵入，

発病まん伍するので，無雪状態におけるよりも条件がわるくなる。主ころが S. kitajimana ではすでに

述べたように子のう胞子の形成はまれであり.Jrri、Et7状態における接種拭験でも Il-'J糸による方法しか実施で

きず，寄主にも分生胞子が形成されないので ßolrytis よりも条件がhるい ところが積雪下における

菌糸の発育はすでにのべたように . Bolrylis よりも好条件にある
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以上のべた1"<色かび'liiiにウいての ìrx~完結果をたしかめるために次の〆、験を行った

l式料オゴよ乙ワ'J1J、

{兵ぷ菌iì Table 10 の Dの菌株とした 供ぷ百l土 3 の訓奴と同じものを用い~寸はちに 30*ずつ移

布([した、 1955 年 2 月山円 iょう，j' 'f: 'j包子被種区では，あらかじめバレイシヨせん汁ぢ天Jj干妥:J;Ji ，こ 20 C C で形

成せしめた分生11包子の濃厚浮遊液をふん務機種し，菌糸擬種区では，パレイショ'Jl~実に 20 C で 3 日間的

資した菌糸の市町片の濃厚浮遊液を同ょう二接種した 姥積百に(土 15 cm の IJ県高シャーレをおおって ìll1~室

となし. 15 ~ C の [11混目立に収めて発病せしめた なお各 Plot ごとに 3 伺ずつのはちを用いたや

7 日後の発病状ー態l土 i村区間 ， ~jt::異が現われなかったーまたいずれの区の寄主上にも分生!J包子の形成を認

めなかったので，あらかじめ同ーの菌を接種して発病せしめて，おびただしい分生胞子を形成した苗木を

!tJ\，、て .11包子接種区のはちにほかの苗に接触しないように 1 I土ちあたり 3 本ずつ航えつけた『なお菌糸妓

種区には分生!j包子の形成しないり病苗を同じように配置した

;I，\r，験結果

3 月 10 円の発病状態を Tab!e 86 に示した

Table 86. スギ苗に対する B. cil1 erea の分生胞子と菌糸による擬種t試験結果

Results of the inoculation experiments with conidia and mycelia of 

B . cinerea to “ Sugi .. seedlings 

，)病ヰ; ()病税度

区 fj Plot Percentage of Degree 止!主主t回一←ー
infected seedling 

す十 。+(%) "' (%) lT (〆手) , (〆白)

菌糸 Mycelium

う士子I:1l包子 Conidium 

57 

95 

1 ! 

27 

11 

35 

35 

33 

以上の結果力、ら分生11包子と菌糸とを別々に終種材料として発病の差は認められなかったが，発病後寄主

に分生胞子が形成すれば，発病が増大するー

13. スギ首に対する施肥と発病との関係

スギ在iの灰色かび病や菌般病の激害をうけるのは，例外なく軟弱な徒長した苗ーである η したがってこれ

らの病市の発生と施肥とはきわめて密接な↑州系があると認められる

(1) 肥料 '}J_，*~ とスギ 171の)災色ヵ、び病発生との関係

A. 悶坊決験

ぷ料および方法

試験地は秋田県仙北部角館町，角館苗畑iこ設定した戸 1948 年;こスギまき付苗にがJ 50 %の灰色かび病の

発生跡地に 1949 年スギ‘の床替を行った跡地で表土約 30 cm. 埴壌土，下層士は深い埴土で排水はよくな

L 、 c 従来の1'i'îの生育ーから推定すればあまり肥よくな土壌ではないようであるべ試験設計は 5 連制乱塊法に

より. 1 Plot 1 m' とし，深さ 50 cm の無底の木伴で区切り，地上部が 3cm 現われるように埋めた

1950 年 4 月 10 臼に基肥として Table 87 のとおり施用した

この表中( )内については.Nは硫酸アンモニア (N 21%). p，O，は過燐酸石灰 (P，O ， 16%). K雪O

は塩化カリ (K20 63%) の実擦の施用量を示し .Pョ0，のほかはおのおの 51 の水溶液として j日し、た

4 月 12 日秋 IlJ スギ突然木種子を削g あたり 25g まき付けて常注どおり管理した色 8 月初日迫杷と



一一 78 林業試験場(，if冗限 ;tf 第 110 "J 

Table 87. 施 nl'~ 
t-;;L 
rドー

Amounts of fertilizers applied to the seedlings 

\肥料 Fertilizer
N PョO コ K 20

区名 Plot ( g )~ (g). (g) 

無窒素 P.K 

無燐酸 N.K 

J!!山!里 N. P 

0 

21 (100) I 

21 (100): 

15 (9~) i 16 (26) 

0 16 (26) 

15 (91) 。

三要素 N. P.K ・ 21 (100): 15 (91) 1 16 (26) 

無肥料 Check 1 0 0 0 

して，無肥料. !nfi窒素区のほかの各区に硫簡をアンモエア問2 あたり 10 g (N 2 g) を 61 の水i符液とし

て施附した。前は秋までに間宮あたり 500 本ずつ成立せしめたと侭雪期間l土 1950 年 12 月 18 日から利

春 3 月 28 日までであった 4 月 15 日に発病状態を調1;'した結果を Table 88 に示した(

Table 88. 肥料要素とスギ苗の灰色かび病の発生との関係

Effect of fertilizer application upon the susceptibility to gray mold in "Sugi" 

seedlings (Field experiment) 

区名 Plot 

り 病本|り病程度 Degree
IPe;ce~~'ag;' ofl ~~-t1性叫吐 I_~百戸の木村 G…?竺 seedling
~~:~~~:~ (0/\1俳...::\'廿 !+ l 苗長 Ir)~~ 元径!伎数Number
eedling (九 )1 "' (%), lT (%)! ' (%),Length (cm)IDiameter (刑問)， of branch 

無窒素 P.K 18 。 。 18 5.8 1.1 1.8 

無燐酸 N.K ~O 。 。 '1() 9.2 1.9 5. () 

無力日塁 N. P 39 。 。 39 8.4 1.8 3.5 

三止iL素 N.P.K 15 。 。 15 9.9 1.7 3.9 

無肥料 Check 18 。 。 18 6.2 1.2 2.1 

この結果含みると . J庶燐隈区と無力111R区はほカめ 3 区よりも発病が多い(危険ネ 1?の《 官i長について

は. !黒燐自主区と三要素区はほかの 3 区よりも大きい、またJ!!UJIl旦区も無肥料[ざと J!lfi窒素よりも大きい(危

険ネ 1 ?の。 M元伐については.!TIf，燐隈区は無肥料，無笠素. 3~素区よりも犬である。また無加Æ. 3 

安素区は無肥料，無窒素区よりも大である(危険求、 1 %)。

校数については，無燐酸区は 3 要素以外のほかの 3 区よりも多く， 3 tJtt素区l工無肥料，無窒素区よりも

多い(危険ネ 1 %)、 また 3 要素区l土)尽力H虫区よりも多い(危険本 5 %lο 無加黒区では，無肥料，無窒

素区よりも多い(危険ょ存 1 %)。

B. はち試験(按種l訳出荷)

試料および万法

62球菌 B. cinerea.. 角館苗畑産スギ l 年生苗から 1950 年 4 月 5 日分離

1951 年 4 月 17 日にAの試験地から掘りとった各区の苗を 7 寸はちに埴壌土を椛り. 1 Plot につき，

各区の苗 15 本ずつ 5 連制の乱塊法により fl([えつけた勺土壌と供試苗ともにあらかじめ消毒しておき，パ

レイシヨ寒ヲご培養基に形成した分生胞子の浮遊液を 4 月 25 日にふん霧接種し，あらかじめ消毒しておい

たむしろ 2 枚を被覆して，乾燥した場合には濯水して視j問状態に保ち 27 日 H に発病状態を調査したで

試験結果

Table 89 に示すように，無燐酸区では，無肥料，無窒素区よりも発病が多い(危険率 1?のつ また無



Table 89. ßF:料要素とスギ首の灰色かび病の発，*との関係(終種l試験)

E仔ect of fertilizer application upon the susceptibility to gray mold 

in "Sugi" seedlings (lnoculation experiment) 

i) 病ネ

Percentage of 
infected 
seedling (%) 

48 

84 

71 

77 

45 

- 79 (f/i' I肱・庄司・太111)J;r-~~倒的の2ff騎手Jに Wf-j る liJ f'j'[- 1 

(?{., ') 

18 

83 

71 

75 

45 

。 j 病和!交
Degree of infection 

掛|朴
(9&): 11 (?{.,): 

O 

0 

0 

0 

0 

n
u
'
A
n
u

つ
ム

n
v

Plot 

P.K 

N.K 

N.P 

N.P.K 

Check 

:f, 

無窒素

;無燐lij終

Jlll、 b日刀l

三要素

Jlll、肥料

区

次;こ írr~ カリ. 3 安(素区では.~肥料，無安素区よりも発病カリ区との問にもえ異がある「危険本 50" ) 

が多い(危険二本 1 ?ふ)ご

C. 健全首とり病苦の大きさの比較

Aの闘場l弐険の各区fj ， ら. f注・病苗をおのおの 40 本ずつ任意に抽11I して比較したのが Table 90 で

ある。

Table 90. 健全苗と病苗の大きさの比較

Comparison of the growth between the health seedlings and those a仔.ected by B. cinerea 

P.K 

病苗
Infected 

無室長素

健全前
Health 

料 Check

病古i
Infected 

6.2** 

無杷

健全古f
Health 

it!lJ ぅiii );11) イl!.
Part measurec1 

5.8 

1.1 

5.5 

1.1 1.2 

4.8 

1.1 

首長 Length (c削)

似元作 Diameter 
at the part near root( m削)

校数 NlImber of branch 1.8 

健全前と病釘の大きさの比絞(つづき)

Comparison of the growth between the health seedlings and those a 仔ected by 

B. cineγea (Continued) 

2.0 2.1 1.7 

N.P 三安素 N.P.K

l 病苗!健全苗|病 苗
Infected Health I Infected 

無加里

健全を5
I-Iealth 

N.K 

病古i
Infected I 

10.9** 

無燐西空

健全ヴi
Health 

測定，"íll 位
Part 1ηeasllred 

9.9 

1.7 

9.8 

1.7 

8.4 

1.7 

7.8 

1.8 1.8 

9.2 

1.9 

首長 Length (cm) 

似元任 Diameter 
at the part near root( m刑〉

校数 Number of branch 3.9** 4.4 3.5** 2.8 5.6キ*13.6 

この結果からみて，大苗のほうがり病しやすいと認められるものもあるが，例外もあり，断定はできな

L 、九

D. 肥料要素と霜害との関係

霜害が灰色かび病そのほかの雪腐病発生の誘因となることは，圃場観察からも明らかであり，著者らの

1955 年から 56 年にかけてJ寛苗畑で行ったスギ苗の灰色かび病の，薬剤l防除試験でも恨雪前にはなはだしく

そして霜害の発生と施杷とは密接な問霜需をうけた商については防除効果が認められなかった例がある
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係があるとされているので .Aの闘ii占 l試験にお L 、て偵"ifJ íjの指I， J~の状態を淵 rtr:寸るチ定であったが，その

機会を尖ったために宅!春の 1951 イド 4 月 15 円に ii'j 叶;後発生した~:rll~~-与を調 rt した結果は Table 91 のとお

りである A

Table 91. 肥料姿素とスギf百の話~'ff との I \~I係

Effect of fertilizer application upon the frost damage of “ Sugi" seedlings 

区 名 Plot 荷主将ヰ， Percentage of damage (9ω 

無窒素 P.K 2 

JW， 燐酸 N.K 5 

m, JJrJ 旦 N.P 7 

三要素 N.p.kl 2 

j~ 肥料 Check 2 

このがI果をみると. ，保A カリ .m、燐隈区l土無肥料，無窒素および 3 要素区よりも被官が犬であり(危険ネ

1 %).またíIT\カリ区と主R燐自主区の問にも差が認められる(危険ネ 5 ?&弘、

(2) スギ首に対する追肥と灰色かび病発生との関係

Tì可の試験結果から燐換やカリを欠くと，発病が多くなることが明らかになったn 秋期にこれらの肥判を

追肥すれば抵抗性が増す効果があるかどうかを明ら力、にするために次の内腕を行った、

試料および方法

試験地は秋 11I 県{Jl1北部協和lf'、i にある 1党首畑に設定したぺ 1952 年 4 月 23 日にダ、イアごとアズキを数年間栽

土台した跡地のせきJ巴な士肢を用い. 20 x 30 x 20 cm 内況の木箱(底:こ 2 cm 伐の 2 何の孔をあける〕につ

めて，落胆として l 個あたり硫酸アンモニア 5g. 地燐供石氏 3g ずつ施した、 この千百を同苗仰の未M

うんの宅地に紋が 1 c削でるように昭めたれ これに滑削経営区陀の天然木種子を 1 個あたり 7g ずつま

きつけて，常法によって養成し. 1 (陪あたり 120 本ずつ成立せしめた、

9 月 17 日に. 7 cm 前後に成長したこれらの首に対して，各種の肥料を胞したハ 施用法は少量の士岐

に混ぜて地面に散布して地面にかきまぜた なおH'j石Jf(と硫酸鈎については. 500 cc の水にといて地面uこ

濯注した。 12 月 9 日の調禿によると，硫安と尿素区では-[\'jが秋のひーし， 総色をおびて他区よりもそれぞ

れ1.5 cm. 1.4 c例だけ成長がよかった、同日にあらかじめバレイショ:JJ~天椛益法に 20C で 8 日間培養

しておいた Table 3 の Aの菌株の菌そうの細片 (4 抑制角〕を 1 筒あたり 9cm シャーレ 1 (問分ずつ地

図に散布して接種したわ

Table 92. 境古畑における気象 (1952 年 9 ~12 月)

Temperature and precipitation at Sakai nursery (1952) 

9 月 Sep観測月 7 n ~L-_l.J 

Observed month 1 ノ 1 _L'- 1 
1 上旬|中旬;下旬

最高気温 I "C: 7 いっ c 仇円
Max. temp. (0 C 丸山・ 1ω.U ι フ

最低気温 1 ，~ n 1 

ﾛﾌn. 't~ m;'. (~C)I 17.9 1 15.3 1 12 ・ l

雨量 I ~， ~ I .r n 1 ， n ハ
Precipitation (問削)[ LUd  I せu.u I UU.L. 

10 月 Oc t. 11 月 Nov. 12 月 Dec.

上旬 i 中旬|下旬 l 上旬|中旬| ド句;上旬(中旬 l 下旬
I .~ ~ I ._ _ 1 .~ _ ~.I 
I 19.2 i 15.5 I 13.7 8.41 10.8 i 1.6 I 2.9 ，ー 0.8

10.31 8.31 5.1 I 3.5 , 1.21 0.31-6.5 -4.8
1
-6.7 

14.2! 60.2 i 57.2114.6 1 1加 9|173173313351448
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なおこの試験には各区ごと 5 個のはちを用いた。追肥から恨雪前にかけこの気象条件は. Table 92 に

示した。根雪期聞は. 1952 年 12 月 29 日から翌春 3 月 30 日までであった。

試験結果

4 月 29 日に発病状態を調査した結果は Table 93 のとおりであるで

Table 93. スギ、苗に対する追肥と灰色かび病の発生との関係

E任ect of after manuring upon the susceptibility to gray mold of “ Sugi" seedlings 

1巴 l 施肥量 IpふJZJof egreTof 品ctiz
Amount appliedl-i~f~~-ted~ 1-川 I " 

一一一一 間続り Cg2i~吋li堕笠)1 1H- C%i_:t-r_盟こ」監2
Fertilizer applied 

A 硫酸アンモニア 33 6つ | つ民 7 31 

ーー lJ:.>ll_ate uu 一一一一L一一一一| ーし
B 尿素 Urea 25 69 38 12 19 

過燐酸石灰 1 50 12 6 2 4 Calcium superphosphate 

n 燐酸石灰 7S 1 ~ 4 2 7 
一主些!型n 出向車te_ ._1 _ _ 25 13 ! 一一一一一一

一

E p耐O凶tよ品忍iu丘官 s」』λpμ凶hム1
塩化カリ巴 33 18 11 0 7 Potassium chloride uu W , , v 

G 酸性燐隈カリ :1~ 11 I 7 0 33 11 7 0 4 Acid potassium sulphate uv 11 v 

H 木灰 Ash 250 20 12 1 7 

ì1'í右長 slak-47-I 700 1 -j「下五 2 -1--7 
硫一酪三日 1 33 「 iJー 5 1 6 1 7 Copper sulpha 

無肥料 C~~ 21 11 2 8 

Table 94. 各区のり病率の比較 Comparison of the percentage of infected seedlings 

I A I B E i 1 il I A I B I E I 1 11 A 1 B I E I 1 

** 

:i;1Jl l 
*水 * 

ネネ** * 
*キ

この結果カーら有志差のあるものをとりだして比較したのが Table 94 であるニこの表ーから町[酸アンモ

ニアと尿素区はほかのすべての区よりも発病が多いじ硫酸カリや消石灰区では無肥料区とは差がないが，

かえってほかの発病の少ない区よりは多くなっており，カリや燐酸の追B~は発病を低下しない。

(3) スギ苗に対する iEW巴と菌核病発生との関係

試料および方法

この試験地は祭淵分場首畑に設定した。この土壌はクロボクからなるせき tlFな軽壌土である c 試験設計

は 1 Plot 0.5 m2 とし . 5 連制の古L塊法により，各区に対して 1954 年 5 月 20 日に墓肥として m2 あた

り次の施胞を行って，長野県産種子をまきつけて常主主によって養苦しておいた。

施肥託 ， m2 あたり，硫酸アンモニア 150g. 過燐酸石灰 50g. :極化カリ 10g ， 追肥主して 8 月 9 日に

各区に硫安を 6g 施す。
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Min 

25 • 5 15 25 5 
Od 

Fig. 5 釜淵分場苗畑における気象条件 (1954 年)

Temperature and precipitation in autumn at Kamabuchi (1954) 

9 月 13 日に各区に対L て追肥，薬剤散布および恨切りなどの処理を行ったコ

この追肥から恨雪までの期間の気象条件を Fig. 5 に示した。

10 月 28 日の ;v;~査によると，石灰区は緑色をおびて秋のびの傾向が認められた。 MH-30 処溜!区では赤

銅色を呈し，しんのほうの針葉が聞いていちじるしく硬化が進んだが，恨の発育ははなはだしく阻害され

た。 11 月 24 日に各 Plot 30 本ずつに苗木をそろえて，あらかじめバレイシヨせん汁寒天培養主1;に 20"

C で 10 日間培養しておいた菌そうの細片 (4 刑問角)を 1 Plot あたり 9cm シャーレ I 個分ずつ地面に

散布して接種した、 H~雪期間は 12 月 22 日から翌春 4 月 17 日までであったっ

f削除結果

4 月 25 日の調査結果は Table 95 に示した。
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この結果から， MH-30 区ではきわめて発病が少なしついで恨切り区がよく，ほかの区では差が認

められない。なお MH-30 処理苗は 5 月に入って， まず成長点の部分が枯死し， ついで全株が枯れた

(Plate 15. 3) 。

任) 林地植付スギ苗に対する施胞と灰色かび病の発生との関係
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林地における灰色泊ゐび病の発生は，軟弱徒長苛!こはなはだしい〔これは古畑における施肥と密接な関係

にあると思われるので，次の試験を行った内

試料および方法

高;験地は主主淵分場古畑およびその隣接地に設定した2

供試床替;苛は 1952 年 1 月 21 日秋田県下の角館苦畑において次の1却巴を施して秋田営林宮管内仁別経

営区産の突然木の種子をまき付けて主主的しておし、たc

施肥量， 1n2 あたり，堆1巴 1. 5 kg ， 硫酸アンモニア 100 g ， 過燐酸石灰 80g ， 塩化カリ 20g

1953 年 5 月 5 R に主f: IJ;;1分場苗畑において ， n;肥として Table 96 に示す量を施m し，首長約 11 cm の

首を選んでがあたり 64 木ずつ床替を行った勺なお試!倹設計は 5 同くり返しの舌L塊法によった、

.ìß肥として， 6 月初日にB ， C , D , F , H 区に対して:土，硫安 20g を 51 の水に怖かして施したっ

E 区については，統安 20g を水に院解し，さらに 15 g を土皮と混和して施肥したc

7 月 14 日に前|司と同じ区に硫安 35g を追肥した。さらに 8 月 12 日に H区に対して根切りを行ったの

以上のようにして益成した苗を 9 月 22 日から 2-1日にかけて掘りとり，ただちに苗畑に隣接する幼令

スギ林内の草生地に航えつけたご試験設計は 1 Plot を列状Eこ 40 本とし， 5 連市jの乱塊法によった こ

の際の首聞は 50 c削， Plot 聞は 1. 5m としたご槌付時の古i木の成長状態は Table 97 に示した。

11 月 21 日にあら方通じめペレイシヨせん汁寒天土庁養j去に 20 C で 8 日間培養しておいた Table 10 の

D菌株の菌そうを乳ばちですりつぶし，殺菌水iこ浮遊せしめ，ガーゼで溜過したのち，ふん努総で苗木に

接種した。接種量は 1 Plot につき 9c削シャーレ 15 個分を 101 の水に稀釈して用いたっ恨雪期間は

12 月 27 日から弔!春 4 汀 15 日までであった

Table 96. hﾍl� 1巴 量

Amounts of fertilizers applied to the ‘ 'Sugi" seedlings for planting 

肥料 Fertilizer 硫 安過燐酸石氏 l 塩化カリ|堆 肥
AT?T?oniun; , Calcium su~er、 Potassium 

区名 Plot sulphate (g) phosphate (g) chloride (g) Compost (kg) 

A 無1、窒素 P.K 0 (120) (30) 0 

B 無燐酸 N. K (100) 155 0 (30) 0 

C 無力H 旦 N. P (1ω 155 (120) 0 0 

D 三要素 N.P.K (1ω 155 (ω (30) 0 

E 窒素i位多Excessivea1110- [ 150) 220 (120) (30> | 。
unt of nitrogen 

F 室長素単m Nitrogen only (100) 155 0 0 0 

G 堆肥単沼 Compost only 0 0 0 8 

H 言言守匙Z ムning (100) 日 (ω l (30) 0 

無肥糾 Check 0 0 0 0 

注 ( )・ ・は基肥 Note: ( )ー. . • Applied at the beginning of the experiment. 

試験結果

4 月 30 日の調査結果は Table 98 に示した。

この結果から，根切り区ではまったくり病せず，ついて、無窒素区，窒素過多区の!阪に少なく，発病の多
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Table 97. 供試山出百の成長 Growth of the seedlings for planting 

区名

A 無室長素 P.K

Plot 1 首長 1 111(元径 l 重 量
Length Ccm) Diameter (問問) Weight Cg) 

B 無燐限 N.K

C 無力日旦 N.P

D 三要素 N.P.K

E 窒素過多 Excessive amount of nitrogeni 

F 窒素 ììi府 Nitrog巴n only 

G 堆肥単用 Compost only 

H 三'JJ.i素 N.P.K 恨切り Root pruning 

無肥料 Check 

19.6 3.8 14.0 

19.4 3.1 17.2 

20.2 4.0 19.6キ

19.2 3.9 19.5* 

17.2 3.4 15.6 

20.3 4.0 19.0 

25.8 4.3 20.1 ネ

16.4 3.8 15.5 

19.6 3.9 14.4 

Table 98. 苗畑におけるスギ、首に対する施犯と林地における灰色かび病の発生との関係

Effect of fertilizer application in seedling bed upon the occurrence of gray mold 

of .. Sugi" seedlings in plantation 

区 名 Plot 
|percentaEe of DeRreeof idection 

infected seedlin(0/g 。〆 十件 l! 件 + 
(%)1 ITT (%); TI C%)' , (%) 

A 無窒素 P.K 9** 。 4 5 

B 1Wi燐酸 N.K 23 7 7 9 

C 無加里 N.P 22 8 6 B 

D 三要素 N.P.K 23 6 9 B 

E 窒素過多 Excessive amount of nitrogen i 13* 5 2 6 

F 窒素I詳月î Nitrogen only 20 4 4 12 

G 耳tij í': r詳斤J Compost only 46** 19 19 B 

H 三要素 N.P.K M切り Root pruning 。** 。 。 。

無肥料 Check 21 7 ら 日

いのは堆肥 i向日区であり， iまカ・の区には差が認められない 以上の計果は前の生育状態と答、援な関係があ

るものと認められる。

(5) 前床におけるスギ、IYIの生育状態と菌核病に対する抵抗性との IllJ係

õjlli者らの飢察によると，徒長した古{や，前床に泊密に成立したところに生ñしたきょ弱な首は，雪!肉病

の被害がきわめて多い。ゆえにこれらの前の s. kitaji別問。に対する抵抗性をたしかめるために次の試

験を行った。

試料および方法

供試菌は Table 20 の A の菌株とし，供試首は 1956 年 11 月 15 日に秋田県北秋田郡合川町，上え

野苗畑のまき付苛の中から次のような苗を選んで 6 寸はちに移植した。

徒長古7 ・ 根切りによる成長抑制を行わないもので首長 17~20 cm 

過密成立首 ....m 2 あたり 1， 000 本前後成立して被圧されて夜化の進まない緑色をおびたもの，首長 7

~8cm 

普通 -w. 目.根切りを行わず赤褐色を呈して夜化の進んだもの，首長 13-16 cm 

11 月 26 日にあらかじめバレイシヨせん汁銀天培養主に 20 0 C で 1 週間培養しておいた苦そうの細片
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(4 制御角〕をïJ1に機種して，積雪中に埋めた二消雪は翌春 3 月 21 日でその際の発病状態を調べた J

I試験結果

Table 99. スギ苗の生育状態と s. kitajimana に対する抵抗性との関係

Effect of growth of "Sugi" seedlings upon the resistance to S. kitajimana 

区 名 Plot 
|供試首数

Nurnber of 
I seedling tested 

り病率 1
Percentage of 

infected seedling 
(%)[ 

徒長苗 60 63材
Overgrown seedling 1 

過密成立il'f
Gr巴en seedling 

1泉準 111
Control 

100 

60 

70** 

30 

り病程度
Degree of infection 

"， 1 件+(%)1 IT (%) , (%) 

o 30 33 

11 

。

Table 99 に示すように，徒長首や過脅iこ成立した苗はし、ちじるしく抵抗性が弱いことが明らかである〉

14. 論議

(1) 著者らの観察結果と豆腐府習の分布と積雪分布図との関係からすでに述べたように，根雪崩問が大

体 100 日をこすと被官が多くなり，松尾川町の祢えた冬作物の雪害棋を準用しても大過ないと忠われる。

原田・柳沢211はエグマツwの雪腐病は|只雪組問の長いほど発生が多いことを報告した

著者らのスギ}17の凶核病の発生と恨雪期間との関係の~.~\!，淡では， 1ì'j雪区でも根雪崩聞が 120 日をこした

ために発病が多く，自然的雪区や堆雪区との差が切らかでない。この原因としては，さらに供)t~立が病原

性の強い菌株であることや副!雪期に排水が不良だったことがあげられるつしかし ， Botrytis と Sclero

tinia の接種時期を1民雪~本IJ (12 月 13 日〉と消雪の 50 日前 (3 月 5 日〉に行った試後では， jit雪当初J

の接種区は阿病ともに後で接種した区よりもはるかに発病が多い。したがってこの結果から根雪期聞が長

いほど発病が多くなることが間接;こ証明されるごしかも一部の人々が信じているように，これらの病害は

融雪期におし、てだけ発生するものではなく，すでに積雪下;こおいてまん延しつつあることを示すものであ

る。

(2) KORSTAIN叫が〆グラスフア-1'8:こ対して雪庄を防いで，雪腐病の防除に成功した主報告しており，

またわが国においても会表されたものはないが， 1 , 2 の人々により防除効果がえられたといわれてい

る しかし著者らが水筒を被湿して雪圧を防ぎ， S. kitajima仰の接種弐!換を行った結果は，スギではわ

ずかに積雪に接した区よりもり病程度が低いようであるが，アカマツ，クロマツおよび rイツトウヒでは

虫、えってり病程度が高くなった。しカ・もこれと同じような例がスギ仮槌苛の暗色雪腐病について，著者ら

(佐藤・太田・庄司11") により報告されているこ以上の結果がえられた原因としては，病原菌が苛に接種

されたために雪圧によって地面に存在する病原菌に接する必要がないこと，箱内の空中湿度は飽和状態で

発病:こ十分で、あり，温度もすでにのべたように積雪;こ援した場合よりも O.5~1. 0 つ C ぐらい高く，菌の発

育にきわめて好適て、あったことがあげられる士したがってこのような方法による防除を行う左きは，薬剤

散布を併用する必要があろうコ

(3) 暗黒状態でスギ苗に対して B. cinerea と S. kitajimana を接種した区は明るい状態におけるも

のよりも発病が多い己これはすて、に述べたように暗黒区では菌糸の発育のよいことと，寄主の抵抗性が低

下することに基因するものと考えられる 3 この結果からこれらの菌は暗黒な積雪下における侵害まん延に
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:ìJ!ijした性質をもっていると認められ，松浦刊のレンゲソウの菌核病についての報告と一致するコ

(4) すでに述べたように積雪下における地面の温度は常に OOC 付近を示すが， tこえず地中から熱が供

給される。これをしゃ断した場合には凍結した土壌の融í~もおくれて ， B. cinerea , S. kitajimana の丙

菌とも発育と悦容がし、ちじるしく抑制されたc

(5) 関係湿度とスギ苗の菌核病の発生についての試験結果は， 100 %区でもっとも発病が多く， 98 ， 94 ，

92 %と次第に低下する l この結果は保坂3:J)の灰色かび病についての結果よりもやや沼度の要求が大きい。

(6) 首加における雪腐病の被害についても，消雪がおそく排水不良なところでは，はなはだしし、つしか

しこのようなことは林地においていちじるしい。すなわち沢通り，平坦札J，緩斜地，凹地あるいは林縁な

との積雪が多く排水のよくない地形のところでは被皆がきわめて多いコこれに反して傾斜面などのiì'j雪が

はやく排水のょいところでは被筈が少ないのこのような例は多雪地滑における秋植のスギやアカマツ苛に

多い。以上のことは，士藤川町のスギ・の仮植苗の冨腐病は斜面におけるものに比して沢布や平坦地や経斜地

では被害が多いという報告および粕谷日}のスギ苗の灰色かび病は沢通りに発生が多いという飢察結果と一

致する。なお，平坦地や沢j湿りで雪腐病の被害の多い原因としては，このような地形では霜害が多しこ

れが発病の誘因となることも考えられる。

(7) 菌の発育と土成水分との関係については，阿国とも 0~40 %の乾燥土)jii区では不良で， 55 ?i区で

もっともよし、。そして水の停滞する 70 %区でも不良となる すでに述べたように，積雪下の土壊水分は

ほぼ 50~60 %であり，病原菌の発育にも好適な条pí二と認められる。

ところが融雪期の排水がきわめて不良な場合にはいちじるしくスギ苗の商核病の発生を多くした。これ

は，積雪下においてすでに発病しておったものが排水不良な環境において寄主が抵抗性を失い，しかも積

雪下から露iI:した際には温度が急激に上汗するために被告がまん延するものと考えられる。

ãî床の排水の良否は床聞の高さと密接な閃係がある J スギ・苗の灰色かび1Î/J ， 国核病ともに平床や111床で

は高床におけるよりも発生が多く，とくに灰色かび病では平床や低床でないと発生しなし、。ところが菌秒、

病では高床でもかなりよく発病する。これは灰色かび病菌では病原性が9ß く，不良環境にある寄主を侵害

しやすいが，菌主友病菌では病原性が強いために良好な成境でも仮宮できる虫、らであろう。

(8) 松尾川町はムギ‘の雪腐病の発生は，重粘な埴土に発生が多く， EE土には少ないと報告した τ 著者ら

のスギ、苗のm腐病についての試験結果もほぼこれと一致したっすなわち軽焼土および砂土においては，灰

色かび病，菌核病ともに発生が少なく，閏結した埴土やJ白土では多いυ とくに灰色かひ、病ではi怪援土や砂

土における発病はきわめて微々たるものである G またジシバリやシンジユの葉を被覆して病原菌の発育ま

ん廷をはかった区て‘も~処理区との発病の差が現われない。さらにこの結果をたしかめるために，軽壊土

に成立するスギ苗に対して B. cinerea と S. kitajima仰を混合して接種した場合にも灰色かび病は発

病せず菌核病が発生した。この原因については自然発病では両首が 1 本の前を同時に侵害していることも

あるので，両菌がきっ抗作用を有するためではなく，病原性の強弱の差がいちじるしいためにおこるもの

と考えられる。

以上の結果からみて，発病には各土壌の通気と排水の良否がつよく影響しているものと思われた。土壌

の排水の良否については，森田時』こよれば合空気孔際量であらわすのがよいとされている。著者らの測定

によれば発病の多い国結j直土，埴土でt土合水量が高く，合空気孔隙量は低く，発病の少ない軽主義土では逆

の数値がえられた。しかも合空気孔隙量の季節的変化をみると，積雪前の降雨後では低く真冬の積雪下で
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はかなり首くなり，融雪期に入ると，はなはだしく低くなる一これらの結果は各種士擦における排水の良

否を適切に現わしている 4 山崎152) は畑作物では空気が士壌容積の 30 ?6以上を占めると波書が但らぬと祢

しているが，積雪下における状態はこの数値をはるかに下廻るが，積雪下の低温は;/111害そのものを緩和す

るであろう。

発病の多いj直土と発病の少ない軽震土における病原菌の発育が発病と一致するかどうかをたしかめるた

めに，下胞の稿 f: と表土の軽l:1~土およひ、腐舶土とこれらのせん汁で作った寒天培養基における発育を調べ

た。その結果はむしろ発病とは逆で養分の少ない埴土におけるよりも，養分の多い腐li11土やl:Ji:士のほうが

はるかによく，各種土演における発育は ， Sclerotiηia よりも Botηtis のほうが良好である。したがっ

て，菌の発育には不適な士撲においても 寄主iこ対する環境が不良であれば，かえって発病を多ぐするこ

とを示しており，とくに Botrytis においてこの性況が強〈現われる c ゆえに士境の物理的性伎のいかん

が発病を支配したと認めるべきであるご

(ω M雪状態では，灰色カ aび病はmが地図に密着しなくとも空中波)支が高ければ，よく発病するが，菌

核病では集中i限度が高いだけでは不十分であり，湿潤な地面に援者するか，十分な水分が与えられること

によっていちじるしく発病しやすくなる。これはすでに述べたように S. kitajirnana I 土 B. cinerea よ

りも水分の'Jti:;Rが大きいことに基因するものと考えられるご以上のことは積雪下の-ai木が雪庄によって ì!!l~

ìf\~lな地図に密背した場合は菌該病の発生に好適な条件となることを示すぺ

(10) 無雪状態では Botrytis (土寄主に無数の分生胞子を形成した場合はこれによって新たに伝染，

発病まん延せしめ，その形成のない場合よりも発生が多くなるつこのこと力、ら分生IJ包子の形成のまれな積

f，ftFーでは， ;fTIl，室状態における場合よりも発病には不泊ーな原因となるものと考えられる一 すでに S. kita 

jirnana は低温暗黒な状態では B. cineγea よりも発育が良好な傾向があることを述べたL さらにω と (10)

の結果はともに次のことの証明になる。すなわち無雪状態では Botrytis の病原性が強く発現し，積雪ド

では逆に Sclerotinia のほうがはるカ Jこ強く現われる。灰色かび病ではほとんど年l況を通じて発生するの

に菌核病では積雪下虫、融雪期以外の自然発!万がないc

ω 百f，/lfにおける肥料'Jti宗とスギ前の灰色かび病の発主との関係については，積雪下における悶場弐験

の結果では 3 要素中燐酸およびカリを欠いた場合iこは無肥料，無窒素および 3 要素区よりも明らかに発

病が多し、。また然雪状態て、行った接種試験の結果て1土，無燐酸， '1lIiカリ区のみならず 3 要素区も無肥料お

よび)!正装素区よりも発病が多いc 要するに窒素が過多で燐E設やカリが欠乏すればはなはだしく被官が増大

するものと認められるつそして苗の犬きさはおもに窒素が交配するので，燐酸とカリが欠乏している徒長

官ではとくに危険であろう 原田・柳沢21) はエヅマツ市の雪腐病ではせん弱な小首は健令!なる犬前よりも

被害が多いと述べているが，著者らの各区の健苗と病菌の犬きさの比較ではいちじるしい差が;現われなか

ったが，被圧されたせん弱苗がなかったからであろう c

VON NEGER肘および KORSTAI:<I'"はダグラスフアーそのほかの針葉樹苗では霜害は灰色かび病を誘発

することを述べているコ苗木の霜害の発生l土施胞と密接な関係があると称されているが，著者らの結果は

とくに無カリ区に被害が多く，ついで無燐酸区もいちじるしく，ほぼ灰色かび病の発生傾向と一致する c

安田明はオオムギにカリ塩を追肥して耐寒性を与えたと報告し，宮崎町はスギの秋のび抑制に消石灰

の施用が効果があると述べた。著者らがスギ苗の灰色かび病と菌核病を対象として種々のカリ塩，燐酸，

窒素，消石灰，木灰，硫酸鈎などの秋季;こおける施用と根切り， MH-30 処理などを比較した結果では，
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尿素や硫酸アンモニア区では秋のびして硬化がさまたげられて，すべての区よりも発病が多くなったが，

カリ，燐酸，木灰および消石灰では発病が低下せず，消石灰では多少秋のびしたごこの結果がでた原因は

土擦の特殊条件と秋季の気温が例年に比して高かったことによるものと考えられる J ところが MH-30 処

理とれ切りによる成長抑制効果はし、ちじるしく，菌核病の発病が低下した。しかし MH-30 処理は苗に薬

害がし、ちじるしく翌春に枯死した乙ゆえに，燐酸やカリは来日巴として施し，秋のび抑制は仮切りによるの

がもっともよいと認められる。

似) 山出しスェド苗に対する首畑の施肥と村崎lにおける灰色かび病の発生については，無燐酸，無カリ区

でも 3 !思索区とは差がでないの

しかし 8 月に恨切りを行って成長を抑制した区で‘はまったく発病がなく，ついでJWi窒素区，窒素過多区

のI1肢に発病が少なくなる〉室奈過多区が発wlの少ない原因は，硫酸アンモニアを過多に施したために，苗

木の生育が阻?与されたためである〉ところが. þ注目巴 q'tlJj区では秋のびしたために，発病がもっとも多い

以上の結果は釜~:M分場I'M聞は特殊な土壊力‘らなるために起ったものである。しかし施胞の種類に関係なく

秋のび首では被告が多く，これを抑iij/jすればいちじるしく被告ぷ低下することが明らかに現われている

ω スギの徒長苗や過密に成立して硬化不十分な苛では菌主主病に対する抵抗がし、ちじるしく低下する、

このことは，百ï*JUにおける施肥や間引のいかんなどがこの病害と密接な関係〉含有することを示すものであ

る c

K 養苗管理と環境が針葉樹首の灰色かび病と菌核病の発生におよぼす影響

すでにこれまで述べてきた紡果から，雪腐'fF1の被告の発生は環境や益1'8)]・法と密接な rj!J係にあることが

わかる。この見地から矧在実施されている各種の育前管理の中には，検討を!J1.tするものが少なくなし、。こ

こではこれらの管理法が首木に対していかなる環境を与え，これが苗木の病害に対する抵抗性にどのよう

に影慢しているかを明らかにして，被害に刻する抵抗性の強い市木を作る技術を確立することを目的とし

Tこ C

1. 根雲前の首の被覆が灰色かぴ病と萄稼病の発生におよぼす影響

積雪地方において，スギそのほかの針葉樹首を霜害や霜柱の害から防ぐために，初霜の直前からササ，

ワラあるいはりラピなと・で被澄して越冬させることがある n このような場合，はなはだしく雪腐病の被害

が発生した例が多い。 L iJ、も灰色かび病では，すでに積雪前にも発生することがあり，積雪下において被

害がまん廷し. 11'~雪後にも被覆物をかけ放しておいた場合に雨天がつづくと，はなはだしく被害が増大す

ることがある。

ムギについて柿崎判は秋季に被覆すればし、ちじるしく耐雪力を減退することを報告している。

ゆえに著者らは以上の問題について実験的に研究を進め，被害の増大する原因を明らかにして防除対策

を樹立するために次の試験を行った。

(1) 被覆物の種類とスギ盲苗の灰色かび病の発生との関係

試料および方法

試験地は秋田県角館町にある角館苗畑に設定したっ供試苗は 1949 年春まきの当年生首で，同苗焔に養

成中のものである。



針葉樹首の雪鳴病に関する研究-1 (佐藤・庄司・太l五) - 89-

同年 11 月 8 日に Table 100 に示す必険区を 4 連制の乱塊法によって設定し被tu物をかけ放しにして

越冬せしめたっ

12 月 11 日の調 ~Eによると，被;立区の自l'土鮮やかな緑色を呈し，きょ弱な;惑がしたニ保雪期間は 12 月

25 日から翌春 3 月 30 日までであった

試験結果

Table 100. 霜よけの被夜物とスギ苗の灰色かび病の発生との関係

Effect of the covering of seedIing beds with severaI mulchs during autumn.winter 

upon the occurrence of gray mold of ‘ 'Sugi" seedIings 

区名 Plot

り病半
数量 Percentage of 

Amount I infected seedIing! "' 
I (%)!肝

Per m' kg 45** 
1.0 

40 本 43料

り病程度
Degree of infection 

(9の)特(%) + (%) 
業
白
サ
お
ラ

v
m
ι
 

a

r

 

e

g

 

-

-

n

∞
 

E
'
D

一

山

m
一

札
口
弘
一

山
治
サ
I

ワ

Check 18 

II 27 7 

10 20 13 
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4 12 2 

Rice strow 0.6 lig 32* 

注・?答案はヤマモミジ，コナラ，カスさザクラ，ササはクマイザサ. 1 本に 7 枚前後の業者生3

Not巴: FaIlen Ieaves: Aceγ palmalum THUNB. var. malsumurae. Quercus serrala etc. 

Bamboo-grass: Sasa paniculala 

Table 100 に示すとおり，各被叡区とも発病が多く， ワラ l玄はやや少ないが， ほかの区との聞に有意

tさがないづ

(2) 針葉樹首の被後時期と発病との関係

回J訪における観察;こよれば， 7i7の被差立I時期がi土やし、{まど被害が多力‘ったので . J火の試験を行ってたしか

めたっ

A. 固場~"\験

試料および方法

供試菌:土 Table 20 の B菌折、を用いたっ試験地l土釜淵分場苗畑に設定したこ供~苗l土 1955 年 4 月 27

日に次の基肥を施して，上小阿仁営林~-t1;内産天然木スギ種子および長野県産アカマツとクロマツ種子を

まきHけて常法によりをを苦しておいたc

施肥量， m2 あたり，よ間巴 1. 5lig. 硫般アンモニア 80g. 過燐酸石灰 90 g , ~~c~化カリ 25 g 

9 月 12 日におのおのの樹種を 111.2 あたり 400 本にそろえて，所定の時鶏ごとにスギ・の枝葉を用いて苦

を被覆したc その程度は東芝照度計 5 号型を用いて 11 月 12 日午後 2 時(晴〉に測定した結果は，対照

区が 4.200 ルックスに対して被覆区は 145 ルックスであったっ 12 月 14 日にあらかじめバレイシヨせん汁

寒天培養基に 20'C で 10 日間培養しておいた菌そうの細片 (4mm 角)を例2 あたり. 9 c例シャーレ 4

個分ずつ地面に散布して接種したc

この際当日の被覆区以外の被覆物は全部除去して越冬せしめたこ根雪期聞は 12 月下旬から翌春 4 月中

旬までであったコ

なお秋季における気象条件は Fig. 6 に示したコ
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Fig. 6 釜v:n分場苗畑における苗木の被i定期間の気象条件 (1955 年〉

Temperature and precipitation in autumn at Kamabuchi (1955) 

試験計果

12 月 14 日における各区の苗の色調と含水量を調べた結果を Table 101 に示した。

Table 101. 被覆苗の色と含水率

Color and water contents of the coniferou日 seedlings cov巴red with mulchs 

被覆時期
Date of covering 間種 Plant species 

13/JX '55 

スギ“Sugi"

アカマツ Japanes巴 red pin巴

クロマヅ Japanese black pine 

7/x '55 

スギ“Sugi"

アカマヅ Jap. r. pine 

クロ~ ';1 Jap. bl. pine 

|スギ“Sugi"
アカマツ Jap. r. pine 

|クロマヅ Jap. bl. pine 

2/x '55 

Check 

スギ.“Sugi"

アカマツ Jap. r. pine 

クロマツ Jap. bl. pine 

色 Color |含水最
Water content (%) 

76.6 

73.8 

70.5 

75.1 

73.4 

71.9 

72.2 

70.4 

70.1 

64.3 

67.7 

64.2 

この表に示すとおり，各樹種とも被極時期のはやいほど鮮やかな緑色をfr.lし，含水普が高く，硬化かさ

乱1ineral gre巴n

Light bice green 

Light elm green 

Lumiere green 

Biscay green 

Light elm green 

// 

またげられているご

4 月 24 日に発病状態を調査した結*は Table 102 に示した。

ニの結果から，各樹種とも被覆の時期がはやいほど発病がし、ちじるしく，とくにクロマ Yやアカマヅで

は被覆の影響が大きい。また 12 月 14 日から被復し放しのものと対照区との間にはいちじるしい差が現

われない (Plate 12 , 13)0 

B. 被告2苛の B. cinerea と S. kitajimana に対する抵抗性

試料および方法

Light bice green 

Biscay gre巴n

~ Old gold 

Serpentine green 

Biscay green 
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Table 102. 針葉樹首の被震時期と菌{亥病の発生との関係(悶場〕

Effect of th巴 covering periods of seedling beds upon the occurrenc巴 of sc1erotial 

disease of several coniferous seedli昭s (Field) 

被覆時期
Date of 
covenng 

樹種 Plant species 

スギ、“Sugi"

13/IX '55 I アカマツ Japanese red pine 

クロマツ Japanese black pine 

i スギ“Sugi"

7 /X '55 アカマツ Jap. r. pine 

l クロマツ Jap. b1. pine 

|スギ“Sugi"

22/X '55 アカマツ Jap. r. pine 

l クロマツ Jap. b1. pine 

|スギ‘“Sugi"

22;:粗 '55 I アカマツ Jap. r. pin巴

クロマツ Jap. b1. pine 
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供試菌 B. cinerea....... .Table 10 の D

S. kitaji畑山1a ... .Table 20 の B

|り病率 り病程度
Percentage of Degr竺e of infection 

infected seedliin。，O，gJ 、 1 十件 十+ 'n/¥ + 
C?6) '" (%): lT (%), (%) 

96 84 B 4 

100 70 7 23 

91 70 9 12 

96 88 3 5 

90 77 3 10 

94 71 6 17 

84 72 7 5 

100 66 10 24 

73 52 9 12 

16 9 3 4 

3 。 2 

10 3 3 4 

19 9 4 6 

8 2 2 4 

。 。 。 。

12 月 14 日に Aの各区から各樹種とも任意に 60 本ずつ選んで掘りとり， 6 寸はらに各区ごと 15 本ず

つ 4 個のはちに任芯の配置に混lj直した。 12 月初日に各はちに対して，あらかじめバレイシヨせん汁寒天

培養基に 20'C で 1 週間培養した菌そうの 9c叩シャーレ 1 個分の細片を苗木に塗まつ接種し，トタンカ

ンを被覆して減室となし，はち底は深さ 3cm の水槽につけて混j南に保って室内において発病せしめた=

試験結果

1 月 7 日の調丘結果は Tabl巴 103 のとおりである

この結果をみると，悶場における試験結果とほぼ同じ傾向を示した。この結果から被後苗は雪腐病に対

する抵抗がし、ちじるしく低下することがわかる。

C. 両菌に対するスギ、苗の抵抗性におよぽす光線と温度の影響

跨{・河島20) によればコムギは高温にあわせると雪害に弱くなると報告し， TUMANOVL~3) ， DEXTER1 :l/お

よび KNEEN ・ BLISH'づによれば，低温処理により耐寒性が増加する場合:こは必ず光を必要とする

百を被覆した場合には光線をさえぎり，しかも Table 104 :こ示すように低温から保護されるので， F

れらの関係を明らかにするために次の試験を行った乙

試料および方法

供武菌はB の試験と同じものとし，苗もその無被覆苗を用いた。 1955 年 10 月 16 日に 9 c制服高シ

ャーレに 1 個あたり 25 本ずつ穆航し， 11 月 24 日まで次の処理を{子ったつなお各処理ごとに 4 個のは

ちを用いたり
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Table 103. 針葉陶)百の彼逝時期と灰色かび病と菌般病の発生との関係 (Pot)

Effect of the covering periods of seedling beds upon the occurrenc巴 of gray 

mold and sclerotial disease of several coniferous s巴edlings (Pot) 

灰色かび病 Gr…lr:e I 菌怖 k制叫山…le同凶附e訂的吋…ro附凶Oω凶山t任白i匂a山出被告主時期 i
fM 種 り 病率 1 り病o程f i度n Degree り 病-率~J り病n干程:度n l Degree 

Date of Percentage __  0一旦竺型竺 percentage'_ _ of _ini_ection 
covermg Plant species of infected | 1 10f infect巴?J+十十 件

dling(%) 掛(%)廿(%) + (?-â;~edîî~~c~iò:itr (?心(%)+(%)
A ニド

100*ネ 47 I 18 i 35 100林 15 67 “ Sugi" 

13//iX'55l l アカ 100ホ* I 55 1 20 25 Japanese red pine 
| クロマヅ l 90ネ* 17 23 50 Japanese black pine 

ス ギ 99** 35 22 42 93氷* 10 I 10 73 “ Sugi" 

7/ノX '55 1 アカ ツノ 100** 20 33 47 Jap. r. pine 
ク p 司有r ヅ

82** 2 3 77 Jap. bJ. pine 

ス ギ 80*ネ 7 55 93ネ* 13 5 75 “ Sugi" 

22/X '55 I アカマ ツ 97** 17 15 65 Jap. r. pin巴

ク Iフ 】マ ツ 76** 18 15 43 Jap. bl. pine 
A ギ 5 。 。 5 2 。 。 I 2 “ Sugi" 

Check I アカマツ 5 。 。 5 Jap. r. pine 
クロマ ツ

。 。 。 。

Jap. bJ. pine 

Table 104. スギ、のさき付床における各種の被夜物下の温度(釜淵:分場苗畑 9~10/XI '57) 

Temperature under several mulchs on the “ Sugi" seedling bed at Kamabucbi nursery 

区 名 Plot 

ワラ Rice stro、;v 17 

18 

落葉 Fallen 1巴aves 15 

Check 25 

20 

。

20 
-'-1 

("1 1白 31 
-←一

nu 
-
-
ρ
ν
 

vv 
nv 

M
川Od 

Fig.7 試験期間中の温度(秋田市) 1955 年

Temperature during the experiment at Akita 

夜 Night (Oclock) 17~ヲ

Min. mlMaxr  Min. (OC) 

9 7 。

9 7 -3 

B 7 -2 

9 7 -6 

高温・ I珂区・ 200 C の保光式恒温慌に収め

る。

Ma.x 

高温・暗区…20 0C の普通恒温器に収めるつ

低温・明区…戸外に放置っ

低温・陪区…戸外において木精で光線をし

や断ご

なおこの処理期間中の戸外の箱内の気温を

Fig.7 に示したご 11 月 24 日に以上の各処

理苗に対して Bの試験に準じて 1 恒あたりシ

ト~i代
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ヤーレの 1/2 査の首そうの絢Jtを塗まつして接種したυ この苗に水分をl反収せしめたザラ紙 3 枚でおお

い，さらにその上をピニールで包んで， 5~15cC の暗室内において発病せしめた二

試験結果

1 月 9 日の調 i宅結果は Table 105 のとおりである c

Table 105. スギ首の灰色方、び病と菌伎病に対する抵抗性におよ iます温度と光線の彩子?

Effects of temperature and sunlight upon th巴 susceptibility to gray mold and 

sclerotial disease of “ Sugi" seedlings 

処 理 Treatm巴nt

灰色かび病 Gray mold 菌仮病 Sclerotial disease 

つ病率 i り病程度 Degree り病率 i り病程度 Degree
|PErcentage! Qf infectiOL;percentage|一一J日些坐L

SeI:2774〕川(~の'-tt(%) +ω|;;E2273作(?b) 件(P4)!+(%〕

低温 Low J(C)明Light
temperature l(D)踏 Dark

85 58 13 14 88 51 18 19 
100 87 9 4 94 53 21 20 

49 7 9 33 19 。 。 19 
55 27 9 19 49 I 19 B 22 

高温 High JωI珂Light
temperature lω陪 Dark

この表ーをみると，いずれも苗に対する光線のしゃ断と高温処理は発病が多くなり，とくに高温・ n吉区で

はいちじるしい3 逆に光線と低温を与えた場合には発病が低下し，とくに低温・明区ではL、ちじるしいコ

各処理問に有志;jf:.のあるものをとりだして比較対照したのが Ta1J le 106 , 107 である

Table 106. 灰色かび病発生のlt絞 Table 107. 8'11-妻、病発生の比較

Comparison of the infection by Comparison of the infection by B. cinerea 

A B C D 

A "包 ** ネネ

B 持 ** 
C ** ** 
D ** ネ*

S. kitajimana 

A D

料

3
3

ネ
*
一

I

一
*
*
一

*ネ

** 

D. スギ îDの被訟が水分，糖分合主主および?f;透価の季節的変化におよぼす影間i

ムギ;績については，事77分含量と而f雪性との間1こは密接な関係のあることが，多くの研究者に報告されて

いるので， i??の;[;\!放を行った

試料および方法

1956 年 4 月 30 円二秋田県下の究古~f.回二おいてムの施犯を行って，上ノj、阿仁営{イ:宮管内産天然木種子を

まきつけてぽあたり約 500 本ずつE史料;せしめて 30 m' の床;こ養苦しておいたコ

施肥量，刑宣あたり ， Þ間巴1. 8 kg ， 硫繋アンモニア 60g ， 過燐酸石灰 60g ， 塩化カリ 20g c

9 月 13 日その午会分の 15 m' 分をスギ、葉で被覆して越冬せしめたここれら両区から 12 月 6 日，翌年 1

月 8 日， 2 月 5 日および 4 月 23 日 iこ 10 cm 前後の苦を任意;こ掘りとって iJ1i'定と分析に供した。 なお供

試部分は壇上部だけ-;こかぎったc 糖の定量には恨を除いた試籾を 80 つC で 25 分間乾燥し，これを室内で

15 日間風乾してから粉砕して BERTORAND 法にょっ分陀こ供したご'[g;透価はシヨ糖液による原形質分離

j去によった。 根雪馴:tJrì 11 月 28 日から翌春 4 月 15 日まて、て、あったコ

試験結果
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Fig.8 積雪下におけるスギ苗の穆透怖と

合水量の季節的変化 Fig. 9 積雪下におけるスギ苗の

糖分含量の季節[内変化
Seasonal variations of the values of osmotic 

pressure and water contents of “ Sugi" 
seedlings under snow 

Seasonal variation of the amounts 

of sugar concentrations of “ Sugi" 
seedlings under snow 

Fig. 8 , 9 に示すように，被疫区ではm処廻区よりも j也君僚と非還元糖の含量と彦透側がfl~ く水分含量

が高くなるのそして糖の含量と穆透仙liは積雪山前に高くなり，積雪下において次第に減少し川雪後ふたた

び高くなる。なお債雪下における糖の減少については非還元糖よりも還元糖についていちじるしく，また

無被官区においていちじるしいコ水分については，これと逆に積雪目前には低下するが，積弓下において

次第に増加の傾向をたどり，消竺;後ふたたび fJí;くなるミ

;弐料探耳支持における間場における発病経過を観察した結果は次のとおりであった

12 月 6 日と 1 月 8 日には阿区とも発病ヵ:認められず， 2 月 5 日には被涜区では B. cinerea におかさ

れているもの約 20 %あり，無被位区では m' あたり 1~2 本認められる私度で、あった乙 3 月 6 日には被

復区では苗木の全株がおかされたものも少なくなく，約 50 %がおかされてあったのに対して，対照区で

はT'JÎi問調査よりもわずか進んでおったにすぎなかった。しかも被覆区では地面や古木に菌糸がし、ちじるし

く発育しており，対日夜区ではわずかに認められたにすぎない。

E. 苗床を被覆した場合の環境

すでに述べた試験結果から苗床を被覆した場合に発病の多くなる原因は，苗木の病害に対する抵抗性の

低下によることが明らかである。しかしさらに被覆物をかけ放しにして越冬せしめた場合の積雪下におけ

る環境の変化をも検討する必要ーがあるので次の試験を行った。

温度

1955 年 1 月 25 日に秋田県下の境苗畑において，スギまき付苗床をワラピで被覆して 50 cm の積雪下

で越冬中のものの地表温度を島津の T-3 型電位差計式温度計を用いて測定した結果はともに 0.5 0 C で

差異を認めなかった。さらに， 1955 年 1 月 11 日から 20 日にかけて，秋田市において各種の被覆物を

50 cm の積雪下に埋めて，地面の温度を測定したのが Table 108 である c
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Table 108. 積雪中の被覆物下における温度

Temperature under the mulchs covered with snow 

埋没 I直後 30 分後 9 日後
区名目。t Start (C> iAfter 30min fC ] After 9days (ぐ'C

ワラピピ Brak王e 3.1 0.5 -1し.2

落葉 Fallen leaves 3.0 0.8 0.2 

ワラ Rice strow 3.0 0.5 0.1 

0.1 Check 0.1 0.1 

この結果の示すとおり，積雪下における被提物下の温度は，被t変材籾がはじめ乾燥している問にはかな

り高いが，しだし、にI吸水して冷やされると無被覆区とはいちじるしいだが認められなくなるつ

以上の結果を問按に裏付けるために被積物下の病原菌の発育、伏態をたしかめた「

試料および方法

供試菌 B. cinereσ ・ ... .Table 10 の D

S. kitajimana ... .Table 20 の F

9c問シャーレにバレイシヨせん汁寒ヲミ培1"tJtを 15 cc ずつ注いで開平培養);1;となし， その巾央に新鮮

な培養菌そうのた端から 3mm 角の切片をとってイノキユラムとして接種して. 1 m の積雪下の地面に

枚べ，その上に被疫物を 1 C11! I手さに被い. 1952 年 2 月 26 日から 3 月 11 日までの菌そうの発育を調

べた。なおこの I式険には各医ごとシャーレ 5 (問ずつ用いたコ

試験和f;果

Table 109. 積雪中の被援物下における B. cinerea と S. kitajimana の発育

Mycelial growth of B. cinerea and S. kitajimana on potato agar under 

the mulchs covered with snow 

菌 名 ChecK | 落葉 F山n 1…s I ワラビ Brake 

I 1 週間後 15 日後 I 1 週間後 15 日後 I 1 組問後 I 15 日後
I Af附 A加 l AfMAfter!Af町 i A加

7 days 15 days , 7 days 15 days I 7 days; 15 days 

16 49 16 43 14 41 

9 34 8 36 8 33 

Fungus 

B. 巾6向。(刑制)1
S. kitaji問。na (刑制)1

Table 109 に示すように，各区間には菌の発育の差は認められなし、。この場介温度以外の因子でもっ

とも関係のあるものは，シャーレ内の関係湿度であろうが，被覆区と対照区にいちじるしい差異はなかろ

うごまた数%の追ヵ:あったとしても，著者らの試験結果では，湿潤な土音養基上における菌そうの発育には

影響しない。したがって被夜物下における温度は菌の発育をよくするほどの上昇は認められないものと考

えてよい。

湿度

著者らの続察では，積雪下iこおける被覆物は常iこ飽和状態;こ吸水して苗木を過湿状態に保っていた。そ

の汲水状態を知るために次のような実験を行った。

試料および)j法

1955 年 1 月に秋田市内において 50 cm の積雪下の地面に各種の被覆物をしいておいた場合とこれら
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Table 110. 被位物の含水量 Water contents of the mulchs 

1 債雪ド 10 日後 20 時間以水
試料 Material I Bu巾d under snow for 10 days (%)'Soaked in water for 20 hours(%) 

落葉 Fallen leaves I 氾7 九2
ワラ Rice strow 

ワラピ Brake 

80.8 

63.8 

日 1.0 

73.5 

の材料を水に 20 時間浸漬しておし、たものの!汲水状態を比較したのが Table 110 である。

この表の示すとおり同区間にはほとんど差が認められず，積雪下では飽よη:伏態に!吸水していることを示

す。

1956 年 2 月 18 日に(恨雪開始前年 12 月 29 日〉にjjiWi畑における 1m の積雪下のスギまき付苗床

に被復したワラピの含水査を測った結果は 71. 9 %であり上表の数値にごく近いc

被夜物における病原菌の発育

著者らの数年にわたるm雪下における観察によると， 117床を被佼したスギ業，ワラピ，ワラ，落葉およ

びササなどには ， B. cinerea および s. kitajimana がよく発育する υ またすで‘に述べたように被覆を

行った苗や地面には菌糸の発育まん延がし、ちじるしい。

なお積雪下におけるササには Cladosporiu削 sp. および Typhula sp. がし、ちじるしく発育し，また

毛 L まき床の放ワラには TYPhula sp. がよく発育し，おびただしい潟色~黒褐色の1k'lî核を形成するがこれ

らは針葉/îÏfには病原性がないようである。

2. 損傷をうけたスギ苗の灰色かび病に対する抵抗性

さきの肥$t要素とスギず{の灰色かび病の発生との関係についての試験結果から，霜害の発生と発病とは

ほぼ一致し，霜容などによる苗木の損傷は発病をいちじるしく誘発することを述べたっさらに傷害をうけ

た背の病原菌に刈する抵抗陸を実験的にたしかめるために次の試験を行ったコ

(1) 傷害訂に対する B. cineγea の接種式出先 (Pot 試験)

試料および方法

供7式菌は秋flI県下の角fi'[首畑産スギ 1 年生首虫、ら 1950 1f 4 月 5 日分離したものとし，供試白:土秋田県

下の;境-w畑において， 1950 年 4 月 16 日に次の施胞を行って秋山スギの天然木の種子をまきつけておいて

常法によって養苛しておいた 1

施肥長， m2 あたり，硫酸アンモニア 70g ， 過燐酸石灰 80g ， 塩化カ 1) 20g , 

1951 年 4 月 11 日に 10 cm 前後の苗を任立に選んで 7 寸はちに土を瓜り，あらかじめ苗と土擦を消毒

しておき，次の各処理苗を 1 Plot 25 本ずつ 4 連合üの古L塊?去により移植したっ

A. 健全商

B. 向上苗に 5 斗式ボ、ルドー液を散布して乾燥。

C. 湯せんなべの 90 C C の湯に苦の先端1. 5 c仰を 30 H、!自己♂漬。

D. 同上古に 5 斗式ボルドー液を散布して乾燥。

4 月 25 日にバレイシヨせんじゅう寒天培養基に形成せしめた分生胞子の浮遊液を苗木にふん霧接種

し，殺菌しておいたコモを被覆して湿潤に保って 27 臼日の発病状態を調べた。

試験結果
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Table 111. スギ苗の傷筈と灰色かび病の発生との関係

Effect of inj ury to “ Sugi" seedlings upon the susceptibility to gray mold 

区 名 Plot 

り病王手 り病程度
Percentage of ___  Degree of infection 

infected seedling '" 
ó 併 * I' n/'\' 十(%) 111 (%) iT (%) r (%) 

63 0 0 63 ト
j
 
;
 
(
 

全 Wi Healthy seedling I 

健全苗ボルド一散布î Healthy 
seedling sprayed with Bordeaux mixture 39 。 。 39 

傷 予'H
仁二3 前 Injured seedling 100 100 。 。

傷害苗ボルド一散布 Injur巴d
seedling sprayed Bordeaux mixture 100 77 。 23 

Tabl巴 111 に示すとおり，他~mではボルドー液の防除去効果が認められる(危険率 1 %)。しカ‘し傷害

前ではまったく効果が現われないコまた傷害ボルドー液散布区も健全苗の無散布区よりも発病が多い(危

険率 1 %)ο 

(2) 傷害立[に士、l する B. cinerea の接種試験(困場試験〕

\Ill・ 10 の土肢の物J!!l l刊性質と発病のところで，釜ð:n分場IE畑:こおける軽しよう火山灰土では，健全苗

はごくわずカゐしか灰色かび病の被告をうけないことを述べたっし力沿し苗が損傷をうけた場合にはかなり発

病するものと考えられるので次の;W倹を行った

試料および方法

供;~\菌は Tabl巴 10 の B の菌株をjIJ\，、た 供試î'ij i 土，釜ìJ:ft分場苗畑において，まき付苗では 1956 年 4 月

25 日に上小阿(-:営林腎管内定突然木種子を次の施肥を行ってまき付けて常法により養成しておいた 9cm

前後のものを!Hいた。

施肥量があたり， Jíkß巴1.5 kg ， 疏!喰アンモニ 7' 70g ， 過燐酸石灰 80g ， J主イヒカリ 25g ， 消石灰

50 go 

床替i17は同年 4 刀 26 日;こまき付iJ'i と同量の施胞を行い， Tì百年iこまき付けて養成しておいた 117を用いて

削2 あたり 80 木ずつ床主宰して養成しておいた 25 c間前後のものを用いたご

以上の苗を掘りとり 1956 年 11 月 21 日に損傷f'i'i :ì>>~の処理を行って各区とも 100 本ずつ，まきH苗

では川あたり 400 本，床替市では 100 本の割合に移航したっ

損傷苗・・・まき付1Eでは苗の光端の 1 c削の部分を床替wーでは 3c仰の部分を熱湯に 30 秒つけて殺し

7こじ

12 月 13 日に 40 cm の積雪をかきわけで，あらかじめバレイシヨせん汁寒天培養基に 200C で 10 日

間培養しておいたEぎそうの 4 抑制角の帝国片を 9 c間シャーレ 4 個分ずつ地面に散布して接種したコ 消雪

は翌春 4 月 25 日であった二

試験結果

5 月 15 日に発病、伏態を読べた結果を Table 112 に示したっ

この結果から， 1 年生， 2 年生苗ともに損傷をうけた苗は排水のよい土壊においても，発病も多く，ま

た， り病程度も高い (Plate 14) 0 
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Table 112. スギ前の ft1i筈と灰色かび病の発生との l山系

Effect of injury to ・ 'Sugi" seedlings upon the susceptibility to gray mold 

り病ネ| り病程度
前令

Age of seedling tested 
処 斑 Percentage of I 一一___!)e_gree 全日当型恒
Treatment ~ infected seedlinσl 

(~ρ 掛(%)朴(%) + (%) 

l 年生首
I.year.old seedling 

{ch叫 21 0 8 13 
損傷 Injured , 100 29 69 2 

2 年生首
2-year-old seedling 

r Check 
i 1 損傷 Injured

31 
100 11 

3. スギ苗の秋のび抑制が灰色かぴ病と菌核病に対する抵抗性におよぼす影響

9 
26 

21 
63 

すでに述べたように，窒素過多で燐燃やカリが欠乏し，秋のびした前は灰色かひ、病，菌核病や霜警に対

する抵抗がきわめて弱くなる。 そして燐酸， カリ，消石灰および木灰などの秋季における追肥によって

は，秋のひ‘防止と雪腐病に対する抵抗性の増大は期待しがたい〔そして侭切りや MH-30 処到などによる

秋のび抑制による効果がすぐれている。

さらに積雪前の苗床の被覆は1ãの抵抗怜を低下し，首の硬化が抵抗性のかく得にきわめて電要なことを

明らかにしたっ

さらにまた，霜害などによる損傷苛は灰色かび病に対する抵抗性がいちじるしく低下することをたしか

められた

以上のことから市の秋のびを抑制l し，硬化を促進することが，雪闘病問にあlする抵抗併を高め. f皮f与を

軽減するにもっとも有効な手段であると考えられるので氏の試験を行った、

(1) 収切りと移値による秋のび抑制が発病におよぼす影法i

白沢 lJS)が報告した恨切りによるスギffîの秋のび抑制、冶は現在でも，もっとも確実な方法として広く探周

されている。著者らの観察によると，この技術が普及されてから雪腐病の被害がし、ちじるしく減少した苛

畑が少なくないごまた恨切りと同じ原理ーから初]秋の成長休止前に苗木を掘りとって移節して年内{こ活者せ

しめて越冬させる方法によって，秋のびを抑制jし，硬化を促進して効果をあげた例を見聞した。ゆえにこ

れらのことを実験的にたしかめるために次の試験を行ったぺ

A. はち試験〔接種試験〕

試料および方法

供試菌 B. cineγea....... .Table 10 の D

S. kitajimana ・・・・ Table 20 の B 

供試苦lZ秋田県山本部藤呈村にある二ツ井苗畑において. 1952 年に秋まきを行って育てた当年生首で

ある。なおこの苗は次の施肥を行って養成されたこ

施m~.量 ， ln~ あたり，堆肥 1. 8 kg. 硫酸アンモニア 60g. 過燐酸石灰 51 g. liÎj\化カり 6g. 消石灰

45g。

9 月 5 日にスキを用いて恨切りを行った区と無処理区を設けてあった。 10 月 31 日この両区から任意に

苗木を拍出して掘りとったー首長はそれぞれ手均 10 cm と 12 cm であった。この苗を 6 寸はちに移植し，

11 月 7 日にあらかじめバレイシヨせんじゅう寒天培養基に IS'C で 7 日間培養しておいた菌そうの砕片

を塗まつ接種し，殺菌水をふん霧してガラス鐘をおおって 15 C C の採光式恒温器に収めて発病せしめた。
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灰色かび病?こついては 12 月 12 日に， fさ核病については翌年 1 月 7 日に調資した

試験結果

Table 113. スギ恨切り苗の B. cine叩eγea と S. kμitajμ;げi問d山仰n叩1ωa fにこ立対:すJする?抵ま抗l

Ef仔'fect of the control of overgrowth in ‘‘ Sugiγ" seedlings by root pruning in 

the early autumn upon the resistance to B. cine向。 and S. kitajimana 

- 99 ー

区名
Plot 

J~ 処Jclll

()病i ネ l

|PErcemge 

Check 限切り Root pruning 

:)病経!交 う病ネ|り病程度
D_~.~ree of inlection Percentage Degree of infection 

of infected of infected '" " 
菌名

Fungus i seedling (%)1 俳(%)朴(%) + (%)1 ;~edîî時「引l 俳(%)件(%)i + (%) 

B. ci乱eγea 20 

S. kitajimana 20 

14 

9 

4 2 S 1 2 5 

2 9 9 0 0 9 

Table 113 に示すとおり， 恨切りを{-Tった苗;主 l吋菌 M二対していちじるしく抵抗性が強くなっている

(Plate 15. 1) 

B. 回場試験

l相当および方法

試験地は秋 1 1/以下の角館前畑のスギ.の連[乍 J也で例主f.灰色かび病の発生した跡地に設定した乙 1952 年 4

月 21 日に次の施肥をやって崇瀬経営区産突然木種子をまき付けたc

地1巴量 ， m2 あたり ， 2;1;11巴としてj間巴 1. 5 kg ， 硫酸アンモニア 100 g ， 過燐酸石灰 80g ， 塩化カリ 20

g ， 迫胞として 8 刀 4 日に硫酸アンモニア 10 g , 

以上の首を常法により養成し m' あたり 600 本成立せしめて次の処涯を行ったご

a. 対照区，町長 7~13 cm ， 平均 10 cm 

b. tR 切り区 9 n 15 月;こ IH切り府スキをfれ、て約 5cm の深さの部分の根切りを行う。店長 6~8

cm , ~\手均 7cm で

C. 移iVï 区 10 月 13 13抱りとってがあたり 400 本の密度に移植，首長 7~9cm ， 平均 8cm

試験設，Th士 1 Plot 250 本ずつの 7 連制乱塊法によったと

収雪l苅の fJrG .l年ではれ切り区と tZ植区の苗は赤~J色を呈し，白 ìi~が発生していたハなお対W~区はやや緑色

をおびていた

Table 114. 角館苗畑における気象 (1952 年〕

Temperature and precipitation at Kakudate nursery (1952) 

観測月 9 月 Sep. 10 月 Oct. 11 月 Nov12 月 D比

Observed 上旬 中旬 下旬 l 上旬 l 中旬|下旬 i 上旬|中旬|下旬;上旬:中旬 1 下旬
First ; Middle Last '.. 1 

OElth lo dayslof month lOdays' ググ i ググ i グ l グ!グ!グ i グ
最高気温

Max. temp. 26 ・ 1 I お 6 23.1 20.8 19.0 I 15.0 14.2 8 ・ 4 11 ・ 2 I 1 己 3O 102 
(OC) l 

最低気温 i ， ~r I , r ~ ，~..~ ~ 1 ~ r :  r r • ~ I ~ ~ .. 1 r , ~ r I 
Min. temp ・ 17.5 1 15 ・ 3 12.4 10.21 8.5 I 5.5 4.2 I 2.2 1 1 ・ 1 i-5.6 1-3.5 卜 8.6

('C) , 

雨量
P白州:mm)\ 51.0 I 57 ・ o 66.0 ¥ 46 ・ 014201650134 ・ o ¥ 68.0 8.0 55.0 i 35.0 I 76.0 
tation (抑制)1 i 
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この期間の気象条1'j二は Table 114 に示した。

根雪期間は 12 月 28 日から翌春 4 月 1 日までであった

試験結果

4 月 22 日に灰色かび病の発生状態を調べた結果を Table 115 に示した

Table 115. スギ百の恨切りおよび移1n'[ と灰色かび病の発生との関係

E百ect of the control of overgrowth in “ Sugi" seedlings by root pruning and 
transplanting in the early autumn upon the occurrence of gray mold 

l !り l 病程度り病率 |Degree of infection 
Percentarre of 

infect巴 d se巴 Jling(%)1 時〔%)廿(%〕|+(%〉
恨切り Root pruning 3材 003  

移植 Transplanting 2料 002  

Check 19 0 1 18 

区 グ{
H

Plot 

この高'f:!R;!J ，ら，根切り区と移植区ともにいちじるしく発病が少ない なお限切り区と移植区間には有芯

差がないコ

(2) lVI H-30 によるスギ苗の秋のび抑制効果と灰色治 aび病と菌核病に対する抵抗性

スギ j'i'fに対する限切りの施行が雪関病の防1;令にいちじるしく有効なことは，すでに述べたとおりである

しかし，この方法は比絞I'I<J労力を'Æl_'することと，石燃の多い白畑では作業が闘:}~f(:であるなどの欠点がある

近年農作物の成長抑制剤として，各方面においてlVIH-30 の試験が行われて好結果をえているので，著

者らはスギ百の成長抑制と雪腐病および霜皆の発生とのWJ係についての l試験をぜ[-;iI'Î したーその実施中，た

またま三宅7川が MH・30 がスギ1立の秋のひ:jíPilii]ìこいちじるしい効果があることを報告した しかし，その

処理の諸被害の防除効果および市の翌年における生育状態については報告されていないでまたごく最近高

橋127) がその秋のび抑制効果と翌春の生育状態について報告した 著者らは成長抑制効果のみならず， 被

害発生との関係についても明ら力、にしたので，ここに報令する。

A. 成長抑制と霜Yfの防除:;，1](先

制;料および方決

試験地は秋 IUU;!北秋 11.1者「時巣町にある時巣(旧名 i[( 口) i\ï;t/日に設けナこ この芭i所は 1952 年に原野を開

墾したもので，クロボクからなっている、 1954 年 5 月 1 日に ， ;l;!;肥として m' あたり堆肥1.0 kg ， 硫酸

アンモニア 15 g，石灰窒素 26g ， 過燐酸石灰 24 g ， 熔成燐肥 41 g , tt(イヒカリ 14g ， 炭酸カルシウム

55g ずつ施し，前年産の扇回営林署管内天然木種子を話法によってまきつけたュ 9 月 7 日に苗の成立本

数 d あたり 650 本前後のほぼ均等な箇所に 1 Plot 1111" 5 回くり返しの乱塊法によって次の試験区を

設定した〔

A. lVIH-30 , 100 倍液 (MH 0.3%) 閉包あたり 200 cc 散布

B. lVIH-30 , 250 倍液 (MH 0.12%) 刑2 あたり 200 cc 散布

C. lVIH-30 , 600 倍液 (MH 0.05%) m' あたり 200 cc 散布

D. 根切り +B処理

E. 根切り
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F. 刈照、

MH・30 は大深化"f 薬品株式会む製 OMH-30 を使用し，イ、型ふん議訴を月j\，、て散布し， ~ïîij散布の程

度の量を用いた(散布五:はもっと減らしてもよいと考えられる )0

根切りは根切りJIjスキを府い，約 5cm の深さの部分から切断した。

試験結果

MH-30 散布後約 2 週間経過後針葉が紫褐色に変色し，やや肥厚して拡がってきたコとくに頂芽が聞き，

組if~が強剛となり，いちじるしく成長抑制効果が現われてきたでこの徴侯は高濃度の処理区ほど顕著に現

われた i 根切り区では筒色を呈し， MH-30 と恨切り併用区では MH のlìí.用区よりも変色が少なく，組織

も比般的強剛とならなかった 10 月 10 目と 11 日に強烈な霜iぎが発生し，はなはだしく被告をうけた〕

10 月 21 日に各区の霜百本数と r'Lîの成長状態を調査したコ成長の測定は各区から任意に資料を抽出して行

ったr この調査結果をあげると Table 116 のとおりである。

Table 116. MH-30 処理苗の成長と福宮の発生状態

Growth of the seedlings treated with MH-30 and the damage by frost 
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1.4 2.2 0.3 7.5 71.1 55*キ

D B+E 7.9オ* 1.2 0.9*斗 0.1 ホネ 7.4 68.8 l 斗*

11;[ 切り|
8.0** 1.2 1. 3水* 0.2ネ* 6.3 71.4 35ネ*

E R'òo(pru~ing 

F 対照 Check : 12.2 1.5 2.9 0.4 7.2 76.3 179 

この結果から，首長については， MH-30 の 100 倍 (0.3 %), 250 倍 (0.12 %), 600 f音 (0.05 9の

区，根切りと MH-30 の 250 f汗液の併用区および促切り区ともに抑制効果が~められる J しかし， 600 倍

区はほかの区よりも劣っている。

つぎに恨元住については，各区間iこ有志差が認められない。1f~:では，各処理区のうち MH-30 の 600

伯区以外はすべて抑制幼来が認められる、とくに恨切りと MH-30 の併用区がすぐれており， 100 伯区よ

りも小さい合水本については，各処理区ともに対照区に比してわずかで、はあるが，減少している とく

に恨切りと MH-30 の併川区はいちじるしい

霜害については，各処理区ともに防除効果がし、ちじるしいが， 600 倍区と恨切り区はほかの処理区より

も効果がうすい=

B. 塩素酸カリ irf'液による耐寒性の検定

試料および方法

前試験の供試苗を 10 月 21 日掘りとって，根部を 2 日間水道水に浸漬してのち， 100 cc 入りの 3 角フ

ラスコに入れた塩素酸カリの 2%溶液;こl(買につき 5 本ずつ，処理ごとに 5 倍ずつ計 15 本の苗を用いて

浸漬した。対照として水道水の浸漬区を設けた乙この供試苗を 23 C C の採光式定温器内に 1 昼夜収めての

ち，フラスコ内の冷液を水道水にかえて 4 日間の首の萎凋する状態を観察したこ
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試験結果

Table 117 に示した。

Table 117. 出素酸カリ液による耐寒性検定

Test of the cold resistance with potassium chlorate solution for the seedlings 
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萎凋程度 l 萎凋程度
D;gre~HJ of'J~il Ung:j 区名 Plot I D~re~'" of"~ilting 

D B+E 時

E 侭切り Root pruning i 
ilF 対照 Check

十

区 名 Plot 

十 十件

+ + 

注:+・・・・首の先端だけ萎凋

Note: Only tips of the seedlings wilted. 

十廿・・ ・首全体がま:凋

Whole of seedling wilted. 

この品切ミカミ bみると，似切り区が MH 処理区よりも i耐:'JJ性が強い結果となるが，これは根切り区以外

の Ml-I -30 処王監区では，首の組織が強剛となるために萎凋してこないことに;[i~国するものと思われるつ

C. 雪腐病菌の接種c試験

供試菌 B. cincrea" . . . . . . Table 10 の D

S. kitajimana 角館)苗畑産のスギ 1 年生前から 1953 年 4 月 16 日分離

前実験と同じ悶場I式験の供試首を，径 20 cm の菜沈はち 10 個を用い， 1 個につき処理ごとに 10 本ず

つ任志に配置して値えつけたごこれにおのおの 5 はちずつにバレイシヨせん汁寒天培益基に 20 C C で 5 日

間秘義した菌そうの細片を 1954 年 11 月 6 日に 1 はちにつきシャーレ 1 個分を接種し，ガラス鐙を被い，

はちj加工 2c仰の深さに7Kを盛ったトタン製のバットに収めて室内におき，ずい時水を補給して乾燥を防

ぐように保ち，接種後 3 週間i内の発病状態を調査したじ

試験結果

接種後 3 日目から阿菌ともに気中薗ポが発育しはじめ， 111.にからみつき，約 1 週間前後であきらかに発

病してきたの 3 jhlJ j羽田の調査結果は Table 118 に示した'.

Table 118. 処理苗に対する B. cinerea と S. kitajima仰の接種試;険結果

Results of th巴 inoculation experiments with B. cinerea and S. kitajimana to the seedlings 

荊荊牟 程 度

i り病率 l D巴g…
Percentage 0ぱf 僻 十朴十! infected seedling (%)1 nT (%)1 IT (%) (%) 

A Ml-I-30 ，~\∞倍 I ~~十 |2|18151
(Ml-I 0.3%) I 61 朴 2 6 53 

B グ 100 倍 |83IB|8167
〔グ 0.12%) I 48 0 4 44 

C グ仰倍 | 100 | 3 4 1 4 4 1 2 2  
〔グ 0.05%) I 94 18 40 36 

43 0 2 41 
D B+ E ~~:::::: 28 0 0 28 

E 根切り 87 6 31 50 
Root pruning I 52 4 14 34 

F 対照 l 100 152138110  
Check 100 26 34 40 

注:+・・ 灰色かび病 +十・・・菌主主病 Note: 十'" . Gray mold. 十十・・・・ Sclerotial disease. 

区 名 Plot 
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この結果によると，れ切りと MH-30 の併用区ではとくに防除効果があり， MH-30 の 100 ， 250 fl寺区，

恨切区ともに効果ーがあり， 600 倍区では無処理にくらべればり病程度が軽い (P!ate 15. 2) , 

D. MH・30 による灰色かび病問除試験

試料および方法

Aの処fIlIi\ïを固場でそのまま越冬させて，消雪後約 1 週間たった 4 月 2 日に雪腐病の発生状態を調査し

た。なお根雪期間は 12 月下旬から 3 月下旬まで約 3 カ月間であった ο

f 

この試料を凝集して病原菌の分離を6発生病害は灰色かび病と認められ，4 月 2 日の iJ，\l 1ëによると，

い ， B. cinerea によることをたしかめた。その発生状態を Tab!e 119 に示した。

Table 119. 回坊における処理苗の灰色かび病の発生

Damage of gray mo!d of the "Sugi" seedIings in the 自eld

(%) 

3 

2 

12 

0 

4 

26 

り病 ;m IJ主
Degree of infection 

1 件 I + (9の 1 -rr (%)1 

o 
3 

0 

3 

7 

0

0

4

0

1

6

 

-tt十

り病ネ

Percentage of 
infected seedIing (ヲ6)

3*本

2料|
19ネネ l 

0** 

8ネキ

39 

Plot 

0.3 9の|

0.12%) 

0.059心

名

100 f苛 (MH

250 H} (グ

6∞倍(グ

B+E 

Root pruning 

Check 

区

MH-30 

グ

'/ 

恨切り

えす !照

A

B

C

D

E

F

 

MH-30 の各濃度の処現は，灰色かび病の防除にきわめ ζ有効であり，とくに供切りとこの結果ーから，

の併用区は効果が大きく， 600 f吉区ではかなり効果がうすくなっている また恨切うのがj栄もいちじるし

し、 c

E. 病原菌ーの発育におよぽす MH-30 の影響

a. 菌糸の発育

試料および方法

3.-U;zzonoj c の械と同じ供試菌

Rhizoctonia solani....山形県下白岩首畑のアカマツ当年生苛ヵ、ら 1953 年 7 月 24 日分離

殺菌したパレイシヨせん汁5号、ア培養基に 80 ごC で 20 分間殺菌した MH-30 を Tab!e 120 の濃度にな

15 cc ずつ流しこんで平菌培養としたものにバレイシヨせん汁寒うで培るように添加し， 9 crn シャーレに

で 5 日間培養した富そうの先端付近から 3rnm 角の切片をとり，中央に移植し， 5 枚 l 組養基に 20 C C

として 20C C の定温福内に収めて喜そうの直径を測定した。

試験結果

R. solani のがt験結果については 2 日間 ， B. cinerea については 3 E3間 ， S. kitajimana については

4 日間の結果を示すと Tab!e 120 のとおりである。

この結果から MH の 0.3 %以上の濃度では供試菌の菌糸の発育が阻害されるつ

b. B. cineγea の分室胞子の発芽
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Tab!e 120. 菌糸の発育におよぽす MH・30 の影響

Effect of MH・30 treatments upon the myce!ia! growth of the fungi 

度濃 Concentration 
菌そうの直径 Diameter of myceIial colony (mm) 

R 山ni B. cinerea I S. kitajima 

30 {音 (MH 1%) II 8 7 

60 {苦 (グ 0.5 %) 20 12 12 

100 {音 (グ 0.3 %) 24 23 30 

300 倍 〔グ 0.1 ?心 59 43 50 

600 倍 (グ 0.05%) 55 50 51 

Check (Disti!!ed water) 75 47 50 

注 3 回の実験の平均を示すに Note: Repeated 3 times. 

試籾および方法

殺菌蒸留水を用いて Tab!e 121 に示す MH-30 の希釈液をつくり，これにバレイシヨせん汁寒太絹:益

基に形成した B. cinerea の分生胞子を加えて懸渇液とした。これをi!ll!室点滴培養法で、 20'C の定温船内

で 24 時間後の発芽結果を調べた3

試験結果

Tab!e 121 に示すとおりである。

Tab!e 121. B. cinerea の分生胞子の発]勺こおよぼす MH-30 の影響

Effect of MH-30 treatments on the conidia! germination of B. cineγea 

濃度
Concentration 

1 供試胞子数 発芳三胞子数山rof-l …r of 
counted germinating conidia 

発芽ネ
Germination 
percentage (%) 

0 

0 

0 

0 

22.2 

46.7 

30 倍 (MH I %) 1, 041 。

60 倍(グ 0.5 %) 1, 104 。

100 倍(グ 0.3 %) 1, 042 。

300 倍(グ 0.1 %) 951 。

600 倍(グ 0.05%) 768 171 

Check 964 451 

この結果から 0.05 %液でもかなり発京を抑制し， 0.1%以上のVl'{皮ではほとんど発芽が行われないけ

F. MH-30 処理苗の翌春における生育

副;料および方法

Dの試験の供式越冬苗のうち，雪腐病および霜に侵されていない苗を選んて、掘りとり， 4 月 4 日に秋田

市内の畑に各処理ごとに 100 本ずつ床替を行い，その生育経過を観察した。

試験結果

床替後つよい霜が数回あり， MH-30 処国区では侵されたものはきわめて少なカ‘ったが，無処理区では

苗の先端が枯死するものが目立ってきた。ところが 5 月はじめごろから MH-30 処珂12でもシンがしだい

に枯れてくるものがきわめて多かった。 5 月 21 日の調査結果をあげると Tab!e 122 のとおりであるコ

この結果心よると， MH-30 処理苗は成長点が害され，霜害をうけたと /ü1 じ状態となるわこの点では根

切っがもっとも被害が少なし実用性がある。しかし首の桔損率については，処盟問に有意な差はない。
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Table 122. 処理の翌春における生育経過

Growth of the se巴dlings in the next spring 

区 名 Plot 
I ",. ~ p._ ~ ~，~ B~~ _ ，~.~ , c ~ ~，~ I D I .." ~. | | |対照
I MH~30 1∞倍 7 250f)j-グ 6∞倍 i B+EI 恨切り 1 2he~k 
I (MH 0.3;:'6) I (ア 0.12%)' (7 0.05%)1 D -.--.゚ 1 Root pruning 1 

mの改長点→の枯死率~(%)
Percentage of 99 98 93 78 51 89 

seedling injured on top i 

枯損お(%) 1 

Percentage of 10 10 8 7 6 10 
seedling died 

シンが枯死した処日!首の生育経過を観察したが，針葉の形態もしだし、に正常にもどり，不定かがでて無処

理苗とほとんど同じ生育経過をたどった。

4. 仮植スギ苗の雲傷病

積雪地方においては，スギ、百を俣雪前に掘りとって，苗畑や林地に仮植して越冬させる必安が少なくな

いさとくに近年史地における造林の増大に{半ってその必3毒性はきわめて大きくなってきたっすなわち，奥

地林におけ』るスギ lEの仮植越冬は，翌春の準備作業として，また苗畑と造林地における首の生育時期をー

致させることがおもな円的であるご

長期間の積雪はWiを:';J}'害から保護する反面，雪闘病を誘発するつ百畑で掘りとらずにすえ置きして越冬

させた場合には，笥i闘病の発生はおもにまき付苗に多く，床替苗ではごく軽微なのが普通であるコところ

が，仮植苗では山山し苗でもひどい被害をうけるのが特色で，奥地林では 40~50 %の枯死が普通とされ

ている。 著者らは， この原因はおもに雪腐病によることを明らかにし， その成績の一部はすでに発表し

た(佐藤・太111 ・庄司， 1 ，;っこ

(1) 仮植越冬スギ苗に発生する病害

伊藤ら 30)はスギ首の雪腐病のおもなものは菌核病 (Sclerotinia kitaji削仰心と灰色かび病(B. cineγea) 

で，まれに Fusariu悦 sp. によるものがあることを報告した3 著者らはさらにi白色雪腐病 (Rhizocfonia

sp. エゾマツの雪ftj~附@f)を発見し，またごく最近は Rhizocfonia solùni の 1 系統と -;rf~められるものも

雪腐病をおこすことを明らかにしたc

仮植苗Jこも，これらの病害が発生するわけで，首j:1lfでは，いずれのものも見い山されるが，とくに灰色

かび病の被骨が多いο 林地では暗色雪腐病がひどく，灰色かび病がともなう場合が多い Fusariu仰や

R. solani による23腐れは仮植苗;こは，かなりひどい筈をおよぼすが，すえ置古では，はとんど51往左しな

し、。

以上の病替のほカ、に停滞水による過湿が誘因でおこる仮ぐされが少なくなく，ìiiJ!雪i" iJJ:後これらの患部か

ら病原菌を分離すると Fusariu制 sp. ， B. cine問。 ， Rhizocfonia solani などが多数検出されるコ

病害以外では債雪下における損傷，衰弱も少なくなく消雪後乾燥するにつれて枯死するものが多い

(Plate 16. A , B , D) 。

(2) 仮植時期と雪腐病の発生との関係

スギ、芭の秋植えや床替にあたっては， 1n雪前に活着して越冬できる時期に実行するのがよいとされてい

る i ところが普通の場合，仮植は山出し残百，あるいは翌春の準備作業ということで，根雪に接近した遅

い時刻jに行なわれることが多いーそれに苗木の掘りとりから仮植までかなりの時日を要し，苗木の衰弱が

いちじるしい。以上のことが仮植の不成績の大き\，，)原因と考えられたので，この試験を行ったっ
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試料および方法

供試苗は秋田県上小阿仁営林署管内天然木のスギ、種子を 1954 年春に山形州最上郡真室川町林業試一験場

釜lJfil分場活畑にまいておさ 1955 年 4 月 27 日につぎの施肥を行って例2 あたり 80 本ずつ床替を行って

養成した。

堆肥 1. 4kg ， 硫酸アンモニア 80g ， 過燐酸石灰 100 g ， 月rkイヒカリ 21 g ， 炭酸カルシウム 60g 、

以上の首を用いて Tab!e 123 に示す各時期に掘取り|向後 1 本並べに I 処珂ごとに 350 本ずつ仮植を行

った。仮植地は釜淵分場前畑周辺のスギ幼令林内で土壌はクロボグで比較的j追気および排水の良好なとこ

ろで，豆i闘病は比較的少ないところである

Table 123. 仮植時のスギ、首の状態

Condition of the “ Sugi" seedlings at the periods of tel11porary p!anting 

仮舶n 日|首の大きさ l 
Date of Growth of seedling 
tel11porary I 首長|重量|
p!anting ILength (cm)1 Weight (g)i 

首の状態
Condition of seedIing 

天候 Weather

~O 鮮やかな緑色を忌し柔軟で成長仁ド
13 / I X ' 5 524128  1 Bright green , soft 雨 Rainy

7/玄 '55 汐 I 32 I グ 曇のち附
Rainy after cloudy 

凶XI '55 i 

13/m '55 

31 32 

33 33 

赤褐色をおびる Brown 晴 Fine

赤銅色を呈し強剛 //ァ

Deep brown , strong 

Table 123 の各区に対して 12 月 14 日に，あらかじめ 20'C でバレイシヨ寒天培養基に 1週間培養

しておいた Table 20 の B の Sclerotinia kitaji問問。の菌そうの細片を処辺!ごとにシャーレ 8 個分ず

つ接種した。この際の気象条件は平年なみであり Fig. 6 fこ示した。苗木の状態は Table 124 のとおり

である c 12 月下旬から恨雪となり翌春 4 月 17 日に消雪した。

Table 124. スギ仮植百の生育経過

Growing process of the “ Sugi" seedlings tel11porarily planted 

店員(布在月日 Date of 
tel11porary planting 
ー一一ーー____. 13/IX '55 7/X '55 12/XI '55 13/XII '55 

読査 8 Date oﾎ ~"、
observation ~、|

同 '55 宅諜ATE営

22/玄 '55

12/XI '55 

14/XU '55 

試験結果

'7 

|濃い赤褐色
Deep brown 

l 赤銅色強剛
Deep brown, 

strong 

|淡褐色，白根発生
Light brown , 

rooted 

縫い赤褐色 l 緑色~淡褐色
グ Green-Iight

brown 
了IíJ 2 区より 1i1JJ長|I 9 , 10 月区につ伊iをおび柔軟， I 

グ l 発恨せず |旨二赤色号烈t
I Yellowish bro-I ~~~> 
;，~:.~.~ '~~ot~d strong 

4 月 25 日の発病状態は Table 125 のとおりである。

この結果をみると 9 月区では積雪前の Pestalotia shiraiana と Fusaγium sp. による枯損がかなり
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Tab!e 125. スギ古の仮植時)窃と菌俣病の発生との関係

Effect of periods of temporary p!anting in “ Sugi" seedlings upon the susceptibiIity 
to sclerotia! disease 

仮航月日 積雪前の桔損 J り 病 率 つ病極度
Degree of infection 

l 十十 + (%), iT (%)1 ,- (%) 
Date of ; Damage before i Percentage of 

temporary p!anting i snow-fall (%)' infected seedling(%) 

13/IX '55 17 。

7/X '55 0 

12/XI '55 0 

13/皿 '55 I 0 

25 

3 

0

0

2

0

 

円
U

円
U

つ
ん
円

U

21 

3 

。

注:積雪Tì百の枯債は Peslalolia shiraiana P. HE ê'l N. と Fusarium sp. による

Not巴: The damage before snow-faIl was caused by P. shiraiana and Fusarium sp. 

多い。しかし年内に活著i越冬した 9 月および 10 月区切れ、ちじるしく菌主主病の発~:iJ~少なく，ついで年

内に活意はしないが， ld~床で硬化の運んだ 12 月区がよい 9 月区と 12 月区では危険~41 5 ?iで有志差が

あり， 10 月と 12 月区では12がない、そして年内に活普せず硬化不じゅうぶんな 11 月区の被告，がもっと

も多い(危険率 1 %) (Plate 16. C) 。

(3) 仮槌地の上誌はと雪!肉病発生との関係

雪!関病の発生しやすし、熊1521 ，根雪期間が長<.排水の不良な箇所である

排水と発病との関係については，すでに述べたとおワであるが，ごく最近工Jj事 G，'jが沢端やrfì2斜地に{反植

した場合は，山腹や急斜地に行った場合よりも雪腐病の紋書がはな f主だしいことを報告した。

(1) 仮舶の方注と雪闘病の発生

jJi\料および方法

この於検は秋田県 (1[1北部角館町高屋苗畑で実行したと供試苗i主同苗畑で事業用に安成した 1 Ijll床替 2 年

生~rを用い， 1949 年 12 月 12 日に仮値を Ii'い，越冬せしめた 根雪期間i土 12 月 25 日カ h ら翌春 3 月

30 日まて、であったへ

問先結果

消雪i白後の 3 月 31 日の調査結果は Tab!e 126 のとおりである

Tab!e 126. スギ苗の仮植の方法と菌絞病の発生との関係

Effect of methods of temporary p!anting of ‘ 'Sugi" seedlings upon the occurrence 

of sc!erotia! disease 

り病率
り病程度
Degree of infection 

内 tt十 i 朴 1 十(%) 1"(%)' iT(%)i ,- (%) 

7 23 I 9 I 13 
o 1 3 18 

o 0 0 0 

区 名 Plot Percentage of 
I infected seedling (?，の

52 

22 

0 

東植 Bundled planting 

l 本植 One-plant-p!anting 

据置 Check

発生病害がおもに菌核病であって灰色かび病もともなった。この結果で明らかなように京仮植はいちじ

る L <発病を多くするつ

(5) 仮植越冬苗の B. cinerea に対する抵抗性
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仮植を行うと，以上の試験結果のようにきわめて発病しやすくなる その原因としてあげられること

は，まず環境については，苗木が接触しているので，雪闘病菌のまん延と感染に適することと，枝葉の一

部が土壌に被覆されやすいこと，および仮植地には融雪水が停滞しやすいことである。さらに仮植苗を秋

末や消雪直後に観察すると，硬化がさまたげられており， ;tj~色を呈する場合が多し、。しかもとくに東仮槌

苗では衰弱がひどく，い bじるしく霜害をうけている場合があるう次に仮植百の雪腐病菌に対する抵抗性

が低下することをたしカ、めた試験例をあげる。

試料および方法

供試苗は (3) の試験にHf\，、たスギ・まき付当年生のものをJH い， 1955 年 11 月 14 日に 1 列に 500 本のfE

木を接近せしめて，仮値した 対照区としては苗床にすえ置きした11ïをあてたc この苗木から翌春 4 月 19

日それぞれ 100 本ずつ任立に抽出し，径 5 寸の素焼はちに処理ごとに 25 本ずつ混植したコ 20 日に 1 Pot 

あたり，シャーレ 1 個分の B. cine向。の菌そうの細片を政種し， 9 c問の腰高シャーレを覆い1M室とな

し，はち底は民さ 3cm の水槽につけて室内におし、て 5 月 20 日に調査したc

試験結果

Tabl巴 127 に示すとおりである 1

Table 127. 仮植スギ苗の B. cinerea に対する抵抗性

Resistance of the “ Sugi" seedlings temporarily planted to B. cineγea 

区名 Plot

仮植 Temporary planting I 

Check 

習の含水率 1 り 病ーネ|
, Percentage of I 

Water content infected 
of seedling (%)I seedling (%)1 

78 85** 

7 263  

り病程度
Degree of infection 

叫 (%)1 朴 (%)1 + (9の
35 7 43 

5 7 51 

この結果によると，仮他市は含水率がかなり高くなり，間化不良でユ抵抗性が低下しているものと問、めら

れ，発病もかなり多くなる

5. 論議

(1) HARTLEy22) は寒容を防ぐために，苗床を被覆物で‘おおし、放しにしておいた場合もまた除去した後

でも針葉樹首の雪腐病の滅容をうけると述べており，伊藤・保坂.19) も少雪地常において寒害防止のためス

ギ‘前を落葉やワラなどで被留すると惨害をおこすと述べている。著者らの試験結果もこれらの報告と一致

し，落葉，ササ，ワラなどでスギ、首を被覆し放しにして越冬せしめた場合，灰色かび病の被告がはなはだ

しく増犬し，被覆物の種閣の差はいちじるしくなし、。

スギ\アカマツおよびクロマ Y ともに被認の時期がはやいほと守鮮かな緑色を才一?び，含水量が大で軟弱にな

った。 積雪下における菌核病の発生については，各樹種ともに被覆のはやいほど被害が大きくなるが，ス

ギ、にltしてクロマツやアカマヅではこの性質がつよいようである c この原因は光線の要求度の差によるも

のと忠われる。次に根雪直前の 12 月 14 日に被夜して積雪下で越冬せしめた区て、は，対照、区と大差がな

い このことは被夜前に低温乙光線に十分あてた抵抗性の強大な苗には積雪下におけるスギの枝葉の被覆

そのもののE影i~Fが現われなかったことを示す。また各時期に被覆した古木に対する B. cinerea と S.

kitajimana の接種試験結果は，被覆古にはなはだしく発病が多くなり， liJll坊における式験結果と同よう

な傾向を示した。このことは被覆苗の病害に刈する抵抗の低下がし、ちじるしいことを示すものである。
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(2) 杭FfI ".;, (土彼 i史物は冬季においては，地温の低下を防ぎ，水分の蒸発をさまたげて土擦を?~lll潤にす

ると述べている 著者らの温度の観測結果も明らかにこれと一致しており，被覆は首を{J~混から保護する

ことがわ方、る さらに日光の照射がし、ちじるしくさえぎられる r

TU¥IANOV' "', , DEXTER'"' , K :-I EE :-r・ BLlSH'; oI ，およびl京・滝j;υ2") の報去でも硬化が進んで抵抗性が高

まるには低温と光線が不可欠であるとしているム著者らがスギ'Wに対して，高温I !r~. ，~~!~\ ，高il~l明，低温i倍J、足

および{1J;i且明の各処理を行って B. cinerea と S. kitaji削G仰を接種した結果は，高混と陪~~~処理はい

ちじるしく抵抗性を弱め，低温と光線;こあうこと F工抵抗性を増大するので，雪間病に対する抵抗性を高め

るには古木の硬化を.ìlliめればよいことがわ力、る。

(3) 安田 152} ，福地・鈴木川，福島農試川， TUMANOV 1H ) ，柿情的，諸島130" ， IJ、西・商)11';3 1 ，および平

山・松本川}らは債雪下でムギ副総.の汁液乾物率あるいは，結が減少することを認め，また耐雪性のノj、さい品

種では含糖呈が低いことを明らかにしているつそして晩秋における緒の者僚がムギの生命維持に役立つも

.のと考えたふ

最近，宮山 l ヘ平井・後l捺・力llJ拡声}らおよび平井町)は N 代謝の研究;こもおよんでいる c 百山は僚主主ド

における糖の減少は認められるが，務の減少は抵抗性の低下;こ直接の杵l閣はもたず，務の減少が蛋白のい

ちじるしい分解を芯起する時期になってはじめて抵抗性の低下がおこると結論した【

著者らは秋季:こ被位したスギ苗と，1!吾被従の苗の辺元結と非泣元糖，含水量および彦透価を調べた結果，

紋tf[ 11~では阪の ìJ.;X少がし、ちじるしく，含水量泊:高く， ìf;透liIlîも低くなったコそしてその季節的変化をみる

と，含糖丑と j多透{llli( 工 tR宣伝iJtriこ高く，積雪下において次第に低ドし ， ;"tj雪後ふたたび高まる O なお積雪

ドにおける合法呈の変化については， ，1!V< t皮疫区のj逗5f;猪についていちじるしいが，被f立区の還元締と非泣

元防についてはそれほどけんちょではないυ 含水宣をはこれー二反し，恨雪出Tìtr;こ{ほく債雪 I~で徐々に多くな

り， 7i'j雪後ふたたび{尽くなるさ以上の結果:ヱムギ組についての諸報告と傾向;土一致するが，それほど顕著

な布ifL誌がえられない 以上の結果tJ， ら慌の減少だけが抵抗性の低下をおこす原則になるか否泊、は資料が不

十分なために伊::命できない 1 しかし陪分;ョよび水けの多少や己主.ì1計百(土苗の雪隠病;こ対する抵抗性の強弱を

たしかめる上の手がカ h りにはなりうると恩われる J

以上述べたように被法百が発病が多くなるのは抵抗性の低下によることが大きいが，被援によるwt立の

没:化の影辞も考慮する必2さがある。

(1) 積雪ドの被彼物の下の温度は庶処思区と?を刀:ないコまた被援物て、おおったシャーレ内の幻;益基上に

おける B. cinerea と S. kitajimana の菌そうの発育にも差異がないこともこれを間接的に証明してい

るしたがってTúの被俊が発病を多くすることには，混Ii[(工影?容がないと考えられる】混!廷の上外しない

のは被獲物が雪どけ水をたえず扱収してi令されているかbだと考えられるコ

被覆物は積雪下において抱和状態に吸水し，苗木を過j還に保って発病を助長するここの現象は消雪後や

積雪前Jこも認められるこ

被愛物およびその下の苗木や地面には B. cinerea や S. kitajima仰が発育して発病を劫長するここ

れはすでに述べたようにこれらの菌は腐生繁殖する性頁のあること，および被夜物下の;尿境が菌の発育に

適していることに基因するであろうコ

t1、上の結果から霜害予防のために苗を被寵する場合には，とくに危険な時期にかぎるか，被復物を次第

に薄くして苗木を低温にならしてゆき，根雪前にはすべてとり去ったほうがよいと考えられる。
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(5) VON NEGER'" および KORSTAIN" " らは〆グラスフアーなどの針葉州市の霜害は灰色かび病やそ

のほかの雪腐病発生の誘因となると述べているつ BAKER ・ MATKIN ・ DAVIS" によれば潮風の寄をうけた

ストックが B. cinerea のはなはだしいEさをうける C MÜLLERjSJ によれば B. cine向。の発芽管は無傷

の皮腐を過して侵入できるが， GUILLONい}は虫の宣1!.fßtやはかの傷を通して位入すると述べている。 著者

らの B. cinerea の試験結果では，スギの損傷苗はきわめておかされやすし健全苗ではボルドー液によ

る防除効果が顕著であるが，損傷苗では効果が現われなし、。この結果は悶場における薬剤l防除の成績と一

致する

すでに述べたとおり，合空気孔隙量の大きい排水の良好な土擦では，健全世{では B. cinerea にごく

わずかおかされるにすぎないが，損傷首ではまき付15だけではなく床替苛すらひどくおかされる

(6) すでにえられた氏杭から，スギ市の秋のびを抑制し，硬化を進めることが，雪腐病菌に対する抵抗

性を高め，被害を軽減するのにもっとも有効な方法であることが明らかにされた。

ムギについても松尾・野村72} ，松町・依回目jは恨雪前に侠切りを行って~'r肉病を軽減する効果を認めて

いるつスギ町の似切りによる伏のび防止効果は広く認められるところで、あるが，著者らの試験結果て、も，

処理苗は灰色かび病に対する抵抗性がし、ちじるしく高まり，被害を顕著に少なくした さらに 10 月中旬

に移植した首も恨切りと同じように発病がきわめて低下した、この原因は恨切りや移植により秋の成長が

抑制され，硬化が進められるからであるつ

(7) MH-30 処現によるスギ.苗の秋のび抑制効果のいちじるしいことについては，三宅19) および高橋!町

らの報告がある i 著者らの成績も 100 府 (0.3 9のと 250 溶液 (0.12%) では効果に大沼がなく，とく

に侭切りと 250 f1'':液の併JHがすぐれるそして 600 倍 (0.5 9のでは抑制効果がかなりうすくなる 2 著者

らがさきに述べた試験者守来て1主，いちじるしく恨の発達が阻害されたが，この試験ではこの傾向は現われ

ていない。

MH の処理はアントチアンを増加すると体されているが，スギ.についても，いちじるしく紫掲色に変色

し，組織内には赤色の色素が増してきた。

来JJ霜に対する防防効果については，各E芝 1支とも，きわめて有効であり， 100 倍， 250 倍液処問l土保切り

区よりもはるかにまさるコとくに根切りと 250 f音液の併用はすぐれているつ

松浦町はレンゲソウの血素酸力日連に対する抗毒性と菌t五病のり病性との間に関係があることを報告して

いる。著者らの版素酸加里の iむ液による耐等性の検定結果は，限切り区および恨切りと MH・30 の併月J[玄

が萎凋して耐寒性が強い結果となり， MH・30 処理古では萎凋せず固場における結果と一致しなかった=

これは MH 処理苗の組織が強聞となるために萎凋しないことに基因するものと考えられる c

MH-30 の処理苛に対する B. cinerea と S. kifajimana の接種試験結果は， 100 倍， 250 倍区およ

び恨切りと 250 倍併用区はり病率が{尽く，とくに根切りと MH・30 の併用区がすぐれるさそして対照区と

り病率において去のない 600 倍区でもり病程度が軽い。

国場の積雪下で越冬した処浬苦の灰色かび病の発生についても， MH-30 と恨切りの処理はきわめて防

除効果があり，とくに根切りと MH-30 の併用がすぐれるここれらの処理の有効な原因は，霜害を防止し

間接に発病を減少したことと抵抗性の増大によるものであろう。

B. cinerea , S. ki・fajimama および Rhizocfonia so/ani の菌そうの発育は MH の 0.3 %以上の濃

度で阻害され ， Bofγyfís の分生胞子は 0.05 %で発芽が低下し， 0.1 %ではほとんど発芽が庁われな
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L 、。

しかしながら，散布後から発病までの期間が長いので，雪腐病の防除効果は MH・30 の殺菌力によるも

のとは考えられない。

以上のように MH-30 の処理苦は消雪直後までは侭切り苛よりも諸被害に対してはる方寸こ強し、が，成長

開始惑になるとシンが枯れ，成長点がし、ためられ，新たに不定芽を生じて成長を開始したっこの結果は高

橋間}の報告と一致するひ床替後の桔損率については，各処理問に差が認められなかった。 MH-30 の処理

は首木の成長点を害することと，恨切りのように細恨の発生促進効果がなしむしろこれが阻害されるお

それがあり，恨切りのほうが有利と考えられるごしかし苗木の貿を問わないならば，得苗率を向上する可

能性がある、

(8) スギ'の仮植越冬苛には雪腐病こよる被害がはなはだしい。

仮植時期については， 9 月 13 日区で、(士気温が高いので， 活着するまでに Pesfalofia shiraiana や

Fusarium sp. による枯損が多いコこれは仮植によって苗木が衰弱し，しかも地面に密着したためにむれ

たからであろう。しかし筏存苗はよく活着発恨し，秋のびも抑制されて硬化が進み，菌骸病の発生はまっ

たくない。 10 月 7 日区は債雪前の枯損も少なく，年内に発恨活着し，抵抗性もきわめて強くなり， もっ

ともよい時期にあたる， 10 月上旬は大体スギ苗の地上部の成長休止開始期にあたる J

以上の結果は，すでに述べた角錯苗畑における試験結果すなわち 10 月中旬の移植区が 9 月中旬の恨切

り区以上の灰色かび病の防除効果がえられたのと一致するコ

11 月 12 日区はとくに発病が多いが，その原因として考えられることは，仮値を行つでも秋のび抑制は

行われず，むしろ，かなり硬化が進みつつあった首が，仮槌によって表弱し硬化がさまたげられ，しかも

年内に発恨活苦せずに哀弱した状態で越冬するからであろう。

次に 12 月 13 日区が発病が少ないのは，棋雪前!三活着せずに越冬するが，苗床にすえおかれて，光線

と低温にじゅ 7 ぶんにあい硬化が進んでいたからだと考えられる。高橋1目)が盛岡営林署の館山首畑にお

いて， 11-12月にスギ苗を掘りとって仮植すれば雪腐病の発生がないと述べているのは，このような場合

であろうっ以上の結果から根雪前に活者して越冬せしめるか，硬化のすっかり進んだ苗木を低温になって

から仮植すれば被害を少なくすることができるご

仮植地の環境については，すでに閣において述べたように排水不良な平床や低床は発病が多心地形と

の関係については，士:t怯I ~ 5 )の報告のように沢しきや平坦地では被害が多いので，傾斜地に行うのがよい。

またすでに川において述べたように土壌の物理的性質も大きい影響をおよぼし，合空気孔隙量の大きい通

水，通気の良好な土泉上では発病が少なしとくに病原性の弱い灰色かび病菌では発病しにくいつしたが

って仮植地の土壊の物理的性質も考慮する必要がある。

仮植の方法については，東仮植:土 I 本並べの仮植よりもはるかに被害が多くなるここの原因は束仮植で

は恨が土壌に密着しないために衰弱することと，東の中の首は光線をさえぎられ，しかも低温から保護さ

れるために硬化が進まぬためて、あろう。

仮植苗がすえ置き苗よりも雪闘病に対する抵抗性が低下し 1 同床替苗や 2 回床替苗でもひどく侵される

原因は，硬化がさまたげられることと，さらに苗木の衰弱とこれに伴って発生する霜害などが大きし、。ま

た環境については，仮植により苗木が土擦に接著することも発病を多くする原因となるであろう。
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X 灰色かび病と菌緩病の薬剤防除

これまで述べた成績力‘ら，病害の発生しやすいf~t境を改良し，抵抗悦の~_(U\. 、 111川、を作ることによってか

なりの防除効果があげられることが明らかになったc さらに薬剤防除によりー肘効果を高めるために以下

述べる試験を行ったづ

1. 病原菌の薬剤に対する抵抗力〔室内試験〉

(1) 殺菌剤を添加した:f:ff主主基における商そうの発育

試料および方法

供武菌 B. cinerea ・・・・・・・・ Tab!e 3 の A 

S. kitajimana ・・・・ Tab!e 6 

供試薬剤

(ウスプルシ・....， ..市販

7]\J良剤{セレサン・・・・・・・・・・市販

lセレサン石灰・・・・・・市販のものに消右灰で増量 1 : 4 

2日剤 3 斗予モボノレドー液

[三共ボルドー液 ・・市販

銅水銀剤{三二l時間水銀粉斉IJ....供試品，主成(;j'--， 結XtJ~性硫酸銅 Cu 含量 69& ，画昔懐フエニールオt銀0.6%

l '7リオン 7K和剤 . . ìTJR度

パレイシヨせん汁:Jf夫:tfi:t"'t:!去を Hfぃ，部主主による殺菌後押J主主誌の重量%に1'llè与する殺菌ì'fljの長をそれぞ

Tab!e 128. 菌そうの発育におよぼすウスプルンとセレサンの濃度の影響

Effect of th巴 concentrations of Uspu!un and Ceresan on the myceIia! growth of B .cineγea 

薬剤波)支
ウスプルン Uspu!un セレーすン Ceresan 

菌そう直径 菌そう|白径
Concentra tion of Diameter of myceIia! co!ony (mm) Diameter of myceIia! co!ony (mm) 

fungicid巴 (%) I B. cinerea I S. kitajimana B. cineγea S. hitajiml1na 

5 一〔ー) -(-) (-) 一(ー)

3 (-) -(ー) 一〔ー〕

一〔ー〕 一(-) (ー〕 ー(ー〕

0.5 一(一〉 一〔ー) 一(ー) 一(ー〉

0.3 一(ー) 一(-) 一(-) 一(ー〕

0.1 一(-) 一(一〉 一(ー〉 (-) 

0.08 一(ー〉 一(-) (-) 一(-)

0.05 一〔ー) 一(ー〕 (-) 一(ー)

0.03 一(ー) (-) + 一(-)

0.01 B 18 + 十

0.005 18 32 23 16 

Check 80 62 満 Ful1 83 

注 ー・・・・菌そうはまったく発育しなし、 The myceIia! co!ony did not growth. 

Not巴: +・・・菌そうはわずかに発育する The myceIia! co!ony grew a Iitt!e. 

〔ー〉・・・・イノキユラム死波する。 The inocu!um died. 

(+)・・・・イノキユラム生存するコ The inocu!um existed. 
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れよく混入してシャーレに流し込み，属平培養基とした。その中央にあらかじめバレイシヨ寒天に扇平培

養しておいた菌そうの新鮮な部分から 3 抑制角のイノキユラムをとって接種し， 20'C の恒温器に収4め

た。なお比較のために殺菌剤!を含まぬ区をも設けた七また菌そうの発育をしないものについてはイノキユ

ラムを新たな培養基に移航してその生死を確かめた。各処理とも 5 個ずつのシャーレを用いて平均値を示

し t::. ，

ウスプルンについては Table 128 に示すとおりであり，両菌とも 0.03 %までは菌そうの発育もなく

またイノキユラムも死滅した。

セレサンについては Botηtis では 0.05 %まで ， Sclerotinia では 0.03 %まで菌そうが発育せず，

イノキユラムも発育しないけ

Table 129. 菌そうの発育におよぼすセレサン石灰と 3 斗式ボルドー液i濃度の影響

Effect of the concentrations of Ceresan diluted with slaked lime and Bordeaux 

mixture (3-3-50) upon the mycelial growth of the fungi 

| セレサン石灰 3 斗式ボルドー
薬剤濃度 ICeresan diluted with slaked lime I Bordeaux mixture (3-3-50) 

菌そう直径 | 菌そう直径
Concentration of I.Qiameter of mycelial colony (刑判iDiameter of mycelial col包Z__Ç_竺削

fungicide (紛 I B. 山erea S. kitajimana I B. cinerea S. kitajiηwna 

5 -(一) -( -) 44 38 

3 ー(ー)一(ー) 42 46 

1 i-(ー) i 一(ー) 74 53 

0.5 -(+)ー(ー〉

0.1 

0.08 

0.05 

0.03 

0.01 

0.005 

Check 

+ 

66 54 

75 56 

75 54 

70 55 

71 52 

80 4ヲ

67 48 

58 46 

73 52 

0.3 +
+
+
お
お
日
位
向

(+) 

n
o
n
o
q
u
n
o
n
o
t
-

3
i

「
ノ-
n
d
O
A

せ

A

せ

セレサン石氏では Table 129 に示すとおり ， Botrytis では 0.5 %まで ， Sclerotinia では 0.3 %ま

で菌そうが発育しないが， 0.5, 0.3%区ではともにイノキユラムは生存するつ

3 斗式ボルドー液では，両菌ともにすべての濃度で発育するご 5~3 %では多少菌そうの発育は妨げら

れるが ， 19i以下ではまったく発育を阻害しないD

三共ボルドーでは， Tabl巴 130 に示ずとおり，両菌とも 0.5 %まで菌そうの発育がないが ， Botrytis 

ではイノキユラムが生存する。しかし Sclerotinia では死波した。

三共銅水銀粉剤では Tabl巴 130 に示すように Botηtis では 0.05% まで ， Sclerotinia では 0.08 % 

まで発育したいが，イノキユラムは Botrytis では 0.08 ， 0.05 %ともに生存し ， Sclerotinia では 0.08

%まで死j威した3

マリオン水和剤で、は Table 131 に示すとおり，両菌とも 3%まで発育せずイノキユラムも死滅したc
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Tab!e 130. 菌そうの発育におよぼす三共ボルドーと三共制水銀粉斉IJ濃度の影響

Effect of the concentrations of Sankyo-Bordeaux and Sankyo・dosuigin

dust upon th巴 myc巴 lia! growth of th巴 fungi

薬剤濃度 |三共山一 S山-Mea-hnwぷ混血巴__i_mm)
1 菌そう直径 | 菌そう l直径

Concentration of !Diameter of myce!i旦1主型空り _lm竺2i_I~Ia~_et_er_<>i_myc己lia! 竺竺竺芝S_mm)

fung凶巴(%) j B_ cinerea I S. kiゆllana B. cinerea I S_ ki州問問。

5 -(-) -(-)ー(ー)一(ー〕

3 1-(ー) -(ー) -(-) -(ー)

1 -(ー)一〈ー) I 一(ー) -(一〉

0_5 !ー(+) -(ー)ー(ー)ー(ー〉

0.3 22 日|一(ー)一〈ー〕

0・ 1 47 25 ー〔ー) -(ー〕

0_08 61 35 -(+)一(ー)

0.05 67 39 I 一(十) +(+) 
0.03 76 42 I +(+) 7 

0_01 83 53 I 32 18 

0_005 

Check 

82 

満 Full

59 

50 

54 

78 

Tab!e 131.菌そうの発育におよぽすマリオシ i濃度の影響

Effect of the concentrations of Marion upon the myc巴!ia! growth 

of the fungi 

薬剤濃度 I DEmム主主cふ! col町 (刑判
Concentration of 一三 ー l一一一

fungicide B_ 巾erea S. kitaji問問。

5 i 一(ー)一(一〉
3 ー(一)ー(ー)

7 +(十〉

0.5 15 9 

0.3 21 11 

0.1 52 31 

0.08 69 43 

0.05 67 48 

0_03 71 49 

0.01 74 48 

0.005 78 47 

Check 70 46 

信)菌糸の液剤に対する抵抗力

38 

48 

雪腐病の第 2 次伝染はおもに気中菌糸のほふくまん延によることが普通であるから，菌糸の薬剤jに対す

る抵抗力を試験することは薬剤防除上重要であると考えられたので次の試験を行ったコ

試料および方法

供試菌 B. cineγea-...... .Tabl巴 10 の D

S. kitajimana ... .Tab!e 20 の B
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{共試薬予測

主判
[ボルドー液

斉1) j 
lME店主銅・......... .・・・試薬用

[ウスプルン・・・・・・..市 販

7k $H 剤{メノレクロン ・ ・・・・・・・市 販

l外 コ ウ・・・・・・・・試薬用

銅水銀斉1)......三二処ボルドー・・・・市 販

石!火乳・・・・・-試薬の生石11<.とオd首水で調書i

パレイシヨせん汁祭実の日平培養基に 20 0 C で 3 日間培主主した菌そうを寒T_とともに 1cm 角に切りと

り，所定~液(液混 12~130C )に所定時間浸演してのち，殺菌水でよく海浄して，パレイシヨ寒天の扇

平培養n;に接種して 20'C で 5 日間培養して生死をたしかめたニなお I 処理ごとに 20 伺の切片を用い，

この試験には山出 151) の殺菌装置を使用した。

Table 132 に示すように，殺菌カのもっとも強いのは昇コウであり，すべての区で死波Lた 次いで

ウスプルン，メルクロンなと'の有待望水銀剤がすぐれ，石灰乳もかなり殺菌力が強いコボルドー，硫酸銅な

どの銅剤の殺菌力は明く 6 斗式でも Sclerotinia の 3 時間浸漬区以外はすべて生存した}三共ボルドー

は殺菌カが弱L 、が，ウスプルン加用ボルドー液の殺菌力;土かなり強いG

~3J B. cinereロ菌そうの粍剤に対する抵抗力

j;試料および方法ー

供調;菌前の試験と同じ

供試楽剤

セレサン ・・・・・ー・ー ー・ ・ ・・市販

リオゲンダてト・・・ ••• • 市販

水銀剤{強力リオヂンダスト・・・・・・ 市販
粉nJ ノレペロン・............. ..市阪

散粉ノレベロンー・・・・・・・・・・・ ..市阪

パムロンダスト・・・・ •.•• ..市販

i三JI~ボルドー粉剤ー ・ ・・・・・・・市販

銅水銀剤{三柊銅水浪粉剤- ・・ ・ ・・・・・ ・供試品

l7 1) すン粉剤・・・・・ ・・ ・ :・・市販

有隊硫淀剤・・・・ヂンクメート・・.， ........市販

銅 芥1) • . • • • • t投粉ボルドー・・・・・・・・・・市販

HENRY • WAGNER の方法を改変した渡辺143) の方法によったっすなわち 9cm シャーレにパレイシヨせ

ん汁寒7てを注いで扇平培養基となし，あらかじめ培養しておいた菌そうの先端の新鮮な部分から 3mm 角

のイノキユラムをとって，中央;こ接種し 20'C で 24 時間培養した。菌そう直径がおおよそ 30~35 刑制

にいたった時に，あらかじめ穏紙同形(径 11 cm) の厚自の模造紙上にシャーレ底部と同門を鉛筆で印を

なし，この円内に各種粉剤の 20 mg (0.1 ha あたり 3 kg) を小型画筆で均一に拡げ，筆に付着した微粧

を軽くたたいて紙上に落下せしめた。次いで 8X12 cm のトタン板(中央部 9cm の丙端を 2mm まげ

る〉の一端を紙上の門局直径上に合致させる。次にシャーレの上ふたを t って円上の印に合致するように

シャーレ内ふたを倒置する。 以上が終ってから模造紙， トタン板， シャーレを急速に一定方向に倒置す



Table 132. 各種役菌剤UìH液に対する B. cinerea と s. kitajimana 菌糸の抵抗力

Resistance of mycelia of B. cinerea and S. kitajimana to various fungicidial solutions 

名 l浸漬時lnl L;lf I 6 う式 1 Wil脚f，J 1% I ウスプノレシ l メノレクロン l kz l ti絞21?と|三宅モゲL| ハご v
I Soaked I Bordeaux I n~ Copper 0.1 % 0.1 % M~~~:.・ハ I Bordeaux mb• U.0 70 U.L 均

一竺J竺|主22I C3-';_v;00) I 叫hat巴 I Uspulun I Mercron "'~h"l~日工品開n 1 釘ぷ

-
1:1 

(刑判| - l 

石灰乳 1%

Lime mill王

菌

[:(:l:(:l:l:l 
l:l:l:[:[:l 

訴
品
川
刷
会
窓
岬
州
事

u同
難
時

溝
口
己
中

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

十

十

ート
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十
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+ 

+ + 

+ 
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十
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+ 

十

十
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+ 

3 

30 

10 

5 

B 

S 

B 

S 

B 

S 

B 

B 

S 

S 

+ 

十

十

+ 

+ 

+ 

十
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+ 

注 B.. .. B. cinerea , S.... S. kitajimana 

十

+ 

+ 

S 

B 
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る。ガラスî!}筆で処即時の菌そうの周'[目ならひ、に処理した方に+，しない方にーを印し，かつ同区の境界

線に線を引いて，これを 20'C の恒温認に収めて 28 時間後に菌そうの面積をプラニメーターて、測定し，

これから処理当時の国債を差~I~ 、た値を菌そうの発育伸長面債とした?

なおこの試験には各区 5 何ずつのシャーレを用いた。

試験結果

Table 133. B. cineγea に対する粉剤の培養基検定による効果

Effect of various dusts on cultures of B. cinerea tested by th巴 rapid rnethod 

,1:li 
ﾆ 剤 Fungicide tested ! 発育の有無 131ZJtftJEP 

I Mycelial growth I "U~;rowed(…') 
セレサン Ceresan

リオゲ、ン !J." スト Riogen dust 

強力リオゲンダスト Strong Riogen dust 

1i]j舟ルベロン Ruberon dust 

散粉ルペロン Sanpun.Ruberon

パムロンダスト Parnuron dust 

三共ボル 1; ー粉斉Ij Sankyo・Bordeaux dust 

三共銅水銀粉 filJ Sankyo・copper-rnercuric dust 

マリすン粉河J Marion dust 

ヂンクメート Jinkrnate

散粉ボルド Sanpun-Bordeaux 

Check 

+
+
+
+
 

2.6 

11.4 

5.3 

4.9 

9.3 

11.3 

13.8 

6.8 

17.3 

13. ヌ

21.6 

23.4 

+ 

+
+
+
 

Table 133 に示すように，阻止力の強いのな水銀河lではセレサン，粉用ノレペロン，強力リオゲンダ、ス

トなどのオt銀含量の高いものであり，次いで増量剤の加えられた散粉ルベロン，パムロンダ、スト， リオグ

ンダ.ストの }I院である。

鈎水銀剤では水銀含量の多い三共銅水銀粉剤がもっともすぐれ，次いで三共ボルドー粉剤の}J[riであり，

マリオン粉剤は劣る。ヂンクメート[士三共ボルドー粉剤とほぼ近似の値を示し，散拐、ボルドーでは無処理

と大差がないlコ

2. 園場試験

(1) スギ、前の灰色かび病の防除試験

A. 各種役菌剤による防除試験

試験一一 1 ・・・・ 2 同薬剤散布

試料および方法

試験地は秋田県仙北郡角館町，角錯苗畑:こ設定し，例年灰色かび病の発生するスギの連{働喝を選ん

だコ供試苗は 1949 年 4 月 30 日に次の施犯を行って，突然秋田スギの種子をまき付けて常法により管理

し M あたり約 500 本成立せしめたコ

施肥量， m2 あたり堆肥 3.5 kg ， 硫主要アンモニア 38g ， 石灰窒素 40g ， 過涛酸石灰 75g ， 塩化カリ

56g ， 消石灰 75 go 

1949 年 11 月 23 日に苗の成立密度や生育状態のほぼ均等なところに試験地を設定したc 設計は 1 Plot 

1 m' の 6 連制の苦L塊法によったc 同日に第 1 回の薬剤散布を行い，第 2 回は 12 月 11 日に行った。液
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期jの散布は小型噴霧器を用い，粉剤には小型j手押し散粉号~によった)イ1~雪期間は 1949 年 12 月 25 日か

ら翌年 3 月初日までであったと

試験結果

4 月 10 日の調査結果を Tabl巴 134 に示した。

Table 134. スギ苗の灰色かび病の薬剤防除試験成績(1)

Results of the experiments on the control of gray mold of “ Sugi“ seedIings 
by various fungicides 

l り病率| り病程度
散布量 P~rce~~age~T~f 1_____j2egree of infection 

Amount I infected 山"
sprayed i seedIing (%) 1 川 (%)1 TC (%)i ' (%) 

3 斗式ボルドー液 Af'on..../O p巴r 刑2 r.** n r. 
Bordeaux mixture (3-3-50) 400 cc 0** 0 0 1 0 

sZ22ι;よaif京農薬) 10 g 3** 1 0 2 

乱&t剤(三共) 10"' 4** | 0.2 I 3 

s手紙出l dust i lO グ l料 | 010  

uよムプルン 1 0 ・ 2%液 4∞ cc 1料 0 1 1  0 

di古ぶtnLFJIiK21721 1:4 25g 0料 010  0 

SI払dZ1e 灰 20 g 10キ 182
13 1 10 I 2 

区 名 Plot 

Check 

この表をみると，いずれの区も防除効果が現われている とくに 3 斗s式ボルドー，セレサン石灰がすぐ

れ，次いで三共銅水銀粉剤，ウスフ・ルンの/1院であるっ散粉ボルドーや銅粉剤ではかなり効果がおち， rdi石

灰でも防除効果が認められる。 各薬剤間の比較では，消石灰区はほかのすべての区よりも効果が少ない

〔危険率 1%ト またボルドー，セレサン石灰区は鈎粉剤玄よりも有効(危険率 1 %)で，また銅水銀粉

剤は効果が大きい(危険率 5 %)。

試験一一 2 ・・・・ 1 回薬剤散布

試料および方法

試験-1 の試験地に隣接した所に，すべて同機に設定し，薬剤散布は 12 月 11 日に 1 回だけ行った

Table 135. スギ、苗の灰色かび病の薬剤防除試験成績 (rr)

Results of the experiments on the control of gray l110ld of “ Sugi" seedIings 
by various fungicides 
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0.1% 
|川 600 グ

0.2% 
i 川 600 グ

4** 

り 病 程 度
Degree of infection 

俳 (%)1 件 (%)1 +(%) 

。 。 。

。

。 。

。 17 2 

21 2 

区 名 Plot 

19 

24 
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;~Ul貴結果

4 月 10 日の調査結果は Table 135 に示したっ

この友をみると，やはり 3 斗式ボルドーがもっともすぐれ，ネオメルクロンやメルクロンは効果がある

が，デヨターは効果が現われないこ各薬剤聞の比較では，デミター区よりもほかのすべての区がすぐれる

〔危険率 1 %)0 またボルドー区はメルクロン区よりもすぐれる(危険率 5 %)コ

試験一一 3 ・・・・ 1 回薬剤散布

角館苗畑において前年の試験地に隣接したところに， 1951 年 5 月 2 日に前年と同量の施\1':を行って管

理して養成し，削2 あたり約 500 本成立せしめた， 12 月 12 日この箇所に 1 Plot , 1m' , 5j車制の舌L塊

法によって試験地を設定したο

同日にTl1Jの i試験に準じて薬剤の散布を行った。 tÐ:雪期間は 1952 年 1 月 8 日から翌年 3 月 20 日までで

あったc

試験結果

4 月 18 日に調賀した結果を Table 136 に示した

Table 136. スギ笥の灰色かび病の薬剤防除試験成績(IJ[)

Results of the experiments on the control of gray mold of “ Sugi" seedlings 
by various fungicides 

区名 Plot 

り病率| り病程度
散 布 量 l Percentage of| D9E己日f in主坐む一一一
Amount infected '" 

sprayed i seedling (%) 十件 (%)' 十十 (%). + (o/�) 
600cc Per fmg 3キキ 003  3 斗式ボルドー液

Bordeaux mixture (3-3-50) 

三共ボルドー
Sankyo・Bordeaux (200 {;'i液〕
マリオン ;(，i) 1引l

Marion dust 
セレサン石灰 C巴resan

di1uted with slak巴d lime 

600 グ 2ホホ 。 。 2 

IOg 

1 : 4 . . '25 グ

6** 。 。 6 

5ホネ 。 。 5 

Ch巴ck 15 。 。 15 

この表に示すとおり， 3 斗式ボルドーと，三共ボルドーの 200 倍液は同程度の効果があり，次いでセレ

サン石灰がすぐれ，マリオン粉剤はややおとるコ

B. ボルドー液の散布回数別防除試験

以上の試験成績からボルドー液の防除効果がすぐれ，自lIi格力、らみてもほかの薬剤よりも安価である c す

でに述べた結果でもその l lIU散布と 2 回散布の簡にlれ、ちじるしい差がないが，さらに検討するために次

の試験を行ったっ

試籾および方法

試験地ばAの試験-3 と隣接したところに向じように設定したこボルドー液の濃度は 3 斗式を用い，薬

剤散布日は次のとおりとした=

1 回散布区・・・・ 1951 年 12 月 12 日

2 回散布区... .1951 年 11 月 29 日， 12 月 12 日

3 回散布区・・・ .1951 年 11 月 15 日， 11 月 29 日， 12 月 12 日

4 回散布区・.. .1951 年 10 月 29 日， 11 月 15 日， 11 月 29 日， 12 月 12 日
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j:N:雪期1mはAの試験ー 3 と同じであった。

試験結果

(9昔〕

4 月 18 日の調布紡果を Table 137 に示した

Table 137. ボルドー液の散布団数別スギ苗の灰色かび病防除試験成績

Results of the control experiments on gray mold of "Sugi" seedlings by 

Bordeaux mixture considering from the number of spraying 

, 1 rrI!の散布長 i り病率 l り 病程度
P巴rcentage of , Degree of 竺里竺竺on

! Amount infected ~ I 
~'prayed '~~~dli~~ (%)，掛 (%)1 朴(%) + 

6∞ccperM101olo 
600 グ 3** 0 0 

600 グ 3*氷 o 0 

600 グ 2** 0 0 

6 0 0 

4
q
u
q
υ
2
6
 

Plot 

Once 

Twice 

Three times 

Four times 

Check 

名区

1m 
問

問

問

しこの結果からいずれの区も防除効果が認められるつそして， 1, 2, 3 ITiJ区間には差が認められない

かし 1 I'IJ区と 4 i'i!区の問には差がある(危険率 590 っ

C. ボルドー液の散布量別防除;!A;験

散布畳は古[木の大きさや成立密度によって加減すべきなので，適Eな長を安/1るために次の試験を行つ

fこ、

調;料および方法

Bの試験に準じて角館古畑に試験tiJ!を設定しずこっ使用ボルドー液i濃度は 3 斗式とし， 1951 年 12 月 12

日に散布した。

試験結果

Table 138. ボルドー液の散布量別スギ苗の灰色かび病問除:試験成績

Results of the control experiments of gray mold of ‘ 'Sugi" seedlings by 
various amounts of Bordeaux mixture 

|り病率 l り病程度
|percE向巴 ofl Degreeof infeftion 
infected ! '" +H- ,n , "\1 ~+ ,0/"\1 1 seedling (%)1 111 (%)1 IT (%)1 ' (%) 

(cc) I ,,** A A ネ不 o 0 11 

8本* 0 0 8 

7林 007

4料 004

19 0 0 19 

4 月 18 日の調査結果を Table 138 に示した。

Plot 区名

Per 例2
200 

400 

600 

800 

Check 

この結果をみると，いずれの区も防除効果が現われ，散布量の多いほどり病率が低下しているで各区間

の比較では， 800 cc 区は 200 cc 区よりも効果が大きい(危険率 1 %)。また 600 cc 区では 200 cc 区よ

りもすぐれる〔危険率 5 %)こ

スギ苗の菌伎病の防除試験(2) 
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酋核病i主 l'i'iJ米に!よく ・慌に発生することが少ないために自然発生地では適当なところがなかったので，

この試験で‘は病原菌を接種して行った。

試料および方法

試験地は釜m:li.上場j'MlU iこ設定した o 1954 年 5 月 20 日に基肥として次のとおり施肥し，五.l7Jt日営林署

管内産のi占沫木の種子をまきつけて常法により管理養成しておいた。

施~E量 ， m2 あたり M1主主アンモニア 100g ， 過燐酸石灰 95g ， 塩化カリ 25gご

この苗床Yこ 1 Plot 0.7m' とし，首木の成立を 15日本ずっとして 5 達制の乱塊法によって試験地を設

定したニ 11 月 24 円にあらかじめパレイシヨせん汁突で疋培養基に 200C で 2 週間培養した Table 20 の

Bの菌そうの 1 刑問角の細片を 1 Plot vこっき 9cm シャーレ 2.5 I国分ずつ地商に散布して接種したc

薬剤散布は， 12 JJ 9 日左 12 月 21 日の 21111 とし，根雪期間は 12 月 22 日から迎春 4 月 12 日までであ

ったU

試験結果

4 月 25 日の調査結果を Table 139 に示した、

Table 139. スギ苗の菌核病の薬剤防除試験成漬

Results of the experirnents on the control of sclerotial dis巴ase of “ Sugi" 
seedlings by various fungicides 

区 名 Plot 

散布量
Arnount 
sprayed 
Per 例2

り病率|り病程度
Percentage of 1. _Degr巴日目f唾F
infect巴d I '" 1"  

|情。ノ|イ+(0/\1 + seedling (%)1 =(%)1 -,T(%)I -, (%) 

3 斗式ボノレドー液
B口rdeaux mixture 
三共ボルドー

Sankyo-Bordeaux 
ウスプルン

Uspulun 
ウスプルン加J月ボルド 液 。/

3-3-50 +0.1% Bordeaux mixture added with U U uu  _~'~U. '/U 

600 アUspulun 

さらし粉液 |0.2%3 ， 02D グ
Chlorinated lime solution 
セレサン石灰

Ceresan diluted with slaked lirne 

600cc 。ネ* o 

0 

ol 。

0.5% 
600 グ 。*キ 。 。

グ∞
 

ハ
U

つ
υ

/
0
 

0
ノ

勺
J
白

円
U 2*ネ 。 。 2 

。キ* 。 。

1 : 5 
15 g 

5材 311012

0料 o 0 0 

28 16 5 7 Check 

この結果方、ら， \，、ずれの区も防除効果がL 、ちじるしいc とくに 3 斗式ボルドー，三共ボルドーやウスプ

ルン加用ボル f ーおよびセレサン石灰区ではまったく発病せず，またウスプルンもすぐれるが，さらし粉

区は効果が低く，ウスプノレンを除いたほカゐの区よりも 5%の危険率でおとるこ

(3) アカマツとクロマツ苗の菌核病の防除と鈎弗lによる薬害

著者ら〈佐藤・太田・庄司 112 ， )は，暗色雪腐病防除試験に，恨雪前に各種の薬剤を施用したところ，銅

剤ではし、ちじるしい薬害を生じたことを報告したこその後 1955~1956 年にかけて，アカマツとクロマヅ

苗の菌般病の防除試験と銅剤の薬害軽減，および銅剤の薬害と積雪下の環境や苗の衰弱などとの関係を試

験してその一部の成果をえたので次に報告するつ

A. アカマヅとクロマヅ苗の菌政病の防除試験

試料および方法
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試験地は，釜淵分場苛畑で，火山灰土壌からなわ排水は良好とみられるところである

供試苗は， 1956 年 5 月 8 日に基肥として次の施胞を行い，長野県産のアカマツとクロマツをまきつけ

て常法により養苗しておいた l

施肥量， m2 あたり硫安 70g ， 過燐酸石灰 80g ， 塩化カリ 15g ， 消石灰 50go

試験の設計'1土， Table 140 のとおりで 5 連制乱塊主主により 1 Plot 1. 5 間宮とし， 1956 年 10 月 23 日

にアカマヅ，クロマツ首をそれぞれ 300 本， 200 本にそろえ，クロマヅ苗は床替した。

そして， 1956 年 11 月初日に 1 Plot あたり 9 c削シャーレ 5 個分のバレイシヨせん汁寒ヲミ培築基

に 20 0 C で 10 日間培養した Table 20 の B菌そうの帝国片を接種したコ 薬剤散布はすでに根雪となった

12 月 14 日に 45 c仰の積雪をかき分けて行った。この場合に接種した菌はかなりよく発育まん延してい

た。根雪期間は 4 月 25 日までで 160 日間，最深積雪深は 184 cm であったっ

Table 140. アカマツ，クロマツ苗の商後病の薬剤防除試験の設計

Designs of the control exp巴riments of sc1erotial disease of Japanese red pine 

and Japanese black pine seedlings by various fungicides 

| 供 試 茶 剤 F叫凶凶d白e 1 丘忍ムi山oun孔九p」dl 備 Rema抗rl比k
| 4 斗式ボ品れJ中レド一 600cc 

Bordeaux mixture (5-5-1∞) 

b| A+硫蜘鉛 6∞グ
Bordeaux mixture added with ZnSo. ' 

l プミロン錠 1 1 
Fumiron table 

Check 

l ZnSo. の 1/3量

|水 18 1 に 7 錠

500 倍液1 グd TFI-A 

試験結果

調査は翌年 5 月 14 日に行い，発病と，薬害の状態を Table 141 , 142 に示した。

アカマツ，クロマツともに，フミロシ錠， TFI-A 区がj].なりよい防除効果をえ，またアカマツではボ

ルドー区および硫酸班鉛か1用ボルド一区ともに防除効果があり，クロマツではボルドー単用区ではかえっ

Table 141. アカマ Y首の菌骸病防除試験成績

Results of the contτ01 experiments of the sc1erotial disease of Japanese red pine 

s巴巴dlings by various fungicides 

ド;rCELtf りDぷfMioit 薬害程度おむ J 朴似|廿 (%)1 +…ぷ3f;:ム
a I 54 29 8 17 I 州
b I 43 22 7 14 時
c I 18 7 3 日

d 21 

75 

0 

40 

4 17 

薬害による枯死

Se巴dling died by 
phytotoxicity (%) 

9 

13 

0 

0 

0 

+ 
Check 11 i24  

注: l!I!I....50 %以上の首が赤変

附 ....40 %グ

+....10 %前後の首が赤変

・・・・薬害なし

Note: 州・・・ 50% of seedlings became discoloured 

州 ....40%

+・・・・ 10%

-.・・・ 0

"' 
,7 
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Table 142. クロマツ酋の菌伎病防除試験成績

Results of the control experiments of sclerotial disease of ]apanese black pine 

a 

b 

c 

d 

Check 

seedlings by various fungicides 

り病率 り病程度内.訳 薬害程度|
l中Pe耐町町……E訂町……r町悶…c白m巴印n
infected l 俳 /i 朴 + /n/"! _1-I?_:~::~!~~ edling (%)1 11, (%) lT (%)' T (%)1 phytotoxicity i 

64 17 12 35 -tt 
50 13 7 30 + 
17 

27 

50 
I ~ 

16 

3 

9 

13 

23 

25 

土

て多く発病したで

薬害による枯死

Seedling died by 
phytotoxicity (%) 

0 

0 

0 

0 

0 

外見上の薬害は消雪後に乾燥してから現われたっアカマヅではクロマヅにくらべて薬害程度ははるかに

貫く，ボル r 一区と祈峨耳目的日用ボルドー区ではし、ちじるしいこ TFI-A でもわずか諌められたが，フミ

ロシ錠区ではまったく認められなかった3

B. 無雪時におけるアカマヅ苗に対するボルドー液散布試験

春から秋まではアカマツ苗にポノレ r ー液を散布して薬害を受けた例はめずらしく，著者らはその例を見

聞したことがなかったので，次の試7i売を行ってたし力 hめることとしたっ

試験一一 1

試料および方法

供試苗は秋旧県下の本荘市畑において， 1955 年 4 月 20 日に次の施胞を行って長野県産の種子をまき付

けて養成しておいた 10 cm 前後のものを用いたっ

施肥畳， m2 あたり硫酸アンモニア 100g ， 過燐酸石灰 60g ， 塩化カリ 15 g 

以上の苗を 10 月 3 日に掘り耳立って木箱 (17X 17x9 cm) に 50 本ずつ植えつけ， 1955 年 10 月 18 日

に 2 斗式， 4 斗式， 6 斗式の各濃度のボルドー液および三共ボルドーの 100 倍液をがあたり 1 ， 000 cc 

ずつ小型ふん窃怒で散布して戸外に放置したふなお各処理ごとに 4 個ずつのはちを用いた。散布時は附うで

で間もなく薬剤が乾いた。

試験結果

散布後 1 カ月間観察を続けたが，いずれの区にもまったく薬害:主現われなカ aった士

C. 銅斉Ijによる薬害と積雪下の環境との関係

以上の成績からボルドー液や，そのほかの鈎剤による薬害の発生と環境とは密接な関係があると思われ

る。

試験一 1

試料および方法

供試首は，秋田県本荘営林署一苗焔において，昭和 30 年 5 月 7 日にまきつけL たアカマツ苗を， 10月 4

自に掘りとり，同月 20 日に木箱 (17x17x9 cm) に 50 本植えて活者してから使用したc

1 処理につき 4 個のはちを用いたコ

試験設計は Table 143 に示すc
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Tab!e 143. ボルドー液の薬害と 1~t1党との関係1式出荷設計

Designs of the tests 011 the phytotoxicity in ]apanese red pine seedIings 

caused by Bordeaux mixture 

|処理 Treatment

日 | 雪圧防止と暗黒状態
The pressing by the weight of snow to the seedIi昭s was checked with woody boxs 

b ! 室内で土嬢に密着
Th巴 seed Iings were press巴d to the ground at Iight room 

c 定温婦に入れ温度 15 0 C に保つ(陪児)
The seedIings were p!aced in the dark incubator maintained at 150C 

d I 古木を凍らせる The s巴巴d Iings were frozen a吋…r巴d w凶 snow

Check The seedIings were covered with snow 

注:散布量は川あたり 600 cc Note: Fungicid巴 was used 600 cc per m 2 • 

供試薬剤は 3 斗式ボ、ルドー液を幻12 あたり 600 cc とし，昭和 31 年 1 月 9 日に 15~20 cm の積雪をか

ぎわけで散布した。なお比較のために各処理ごとに無散布区をもうけたoa 区は薬剤散布後ただちに同大の

箱で覆った b 区と c 区は，薬剤散布前の約 1 週間前;こ室内におき，ほかの各処理と同時に散布した c 

区は散布直後 15 C に保った定湿器に入れ陪黒状態を保ったよ b ， c 区には時々濯水した d 区は薬剤散

布直後屋外に 1 夜おいて凍結せしめ積雪下に埋めたー Check では散布後ただちに街雪下に埋めた。

試験結果

b , C 区は，約 1 カ月目の 2 月 14 日調査を行ったが，まったく薬害はな泊、った その後 3 斗式ホ、ルド

ー液を d あたり1l散布して戸外の積雪下に放置したら， 4 月 21 円のポ，'~ftで全市1枯死した寸これは寒

害によるものと恩われたっ 31 年 3 月 19 日に各弐験区の雪が消えたので， a 区の並立いを取りはずし 4 月 21

日まで観察を1l'い，同日に調査したこ!この3長官~[犬Î&:を Tab!e 144 に示す。

Tab!e 144. ボルドー液の薬害と環境との関係

Effect of environments upon the occurrence of the phytotoxicity in ]apanese 

red pine seedIings caused by Bordeaux mixture 
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融雪直後の観察では，各処理ともまったく薬害を認めなかったが，約 2 週間司ごろから d ， Check , a 

区の苗が明澄ー黄平色に変じ，枯死してきたっそしてあきらかに無散布区と区別ができたさ

この結果では， d 区左 Check がもっともはなはだしと薬害をうけ，ついて、 a 区の順であるが，前の 2

区よりもかなり軽かったっ苗には病原菌らしいものはまったく認めなかったご

試験← 2

試料および方法
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供試首はAの試験と同じものを 1957 年 5 月 15 日に招りとってはちに 20 本ずつ植えつけて処理ごと

3 はちずつ用いて 7 月 8 日に次の処理を行ったへ

a. 3 斗式ボルドーを m2 あたり 600 cc 散布後，乾かぬうちに室内のデシケーターに収めて霧を吹い

て 100 時間ilf~ì問状態に保つてのち屋外iこ出すへ

b. セレサン石灰 (m2 あたり 20 g) 散布後 a に準ずる c

C. 対照区， ;!gli散布苗を a に準じて処理する。

なお室内における試験期間中の温度は， 8 日は最高 25.5 ご C，最低 18 C, 9 日は最高 2 1. 2"C，最低 14

OC であった J

試験結果

各区ともまったく薬舎の発生が認められない。

試験一一 3

試$fおよび方法

供試首は 1957 年 4 月 22 日に 7 寸はちに長野県産種子をまき付けて養成しておいたが'] 4 c仰のものと

し， 1 はちあたり 100 本前後成立せしめたっ 8 月 4 日に 3 飼のはちには 3 斗式ボルドー液を m2 あたり

600 cc 量散布し，ほかの 3 個は無散布区とし，陪ヲミの室外に出して観察した、

試験結果

1 カ月間Ml察しつづけーたが，薬害はまったく認められなかった。

試験~--.l

試料および方法

供ぷ!旧工試験-2 と同じものとし， 1957 年 7 月 30 日に各区 3 はちずつよたの処隈を行った

a. 3 斗式ボルド _ m' あたり 600 cc を散布後まだ乾かぬうちに雨ヲての屋外におくー 降雨は約 6 時間

続いた

b. 3 斗ー式ボノ[ド一散布後室内に乾かして保つ

試験結来

雨後においても，またその後 1 カ月間観察し絞けたがI，!jj"区ともまったく薬害の発生を認めなかったG

試験一一 5

試料および方法

供l弐)笠l土!式決-2 と同じものを用いて 1957 年 7 月 8 日に各区 3 はちずつ次の処理を行った。

a. 三共j!F;]水iJ!粉剤(供試品)を刑宣あたり 20g 散布後三日天の墨外;こ放置したっ降雨時間約 5 時!'M-J

b. 雨天の呈外から室内に入れて生かわきの苗に a Vこ準じて薬剤散布後 2 日間室内においてから屋外に

出す。

試験結果

雨天の屋外に放置した区て、は異常を認めなかったが，室内においた区~t. 2 日目から苗木の先端の幼若の

部分が赤抱色に変色して枯死した。

3. 林地におけるスギ苗の灰色かび病の防除試験

HARTLEY • PIERCE ・ HAHN刊は林地におけるダグラスフアーそのほかの針案仰の若い植栽苗や天然

生百が B. cinerea を主とする病原菌による雪腐病におかされることを報告している
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東北地方の林地における針葉樹首の雪腐病の被害は，スギやアカマツ市にかなりの被害がある。とくに

秋植の越冬苗にはなはだしい これらの被害をおこすものはおもに暗色雪腐病と灰色かび病であるつ被害

苗はひどいものは枯死したり，はなはだしい生育の阻害をうけるJ 被害の限因は苗木のきょ弱や衰弱，不

良環境によることが多く，薬剤l防除だけで効果を期待することはできないと考えられるが，健全な苗木の

植栽や不良環境の改良などの対策を実施したうえに薬剤l防除を行えば防除効果も少なくないと考えて次の

試験を行った。

試料および方法

試験地は秋田県仙北部川沢湖町にある生保内経営区 17ちで)11花干し、の平副な薪炭林の伐深跡地て、ある。

供試苗は山形県下の若木市畑で養成した 2 問床替 2 年生前を 1956 年の 11 月中に植えつけた 30~50 c制

のかなり衰弱しているとみられるものである 11 月初日に 30 c削の積雪を除去して 1 Plot 1 列 50 本

ずつの 5 連制乱塊法により試験地を設定し，ノj、型散粉保によって薬剤jをまいたハ散布量は 1 本につき 5g

とし前F択を中心として 0.8 m2 の円形にまいた、薬剤散布当日から根雪となり，消雪は翌春 4 月 20 日こ

ろて、あったに

試験結果

5 月 28 日の調査結果は Table 145 のとおりであるコ発生病害は灰色かび病を主として，暗色雪腐病

が伴っていた J

Table 145. 林地におけるスギ苗の灰色かび病の薬剤防除試験成績

Results of the control experim巴nts of the gray mold of ‘ 'Sugi" seedlings 
in plantation by various dusts 

区

セレサン石灰

リオゲンダスト

散粉ルベロン

三共ボル v 一

散粉ボルドー

名 Plot

Ceresan diIuted with slaked Iime 

Riogen dust 

Sanpun-Ruberon 

Sankyo-Bord巴aux

Sanpun-Bordeaux 

Check 

lj 病率 1) 病 F 苧 P 度-
1Y:γ … OI I旦on
sJん(FZ! 併(%)1 件(%)|+(%)
[30林 1411917-

25料 3 19 3 

40** 11 21 9 

28料 8 14 6 

42料 17 19 6 

77 34 31 12 

この結果から，各薬剤とも防除効果が現われている。各薬剤l聞の比較では，散粉ボルドーはセレサン，

リオグンダストおよび三共ボルドーよりもおとる(危険率 1 %)。また散粉ノレペロンよりも多少おとる(危

険率 5 %)0 次に散粉ルペロン主リオグシダスト間にも有意差がある(危険家 5 9-るみまた散粉ノLペロンと

三共ボルドーとの聞にも差がある(危険率 5 %)0 

4. 論議

(1) 培養基に各種の殺菌剤を添加した場合の菌そうの発育については，水銀剤のうちとくに水銀含量の

高いものが阻止力が強く，ボルドー液では弱い。鈎水銀剤はその中間にあるが，商品による差がいちじる

しい。 しかしこの差もおもに水銀含量の多少に基因するようである。 この試験において Botrytis と

Sclerot初旬の各種薬剤jに対する抵抗が多少異なるが，いちじるしくはない。

菌糸の液剤に対する抵抗力についての試験では，やはり弁コウ水やウスプルシ，メノレクロシなどの水銀
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剤と石灰乳が君主菌力が強いコまた釦j水銀剤も比絞的劣り，銅剤lはとくによくない しかしボルドー液にウ

スプルンを加用した場合にはそれぞれを単用した場合よりはかなり効果が高まるつ このi弐験結果では，

Sclerotiηia が Botrytis よりも多少薬剤に対する抵抗力が強いものが多いコ

渡辺1叫の方法でテストした B. cinerea の菖そうに対する各種粉河lの阻止力も， セレザンや粉用ルペ

ロン，強力リオグンダストなどの水銀含量の高いものの阻止力が強く，増量期!のj見った散粉ルペロン， リ

オゲンダストなどはこれにつぐ。銅剤の故粉ボルド はとくに阻止力が弱く効果が認められず，銅水銀剤

とヂングメートは水銀剤と銅剤lの中間にある J

(2) 悶場におけるスギ.苗の灰色かび病の防涜には，ボルドー，セレザン石灰，三共ボルドー，三共銅水

銀粉剤などがとくにすぐれ，次いでウスプルン，ネすメノレクロ::/，メルクロンなどがよく，マリオン粉剤.

散粉ボルドーや銅粉剤および消石灰などはかなり効果がおとるが，多少防除効果がある。室内実験におい

て殺菌効果が弱L、銅剤にもボルドー液のように効果の高いものがあるつ殺菌力の強い水銀剤の溶液の散布

が比較的効果がおち，粉剤がよいのは，散布した液剤4土土壊にI吸菅されて不活性化するからであろう。

なお薬剤散布から I:RS'#までの明週が長い場合には防波効果がおとる傾向がある、 ご4

薬剤の散布団数については. 1 回散布と 2 回散布では，はなはだしい差異はなく. 3 斗式ボルドー液の

散布回数についても 1 同区と 4 四区とは差があるがし 2 ， 3 田区間に:土大差がない一 したがって恨雪直

前に 1 回散布し，もし恨雪がおくれた場合には 2 回目の散布を仔ったらよいと忠弘ボルドー液の散布量

については苗木の大きさや，成立密度によって加減すべきであるが rn2 あたり 500 本前後伐立のまき付苗

床では削2 あたり 600 cc 程度が適量と思われるが，苗木だけでなく，土壌消毒をも目的として地面にも

浸みこむ程度の量が必要である二

(3) スギ A7の菌骸病の防除についても，ボルドー液，ウスプルン加用ボルドー液，セレサン一石灰および

三共ボルドーなどが著j.JJあり，灰色かび病についての成績とほぼ一致する。

(4) 著者ら(佐藤・太旧・庄司112') I土アカマツ苗の暗色雪腐病の防除の目的で恨雪前に 3 斗式ボルド

ー液，ウスプルン力11府 3 斗式ボルドー液および三柊ボルドーの 200 倍液を散布したところはなはだしい薬

害をうけたことを報告したu このたびのアカマツとクロマツ首の菌伎病の防除試験では，ボルドー液に対

する硫接部.錯の加Jflによる薬害の防止効果と散布用水銀予測のブ守口ンと TFI-A の効果をテストすること

を ~I i'I"J とした その結果は，ボルドー液の薬害はアカマヅはクロマヅよりもはるかにいちじるしいコボル

ドー液への硫繋亜鉛の JJII府区はかなり薬害を軽減したが，十分な効果は現われなし、。アカマツではボルド

ウ単用区が硫酸亜鉛加m区にくらべて薬害による枯死が少なくなったのは，薬害をうけた苛がり病したた

めであろう。このことは著者ら(佐藤・太田・庄司112つのさきに報告したアカマヅ苗の暗色雪腐病防除に

さらし粉液を散布したら，かえってり病率を増加したことからも考えられる。

水銀河jでは TFI-A がわずかに薬害を現わしたが，フロミンではまったく認められない。

菌後病の防除効果については，アカ-q 'Y，クロマヅともにフミロシ区がもっともすぐれ，ついで TFI-A

の順で，またボルドー区と硫致亜鉛力日用ボルドー区でも効果がみとめられたコしかもクロマヅではボルド

一区て、はかえって多く発病したA と iこかくボルドー液に対する硫護亜鉛の加用は農作物や果樹におけるよ

うに薬害の防止と病害の防除効果を高めるに役立つが十分で、はないっ

さきに報告したスギ苗の灰色かび病と菌i亥病の防除にはボルドー液や銅水銀剤がいちじるしい効果があ

るにかかわらず，アカマツやクロマツではほとんど防除効果をあげられないことは，同一病原菌による病
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f舎の防除にも寄主に対する薬剤の f'I，JIjを明らかにして選択することが必JQtなことを意味する。

(5) 無雪状態においては，アカマツ首に 2 斗式ボルドー液や三共ボルドーを散布してもまったく薬害が

認められない。このことから恨雪前の散布による薬害の発生は積雪下における環境と深い関係がありそう

に恩われたn

HARTLEY ・ PIERCE ・ HAIIN刊はダ、グラスフアーの雪腐病防除に恨雪jl'(前にボルドー液(おおよそ 2 斗

5 升式〕を散布してはなはだしい薬容が発生したことを報告し，その原因は積雪下で鈎が長い間残存し，

苗が泌っている状態において長期間に害されるだろうと述べた。

杉山山)山〉はボルドー液の薬害はその散布l直後に降雨にあったり，ぬれた状態におくと発生しやすいと

述べているが，著者らは，アカマ Y首に 3 斗式ボルドー液散布直後に雨にあわせたり，ぬれた状態を保つ

などの処理を行ったがまったく薬害がなかった。

また河村 55)はバラに対する鈎斉IJの薬害は低温多湿の時に発生しやすいと述べている c したがって銅剤の

アカマツ百に対する薬害は HARTLEY ・ PIERCE ・ HAIIN'" の意見のような積雪下の段境において発生する

ものと考えられる。

著者らがこの関係を実験的にたしかめるために行った試険$/，'呆では，ボルドー散布後積雪下に埋めてお

いた区と，苗を凍らせて積雪下に埋めた区では大差なく，ともにいちじるしく被停が多いコまた箱を被っ

て積雪としゃ断した区て、は，積雪に按した区よりも縫くなったっしかしこの区でもカ Iなり薬害が発生した

のは，箱内の空中温度が飽和状態にあり，常に苗がnaっていたためであろう p

以上の結果から J恨雪山市jのボルドー液の散布が薬害をおこす原因は，積雪下における低温，多湿， t百の

ボルドーを散布した地面への密着などがなもなもので， Hð.~{、~~伏態やボルド一散布後の苗木の凍結などは直

接の関係はなさそうに考えられる。しかし薬害は残効性のある銅斉Ijゃ水銀粉剤などにおこり，水銀の水和

剤には少ないので HARTLEY ・ PIERCE ・ HAHN刊の説のように長期間に徐々におこると思われるので，積

雪下における苗木の衰弱も無視できないであろう三

ボルドー液の薬iさは気孔から侵入した薬剤による場介もあると祢されているが，著者らがスンプj告で観

察した結果では，積雪下のアカマヅ針案の気孔は異常開孔している傾向を認めたので，これが薬害の発生

と|共j係ありそうに考えられるがさらに検討したい。

(6) 材地における秋槌スギ苗の灰色かび病に対する各種粉剤による防除試験では， リオゲン〆スト，三

共ボルドー粉剤，セレサン石灰などがすぐれ，次いで散粉ノレベロンや散粉ボルドーなども効果ーがあるが，

供試苗の衰弱がはなはだしく病害を防いでも活着せずに枯死したものが多く，抵抗性の強い苗木の植付を

行った上に~斉IJ防除を行うべきである c

E 摘要

東北地方そのほかの積雪地方においては，スギ，アカマヅをはじめとしてほとんどの常緑針葉樹種に雪

腐病が発生する。そしてその被害は苗畑における越冬苗だけではなし林地における仮植苗や植付苗に対

しでもはな(主だしいっ

東北，北海道におけるおもな雪腐病の種類は灰色かび病(病原 Bofryfis cinerea PERSふ 菌該病(病

原 Sclerotinia kifajimana K. lTo et HOSAKA) および暗色雪腐病であるが，この報告では灰色かび病
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と菌仮病についての研究成蹟を述べた。

( 1) 灰色かび病，菌骸病ともに数 10 cm の積雪下においては. 1 カ月前後たてば苗の幼弱な部分や

損傷部から発病して次第に進み，融雪期iこ排水不良な場合に急激にまん延するc そして灰色かび病はほと

んど年間を通じて発生するが，菌後病では積雪下においてだけ発生する。

(2) B. cinerea は積雪下における接種試験により，スギ，アカマツ，アオナ，レンゲソウおよびラ

イムギに病原性があること泊二たしかめられたコまた分離日空寄主を異にする 10 菌燃のスギに対する病原性

けいずれにも詔められ，その強弱の差がし、ちじるし力通った。

積雪下における寄主針葉樹;主 3 科 7 属 12 種額に達した。また苗畑において自然発病する雑草は 11 科

17 庇 19 種績に達し，人工接種では. 31 科 53 属 61 種頴に病原性が認められた。

(3) S. kitajimana も積雪下においてスギ，アカマヅ，ヒノキ， トウヒ，アオナおよびレンゲソウに

病原陛が認められた。そしてスギ、やアカマヅに対しては B. cinerea よりもはるかに病原性が大であっ

た。また分離源寄主を異にする 10 菌株のスギに対する病原性はし、ずれの菌僚にも認められたが，菌株聞

の強弱の差がし、ちじるしかったっ自然発病を認められた針葉樹はスギとアカ""'7";1だけで‘あったっまた雑草

ではジシバリ，ホウコグサなどの 4 種顕である。しかし接種試験の結果では. 33 科 61 属 68 種類の雑

草に病原性が;認められた。

(4) 積雪下におけるスギ首に対する接種試験の結果. Sclerotinia trifoliorum はかなり強い病原性

を現わし . S. kitajimana による病徴と除似したc しかし S. libertiana と S.g問問inearum ，土陰性で

あった。

(5) B. cinerea. S. kitajimana I司菌の菌そうともに陪黒状態で発育がよしとくに Sclerotinia は

この性質がいちじるしかった=

(6) B. cinerea の分生胞子l土 OOC でも発芽し，適温l工系統により差があり 150 C および 20つC 付近

のものがあったJ そして 30'C では発序しなかった。菌そうについても菌株により遅速があるが，。こC で

もよく発育し，適温は 20~25'C 付近. 35'C ではバレイシヨ寒天では発育せず，斎藤氏しよう泊寒天で

はわずかに発育したη

( 7) S. kitajimana の菌そうは 0 'Cでもよく発育し，菌株によって発育の良否の差が認められた=

適温は 200 C 付近にあり. 30 C ではごくわ Fヵ発育した

( 8) B. ciηE向。. S. kitajimana ともに l OC で培養した菌そうからとったイノキユラムを用いた場

合は 20'C によるものよりも菌糸の発育の開始が早いことくに 1 C C 付近の低温においてはこの差がいち

じるしいのまた 20 C で 10 日間培養した老熟した菌そうを O'C で低温処理することによって新鮮な菌

糸が発育し，これからイノキユラムをとれば菌会うの発育がよくなったご以上の性質は Sclerotinia にお

いていちじるしい。

(9) スギ、のり病針葉組織内の B. cinerea の菌糸l土 100 C の乾認で 10 分間. 900C では 20 分間で

死j減し. 80 0C では 30 分間でも生存する。 S. kitajimana では 100CC で 10 分間で死j減. 90 c C では

30 分間でも生存した τ

湿殺に対しては Botrytis では 45 C C で 10 分間. 50 c C では 2 分間で死波し . Sclerotinia では 55つC

の 10 分間ではじめて死滅した。

また Botrytis の菌核は 50'C で 10 分間. Sclerotinia では 55 C C の 10 分間ではじめて死被した。
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(10) B. cine何日の分生胞子は関係湿度 100 %と 97 %でもっとも発芽がよく， 94 %ではわずかに発

芽する。そして培養の当初に培養液を乾かした場合には発立てが阻害された。

(11) 表面を乾燥させたバレイシヨ寒天培養基では B. cinerea の菌そうの発育はほとんど阻害されな

いが， S. kitaji問問。ではかなり阻害された。また両菌とも然酸素状態では発育ができない。

(12) B. cinerea は前雪後から冬までの問，寄主上および土撲中で分生胞子，菌糸または蔚核の状態

で生活する。 S. kitajimana では地中で菌核または菌糸の状態で夏を越す。そしてまれに 10 月中旬ころ

に菌核から子のう盤を形成する。発芽しない菌核からは積雪下において菌糸が発育して寄主を侵かすこと

がたしかめられた。

(13) 積雪下の温度における殺菌土壌での丙菌の発育は ， Sclerotinia のほうが盛んであった

(14) り病スギ組織中の菌糸の生存期聞は風乾状態で Botrytis は 5 カ月間 Sclerotinia は 8 カ月

間，戸外の地上で‘はそれぞれ 4 ， 2 カ月間，地中ではともに 2 カ月間であった。

パレイシヨせん汁寒天では約 22 カ月間生存した。

(15) 東北地方における B. ci仰向。と S. kitaji例ana の分布は似雪期間の長い地帯ほど多い。そし

て Botrytis は Scleγotiηia よりもはるかに分布が多くまた広い。

(16) 北海道や本州でエヅマ Yやトドマツ苗の B. cinerea や S. Ilitaji例。仰による雪腐病の少ない

原因は，苗の抵抗陸が大きいことと，北海道でみられるような凍結した土壌上て、はこれらの菌が寄主を侵

害できないことによると長げ命したれ

(17) スギ、苗の菌妓病では恨雪期間が 4 カ月をこせばiì'j雪の効果が現われず，灰色かび病，菌骸病とに

も病原菌の接種を根雪当初Jに行った区のほうが消雪 50 目前に行った区よりも発病が多かった A

(18) 接種試験では古木に対する雪圧を防止し，積雪?と苗木をしゃ断した場合アカマヅやクロマタの菌

核病の発生はむしろ増大した。

(19) スギ苗の灰色かび病と菌核病は陪黒状態において発生が:増大した。

(20) スギ苗の菌!去病は関係湿度 100 %でもっともよく発病し， 98 , 94 , 92-%の I1院に低下し， 87% で

はまったく発生しなかった。

(21) スギ苗の灰色かび病，菌主主病ともに融雪期に排水不良な地形や苗床で、は発生が多く，とくに灰色

かび病では排水良好な場合は発生が少なかった。

(22) スギ苦の灰色かび病と菌核病は砂土や軽壌土における発生が少なく，とくに灰色かび病ではいち

じるし l'c そして埴土や固結した埴土では発生が多し、。以上の原因については，おのおのの土壌における

病原菌の発育とは関係がなく，土擦の含空気孔際量の季節(~J変化の測定結果から通気および.ìili7.K'院の不;1ミ

な土撲での発生が多いことがたしかめられた。

(23) 無雪状態では，灰色かび病は空中湿)良=が青ければじゅうぶん発生するが， J!ß I亥病では湿潤な地面

に接着することが必要であった。また Botrytis では寄主に形成した分生IJ包子によって新たに侵入して発

病を増大せしめた。

(24) スギ'まき付苗に対する燐酸とカリの欠乏区は 3 要素，無窒素，無肥料区にくらべて灰色かび病の

被害を多くした。また霜害についてもほぼ同様な結果がえられた。

スギまき付苗に対する成長休止前の窒素の追肥は灰色かび病の発生をましたが，燐酸，カリ，消石灰，

木灰，硫酸鈎の施用はいちじるしい影響をおよぼさなかった。そして MH・30 の処碑や恨切りによる成長
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抑制はし、ちじるしく発病を少な〈した。しかし MH・30 の処理は恨の発育を阻害し，また成長点も枯死し

た。

(25) 山 /1\ しJlJ 1 同床替スギ苗に対する首畑における施肥と林地植え付後の灰色かぴ病の発生との関係

では，窒素，燐酸，カりの施斤j量のいかんよりも，首の秋のびの有無のほ号が重要であったのすなわち堆

肥 èìl.用区では秋のびしたためにもっとも被害が多く， 3 要素の 8 月の恨切り区ではまったく彼筈がなか

ったわ

(26) スギ苗の霜得予防のために秋季にサザ，ワラ，落葉などで被寵することは灰色かび病の被害を増

大したハそしてスギ，アカマヅ，クロマヅまき付前;こ対してそれぞれ 9 月 13 日， 10 月 7 日， 10月 22 日，

12 月 14 日にスギ‘葉でしやへいし，酋伎病菌を接種したところ，被害時期の早いほど被害を多くした。と

くにクロマツやアカマヅでは被害の影響が大きいっまた被援首は菌骸病だけでなく灰色かび病に対する抵

抗がし、ちじるしく低下したコ以上の原因を検討した主ころ，スギ苗では越冬前における被震による光線の

しゃ断と低混からの保護は硬化をさまたげ，灰色かび病と菌骸病iこ対する抵抗性をはなはだしく低下せし

め，光線と侭温は抵抗院のカ i く得に不可欠の要素であることがたしかめられた。さらに被復スギ百では還

元糖と '!I'還元慣の合長と1$透価が低下し，合水量が高くなったっそして糖の含量と彦、透価は積雪直前にも

っとも高くなり. f責E雪下で次第に減少し. ì泊三雪後ふたたび高くなる(水分含量はこれらに反対の経過を示

した なお合糠量の季節的変化は無被覆区の還元橋iこお L 、ていちじるしい。さらに積雪下でよく11&水した

苗木の彼夜物下における温度の測定結果と被覆物下の B. cinerea と S. kitajimana の培養試験結果か

ら被覆による温度の上汗の影響IH、ちじるしくなし、。しかし彼覆物は飽和状態に吸水し，苗木を過湿状態

に保ち，これに病原菌が腐生繁殖するために発病を助長したコ

(27) 損傷をうけたスギ苗で:土灰色かび病に対する抵抗がl工なはだしく低下した。そしてボルドー液に

よる防除効果も現われず，かつ発病しにくい排水のよい軽接土上でもよく発生L た。

(28) スギまき f寸苗に対して初秋iこ似切りを行って秋のびを抑制すれば，灰色かび病と菌骸病に対する

抵抗がきわめて高くなった。また成長休止前における移植も秋のびを抑制して硬化をすすめて灰色かび病

の被告をいちじるしく低下せしめた。

(29) MH-30 処別によるスギ・まき付苗の秋のび抑制，霜害および灰色かび病の防除効果がし、ちじるし

いコすなわち 0.3 %と 0.12 %区では大差がなく，とくに恨切りと 0.12 %の併用がすぐれ. 0.05 %では

かなり効果が低くなった

処盟主lは針葉が紫椀色に変色し，強剛となり，芯が聞いた 処理背の病害抵抗性が大きくなった原因に

ついては. MH-30 の B. cinerea. S. kitajimana および Rhizoctoηia solani の菌そうの発育および

Botrytis の分生胞子の発茅の阻止効果が認められたが， この殺菌力によるものとは認められなかったコ

MH-30 処理苗冷翌春の成長開始期;こ芯が枯死して不定茅を生じたO しかし桔損率には影響がなかった。

(30) スギ苗の{反植時期と菌骸病の発生との聞には密接な関係が認められた亡すなわち 9 月中旬区では

積雪前における Pestalotia shiraiana と Fusarium sp. による枯損が多いが，越冬苗はよく硬化して

活着し， もっとも被害が少なかった。 次いで 10 月上旬区も年内に活著し， よく硬化し被害が少なかっ

た。ところが年内に活着せず，また硬化のさまたげられた 11 月中旬区はもっとも被害が多く， 12 月中旬

区では仮植前に硬化が進んでいたためにかなり被害が低下したコ

次に東仮植は 1 本ならべ仮植よりもスギ苦の灰色かび病と菌該病の被害をはなはだしく多くしたっ仮櫨
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苗に雪腐病の被害の多いのは，苗木の抵抗性の低下と土妓への密着が大きい原因と認められた。

(31) B. cinerea と S. kitajimana の菌そうの設菌剤 Jこ対する抵抗については，弁コウ，有機水銀

剤に対して弱く，次いで銅水銀剤，ヂンクメート，石灰乳などのI1闘で銅烈lには強かったむ

(32) スギまき付首の灰色かび病の薬剤防除には，根雪直前の 3 斗式ボルドー液，セレザン石灰，三共

銅水銀粉剤およひ、三共ボルドーなどの 1~2 回散布の効果がよかった。そして 3 斗式ボルドー液は;1， 2 , 

3 回散布区間には効果の上で大差がなく， 1 悶区と 4 田区では 4 回区の方がすぐれたJ その散布量は多い

ほど効果が高主ゆ，おおよそがあたり 600 cc 程度が適量と認められた。

(33) スギ苗の菌該病の薬剤防除には，三共ボルドー，ウスフりI-~ノ加府ボルドー液，セレサン石灰，ボ

ルドー液などの散布が有効であったコ

(34) アカマツとクロマツ苗の菌伎病の薬剤防除にはフミロンが薬筈がなく有効で，次いで多少薬害が

あるが， TFI-A も効果があったコ 4 斗式ボ、ルドウ液ではとくにアカマヅに対して薬害がはなはだしく，

消雪後間もなく枯死するものが多かった。ボルドーに対する硫酸商鉛の力rI.mは薬害を多少緩和lずるが，十

分ではなかった。

(35) アカマツ苗に対するボルドー液の薬害は積雪下における低温，多ìMなE31境において発生するもの

で，積雪と首をしゃ断ずればかなり軽減されたれまたこの薬害は無雪状態では発生しないことがたしかめ

られた。

(36) 林地における秋値スギ苗の灰色かび病および陥色雪腐病に対する各種粉剤の防除l弐験では， リオ

ゲンダスト，三共ボ、ルドー粉剤，セレサン石灰などの H~雪IU前の散粉がすぐれ ， t欠L 、てA散粉J~ ペロンが有

効であった。
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図版説明

Explanation of plates 

Plate 1 

A. スギ t[ーの灰色泊、びW1 Gray mold of ‘ 'Sugi" seedling 

B. スギさし木首の灰色かび病 Gray mold of "Sugi" cutting 

C. スギ一日に形成された B. cinerea の分生胞子 Conidia of B. cine向。 produced on the 

affected part of “ Sugi" seedling 

D. 灰色かび病り病スギ苗の菌{亥カ、ら形成した分生JJ包子 Conidia of B. cinerea developed from 

the sc1erotia on “ Sugi" seedling 

Plate 2 

A. 林地におけるスギIEの灰色かび病 Gray mold of “ Sugi" stock in plantation 

B. ;f*:t也で発生 L たスギ‘首の灰色カ通び病 Gray mold of “ Sugi" stock developed in plantation 

C. アカマヅまき付苗)末に発生した灰色かひ、病 Gray mold of ]apanese red pine seedlings 

developed in s巴edling bed 

D. アカマツ首の灰色かび病 Gray mold of ]apanese red pine seedling 

Plate 3 

A. クロマツ苗の灰色ヵ、び:W1 Gray mold of ]apanese black pine seedling 

B. Mo∞n凶lt廿re町ry pine (Pi仇?η削仰Z幻仰u凶4ωSγ叩ad必iataω〕首の灰色カか、び病 Gray mold 0ぱf mor凶rery pin問e seedl日in

C. セシペルセコイア官前iの灰色カ弘οσひび、病 Gray mold of red wood seedling 

D. ダダ、夕グ、ラスフア一苗の灰色カかミび病 Gray mold 0ぱf d伽ou暗gla出s fir seedling 

Plate 4 

A. スギ-mの菌後病 Sc1erotial disease of “ Sugi" seedling 

B. スギ、さ L木首の菌桜病 Sc1erotial disease of "Sugi" cutting 

C. 菌伎病り病スギ首に形成した未熟菌核 Immature sc1erotia of S. kitajimana produced on 

“ Sugi" seedling 

D. アカマツ首の菌{刻お Sc1erotial disease of ]apanese red pine seedling 

Plate 5 

A. レンゲソウ菌{芸界TMの人工接種により発病したスギ首 “ Sugi" seedling inoculated with 

Scleγotinia t γげoliorum

S....菌核 Sc1erotium

B. 灰色かび病にシンをおかされて不定芽を生じたスギ 1 年生首(被害をうけた当年秋) Growth 

of the “ Sugi" transplant injured on the top by gray mold 

C. 雪腐病におかされた林地のスギ、苦の生育(昭和 30 年 10 月植付したものの 2 年後) Growth 

of the “ Sugi" stock injured on the top by snow molding in plantation 

Plate 6 

71<.素イオン濃度と B. cine何G と S. kitajimana 菌そうの発育との関係
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E任'ect of H・ion concentrations on the mycelial growth of B. cinerea and S. kitajimana 

B... .B. ciηeγea S . . . . S. kitajimana 

a , pH 1.2; b , pI-I 1.6; c , pH 2.6; d , pH 3.6; e , pH 4.5; f , pH 4.9; g , pH 5.1; 

h , pH5.6;i , pH7.8;j , pH8.5; k , pH8.7; l , pH9.1; m , pH9.2; n , pH9.8; 0 , 

pH 11.7; p ,pH 11.9. 

Plate 7 

A. 積雪下における B. cinerea 各系涜の菌てうの発育 Mycelial growth of various strains 

of B. ciηerea on potato agar under snow (after 25 days) 

a. スギ首から分離した菌株 Isolate from ‘ 'Sugi" 

b. 乙ア '/ 

c. '/ グ

d. ダグラスフアーカ 3 ら分離した菌株 Isolate from douglass fir 

e. センペルセコイアから分離した菌株 Isolate from red wood 

f.ホウコグサから分離した菌株 Isolate from Gnaphalium multiceps 

g. スギから分離した菌株 Isolate from “ Sugi" 

h. アカマツから分離した菌株 Isolate from Japanese red pine 

i. スギから分離した菌株 Isolat巴 from “ Sugi" 

J • ヅメクサから分離した菌株 Isolate from Sagina japonica 

B. 積雪下iこおけ』る S. kitajimana 各系統の菌そうの発育 乱1ycelial growth of various 

strains of S. kitajimana on potato agar under snow (after 25 days) 

a. スギカ、ら分離した菌株 Isolate from “ Sugi" 

b .グ

C. グ

d. '/ '/ 

E '/ '/ 

f. ジシバリから分離した菌株 Isolate from Lactuca stolonifera 

g. ホウコグサから分離した菌株 Isolate from Gnaphalium 11!ulticeps 

h. スギカ・ら分離した菌株 Isolate from “ Sugi" 

i .アカマツヵ、ら分離した菌株 Isolate from Japanese red pine 

j. ホウコグサから分離した菌株 Isolate from Gnaphaliu11! multiceps 

C. 150C における B. cinerea 各系統の菌そうの発育 Mycelial growth of B. cinereαon 

potato agar at 15 C (after 4 days) 

供試菌株~ì. Aに同じ The same isolates as before were used 

D. 15"C における S. kitajimana 各系統の菌そうの発育 Mycelial growth of S. kitajimana 

on potato agar at 15sC (after 4 days) 

供試菌株はAに同じ The same i~olates as before were used 

Plate 8 
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各菌のバレイシヨせん汁匁突培養基における級f~rt(現象

Phenomenon of the aversion on potato agar between the myceIia of several fungi 

B' ・目 B. cinerea 

SK. . . . S. kitajimana 

ST... .S. tγifolioru制

SL. . . . S. libeγtiana 

Plate 9 

1. 低温下の土壌における B. cine何G と S. kitajimana の発育 MyceIial growth of B. 

cinerea and S. kitaji削ana in soil at low temperature after 2 months 

B" .. B. cinerea S .... S. kitajimana 

a. イノキユラムカ、ら 1 c間厚さの土砂〈商

Th巴 inoculum was plac巴d at the depth of 1 cm below th巴 soil surface 

b. イノキユラムから 2cm 厚さの土壌国

The inoculum was plac巴d at the depth of 2 cm below the soil surface 

C. イノキユラムから 3cm 厚さの土披商

The inoculum was placed at the depth of 3 cm below the soil sl1rface 

d. イノキユラムから 5cm 厚さの士壊両

The inoculum was placed at the depth of 5 cm below the soil surface 

2. 凍結士壌上における B. ci仰向。と S. kitajimana 菌そうの発育

Mycelial growth of B. cinerea and S. kitaji削ana on freezing soil after 15 days 

B... .B. cineγea S . . . . S. kitajimana 

3. 病原菌の接種時期とスギ吉iの灰色かび病と菌伎病の発生との関係

Effect of the inoculated periods of B. cinerea and S. kitajimana upon the developｭ

ment of gray mold and sclerotial disease of “ Sugi" seedIings 

GM... .Gray mold SD ・・ Sclerotial disease 

A. j只雪当初J接種区 Inoculated at the beginning of snow coverage 

B. 融雪期接種区 Inoculated at the snow-melting period 

Plate 10 

1. 積雪下の筒内で発生した針葉樹首の菌{亥病 Sclerotial disease of several coniferous 

seedIings developed in the woody box under snow 

M... よく発達した気中菌糸 Aerial myceIia developed vigorously 

2. 閣係j程度とスギ.苗の菌伎病の発生との関係 E妊'ect of relativ巴 humidities upon the 

development of sc1erotial disease of ‘ 'Sugi" seedIings 

A. 100%; B. 98%; C. 94%; D. 90%; E. 88%. 

3. 各種土壌上におげる B. cinerea と S. kitajimana 菌そうの発育

MyceIial growth of B. cineγea and S. kitajimana on several soils 

a. 腐植士 Humus soi1 
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b. 軽峻士(表土) Light loam (surface soil) 

c. J富士(下府土) Clay (subsoil) 

Plate 11 

1. A. 地問に鶴rÑ したスギ苗に対する S. kitajimana の接種試験結果

143 ー

Result of the inoculation experiment with S. kitajimana to th巴“ Sugi" seedlings 

adhered closely to the ground 

T....慌T吉区 Adhered closely to the ground 

B. 地面に密着したアカマヲ苗fこ対する S. kitajimana の接種試験結果

Result of the inoculation experiment with S. kitajimana to the Japanese red 

pine seedlings adhered closely to the ground 

2. A. 土壌水分と苗木の地面への密菅がスギ苗の灰色かひも病発生におよぼす影響

E仔巴cts of the water contents of soil and the adherence of "Sugi" seedlings to 

the soil upon the development of gray mold 

a. i服部門士演に密諸区 Adher巴 d closely to moist soil 

b. 乾燥土擦に慢香し，ぬれ紙で被復した区

Adhered closely to dry soil and were covered with wet paper 

c itl! i問土l笈iこ密苦し，ぬれ紙で被産した区

Adher巴d closely to moist soil and were covered with wet paper 

d. 過rM土擦に草野著し，ぬれ紙で被覆した区

Adhered closely to excessively moist soil and were covered with wet paper 

B. 士J:Ji1水分と市木の地面への密着がスギ苗の菌j後病の発生におよぼす影得

E任ects of th巴 water contents of soil and the adherence of “ Sugi" seedlings to 

the soil upon the development of sclerotial disease 

各区の処理はAに準ずる Each plot was treated with the same methods as before 

Plate 12 

スギ、苗の被覆時期と菌後病の発生との関係 E任ect of the covering periods of seedling beds 

upon th巴 occurrence of sclerotial disease of “ Sugi" seedlings 

A. 9 月 13 日被復区 Covered on September, 13 

B. 10 月 7 日被覆区 Covered on October, 7 

C. 10 月 22 日被叡区 Coverec1 on October, 22 

Control 

Plate 13 

アカマツ苗の被覆時期と菌伎病の発生との関係 Effect of the covering periods of seedling 

beds upon th巴 occurrence of sclerotial disease of Japanese red pine seedlings 

A. 9 月 13 日被覆区 Covered on September, 13 

B. 10 月 7 日被覆区 Covered on October, 7 

C. 10 月 22 日被覆区 Covered on October, 22 
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Control 

Plate 14 

損傷をうけたスギ-!lfに対する軽妓土とにおける B. cinerea の接種バ!トriì*if果

Results of the inoculation experiments with B. cinerea to the injured “ Sugi" seed. 

lings anc1 transplants on light loam 

A. 損傷をあたえた 1 年生首 Injured one-year-old seedlings 

B. 無傷同 Control 

C. 損傷をあたえた 2 年生苗 Injured tow-year-old transplants 

D. 無傷同 Control 

Plate 15 

1. A. 恨切りによって成長抑制したスギ首に対する B. cinerea の接種試験結果

Result of th巴 inoculation experiment with B. cinerea to the “ Sugi" seedlings 

checked on their growth by root pruning 

R... .~良切区 Root pruning 

B. 恨切りによって成長抑制したスギ官îfこ対する s. kitajimana の按種試験結果

Result of the inoculation experiment with S. kitajimana to the “ Sugi" seedlings 

checkec1 on their growth by root pruning 

R.. . .~:p切区 Root pruning 

2. MH-30 処)]!スギ fUに対する B. cinerea の接種試験結果

Results of the inoculation experiments with B. cinerea to “ Sugi" seec1lings treated 

with MH-30 

A. 恨切りと 0.12% 液併用

Treatec1 with root pruning and 0.12% solution at the same time 

B. ~íi!切り Root pruning 

C. Control 

3. MH-30 処辺によって阪の発育が阻害されたスギ白

“ Sugi" seedlings that wer巴 checked on the growth of th巴 roots by MH-30 treatment 

Plate 16 

A. 仮おiÏス Jド古iの灰色かび病 Gray mold of “ Sugi" stock temporarily planted 

B. 仮植スギ苗の菌該清 Sclerotial disease of ‘ 'Sugi" stock temporarily planted 

C. 仮植スギ苗のペスタロチア病

Pestalotia blight of ‘ 'Sugi" stock temporarily planted 

D. アカマヅの仮植百に発生した雪腐病

Snow molding occurred on the seedlings of ]apanese red pine in transient 

planting 
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Studies on the Snow Molding-of Coniferous SeedIing's-l 

Gray mold and sclerotial disease 

Kunihiko SAT凸， Tsugio Sn白 ]1 and Noboru OTA 

(R駸um�) 
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The snow molding of various coniferous seedlings is the most destructive disease 

in the regions cover巴d with deep snow in Japan. In spite of considerable loss from 

this c1 amage , however , experimental investigations made by earli巴r workers ha ve been 

very few in number. According to the present authors' investigation the chief snow 

molding of conifers in the Tohoku c1istrict and Hokkaido are as follows: 

Gray mold caused by B. cinerea PERS. , sclerotial disease caused by S. kitajimana 

K. lTo et HOSAKA reported by K. lTo (1951) , and dark snow molding causec1 by unｭ

i c1 enti自巴c1 dark sterile mold. 

In this paper the authors deal with the experimental records on gray mold and 

sclerotial c1isease. 

(1) The healthy “ Sugi" (Cryptomeria japonica) seedlings covered with snow did 

not c1ie from the weakness induced by the condition of darkness and low temperature 

(00C) anc1 excessive wetness. This result shows that the damage of the seedlings 

under snow is caused by snow molding fungi. 

(2) “ Sugi" and Japanese rec1 pine (Pinus densiflora) seedlings were severely 

c1amaged by gray mold and sclerotial disease at nurseries in the Tohoku c1istrict. 

Young trees of “ Sugi" and Japanese red pine in plantations or those naturally 

reproduced also suffered seriously from gray mold and dark snow molding. 

The resistance of the hosts to the c1iseases appears to be influenced both by their 

age , the condition of their roots and the length of tim巴 the trees were subjectec1 to 

snow cover. One-year-old seedlings appeared more susceptible to injury than older 

stocks. Plants transplanted or heeled in the fall , and therefore deprived of much of 

their root system , appeared especially susceptible. 

(3) Gray mold and sclerotial disease of “ Sugi" seedlings developed aft巴r about 30 

days from the snow coverage. The weak parts of the seedlings were infected at the 

initial stages of the diseases , and th巴 diseases spread gradually under snow, increasing 

greatly on the puc1dly seedling beds in the snow-melting period. 

(4) The pathogenicity of B. c叩erea was proved by inoculation experiments under 

snow. Among five plant species tested,‘ 'Sugi" , Japanese red pine , Brassica sp. and 

Chinese milk vetch (Astγagalus sinicus) were very sl1sceptible and rye was moderately 

sl1scepti ble. 

The parasitism of each of many isolates of B. cinげea to “ S l1gi" seedlings W ﾜ.S 

examinec1 in the inocl1lation e五periments under snow. 

Among these isolates, a large range was observed in th巴 vir111ence of pathogenicity 

(Table 6~1l). 

The present al1thors mentioned 31 species expending over 14 families as the host 

conifers and host weeds of this fungl1s l1nd巴r snow. Moreover, in the present authors' 
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inoculation experiments with this fungus to various weeds , 61 species expending ovel 

31 famiIies were also recorded as the hosts (Table 12-14). 

(5) The pathogenicity of S. kitaji削ana was proved by th巴 inoculation experiments 

under snow. Among seven plant species tested,‘ 'Sugi" and Japanese red pine , Brassicr[ 

sp. and Chinese milk vetch were very susceptible , whereas “ Hinoki" (Chamaecyparis 

obtusa) , Hondo spruce (Picea hondoensis) on the contrary , were resistant and rye was 

very resistant. 

The parasitism of each of many isolates of S. kitajinwna to “ Sugi" seedIings was 

examined in th巴 inoculation experiments under snow. Among these isolates , a remar. 

kable deviation was observed in the virulence of pathogenicity. Th巴 conifers that were 

naturaIIy affected with the fungus were only “ Sugi" and ]apanese red pine , and the 

following weeds were also infected by the fungus under snow: Gnlljぅhalium multiceps , 

Lactuca stolonifeγa ， Hypeγicu例 aponicum THUN゚. form. yabei and Slellaria uliginosa 

MURR. var. undulata. Among these weeds , Gnaphalium multiceps and Lacfuca stolonifera 

were very susceptible. By the inoculation experiments with the fungus to various 

weeds , 68 species expending over 33 famiIies were found to be the hosts (Table 15-24). 

(6) According to the resuIts of the present authors' inoculation experiments with 

S. Irifoliorum , S. liberliana and S. gγaminearum to “ Sugi" seedIings under snow , the 

pathogenicity of S. tγifoliorum was very virulent , and that of S. libertiana and S. 

graminearum was not virulent at all. The symptoms of the sclerotial disease caused 

by S. trifoliorum strongly resembled those of the disease by S. kitajimana (Table 25-

26). 

(7) 1n the macroscopic , microscopic and physiologic characters there were no re. 

markable differences among several cuIture.stocks of B. cinerea isolated from ‘ 'Sugi" , 

Centaurea cyanus and EuPhorbia maculata (Table 3-5 , 27). 

(8) S. kitajimaηa ， S. trifolioγum and S. libertiana were aIike in the cultural 

characters (Table 28). 

(9) As the concentrations of sucrose and glucose in agar media increased the my. 

ceIial growth of B. cinerea and S. kitaji問。na became extremly vigorous , but at exｭ

cessively high concentrations the growth became weak; especially S. kitaji刑ana was 

conspicuous in this character (Table 29). 

(10) The e任ect of the concentrations of ammonium sulphate and asparagine in 

Richards' sol. agar media upon the myceIial growth of B. cinerea and S. kitaji閉山1a

was tested , and the results showed that the addition of large amounts of ammonium 

sulphate to the media exerted a baneful inftuence on the mycelial growth of the fungi , 

but thos巴 of asparagine had no remarkable inftu.ence (Table 30) ・

(11) The inB.uence of H-ion concentrations of the myceIial growth of B. cinerea 

and S. kitaji問。ηa was not remarkable in th巴 media ， the exponents ranging from 3.6 

to 8.7 , from 4.5 to 9.1 respectively (Table 31). 

(12) The myceIia of B. cinerea and S. kitajimana grew more favorably under dark 

condition than in Iight condition , and , Sclerotinia was more striking than Botrytis in 

this character (Table 32~33). 

(13) The conidial germination of B. cine1'ea took place at temperatures from 0-

25 0 C, favorably at 15~20cC and was nil at 30"C. The conidia in the Petri dish placed 

on the ground under snow germinated more favorably than those buried in snow (Table 
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34~35). 

(14) The mycelia of B. cinerea grew at temperatures ranging from 0' to 35 ü C, 

a口 d favorably at 20~250C (Table 36). 

(15) Th巴 optimum temperature for the mycelial growth of 5. kitajimana was about 

at 20~C and the fungus grew very slowly at 30"C (Table 37~38). 

(16) From th巴 results of the present authors' experments repeated several times , 

it was proved that the mycelia of B. cinerea and 5. kitaji問。na grew well on potato agar 

under snow. Among these isolates of the fungi tested , a large range was observed in 

the mycelial growth (Table 39~42). 

(17) The isolates of B. cinerea and 5. kitajimana were cultured on potato agar 

plates at lﾒC and 20"C for 10 days , respectively , and the pieces of the mycelial colonies 

were transplanted to potato agar plates as inocula. 

The growth of the mycelial colonies of the fungi with the inocula cultured at 1 cC 

was better at 1 C and 20 C than that with the inocula cultured at 20'"'C. 

The mycelial colonies of the fungi , those inocula that were treated with low temｭ

perature (O"C) for 14 days before the transplanting to media , grew more vigorously 

than those untreate c1, and the difference was remarkable in 5. kitaji問問。 (Table 43~ 

45). 

(18) The thermal death of the mycelia of the fungi in neec1les of “ Sugi" seec1lings 

occured as follows: 

ln dry air... .10 minutes at 100 'C , 20 minutes at 90 C (B. cinerea) 

10 minutes at 100 ü C , not killed at 90�C for 20 minutes (5. kitaji問問。〉

ln hot water'" .10 minutes at 45'C , 2 minutes at 50'C (B. cineγea) 

10 minutes at 55' C (5. kitajimana) 

The results of the experiments 011 the thermal death of sclerotia of the fungi in 

hot water were as follows: 

10 minutes at 500C (B. cinerea) , 10 minutes at 55"C (5. kitajimana) (Table 46~48). 

(19) The viabiIity of th巴 mycelia of the fungi was not injured by the exposure 

over mic1winter to temperatures reaching below -70C for several days continuously. 

(20) The conidial germination of B. cinerea was generally favoured in a saturated 

atmosphere and at 97% relative humidity , and the conidia germinated slghtly in 94 % 

humidity , while those kept at 90% and 87% humidity showed no signs of germination. 

It was also made clear that the drying of the spor巴 suspensions of the fungus served 

to check remarkably their germinability (Table 49~50). 

(21) The myc巴lial growth of 5. kitajimana on the dried surface of potato agar was 

reduced , while B. cinerea grew on the dried media as well as on wet media (Table 51). 

(22) Under the condition in which free oxygen was removec1 from the atmosphere , 

the mycelia of B. cinerea and 5. kitajimana did not grow at all. 

(23) The one.sic1ed aversion occurrec1 between B. cinerea and S. kitajimana on 

potato agar , and between the inocula of two strains of B. cinerea it did not (Table 52). 

(24) B. cineγea attacked various species of plant in n町series and plantations in 

spring.wint巴r ， and many sc1erotia and numerous conidia were produced on the a任ected

parts of host plants. Some s c1 er叫ia of the fungus produced a great number of conidia, 

but the others dic1 not form the conidia anc1 remained on the ground. 

5. kitajimana attacked host plants only under snow but it did not a妊ect them in 
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spring-autumn unc1er natural circumstances. The apothecia were rarely c1evelopec1 from 

the sc1erotia past the summer , anc1 many of the sclerotia c1ic1 not germinate. 

(25) The sclerotia and mycelia of B. cineγea and S. kitajimana had existed in soil 

over summer for six months. 

(23) The mycelial growth of B. cinerea and S. kitaji問。na occurred on the grounds 

under snow for about 10 days after snow coverage. Th巴 conidia of Botγytis were not 

produced on potato agar at 0 C for 50 days , but under snow the numerous spores of 

the fungus were d巴veloped on the old colonies which had been cultured at 200C for 10 

days (Table 53). 

(27) The mycelia of B. cinerea developecl well on the sterilized soil in which the 

inocula were placed at the depth of 3 cm below the surface at -1~2uC for 2 months , 

but at the 5 cm plots th巴y did not grow. The mycelial growth of S. kitaji加ana occurrecl 

vigorously not only on the 3 c例 plots but also on the 5 cm plots (Table 54). 

(28) The results of inoculation experiments with sclerotia and mycelia of S. kita <

jimana , to “ Sugi" seedlings respectively showecl that the infection caused by sclerotia 

was severer than that by mycelia. These results indicate. that the primary infection 

occurs under snow by the mycelia d巴 velopecl from the sc1erotia , and therefore , the 

formation of apothecia is not absolutely necessary for the infection (Table 55). 

(23) The mycelia of th巴 fungi grew vigorously on the soils to which was added 

the powders of brake , leaves of Japanese larch ancl leaves of chestnut; and Botγytis 

especially was conspicuous in this character (Table 56). 

(30) The results of the experiments on the existent periods of mycelia of B. cinerea 

ancl S. kitajimana in the a任ected parts of “ Sugi" se巴dlings are summarized as follows: 

At room... .about 5 months , 8 months , respectively; on branch of tree ・ 9 months , 

8 months , respectively; on ground" . . 4 months , 2 111onths, respectively; under soil. --・ 2

months , 2 months , respectively. 

The existent period of 111ycelia of the fungi on potato agar were about 22 months 

(Table 57~59). 

(31) B. cinerea was more wiclely distributed than S. kitajimana in the Tohoku 

district , and various conifers were attacked by B. cinerea and S. kitajimana in nurseries , 

but the hosts in plantations were affected with only B. ci刀erea. B. cinerea was disｭ

tributed over the nurseries , whil巴 Sclerotinia was observecl on a part of the seedling 

beds , and the host range of the fungus was limited. 1n the isolation tests of causal 

pathogens from a large l1umber of affected seedlillgs of Yezo spruce (Picea jezoensis) 

and "Todomatsu" (Abies mayγiana) collected at snow-melting periods in Hokkaido and 

the Tohoku c1 istrict, B. cinerea and S. kitajimana were not obtained. B. cinerea and 

S. kitajimana c1istributed generally in the regions cover巴c1 with deep snow for abov巴

100 days (Table 60 , Fig 3). 

(32) The causes which B. cine1-ea c1istributecl more frequently than S. kitaji問。na

wer巴 conclue c1 to be as follows: 

The hosts of Sclerotinia wer巴 fewer than those of Botrytis , alld Botrytis attacked 

various plants over th巴 year. Scleγotinia was unable to c1amage the host plants under 

snowless condition. S. kitajimana attacked Lactuca stolo削fera and Gnaphaliu抑制ulticeps

more fre ヨuent1y than coniferous seedlings. Therefore as th巴 weeds decreased in seedｭ

ling beds , the distribution of Sclerotinia decreased. The spread by means of wind-
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disseminated ascospores was very rare , wherefore the spreading distances of the fungus 

were more limit巴d than those of B. cinerea. 

(33) The reasons for B. cineγea not being isolated from Yezo spruce and “Todo・

matsu" seedlings in Hokkaido and the Tohoku district were thought to ce as follows: 

The dormant seedlings under snow were highly resistant to the fungus. The myｭ

celial growth of B. cinerea and S. kitaji間ana was arrested by freezing of soil and the 

hosts , therefore the infection by the fungi to Japanese red pine seedlings did not occur. 

Since the distribution of the regions where the period of soil freezing is long in Hokｭ

kaido , the development of gray mold is reduced (Table 61~66). 

(34) When the period of snow coverage was over 4 months , the damage of sclerotial 

diseas巴 of ‘ 'Sugi" seedlings was not checked by the hastening of snow-melting in the 

early spring. The damage of gray mold and sc1erotial disease of ‘ 'Sugi" seedlings 

was highly increased in the plots where the causal fungi had been inoculated at the 

beginning of snow coverage in comparison with that in the plots inoculated before 50 

days from the snow-melting (.Table 67~68). 

(35) When the mycelia of S. kitaji111ana was inoculated to the tops of “ Sugi" , Jaｭ

panese red pine , Japanese black pine , and common spruce seedlings, the damage caused 

by the fungus was not reduced by placing woods box over the pots so that th巴 weight

of th巴 snow could not press the seedlings to the ground , and the aerial mycelia of the 

fungus developed vigorously on the seedlings and the ground (. Table 69). 

(36) The development of gray mold and sc1erotial diseaf'e of "Sugi" seedlings was 

serious under dark condition. This 1'esult indicates that the conc1itions under snow tend 

to develop the diseases (Tabl巴 70).

(37) The mycelial growth of B. cinerea and S. kitajimana on the frozen soil under 

snow separatec1 f1'om the grounc1 did not occur , and the infection of ‘ 'Sugi" seec11ings 

by the fungi was conspicuously arrested (Table 71). The causes leading to the above 

result are thought to be as follows; The seedlings and soil were frozen for a long 

period , wherefore the fungi were unable to attack the seec1lings. 

(38) The development of sc1erotial disease of ‘ 'Sugi" seedlings was most 

favourable in a saturatec1 atmosphere , and as the relative humidity c1 ecreasec1, the 

infection c1ecreased. Th巴 seedlings kept at 879占 humidity were not a任ecte c1 (Table 

72). 

(39) The damage of snow molding of conife1'ous seedlings was severe in the regions 

covered with deep snow , the c1amage being greatest during years of heaviest snowfall 

and consequent late melting of snow in the spring. Therefore the damages in plantations 

have a relationship to the natural features. The damage of the disease was more 

serious on f'.at grounds , areas occupied by stream , and depressed grounds where snowｭ

melting was later than on slopes (Table 73). 

(4�) The mycelial growth of B. cinerea and S. kitajimana on the dry soils in which 

the wate1' content was below 10% did not occur , and the fungi grew most favorably at 

55% rnoisture (Table 74). 

(41) 1n th巴 period of snow-melting the damage of sc1erotial disease of “ Sugi" 

cuttings on the puddly beds was Yery serious in cornparison with that on well-drained 

beds (Table 75). 

(42) Gray mold and sc1erotial disease of “S昭i" seedlings occurred more frequently 
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on level beds and low bec1s than on high beds , anc1 the occurrence of gray molc1 on the 

high bec1s was very slight (Tabl 76). 

(43) Accorc1ing to the results of the inoculation experiments at various soils , both 

of the fungi attacked "Sugi" seedlings very slight1y at light loam anc1 sanc1 loam , anc1 

the c1amage causec1 by B. cinerea especially was very slight. On the other han c1, at 

clay the attack by the fungi was very severe (Table 77). 

(44) From the results of the mixed inoculation experiments with B. cinerea anc1 

S. kitαjimana to "Sugi" seec1lings on the light loam , th巴 infection by B. ciη erea dic1 not 

occur , while the attack by S. l偀ajimana was very severe (Table 78). 

(45) Th巴 air spac巴 of light loam in which the occurrence of the c1iseases was not 

serious , was very high , anc1 that of the c1ay in which the disease occurred severely 

was very low. The seasonal variation of the air spacc of the soils was investigate c1, 

and it was found that the values measured in the midwinter were comparativ巴 ly high , 

whereas those at the perioc1 of sno¥V-melting were extremcly c1ecreasec1. 

On the other hanc1, the mycelial growth of the fungi on the light loam (surface soil) 

and humus soil was better thal1 that 011 the clay (sllbsoil) , anc1 B. cine向。 grew more 

vigorously on the soils than S. kitajimana ・ The results of the cultural tests with the 

fungi on the soil c1ecoctiol1 agars mac1e from the soils inc1icatec1 also the same tendency 

as the results on the soils. From these results , it is evident that the developm巴nt of 

gray mold anc1 sclerotial diseas巴 of “ Sugi" seedlings on a well-c1rained field is not 

seriolls , but at an insu任iciently c1 rained 自eld ， the c1isease is severely prevalent (Table 

79~83). 

(46) Accorc1ing to the results of the inoclllation experiments repeated under snowless 

condition , 13. cinerea was severer in virulence to several tree species than was S. kitaｭ

jimana , anc1 on the contrary , the results of the tests under snow showed that S. kitaｭ

JL刑ana was very virlllent comparec1 withβ cinerea. 

The causes leac1ing to the above results were thought to be as follows: 

The mycelial growth of S. kitajimana was arrested unc1er dry condition , while 13. 

cinerea was able to grow under comparatively dried circllmstances and the gray molc1 

caused by B. cinerea occurred abunc1antly in high relative humidity , and the infection 

to the hosts was newly caused by the extensive conidia produced on the a妊ected parts. 

Since the adherence of the seec11ings to wet ground was necessary to the development 

of sclerotial disease , th巴 occurrence of the disease was slight in moist chambers anc1 

S. kilajimana grew vigorously under the conc1ition of darkness , low temperature anc1 

wetness , therefor巴 the disease spread well under snow (Table 84~86) 

(47) The phosphate and potassium deficiency in the soil made "Sugi" seedlings 

susceptible to the gray mold caused by B. cinerea under snow , and the inf!uence of 

phosphate and potassium d巴ficiency of “ Sugi" seedlings on the infection of gray mold 

was intensi自己c1 with the large supply of nitrogen. The results of artificial inoculations 

under warm condition showed that the seedlings supplied with complete manures were 

very susceptible , as well as those in phosphate and potassillm deficiency. 

Innu巴nces of the sorts of the manures upon the damag巴 of frost showed the same 

tendency with the occurrence of the disease , but the seedlings supplied complet巴

manures appeared to be resistant (Table 87~91). 

(48) The “ Sugi" seedlings given nitrogen in the early autumn were very susceptible 
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to gray mold , and the after manuring with potassium s111phate , slaked lime anヨ ash

had no relationship with the resistance of the see ヨ lings to B. cinerea and S. kitajirnana , 

so far as examined by the present authors , whil巴 the seedlings treated with 0.3 % 

solution of MH-30 were highly resistant to S. kitajimana , but the growth of roots was 

checked (Table 92~95). 

(49) Th巴“Sugi" stocks overgrown at nursery were severely a任ected with B. cinerea 

in plantation , while th巴 stocks on which the overgrowth in the early al1tl1mn had been 

controlled by root pruning appeared resistant to the disease (Table 96~98). 

(50) The weak “ S l1gi" seedlings grown on seedling beds were sl1 sceptibl巴 to S. 

kitaji例ana as well as overgrown seedlings (Table 991. 

(51) The ‘ 'S l1gi" seedlings that had been covered with bamboo-grass , rice straw 

and fallen leaves , respectively , to prevent injl1ry by frost before snowfall were severely 

damaged by gray mold under snow (Table 100). 

(52) “ Sugi" , Japanese red pine , and Japanese black pine seedlings were covered 

with branches of “ S l1gi" on September 13 , Octo!:Jer 22 and December 14 , respectively. 

The covered seedlings became bright green and the water content of the seedlings inｭ

creased. 

The earlier the seedlings were covered , the mor巴 serious the damage by gray mold 

became. The results of the inocl1lation experiments with B. cinerea and S. kitajimana 

to the seedlings showed the same tendency as the damage of sclerotial disease in the 

品eld. These results indicate that covered seedlings become sl1sceptible to the fl1ngi 

(Table 101~]03). 

(53) The resistance of th巴“Sugi' ・ seedlings held under dark and warm conditions 

for 32 days in October-November to gray mold and sclerotial disease was conspicl1ol1s1y 

decreased. 

From this result , sunlight and low temperature are absoll1tely necessary factors for 

the acquisition of hardening and resistance in the seedlings (Table 104~l07) ・

(54) The amountR of sugar concentrations and the values of osmotic preSSl1re of 

the ‘ 'Sugi" seedlings were redl1ced by the covering , while the water contents wer巴 in

creased. The amOl1nts of sugar concentrations and the values of osmotic pressure were 

highest at the beginning of winter and decreased gradually under snow , bl1t the water 

contents were lowest at the beginning of winter and increased gradl1ally under snow 

(Fig. 8 ,9). 

(55) The .temperature on the grol1nd covered with ml1lchs under snow was not 

higher than that on ground under snow , and the pathogenic fl1ngi grew well on mulchs. 

Under the condition of seedling beds cover巴d with wet mulchs the diseases were apt 

to spread (Table 108~1l0). 

(56) Since "Sugi・， seedlings injured at the tops were susceptible to gray mold , the 

disinfection with Bordeaux mixture did not show promise of effectively controlling the 

disease , and the injured seedlings and transplants were seriol1sly affected with the 

disease even on light loam (Table 111~ 1l 2). 

(57) Not only the damage of gray mold in the ‘ 'Sugi" seedlings prl1ned on the 

roots in the early autumn , but that of the seedlings transplanted before the dormant 

period was very slight (Table 113~1l 5). 

(58) The treatments with MH-30 were very e任ecth-e in checking the growth of 
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“ Sugi" seedlings in the early autumn. The applicatlons of 0.3 % and 0.12 9� solution 

as well as root pruning showed satisfactory results , and when MH.30 and root pruning 

were used at the same time the e[fect was most conspicuous. The damage from early 

frost to th巴 tr巴ated seedlings was marl王edly d巴 creased ， anc1 the tr巴atm巴nt with 0.12% 

solution was more effective than the root pruning (Table 116). 

(59) The result of the test with potassium chlorate solution on the colc1 resistance 

of the seedlings did not agr巴e with the 日el c1 experiment (Tabl巴 117).

(60) The results of artif�ial inoculations with B. ciηeγea and S. kifajimana showed 

that the seedlings treatec1 with MH-30 and root pruning appearec1 resistant. 1n those 

seedlings in which the tr巴 atments of root prunin耳目nc1 MIl-30 were used at th巴 same

time , the resistance was most conspicuous. The outbreak of gray molc1 in the 自elc1

unc1er snow showec1 the same tenc1ency as the c1amage causec1 by early frost (Table 118~ 

119). 

(61) The mycelial growth of B. cineγea ， S. kifaji削ana al1c1 Rhizocfol1ia solani was 

checkec1 by 0.3% MH  solution. In 0.05% solution , the conic1ial germination of B. cinerea 

was consic1巴rably checke c1, anc1 in 0.1% solution the conic1ia did not germinate (Table 

120~121). 

(62) 1n the following spring the tops of the seedli時s treated with MH-30 were 

killed by toxic action of the chemical. There was no di 任erence in the percentages of 

seed Iings tha t d i巴d in each plot (Table 122). 

(63) When ‘ 'Sugi" transplants were temporarily planted on September 13 , the 

stocks were damaged by Pesfalofia slziraiana and Fusaril日11 sp. in th巴 autum l1， but the 

remaining stocks were highly resistant to sclerotial c1isease under snow. 

Concerning the temporary planting on October 7 in which the stocks rooted before 

snowfall , they became resistant to the disease. while the stocks replanted on November 

12 were most susceptible , and those on December 13 wel'e moderately resistant (Table 

123~125J. 

(64) 1n temporary planting , the ‘ 'Sugi" stocks bundled were more severely damaged 

by gray mold anc1 sclerotiaI disease than those replante:l one by one (Table 12�). 

(65) The result of the inoculation experiment in the early spring with B. cinerea 

to the “ Sugi" s巴edlings that hac1 been temporarily planted in autumn showed that the 

resistance of the seedlings to the c1isease was remarkably c1ecreased unc1er snow (Table 

127 ). 

(66) The myceliaI growth of B. cinerea anrl S. kilajinwna on the potato agars to 

which was ac1c1ed various fungicid巴s was investi 日日 ted ， and the resistance of the fungi 

to various fungicic1aI soIutions and the effect of dl1sts on the cultures of B. cineγea were 

tested. 

Th巳 results obtained are summarized as foIlo¥Vs: 

Ceresan, Uspulun , Mercron , Sankyo-c1osuigin c1ust. Ruberon dust and Strong-Riogen 

dust were very eぽective in checking the growth of the fungi , and Sankyo・Bordeaux ，

Borc1eaux mixtur・e with Usp111un aヨc1ed ， Ceresan dilutec1 with slaked Iime , Sanpun-Ruberon. 

Riogen dust , Paml1ron dust and Jinkmate were J11o:lerately effective , but copper sl1Iphate 

Cu・dust and Bordeaux mixture wer巴 less e圧ective <Table 128~ 133). 

(67) It was recognized that the spraying and c1l1sting of Bordeaux mixture , Ceresan 

diluted with slaked lime and Sankyo-dosuigin c1ust in late autumn were very eJectiye 
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for the prevcntion of gray mold of "Sugi" seedlings. 

There wer巴 no remarkable differences in the e任ectiveness of Bordeaux mixture 

spraying being sprayed once , twice or three times. 

Some experiments were also made to ascertain the 巴ffect of the amounts of Bordeaux 

mixture upon the damage from the disease. These test showed that as the amounts 

increased , the damage decreased. Therefore , not only the disinfection of the seedlings 

but that of the se巴dling beds is necessary to prevent the disease (Table 134~138). 

(68) For the control of sclerotial disease of "Sugi" s巴edlings ， Ceresan dilut巴d with 

slaked lime , Bordeaux mixture , Bordeaux mixture with Uspulun added , and Sankyo. 

Bordeaux were very effective , and bleaching power solution was more or less e任ective

(Table 139). 

(69) The spraying tests with several fungicides were performed to prevent scleroｭ

tial disease of Japanese red pine and Japanese black pine seedlings. 

Among the fungicides test巴d ， Bordeaux mixture was harmful to the se巴dlings;

Japanese red pine seedlings especially suffered serious loss , and the addition of zinc 

sulphate to Bordeaux mixture was fairly effective in decreasing the injury , Fumiron 

solution was not only 巴庄ective in preventing the disease but also harmless , and TFI-A 

solution, while it was more or less harmful , was considerably e丘ective in preventing 

the disease (Table 140~142). 

(70) According to the spraying tests with Bordeaux mixture to Japanese red pine 

seedlings , the phytotoxicity of Bordeaux mixture to the seedlings was caused by spraying 

at the beginning of winter , with the injury occurring gradually under snow. When 

the seedlings sprayed with Bordeuax mixture were protected from snow by wood boxes 

the chemical injury decreased. The s巴edlings kept in the room and incubator were 

not injured. 

The spraying with Bordeaux mixture and Sankyo-Bordeaux to Japanese red pine 

seedlings in summer proved harmless , and even when the se巴dlings w巴re kept under 

wet conition the seedlings were not damaged. From these results it is clear that th巴

phytotoxicity is caused under the condition of wetness and low temperature induced by 

snowfall (Table 143~144). 

(71) The control experiment with several dusts to gray mold of "Sugi" stocks in 

plantation was also conducted. Among the dusts tested , Riogendust , Sankyo-Bordeaux 

dust and Ceresan diluted with slaked lime were effective , and Sanpun-Ruberon and 

Sanpun-Bordeaux were more or less e妊ective (Table 145). 

Laboratory of Forest Pathology and Insect , 

Government Forest Experiment Station , Akita Branch Station, 

Akita , Japan. 
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